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序章　リィエルの受難









　それは──まさに、青せい天てんの霹へき靂れきであった。







～緊きん急きゆう通知～　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院　学院教育委員会

以下、一に該がい当とうする者を、二の通りの処分とすることを決定し、ここに通知する。


一．対象者：リィエル＝レイフォード

二．処分内容：落第退学（今年度前期の終しゆう了りよう時点で上記の処分とす）

三．処分理由：生徒に要求する一定水準の学力非保持、故ゆえの在ざい籍せき資格失効




以上










「ど、ど、ど、どぉいうことっすか、学院長ぉおおおおおお──ッ!?」

　掲けい示じ板ばんでそんな通達を発見するや否いなや、グレンは猛もう烈れつな勢いで学院長室に駆かけ込み、執しつ務む机のリック学院長へ、机越ごしに身を乗り出すように詰つめ寄っていた。

「まぁ、そろそろ君が来る頃ころじゃとは思っていたよ……」

　慌あわてふためくグレンを、学院長は落ち着いた物もの腰ごしで迎むかえる。

「確かに、こいつはマジモンのバカですよ!?　今の所、成績、ボロクソですし！」

　グレンはリィエルの後ろ襟えり首くびを摑つかんでぶら下げ、学院長の前に突つき出す。

「むぅ……バカって言うほうがバカ」

　対するリィエルの表情は眠ねむそうで、いかにも何が起こっているのかわかってない風だ。

　落第退学。それは、成績不ふ振しん者しやに対して下される処分の一つだ。

　富国強兵政策を推進する帝国政府によって公的に運営される魔術学院は、基本、完全実力主義だ。能力と意欲ある者は優ゆう遇ぐうするが、無能者、意欲なき者には厳しい。

　よって、学業成績が著いちじるしく悪い生徒に対しては、学院教育委員会が『落第退学』という強制的に学院在籍資格を剝はく奪だつし、退学させる処分を下すことがあるのだが……

「一番成績に響ひびく前期末試験がまだなんっすよ!?　その結果すら待たず、指導も補習も追試も留年も全部すっ飛ばして、いきなり落第退学なんて、絶対おかしいっすよ!?」

　そう、グレンの主張する通り、本来、落第退学など余よ程ほどのことなのだ。

　このタイミングでリィエルが落第退学させられるなんて、ありえないことなのである。

「そうですよっ！　絶対に何かの間ま違ちがいに決まってますっ！」

「お願いします、学院長……どうか、もう一度よく確かく認にんしてください」

　グレンについてきたシスティーナとルミアも、必死に学院長へと嘆たん願がんする。

「まぁ、何かの間違い……確かにそうなのじゃろうな……普ふ通つうなら。だが、今回のリィエルちゃんの一件は、少々特とく殊しゆでのう……」

　学院長が気の毒そうに、疲つかれたように、ため息を吐ついた。

　そして、ちらりと執務室内を一いち瞥べつし、自分の他には、グレン、リィエル、システィーナ、ルミア……丁度、この場に関係者しかいないことを確認する。

「リィエルちゃんは、元・王女のルミアちゃんの護衛として、帝国宮きゆう廷てい魔道士団の特務分室から派は遣けんされた執しつ行こう官かん……そうじゃったな？」

　実はリック学院長も、ルミアの裏事情を知る数少ない人間の一人なのだ。

「そのために、帝国軍……国軍省総合参さん謀ぼう本部が、リィエルちゃんをこの学院へ生徒として、強ごう引いんにねじ込んだわけじゃが……知っておろう？　この魔術学院は、様々な帝国政府各機関の思おも惑わくや利権、縄なわ張ばり争いが複雑に絡からみ合う混こん沌とんの魔ま窟くつだということを……」

「そうっすね。ざっと指折るだけで、国軍省、魔導省、行政省、教導省……学院の最高決定機関たる学院理事会は、水面下で各閥ばつの息がかかった連中が、利権の塊かたまりのような魔術学院内における主導権争いに日々、しのぎを削けずってる……」

　そう、アルザーノ帝国は女王陛下の下もとでのに盤ばん石じやくな国家のようで、決して一枚岩ではないのだ。王室という絶対的なカリスマを誇ほこる忠誠の対象が存在しなければ、たちどころに内部から瓦が解かいしてしまう……そんな危険性も孕はらむ危あやうい国家なのである。

「まさか……？」

「そのまさか、じゃよ」

　何かに気付いたようなグレンに、リックがため息を吐いた。

「このリィエルちゃんがこの学院で王女の護衛につく際、国軍省の強引な横よこ槍やりを面おも白しろく思わない連中がいたんじゃよ。恐おそらくは教導省と魔導省……彼らは一時的に手を組み、学院内から国軍省の息がかかるリィエルちゃんの排はい除じよに動いたんじゃ」

「そ、そんな……」

　ルミアが悲しそうに表情を歪ゆがめ、自分の口を両の掌てのひらで塞ふさいだ。

「おまけに、その……リィエルちゃんは様々な要因から、まだ精神的に幼いせいで、一見、素行不良と見てとられる問題行動も多い……そこに加えて平時の成績不振……反国軍省派連中に攻こう撃げきの口実を与あたえてしまったのじゃな……」

「くそ……そういうことか……」

　自分がついていながら、なんて様ざまだ……グレンは悔くやしげに歯がみするしかない。

「……学院長……なんとかならないんですか？」

　執務机に両手をついて真しん摯しな表情で、学院長へと迫せまるグレン。

　そんなグレンのただならない様子を、ぼ～っと見つめていたリィエルが、ようやく自分が何かとんでもないことに巻き込まれた……ということに薄うす々うす気付き始める。

「……ねぇ、ルミア。システィーナ。ラクダイタイガクって何？　……おいしいの？」

「それは……その……」

　言いにくそうに、顔を見合わせるルミアとシスティーナ。

「……落ち着いて聞いてね？　リィエル。落第退学っていうのは……強制的に学院を辞めさせられることなの……」

「……え？」

　ルミアの言葉に、リィエルは眠たげな無表情を、はっきりと動どう揺ようの色に染める。

「それって……グレンやルミアやシスティーナ……クラスのみんなと……わたし、もう一いつ緒しよにいられないってこと……？　なんで……？　そんなのやだ……」

　あの感情の起き伏ふくに乏とぼしいリィエルが、この時ばかりは……今にも泣き出しそうであった。

「……お願いします、学院長ッ！」

　そんなリィエルの姿に、居ても立ってもいられないグレンが、さらに頭を下げる。

　だが、学院長はそんな鬼き気き迫せまるようなグレンを前に……にやりと笑っていた。

「しかし、毎回つくづく思うのじゃが……君は本当に悪運が強いのう、グレン君」

「えっ!?」

「実はな……ちょうど、リィエルちゃんに、名指しで短期留学のオファーが来ているのじゃよ……聖リリィ魔術女学院からのう」

「聖リリィ魔術女学院だって!?」

　聖リリィ魔術女学院。アルザーノ帝国が首都、帝都オルランドより北西へ進んだ湖水地方リリタニアにある私立の魔術学院。いわゆる、女子のみが通える女子校であり、上流階級層の子女御ご用よう達たしの全ぜん寮りよう制お嬢じよう様さま学校であった。

「なんでンなとこから、いきなり短期留学のオファーが……？　いや！　今はンなことどうでもいい！　リィエルに短期留学のオファーが来たってのは間違いないんすか!?」

　グレンの問いに、学院長が力強く頷うなずく。

「うむ。今回、反国軍省派のリィエルちゃんに対する攻撃点は、成績不振による学院在籍資格への疑問、その一点じゃ。つまり、それを覆くつがえしてやればいい」

「そうっすね！　他校への留学ってのは、総合成績評価に大きく加点される立派な『実績』だ！　リィエルが短期留学を無事に成功させれば……誰だれも文句は言えねえ！」

　そして、グレンは顔を綻ほころばせて、リィエルに振ふり返る。

「よかったな、リィエル！　希望が見えて来たぜ!?　お前、聖リリィ魔術女学院に、短期留学しろっ！　いいなっ!?」

　すると、リィエルはきょとんとした表情で……

「……ねぇ、ルミア。システィーナ。タンキリューガクって何？　……おいしいの？」

「それは……その……」

　言いにくそうに、顔を見合わせるルミアとシスティーナ。

「……落ち着いて聞いてね？　リィエル。短期留学っていうのは……簡単に言うと、一時的に余所よその学校に通うことなの……」

「……え？」

　ルミアの言葉に、リィエルは眠たげな無表情を、はっきりと動揺の色に染める。

「……別の……学校……？　この学院じゃなくて……？」

「あっ！　でも大だい丈じよう夫ぶよ、リィエル！　ずっと余所の学校に行きっぱなしっていうわけじゃないわ！　多分……二週間か三週間くらい？　ちゃんと帰ってこれるから！　リィエルが留学先で、きちんとお勉強をすれば……」

　狼狽うろたえの色を見せるリィエルに、システィーナが慌てて弁解するが……

「やだ」

　リィエルの口を突いて出た言葉は、強い拒きよ絶ぜつであった。

「……わたし、リューガク？　……したくない」

　そうぼそぼそと呟つぶやくリィエルは、いつもの通りの眠たげな無表情だが……その眉み間けんには微かすかにしわが寄っている。常に能面な彼女から察するに、相当、嫌いやなようだ。

「あ、あのなぁ、リィエル……お前、状じよう況きようわかってんのか!?」

　グレンが呆あきれたように頭をかきながら、リィエルを問い詰める。

「このままじゃ、お前、この学院を辞めさせられるんだぞ!?　ルミア達と一緒にいられなくなるんだぞ!?　そんなの嫌だろ？」

「ん。やだ」

「だったら、ここは大人しく、短期留学をだな……」

「…………それも、やだ……」

　リィエルは拳こぶしを握にぎり固め、微かに震ふるわせながら、暗く俯うつむいてしまう。

「おい、お前、いい加減にしろよ？　あれもやだ、これもやだは通らねえんだよ！」

　駄だ々だっ子こなリィエルの様子に、グレンが微かに苛いら立だったように叱しつ責せきするが……

「……うるさい……いやだ……いや……いや……ッ！」

　リィエルが俯いたまま、全身をぶるぶると震わせていって……

「お、おい……リィエル……？」

「タイガク？　も……リューガク？　も……わたし、どっちもいやだ……いやなの……」そして──

「絶対、やだ！　グレンのバカ！　大だい嫌きらい！」

　だっ！

　癇かん癪しやくを起こしたリィエルが、そう叫さけんで、学院長室を飛び出していってしまう。

　流石さすがは《戦車》のリィエル。止める暇ひまもない、圧あつ倒とう的な素す早ばやさであった。

「お、おい!?　リィエル！　待て！　ええい、世話が焼けるッ！」

　そして、グレンはリィエルの跡あとを追って駆け出す。

「学院長！　短期留学の件は前向きに検討させていただきますっ！　白しろ猫ねこ！　ルミア！　リィエルを追うぞッ！　もう許さんっ！　あいつはとっ捕つかまえて、お尻しりぺんぺんの刑けいじゃああああああああああああああああああああああああ──ッ！」








第一章　グレン１／２









　そんなこんなで。

　グレン達は逃にげたリィエルを追って、学院校舎本館、別館、付属図書館、中庭、学院会館、魔ま術じゆつ競技場……学院内のありとあらゆる施し設せつを探し回るのだが……

「くそ……見つからねぇ……」

　探し回った果てに辿たどり着いたここは、学院敷しき地ち内に設けられた礼拝施設──チャペルだ。聖エリサレス新教、即すなわち帝てい国こくの国教を奉ほうずるこのチャペル内は、厳おごそかな空気に満たされており、並ぶ長なが椅い子すには、信心深い生徒達が祈いのりを捧ささげる姿がぽつぽつとある。

　グレンは、そのチャペル内の長椅子の最後列に、ぐったり身を預けて休きゆう憩けい中であった。

「ひょっとして……リィエル、もう、学院外に出ちゃったのかな……？」

　グレンの隣となりに腰こし掛かけ、不安げにルミアが呟く。

「……だとしたら、お手上げだな。フェジテは広い」

　グレンが、半ば諦あきらめたように周囲を見回す。

「主は言いました。汝なんじ、汝の隣りん人じんを汝が如ごとく愛しなさい。赦ゆるしなさい……」

　奥の祭さい壇だん前にある講壇では、僧そう服ふく姿の牧師が聖書を開き、生徒達へ説法を行っていた。

「で、でも、先生！　今のリィエルは、私の家に住んでいるんですよ？」

　システィーナがそう主張する通り、リィエルは、最近、とあることを切きっ掛かけに、システィーナの住むフィーベル邸ていに下宿するようになっていた。

「夜になったら、きっと戻もどって来ますって！」

「どうだろうな……あいつの留学に対する嫌がり方はどこか尋じん常じようじゃなかった……大人しく帰って来てくれるかどうか……」

　グレンがため息交じりにかぶりを振る。

　リィエルは、帝国宮きゆう廷てい魔道士団特務分室の執しつ行こう官かんナンバー７《戦車》である。

　見かけは幼めな少女に過ぎないが、その小こ柄がらで華きや奢しやな身体からだには、常人には及およびもつかない恐るべき身体能力と戦せん闘とう技能が秘ひめられ、生存サバイバル術なども超ちよう一流だ。

　その気になれば、リィエルは何の補給もなしに、野生で延々と生き延びられるのだ。

　こういう場合、逃げの一手を打たれると、もう始末に負えない。

「……ったく、どうすりゃいいんだよ……このままじゃ、あいつ、マジで退学になんぞ」

　グレンが掌で顔を覆おおって、頭上のステンドグラスを仰あおいだ……その時だ。

　丁度、牧師の説法が終わったところらしい。

　参拝していた生徒達が全員、チャペルからおずおずと出て行き……

　かつん……説法を行っていた牧師が靴くつ音おとを立てて、グレンの傍かたわらへやって来ていた。

　グレンは側そばに立つ牧師を、鬱うつ陶とうしそうに睨にらみ上げる。

「……なんだよ？　説法や入信の勧かん誘ゆうなら余所を当たりな。俺は無信論者……」

　その時──グレンは気付いた。

　僧服の牧師が目ま深ぶかに被かぶっている鍔つば広ひろ帽ぼうの下に光る、鷹たかのように鋭するどい眼まな差ざしに──

「……って、お前ッ!?　あ、アルベルトか!?」

「「えっ!?」」

　グレンの上げた素すっ頓とん狂きような言葉に、システィーナとルミアも思わず牧師を凝ぎよう視しする。

「ふん」

　すると、牧師は野や暮ぼったい牧師服と帽ぼう子しを、ばっ！　と一いつ瞬しゆんで脱ぬぎ捨て……いつもの宮廷魔道士礼服姿になった。まるで手品のような鮮あざやかさだ。

「いつものことながら……それ、どうやってんだよ？」

「久しぶり……という程ほどでもないな。先の社交舞ぶ踏とう会以来か。さて……」

　正体を現したアルベルトが、鋭く突つき刺さすように、咎とがめるようにグレンを見み据すえる。

「今回のリィエルの一件だが……お前がついていながら、何て様だ」

「し、知ってたのか……面めん目ぼくねぇ……」

「お前達に話がある。……少し待ってろ」

　そう言い捨て、アルベルトは踵きびすを返し、チャペルの奥へと向かう。

　そこはアルベルトがほんの数刻前、生徒達に説法を行っていた祭壇前の講壇だ。

「……？」

　グレン達が不思議そうに見守る中、再び講壇に立ったアルベルトは、裏側から講壇の中へとおもむろに手を突っ込んで……ずる[image: ～][image: ～]っと、何かを引っ張り出す。

「「えええええ──っ!?」」

　途と端たん、目を丸くして驚おどろくルミアとシスティーナ。

「ん──っ！　んん[image: ～][image: ～]っ！」

　その何かの正体は……なんと、リィエルであった。

　三つの光のリング形法陣じんで、頭、胴どう、足を魔術的に拘こう束そくされたリィエルの身体が、アルベルトの腕うでの先に、後ろ襟えり首くびを摑つかまれてぶら下がっている。

　どうやら、アルベルトの黒くろ魔ま儀ぎ【リストリクション】に、完全に捕まったらしい。

　今のリィエルは、自分の意思では指一本動かせないような有様であった。

「リィエルを手て際ぎわよく取り押さえるその手しゆ腕わんは流石、と言いたいが……もうちょっと、マシな監かん禁きん場所なかったの？　元・司祭サマ。ちょっと神様に喧けん嘩か売り過ぎじゃね？」

「ふん、信しん仰こうなど、とうの昔に捨てた」

　呆れたようなグレンのツッコミに、アルベルトが指を打ち鳴らして、術を解く。

　リィエルの身体を縛いましめていた光のリングが消える。

「……さて。頭は冷えたか？　リィエル」

　アルベルトが、解放したリィエルを床ゆかに下ろし、淡たん々たんと問いかける。

「むぅ……」

　リィエルは観念したのか、ぷくぅ、とふて腐くされたように頰ほおを膨ふくらませ、膝ひざを抱かかえて不服そうにその場へ座り込んでいた。

「それでは、皆みなで話をしよう。無論、リィエルの今後について、だ」

　そして、アルベルトの音おん頭どで、関係者達による相談が始まるのであった。

「なぁ、軍の上層部に話を通して落第退学を握り潰つぶせないのか？　なんとか敵対派は閥ばつと交こう渉しようできねーのか？　元とはいえ王女の護衛なんだぞ？」

　早さつ速そく、グレンがそう提案するが……

「無理だな。抑そもそも建前上、王女は既すでに王室籍せきを剝はく奪だつされた『平民』だ。『王女』の護衛という建前は通らない。通すべきではない」

　アルベルトが淡々と、事実だけ並べ立てて切り捨てていた。

「そして、反国軍省派は、自分達の息がかかった者を、来期からリィエルの代わりに王女直近の護衛として学院へ編入させる心算つもりだった。女王陛下に対する如何いかにも見え透すいた媚こび売りだが……それ故ゆえに、連中が交渉で落第退学を取り下げることは無いだろう」

「ああもう！　流石、政治屋共だな、クソうざってえ！　地じ獄ごくでやってろ！」

　グレンは、両手で頭をガリガリとかきむしるしかない。

「……と、いうことは……つまり、なんだ……？」

「リィエルが落第退学を回かい避ひするには、聖リリィ魔術女学院のオファーを受け、短期留学で実績を上げるしかない……正せい攻こう法ほうで突っぱねるしかない、という事だ」

　わかってはいたが、改めて確かく認にんしたその事実に、グレンは深くため息を吐ついた。

「……おい、話は聞いたか？　リィエル。覚かく悟ごを決めろ」

　だが、リィエルはその能面にはっきりと陰かげを浮うかべ、ルミアとシスティーナの後ろに、ささっと隠かくれてしまう。今にも泣き出してしまいそうな表情であった。

「……やっぱり、いやだ……行きたくない……」

「わからんやつだなぁー……何度も言ってるだろ？　このままじゃお前……」

　グレンが呆れたように、こめかみを押さえ、リィエルを諭さとそうとするが。

「少しは察してやれ、グレン」

　意外にも、このタイミングでリィエルの肩かたを持ったのはアルベルトであった。

「はぁ？　何言ってんだ、お前」

「リィエルに短期留学させるのは、確かに酷こくな話だと言っている」

「……なんで？　任務バカのお前らしくねーな？　こんなのどうせ、ただの我が儘まま……」

　グレンが眉まゆを顰ひそめて反論しようとするが。

「お前は忘れたのか？　リィエルは……見た目以上に〝幼い〟のだぞ？」

「ッ!?」

　アルベルトの指し摘てきに、グレンがはっとしたように押し黙だまる。

「リィエル。お前が短期留学を拒こばむ理由をきちんと言え。……皆にわかるようにな」

　アルベルトが淡々と促うながすと……

「……わ、わたし……は……グレンや、ルミアや、システィーナと離はなれたくない……一人になるのが……怖こわい……だ、だから……」

　絞しぼり出すようなリィエルの言葉に、グレンは後頭部を殴なぐられたような衝しよう撃げきを覚えた。

　アルベルトが軽く嘆たん息そくしながら言葉を続ける。

「リィエルは『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』の世界初の成功例。かつて、天の智ち慧え研究会の暗殺者だったイルシア＝レイフォードの肉体と精神を複製して生み出された魔造人間だ」

「…………」

「この世に生を享うけてまだ日は浅く、その浅い日々すら、戦いの世界で生きてきた時間の方が長い。抑も受け継ついだイルシアの精神そのものが異常な環かん境きようで生きた、普ふ通つうではないものだ。肉体的には十四、五歳の少女かもしれんが……リィエルはまだ〝子供〟だ」

　思わずグレンが、苦々しい顔でリィエルを見やる。

「そんなリィエルにとって、お前や王女、フィーベル、そしてあのクラスの連中は、心の拠より所……『依い存ぞん』対象だ。一時的にとはいえ、頭ごなしにそれらから離れろというのは、生まれたばかりの赤子から母親を奪うばうようなものだ。……察してやれ」

　アルベルトの正論過ぎる指摘に、グレンはぐうの音ねも出ない。

　確かにそうだった。最近のリィエルが、日向の世界であまりにも普通に過ごしているから……いつの間にか、グレンは失念していたのだ。リィエルの潜せん在ざい的な幼さを。

　かつて、自分の心の拠り所を、亡なき兄に重ねたグレンに『依存』していたリィエル。『遠えん征せい学修』の一件で、リィエルは確かに精神的な成長を果たし、自分の生きるべき道を探そうと決意し、おっかなびっくり前に一歩を踏ふみ出した。

　だが──それだけで、どうして『もう、リィエルは大だい丈じよう夫ぶ』……などと勘かん違ちがいしてしまったのか。そんな決意をしたところで、依存心や精神的幼さは急に消えはしない。人の心の成長は、当たり前のことだが、それなりの時間を要するのだ。

　誰だれかに依存するのは別に悪いことではなく、成長の過程で誰しもが通る普通のことだ。

　そんな幼いリィエルが、いつか精神的に独り立ちできるように、見守り、導き、支えてやることが、教師たる自分の仕事だったはずなのに……

「……はぁ……俺もまだまだってことか……」

　こんなことで凹へこまされるあたり、なんだか俺も真っ当に教師やってんなぁ……と、苦く笑しようしながら、グレンはリィエルを振ふり返る。

「悪かったな、リィエル。お前の意見も聞かずに、無理強じいしようとして」

「ん……」

「だが、どうする……？　実際問題として、短期留学をしねーと、本当に落第退学になっちまうぞ……？　うーん……」

　再び、振り出しに戻った問題に、グレンが頭を抱えていると。

「あの、先生……私に考えがあるんですけど……」

　ルミアがおずおずと進言する。

「なんだ？」

「その……私とシスティも、リィエルと一いつ緒しよに、聖リリィ魔ま術じゆつ女学院へ短期留学する……というのはどうでしょうか？」

「あっ！　それはいい考えね！　それならリィエルも安心できるんじゃない？」

　システィーナも名案とばかりに、ぽんと手を叩たたいて同意する。

「リィエルは私の護衛なんだし……だったら、私も一緒に行った方がいいかなって」

「……何か、もの凄すごく間違ってるような気もするが……まぁ、確かに」

　ルミアの言葉に、グレンが呆あきれたように肩を竦すくめる。

「だが、可能なのか？　そんなことが……」

「可能だ」

　そして、グレンの疑問に、アルベルトが即そく答とうしていた。

「それが護衛効率上、上策だと軍の上層部は判断した。それに上層部としても、元・王女の直近護衛という特権カードは自分達の手に維い持じしたい所なのだ。故に《隠いん者じや》の翁おきなが既にその工作に動いている。王女とフィーベルにも、間もなく短期留学のオファーが来るだろう。実は今回、俺がお前達の前に姿を現したのは、その通達のためだ」

「そ、そうだったのか！　いやぁ、仕事早ぇなぁ！　そゆことは早く言えって！」

　グレンが明るい表情で、リィエルに振り返る。

「良かったな！　ルミアとシスティーナも一緒だぞ？　これなら大丈夫だろ？」

　だが……

「……グレンは？　グレンは来ないの？」

　リィエルの表情はまだどこか暗い。手を伸のばし、グレンの袖そでをそっと握にぎりしめる。

「わたし……グレンも一緒じゃないとやだ……」

「……俺？　……いや、流石さすがに、俺は無理だろ……」

　縋すがるような上うわ目め遣づかいのリィエルに、グレンが苦い顔をする。

「だって……聖リリィ魔術女学院って、男子禁制の女子校だぞ？　男は敷しき地ち内にすら入れないってわけ。こればっかりは工作とかで、どうこうなるもんじゃねえし……」

「いや。グレン、お前もアルザーノ帝てい国こく魔術学院から派は遣けんされた臨時教師として、リィエルに同行して貰もらう」

　不意に、アルベルトが訳のわからないことを言い始めた。

「はぁ!?　お前、何言ってんだ!?　無理に決まってんだろ!?　俺、男だぞ!?」

「案ずるな、既に手は打ってある──」

　アルベルトがそんな事を言った──その時である。

　ちゅどぉおおおおおおおおんっ！

　チャペルの壁かべが突とつ如じよ、外側から魔術によって爆ばく破はされ──

「や！　呼ばれて、飛び出てジャジャジャジャーンッ！」

　壁に開いた大穴の向こう側に、真夏の太陽のような笑えみを浮かべた女がいた。

　翻ひるがえる豪ごう奢しやな金きん髪ぱつ、息止まる魔ま性しようの美び貌ぼう、妖よう艶えんなる魅み惑わくの肢し体たいを誇ほこるその美女の名は──

「セリカ!?」

　つい最近、学院に復帰した魔術教授にして、グレンの師し匠しよう、そして大陸最さい高こう峰ほうの魔術師たる第七階梯セプテンデ──セリカ＝アルフォネアであった。

「お前、復帰早々何やってんだよ!?　今、神様に喧けん嘩か売るの流行はやってんのか!?」

「話は聞いたぞ！　まぁ、私に任せな！」

　呆あつ気けに取られる一同に構わず、セリカは大おお股またでグレンへ向かって歩いて行く。

　そして、セリカは、豊満なる胸の谷間から取り出した小こ瓶びんに口をつけ、その中身を口内に含ふくみ──いきなりグレンを両手で抱だきしめて拘こう束そくし──

　少し踵かかとを浮かせて背せ伸のびをして、グレンへと顔を近づけ──

　ずっきゅううううんっ！

　そんな空耳と共に、セリカはグレンへ何の躊躇ためらいもなく、接せつ吻ぷんしていた。

「な、な、な、な、なぁああああ──ッ!?」

　途と端たん、システィーナが顔を真っ赤に火ほ照てらせて、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「き、き、キス!?　キスだなんて!?　ずる──不潔ですッ！　いきなり何やってるんですか、アルフォネア教授[image: ～][image: ～]ッ!?　あわ、あわわわわわ──」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ!?　（うわぁ……）」

　一方、ルミアも顔を真っ赤にして、両の掌てのひらで顔を覆おおい、その指の隙すき間まから濃のう厚こうに唇くちびるを重ね合う二人を、穴が開くほどしっかりと凝ぎよう視ししていた。

　たっぷり三秒の硬こう直ちよくの後……

「──ぷはッ!?　げほっ!?」

　思考の空白から我に返ったグレンがセリカを振りほどく。

「て、テメェ、いきなり何しやがる!?　今、俺に一体、何を飲ませた!?」

「大丈夫、大丈夫！　痛くないからな～？　《陰いん陽ようの理ことわりは我に在り・万ばん物ぶつの創造主に弓引きて・其その躰からだを造り替かえん》──ッ！」

　ぱちん、と指を鳴らしながら、セリカが得意げに呪じゆ文もんをすらすら唱えると──

　──その異変はすぐに起こった。

「ぐ、ぐお……な、なんだ!?」

　ばちばちと紫し電でんが弾はじけ、グレンの全身から煙けむりが立ち上り始め……その身体からだのあちこちからメキメキと妙みような音が響ひびき始めた。

「か、身体が熱ぃ……ッ!?　お、おまけになんか……変な……うぐぁあああ──ッ!?」

　がくん、と。苦しげに表情を歪ゆがめ、膝ひざをついてしまうグレン。

「せ、先生!?　一体、どうしたんですか、先生っ!?」

「離れていろ。……まぁ、見てな」

　慌あわてて駆かけ寄ろうとするシスティーナの腕うでを、セリカが摑つかんで引き留める。

　そうしている間に、グレンの姿は立ち上る煙にすっかり覆われて見えなくなり……メキメキメキと不自然な音は鳴り続け……やがて……

「がぁあああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　最後に上がった絶ぜつ叫きようの後……沈ちん黙もく。全すべての音が鳴り止やむ。

　固かた唾ずを吞のんで見守るシスティーナ達を余所よそに、グレンを包む煙はゆっくり晴れていく。

「げほっ、ごほっ……一体、何なんだよ？　セリカ、お前、妙な悪戯いたずらやめろよ……」

　やがて、グレンが嫌いやそうに煙を振り払はらいながら、再び一同の前に姿を現す。

　だが──システィーナも、ルミアも、そして、あの何事にも動じないリィエルさえも……煙の中から現れたグレンの姿に、目を瞬しばたたかせて啞あ然ぜんとしていた。

「……ん？　何だよ、お前ら？　俺の顔に何かついてるか……って、なんだ？　俺の声、さっきから妙に甲かん高だかいな？　風邪かぜでも引いたか……？」

　困ったようにグレンが頭をかくと、妙にほっそりした指に長い髪かみがさらりと絡からまった。

「な、なんだこりゃ？　髪がいつの間にか、こんなに伸びて……？　なんか変だな？」

「あ、あのぉ……貴方あなた、グレン先生……？　ですよね……？」

　妙な事を聞いてくるシスティーナに、グレンが訝いぶかしむような表情を向ける。

「はぁ？　お前、一体、何言ってんだ？　俺が俺以外の何に見えると……」

　そう言いながら、グレンが自分の胸を叩くと……

　ぽにょん。普ふ段だんはない感かん触しよくが、そこにあった。

「……はい？」

　グレンが自分の胸部を見下ろす。

　シャツを布下から窮きゆう屈くつそうに押し上げる丘きゆう陵りようが二つ、そこにある。

「ふむ、俺の固有魔術オリジナル【戦闘力測定眼Ｏ‐スカウター】が計測するに……戦闘力はルミアとほぼ互ご角かく……87ってところかな？　いやぁ、我ながら中々──って、何ぃいいいい──ッ!?」

　グレンが目を剝むいて、自分の胸を両手で摑み、揉もみ上げる。

「なんじゃこりゃああああああああああああああ──っ!?　オパーイッ!?」
















「ちょ!?　先生ったら、何揉んでるんですか!?　女性の胸を無ぶ遠えん慮りよに揉むなんて、そんなこと許され──あ、あれ!?　で、でもこの場合はいいの!?」

　混乱するシスティーナを放置し、グレンは一同に背を向けて、股こ間かんに手を伸ばし……

「ぎゃ──ッ!?　本来、ないべきものがあって、あるべきものがねぇええ──ッ!?」

　自分の身体に起きた異変を確かく認にんするや否いなや、グレンはセリカに神速で詰つめ寄った。

「セリカ、てめぇ、一体、俺に何をしたぁ──ッ!?」

「変身魔術、白しろ魔ま【セルフ・ポリモルフ】を応用して、お前を女にした！」

　こともなげにそう応じ、とても良い笑顔でサムズアップ・セリカ。

「良かったな！　これでお前も聖リリィ魔術学院に臨時教師として……ぷっ……くっくっ……お、お前、なかなか美人じゃん!?　あっはははははははははははは──っ！」

　そして、グレンの姿を天辺からつま先まで眺ながめ、腹を抱かかえて大笑いするのであった。

「協力、感謝する。元・特務分室の執しつ行こう官かんナンバー21《世界》のアルフォネア女史」

「テメェの差し金かッ!?」

　グレンがアルベルトの胸むな倉ぐらを神速で摑み上げて吠ほえかかる。

「吠えるな。元より、上の作戦通りだ。お前は女性に変身して、リィエルと共に聖リリィ魔術女学院へと派遣される」

「ふっざけんな!?　ナチュラルに俺を巻き込むんじゃねええええ──ッ!?」

「因ちなみに、この作戦立案者は、特務分室の室長《魔術師》のイヴ＝イグナイトだ」

「あのアマぁあああああ──ッ!?　いつか絶対、泣かすッ！」

　ぎゃんぎゃん喚わめき散らす女によ体たい化グレンと、素っ気なく受け流すアルベルト。

　傍はたから見ると、もう、男女の痴ち情じようのもつれにしか見えなかった。

「大体、セリカもセリカだッ!?　お前、なんでこんな依い頼らいを受けた!?」

「いやぁ、このアルベルトとかいうやつ、お前の軍属時代の同どう僚りようなんだって？　お前の事を『いつも助けられていた』『頼たよりになる男』『自分が尊敬している唯ゆい一いつの人間』などと凄く褒ほめてたぞ!?　ははは！　お前がそこまでだったなんて、私も鼻が高いな！」

「はぁ!?　いや！　それ、絶対、ただの社交辞令的なお世辞──」

「私は、このアルベルトという男が気に入ったね！　見る目があるっていうか、今時、中々デキた良い男じゃないか！　というわけで、グレン！　アルベルトを助けてやれ！」

「お前、最近、チョロ過ぎだろ!?　大だい丈じよう夫ぶか、第七階梯セプテンデ!?」

　愛まな弟で子しを持ち上げられたのが、嬉うれしくて嬉しくて仕方ない……いかにもそんな様子のセリカに、グレンは一いち抹まつの不安を禁じ得なかった。

「兎とに角かく、グレンも同行する。これで問題は無いな？　リィエル」

「ん。問題ない。グレンも一いつ緒しよに来るなら……」

「問題大ありだっつーのッ!?」

「そ、そ、そ、そうですよ！　問題大ありですっ!?　だって、そのっ、先生が女性になったら、わ、私、困りますッ！　だから、早く元に戻もどしてくださいっ！　だ、大体、許せませんよ！　そ、その、私よりも胸……ッ！　大き──」

「あの……システィ？　ちょっと、落ち着こう？　ね？」

　ぐるぐるの涙なみだ目めで混乱しっぱなしのシスティーナを、ルミアが苦笑いで宥なだめる。

　その場は、段々と泥どろ沼ぬまの様相を呈ていして来るが……

「まったく……少しは察しろ、グレン。俺が単なる嫌がらせで、お前に女に変身する事を強要すると、本気で思うか？」

　アルベルトが予想以上に深刻な目をしていることに気付き、グレンが言葉に詰まる。

「い、いや……それは……」

「まぁ、半分は嫌がらせだが」

「うおーい!?　お前、段々、いい性格になってきやがったなぁ!?」

　目を血走らせて吠えかかってくるグレンをスルーし、アルベルトが淡たん々たんと本題に入る。

「さて、今回の一件……お前は妙だと思わなかったか？」

「……妙？」

「リィエルが落第退学処分……それ自体は、今の政府上層部の勢力争いの状じよう況きようを鑑かんがみるに有り得なくはない話だ。だが……リィエルが落第退学処分になった途端の、狙ねらい澄すましたかのようなタイミングでの、リィエルに対する短期留学オファー……」

「こっちは偶ぐう然ぜんにしちゃ都合が良すぎる……ってことか？」

　静かに頷うなずくアルベルトに、たちまち、その場へ重苦しい空気がのしかかる。

「リィエルは『Project：Revive Life』……かつての帝国魔術界の最暗部であり、天の智ち慧え研究会すらも一枚絡んだ禁きん呪じゆの成果だ。今回の一件、単なる上層部の勢力争いとは、また別の思おも惑わくが裏で動いているのかもしれん」

　すると、グレンが面めん倒どう臭くさそうに、頭をかいてため息を吐ついた。

「……ったくよぉ……そう聞いちまったら、俺も同行せざるを得ないじゃねーか」

「頼たのむ。今、俺達は天の智慧研究会の足あし跡あとを追うのに忙ぼう殺さつされているのでな」

「ああ、前回の『社交舞ぶ踏とう会』の件から少しは進展あったんだっけ？　ごくろうさん」

　やれやれ、とグレンは諦あきらめたように肩かたを竦すくめるのであった。

「グレン……」

　そんなグレンに、リィエルがどこか親鳥に縋すがる雛ひな鳥どりじみた目を向ける。

「はいはい、しゃーねーなってな。今回は、可愛かわいい妹分のために一ひと肌はだ脱ぬいでやるよ」

　グレンは苦く笑しようを零こぼし、リィエルの頭をわしわしと撫なでてやるのであった。

「ん……ありがとう……ルミアと、システィーナも……」

「え？　あ、うん、大丈夫だよ？　だって、リィエルのためだもん」

「なぁーんか、放ほうっておけないのよね、貴女あなた。世話の焼ける妹っていうかさ」

　ルミアとシスティーナも屈くつ託たくなく笑って、そう応じる。

「でも……となると、週末、ウェンディ達と一緒に歌劇鑑かん賞しようする予定はキャンセルかな」

「そうだね。留学に備えて色々と準備しなくちゃだし……」

「ちょっと残念だけど……ま、仕方ないわね。リィエルのためだし！」

　特段、気にした風もなく、そんなことを話すシスティーナとルミアだが……

「…………」

　リィエルは、そんな二人を、どこか陰かげがある表情でじっと見つめていた。

「……ああ、でも、クソ！　なぁーんで俺が女に……この身体、どうすんのよ？　俺、もうお婿むこ行けないじゃん……主に生物学的な意味で」

　そして、どんよりと淀よどんだ目で、ぶつぶつ愚ぐ痴ちりまくっているグレン。

「安心しろって。ちゃんと元の身体に戻るようにはなってるからさ！」

　その背を、セリカがいかにも楽しそうに、バシバシと叩たたく。

「それに、よくよく考えてみろよ？　これはチャンスなんだぞ？」

「はぁ？　チャンス？　お前、何を言って……」

「だって……聖リリィ魔ま術じゆつ女学院だぞ？　女子校だぞ？」

　セリカの指し摘てきに、グレンの眉まゆ根ねがぴくりと動いた。

「女子校。花も恥はじらう乙女おとめの園その。女の子だらけっていうか、女の子だけの世界。上流階級層の、やんごとないお嬢じよう様さま達だけが集まる夢のような楽園……」

　セリカはグレンへ、その妖よう艶えんなる肢し体たいをしなだれかけさせ……

「お前も目を閉じれば思い浮うかぶだろ？　高貴に洗練された雰ふん囲い気きの中……仲良く、無む邪じや気きに戯たわむれる、美しい妖よう精せいのような少女達の姿……」

　耳元で熱っぽい吐と息いきを吹ふきかけるように囁ささやいていく……

「あわよくば、お前が教師として上手うまく彼女達の信しん頼らいを勝ち取れたら……モテモテの引っ張りだこで、ちょっと困っちゃうかも……だが、それもまた可愛いもんだ」

「……………………」

「今のお前は『女』……そう、お前はそんな夢と理想の楽園の住人になれるんだ」

　人の良心と欲望の間かん隙げきにそっと忍しのび込み、巧たくみに誘ゆう惑わくする悪魔とは……きっと、今のセリカのような魔ま性しようの笑えみを浮かべているのだろう。

「……『男』の身では決してありえない、そんな夢の世界の住人に、なれるんだぞ？」

「あ、あの……先生……？」

　途と端たん、妙みように口数少なく押し黙だまったグレンに、システィーナが恐おそる恐る声をかけ……

「なぁ、白しろ猫ねこ……俺……」

　不意に、くるりと振ふり返ったグレンは──

「今回の短期留学……なんか、滅め茶ちや苦く茶ちややる気出てきた……ッ！」

　まるで、真夏の大輪のように輝かがやく、かつてない眩まぶしい笑みを浮かべていたという。

「ヒョオオオオッ!?　漲みなぎ　っ　て　き　た　ぜぇえええええ──ッ!?　ビバッ！　短期留学ッ！　やぁあああああってやらぁああああああああああああああ──」

「……《とりあえず・吹っ飛べ》」

　システィーナが、ジト目でぼそりと呪じゆ文もんを呟つぶやいて。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　巻き起こる凄すさまじい突とつ風ぷうに、グレンがいつものように空高く吹き飛ばされ、頭上のステンドグラスを突つき破っていく。

　煽あおるだけ煽ったセリカは、お腹なかを抱えて、必死に笑いを堪こらえているのであった。








第二章　お嬢じよう様さま達









　……グレンが女体化するという珍ちん事じから、ややあって。

　リィエル、ルミア、システィーナの聖リリィ魔術女学院への短期留学は決定した。

　グレンも臨時の女性教師として、聖リリィ魔術女学院へ派は遣けんされる運びとなった。

「まぁ、後のことは任せろ」

　グレンが抜ぬけたクラスの担任講師は、一時的にセリカが代理で務めることになり……

　グレン達は早さつ速そく、アルザーノ帝てい国こく魔術学院のあるフェジテを発たつこととなった。

　帝国北部イテリア地方と、フェジテのある帝国南部ヨクシャー地方を南北に結ぶ、アールグ街かい道どう。それを、グレン達は、街道の一定区間ごとに設けられたステージと呼ばれる停車駅ごとに、駅馬車を乗り継つぎながら北上していく。

「しっかし、最近、俺達、フェジテの外に出ること多いな……」

　馬車の中にて。窓の外の光景を眺めながら、グレンが誰だれへともなくぼやく。

　馬車内は、座席が向かい合うように配置されている。グレンは窓まど際ぎわの席、リィエルはその斜はす向むかいの席に、ちょこんと膝ひざを抱えるように腰こし掛かけている。

「ふぁ……眠ぅ……引きこもりてぇ……」

　欠伸あくびをかきながら、そんなことをぼやくグレン。その出いで立ちは、いつものシャツにズボン、クラバットをだらしなく着き崩くずし、講師用のローブを両りよう肩かたに引っかける……といったものだ。女体化の影えい響きようで長く伸のびてしまった髪かみこそ適当な紐ひもで、ポニーテールに括くくってあるものの、服装自体はいつものグレンとまったく変わらない。

　ザ・ズボラ女子。今のグレンは正にそれを体現していた。

『ふふっ、先生も女性用の衣服やお化け粧しようで、もっとおめかししてみたらどうです？　せっかく別べつ嬪ぴんさんなのに、もったいないですよ？』

　ルミアはそう言ってからかうが、グレンもこればかりは譲ゆずれなかった。

（その一線越こえたら、何か戻ってこれなくなる気がするしな……）

　そんな、いつも通りなグレンとは裏腹に、リィエルはいつものアルザーノ帝国魔術学院の制服ではなかった。修道服にも似た華はなやかなワンピースに、ベレー帽ぼう……聖リリィ魔術女学院の制服姿だ。

　馬車の屋根上にある二階席で、陽光と風を感じながら風景を楽しんでいるシスティーナとルミアも、すでにその制服を着用している。いつもと違ちがう制服は、普ふ段だんの少女達とはまた違った魅み力りよくを見事に引き立てていた。




「それにしても……こうして余所よその学校の制服を着るのって何か新しん鮮せんな気分ね」

「ふふっ……とっても似合ってるよ、システィ」

「ルミアこそ。うちのクラスの男子達が今のルミアを見たらきっと──」




　会話が弾はずんで賑にぎやかな馬車屋根上の二階席とは裏腹に……

「…………」

「…………」

　馬車内は実に静かなものだ。

　グレンもリィエルも、元より自分から積極的に他者に話しかけるタイプではない。

　そもそも、なんだかんだで二人は、兄妹きようだいのように気心の知れた仲だ。今さら沈ちん黙もく程度で気まずさを感じるような間あいだ柄がらでもない。

　ふぁ……退たい屈くつだ……本でも読むか……

　やがて、手て持もち無ぶ沙さ汰たなグレンが、ごそごそと旅りよ行こう鞄かばんをあさり始めた……その時だ。

「……ごめん。グレン……」

　ぼそり、と。リィエルが不意にそんな事を呟いていた。

「…………はい？」

　グレンは意味がわからず、目を点にして、リィエルを注視する。

　リィエルは自分の膝を抱かかえて俯うつむいたまま、グレンと目を合わせようとしない。

「……リィエル？」

　リィエルは相も変わらず眠ねむたげで、感情が死し滅めつした無表情だから、わかりにくかったが……グレンには、リィエルがどうも落ち込んでいるように見えた。

　思えば、あの日、リィエルの留学が決まった日以来、ずっとこうだったかもしれない。

「どうした？　何かあったのか？」

「……グレン、さっき、言ってた。……引きこもりたいって」

「……はぁ？　まぁ……言ったが……それがどうしたんだよ？」

「だから……ごめん。グレン。……わたしのせいで、出かけることになって」

「……ッ！」

　グレンは自分の蒙もう昧まいさと鈍にぶさに、少々嫌いや気けが差してしまった。リィエルがまさか、そんなことを思い悩なやんでいたなんて、思いも寄らなかったのだ。

　リィエルは自分の周囲を取り巻く状じよう況きようや事情になどまるで興味のない、超ちようマイペースな少女だと思っていた。少なくとも、昔は確実に間違いなくそうだった。

　かつて一いつ緒しよに戦った戦友が死んだ……そう聞かされても、まったく感情を動かすことなく、興味もなく、淡たん々たんと次の任務に向かう……そんな人形じみた所があった。

　リィエルがルミア達と過ごす学院生活で徐じよ々じよに変わりつつあることを知ってはいたものの……あの時の人形のような少女の影かげを、グレンは引きずっていたのかもしれない。

「きっと、ルミアとシスティーナも……怒おこってる……」

「そうか……お前……」

　きっと、リィエルはリィエルなりに、ずっと責を感じていたのだろう。詳くわしいことは理解できていないだろうが……とにかく今回の短期留学の件、リィエルがグレン達を巻き込んでしまった……ということに対して、負い目を感じていたのだ。

「わたし……あまり頭、よくないけど……あれから……色々と考えた。本当は……わかってた。このままじゃいけないって。もう誰かに甘えるの……やめなきゃって。わたしの記き憶おくの中に住む、イルシアとシオン兄さんに、そう誓ちかったのに……わたしは……」

　ぼそぼそ、と。消え入るような声で胸中を吐と露ろするリィエル。

「でも、リューガク？　……ん、あの時は……突とつ然ぜんのことで……よくわからなくなって……怖こわかった……わたし……また、一人になるの？　って……だから……」

「……そうか」

「でも……わたしのせいで……グレンも、ルミアも、システィーナも……迷めい惑わくしてる。このままじゃ、わたし……みんなに嫌きらわれて……また、一人に……でも、リューガク？　一人には……なりたくないし……グレン……わたし、どうしたら……」

　今にも泣きそうに歪ゆがむ表情を、膝と膝の間にぐっと押し込むリィエル。

　かつて、リィエルは自身の孤こ独どくに何の疑問も持たなかった。だが、今は──

　グレンはそんな妹分の成長ぶりに、思わず頰ほおを緩ゆるませ、リィエルの頭へと手を伸ばした。

「バカ。ねえよ」

「グレン……？」

　わしわしと撫なでられる頭に、リィエルが意外そうに上うわ目め遣づかいでグレンを見る。

「俺やルミアや白猫が、お前のことを心底嫌うなんてあるわけねえだろ……ただ、お前のことが心配なだけだ。だからこうしてお前についてきた」

「……心配……？」

「ほう？　その顔見ると心配させるのも悪い……とか思っちゃってる感じ？　かぁ[image: ～][image: ～]っ！　あのリィエルがまさかここまで成長してるたぁ、お兄ちゃん（代理）感激！」

　くっくっくっと喉のどを鳴らして笑うグレン。緩む頰は抑おさえきれそうにない。

「ん……心配、させたくない……けど。でも、どうすれば……？」

「ははは。本当にそう思うんなら……そうだな、今回の留学先でルミア達に頼たよらず、友達の一人か二人でも作ってみろよ？　そうしたら、あいつらも少しは安心できるさ」

「……友達……？　そう……できるかな……わたしに……？」

「できるさ」

「……ん」

　じっ……と。グレンを見つめ返すリィエル。

　その顔はやはりいつも通り無表情だったが……どこか微笑ほほえんでいるような気がした。




　途と中ちゆう、宿駅で宿しゆく泊はくしつつ旅を続け、フェジテを発たって四日目の朝。

　一行は、アルザーノ帝国首都、帝都オルランドへと辿たどり着く。

　フェジテもそれなりに発展した大都市だが、やはり、帝都オルランドの発展ぶりはそれ以上だ。大時計塔とう、サンシャイン凱がい旋せん門もん、聖バルディア大聖堂、サンタローズ大通り、フェルドラド宮きゆう殿でん、帝国博物館、王立公園ロイヤル・パーク、アルザーノ帝国大学……朝あさ霧ぎりに包まれた帝都は、とても雄お々おしく、美しかった。

　グレン達は早さつ速そく、ハンサム馬車を拾って、帝都の北側にあるライツェル・クルス鉄道駅へと移動し、鉄道列車の切きつ符ぷを四人分、購こう入にゆうした。

　このライツェル・クルス鉄道駅の五番線ホームから、帝都より北西、湖水地方リリタニアにある聖リリィ魔ま術じゆつ女学院直通の鉄道列車が発着しているのだ。

　鉄道列車……フェジテがある南部ヨクシャー地方では、まだ当分先の話だが、帝都オルランドのある北部イテリア地方では、この蒸気機関による鉄道列車が、イテリアの主要都市間にある程度、整備され、運用されているのである。

「ええと……ここが、五番線ホーム……列車の出発は十一時……今は十時五十分だから……うん、ぴったりね！」

　元気一いつ杯ぱいなシスティーナを先頭に、グレン達が駅のホームへと姿を現す。

　途と端たん、無骨な汽笛が耳をくすぐり、煙けむり、鉄と油、微かすかに香かおる石炭の臭においが鼻をつくが──そこは、まるで美しい花が咲さき誇ほこる花か壇だんのように、華やかだった。

　なぜなら、その五番線のホームには、聖リリィ魔術女学院の制服に身を包んだ少女達が大勢たむろしていたのだ。いかにも洗練されたお嬢じよう様さま達が、ホームのそこかしこで、きゃぴきゃぴ姦かしましく会話に華を咲かせている。

「驚おどろいた？　あの子達、私達の留学先の聖リリィ魔術女学院の生徒達よ？」

　雰ふん囲い気きに気け圧おされているルミアへ、システィーナが得意げに説明を始める。

「基本、聖リリィ魔術女学院は全ぜん寮りよう制なんだけど、先日まで学期の中間短期休きゆう暇かだったらしくてね。きっと、実家に帰っていた生徒達が、連休明けの明日からまた再び学院に通うため、こうしてこの鉄道列車に──」

　と、その時であった。

　システィーナの解説に被かぶせるように、一際大きく汽笛が鳴り響ひびき──

　駅のホーム内に、蒸気機関車が力強い機関音を立てながら、十を超こえる車両を線路に沿って牽けん引いんしながら、ゆっくりとシスティーナ達の前に姿を現した。

　黒鉄で形作られた重厚なその造形。頭部の煙えん突とつから大量の煙を吐はき出すその雄ゆう姿し。

　そんな機関車の姿に圧あつ倒とうされたシスティーナとルミアが、感動と感かん慨がいに目を丸くしながら、それを見つめている。

「ふ、不思議ねぇ……魔術もなしに、こんな鉄の塊かたまりが地を走るなんて……」

「うん、魔術の恩おん恵けいを受けられない人達の英知の結けつ晶しようだよね……人は魔術に頼らずとも、ここまで出来るんだって……すごいね……」

　その一方で……

「あー、うっせぇー、煙てぇー……誰だれだ、ンなもん発明しくさったアホは……近所迷めい惑わくだろ……コンチクショウ……」

　システィーナ達の後を、ずりずり旅行用スーツケースを引きずって、とぼとぼ歩いてくるグレンには、何の感慨もデリカシーもなかった。

「はぁ……もう、先生と一緒に遠出すると、いつも台無しなんだから……」

　システィーナはもう、呆あきれたようにため息を吐くしかない。

「んなこたぁ、どうでもいい！　そろそろ乗車するぞ？　忘れ物すんなよ!?」

　グレンが設置されたタラップを踏ふんで、客車の脇わきの乗車口から車内へ入ろうとする……

　……と、グレンは、ふと気付く。気付いてしまった。

「…………ところで、リィエルはどこ行った？」

「「えっ？」」




　同時刻。ライツェル・クルス鉄道駅構内のどこかで。

「……………………」

　リィエルは手に旅行用スーツケースを提さげ、一人ぽつんと立っていた。

　目の前を流れる人々の雑ざつ踏とうをまるで他人ひと事ごとのように、眺ながめている。

　リィエルは、ぼけっとしながら、自分の置かれている状況を改めて確かく認にんする。

（どこをどう見ても、わたし一人。……グレンも、ルミアも、システィーナもいない）

　リィエルは、こんな状況を的確に表す言葉を知っている。そう、これは……

（迷まい子ごだ。……グレンと、ルミアと、システィーナが）

　困った。一体、どうしてこんなことになってしまったのだろう？

　グレン達と一緒に移動中、わたしはただ立ち止まって、駅構内にあった苺いちごタルトの屋台を眺めていただけなのに……原因はいくら考えてもわからない。

（ん……迷子のグレンと、ルミアと、システィーナを早く探してあげないと……）

　だけど、グレン達はどこへ行ったのだろう？

　こんなに、大勢の人間の中で一人でいると……なぜか、段々と不安になってくる。

　以前は一人でいても、全然、平気だったのに……

（……ん。まぁいい……適当に探す。駅構内を全部探せば問題ない）

　もし、迷子になったらその場から動くなとグレンに口くち酸すっぱく言われていたが、それも問題ない。だって、今、迷子になっているのはグレン達なのだから。

　リィエルが、グレン達のいる五番線ホームとはまったく関係ない明後日あさつての方向へ、勝手に歩き出そうとした……その時である。

　リィエルはふと、背後から忍しのび寄る何者かの気配を感じ──

「あ、あの……」

　その何者か……うら若い少女は眼鏡を外しながら、リィエルに話しかけてきて──

「────ッ!?」

　それは、まさに一いつ瞬しゆんの出来事であった。

　突とつ如じよ、発条ばねが爆はぜたようにリィエルがその場で回転しながら、同時に大たい剣けんを高速錬れん成せいし──背後から近付いていた何者かの首筋へ、鋭するどく突つきつけていたのである。

　誰の目にも止まらない、止める暇ひまさえない、刹せつ那なの早はや業わざ。

　つい半瞬前まで、ぼけっとしていた眠ねむそうな迷子の姿はどこへやら。完全に臨戦態勢のリィエルが、その背後の何者かを、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵のように睨にらみ付ける──

「ひゃあっ!?」

　驚いたのは、リィエルの背後から近付いていたその少女だ。

　突然のリィエルの暴挙、突きつけられた大剣に、その少女は外しかけていた眼鏡を思わずかけ直しながら、その場で、ぴんと背筋を伸のばして硬こう直ちよくしてしまう。

「……？」

　……すると。

　険しいリィエルの表情は、途端、眠たげで興味なさげな緩んだものになり……

「……間ま違ちがえた」

　錬成した大剣を、舞まい散る光の粒りゆう子しへと解除キヤンセルしつつ、少女に背を向ける。

　何事かと硬直する周囲の空気をまったく無視して、リィエルが歩き始める。

　そんなリィエルの背中に──

「……あ、……あのっ！　ま、待ってくださいっ！」

　件くだんの眼鏡少女が、出合い頭がしらにあのような狼ろう藉ぜきを受けて尚なお、再び声をかけていた。

「ええと、貴女あなた……そっちは、五番線じゃ……ないですよっ！　そ、そろそろ五番線に行かないと、列車が出発してしまいますよっ!?」

　その言葉に、リィエルがくるりと振ふり返る。

「ん……？　あなた、知ってるの？　わたしが乗る列車」

「……え？　いえ、その……貴女のその制服……私達の学院のものですよね……？　だったら、私達と同じ五番線なのでは……？」

「よくわからない。忘れた」

　リィエルはその少女の姿を改めて、まじまじと見つめる。

　聖リリィ魔術女学院の制服に身を包んだ、全体的に華きや奢しやで小こ柄がらな線の細い少女だ。緩ゆるく波打つ柔やわらかな亜あ麻ま色いろの髪かみをセミショートにし、眼鏡をかけている。分厚い本を両手で抱かかえているような姿がなんとも似合いそうな少女だ。

　その長めの前髪と野や暮ぼったい眼鏡が、少女の素す顔がおを衆目から隠かくしてしまっているが、それでもその少女の目鼻、顔立ちが相当に美しく整ったものであろうことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　やはり、聖リリィ魔術女学院の生徒のご多た分ぶんに漏もれず、この少女も良家の出身なのだろう。少々地味な印象だが、身に纏まとう清楚さや気品は隠しきれないほど滲にじみ出ていた。

「あの……私、エルザと申します」

　エルザと名乗った少女が、リィエルへ、ぺこりと礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げる。

「その……もう列車が出発する時間なのに、貴女が全然違う場所へ行こうとしていたので気になってしまって……余計なお世話だったでしょうか？」

「……別に」

　エルザに興味がないのだろう。リィエルの反応は実に素っ気ない。

「わたしは、グレンと、ルミアと、システィーナを探さないといけないから」

「お連れの方がいるんですね？　……あ、ひょっとして、貴女、迷子に……？」

　エルザが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、問いかけるが……

「違う。迷子はグレン達の方」

　どーん、と。不思議な圧力を纏って、リィエルが無表情に断言する。

「……そ、そうなんですか……ま、まぁ……そういうことにしておきますね……」

　エルザは曖あい昧まいに笑うしかなかった。

「ところで、そのグレンさん達も……聖リリィ魔術女学院の関係者なのですか？」

「ん。……今から、皆みなで、聖リリィ……ええと……そこに行く予定」

「でしたら、もう時間も押してますし……五番線ホームの方へ行ってみませんか？　皆さん、きっとそこに居らっしゃると思いますよ？」

「……一理ある。でも、五番線って……どこ？」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶですよ。私がちゃんと案内しますから」

　朗ほがらかに笑うエルザ。

　リィエルはしばらくの間、そんなエルザの顔を、不思議そうにじっと見つめて……

「……ふふっ。さ、行きましょう？」

　エルザは朗らかに笑いながら、リィエルの手を取り、引いて歩き始めた。

　リィエルは握にぎられた手をじっと見つめていた。




「もうっ！　リィエル！　どこへ行ってたのよ!?　心配したんだからっ！」

「……よかった、間に合って」

　エルザに導かれて五番線ホームにやって来たリィエル。その姿を見つけるや否いなや、システィーナとルミアがリィエルへと駆かけ寄り、ほっと安あん堵どの息を吐くのであった。

「……ええと……ところで貴女は……？」

　そして、システィーナはリィエルを連れてきた見知らぬ少女へと向き直る。

「……私、エルザと申します。見ての通り聖リリィ魔ま術じゆつ女学院の生徒です。ええと……リィエルさん？　この子が道に迷っていたみたいなので、ここへ案内したんです」

「そうなんだ……ありがとう、エルザさん」

　丁てい寧ねいなエルザに、システィーナが微笑んだ。

「私はシスティーナ。こちらの子がルミアよ」

「はじめまして、エルザさん」

「私達はその……アルザーノ帝てい国こく魔術学院からの留学生で……」

「ふふっ……お互たがい挨あい拶さつは後回しにして、まずは列車に乗車しませんか？」

　そんなエルザの言葉を肯こう定ていするように、列車出発を告げる鐘かねが辺りに鳴り響ひびき……汽笛が鳴り始めた。

「わ、本当！　もうこんな時間だわ！　エルザさんの言うとおりね！」

　システィーナ達は慌あわてて、タラップを踏んで、列車内へ乗り込んでいく。

　そして、それを最後に、駅員が乗降口の扉とびらを閉めるのであった。

「ふぅ……なんだかんだで結構、ぎりぎりだったわね……」

　システィーナが、いつの間にかかいていた額の冷ひや汗あせを、そっと拭ぬぐった。

「皆、無事に列車に乗れて良かったね、システィ」

「ええ、ほんと一時はどうなることかと思ったけど……」

　すると、システィーナはリィエルが妙みようにきょろきょろしていることに気付く。

「どうしたの？　リィエル」

「……グレンは？」

「先生？　先生なら、さっきリィエルを捜さがしに行って……って、…………あ」

　システィーナとルミアが、ようやく気付いて真っ青になった……その時だ。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　遠くから雄お叫たけびが聞こえてくる。

　閉じられた乗車口の窓ごしに列車の外を見れば……

　グレンが、鬼き気き迫せまる表情で猛もう然ぜんと列車に向かってダッシュしてきていた。

「はいはいはいはいっ！　こうなる気がしてましたよっ！　ド畜ちく生しようぉおおお──ッ！」

「せ、先生──っ!?　は、早く、早くッ！」

「リィエルは戻もどってきましたよっ！　急いで下さいっ！」

　だが、そんなシスティーナとルミアの言葉も虚むなしく。

　グレンの目の前で……列車が無む慈じ悲ひに機関音を立てて、ゆっくりと動き出す……

　グレンの姿がゆっくりと後方へと流れていく……

「ええええ──っ!?　ちょ……噓うそでしょ!?」

「せ、先生ぇ──っ!?」

「ちっくしょぉおおおおお──ッ!?　《我・秘ひめたる力を・解放せん》──ッ！」

　グレンが白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】の呪じゆ文もんを叫さけび、魔力を全開放する。

　ほんの一瞬だけ、限界を超こえて身体能力を超ちよう強化して──超加速。

「間・に・合・えぇえええええぁああああああああああああああああああ──ッ！」

　ばっ！　走り始めた列車に向かって、グレンが空高く跳ちよう躍やくするのであった──




「な、なんとか間に合ったぜ……」

　結局、動き始めた列車の窓ガラスをぶち破って列車内に飛び込むという、ダイナミック乗車を果たしてしまったグレン。

「でも、この公共物破損……まーた、始末書と減給だよなぁ……ちくしょう……」

　もうさめざめと泣くしかないようであった。

「ん。迷子になるグレンが悪い」

「お前のせいじゃ、ボケェエエエエエエエエエエええええええ──ッ!?」

　ぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐりぐり──ッ！

「……ものすごく痛い」

　そんなこんなで。

　とりあえず、グレン達はどこか腰こしを落ち着ける場所を探そうと、列車内を歩き始めた。

　袖そで振ふり合うも多生の縁えん……その流れでエルザもご一いつ緒しよすることになる。

　グレン達は列車の進行方向……前方車両の方へと向かって、列車内を歩いて行く。

「なんか……どうやら、うちのリィエルが随ずい分ぶんと世話になっちまったみてぇだな」

　歩きながら、グレン達とエルザは互いの自己紹しよう介かいや身の上話などで盛り上がっている。

「あんがとな、エルザ」

「いえいえ、困ったときはお互い様です。ええと……レーン先生でしたよね？　リィエルさん、落第退学を回かい避ひするために、遠路はるばる留学だなんて大変ですね……」

「ほぼ自じ業ごう自じ得とくだがな」

　エルザがグレンを『レーン』と呼ぶ。女となったグレンの対外的な名前は、グレンが１秒で考えた『レーン＝グレダス』なのだ。無論、グレンが提案した瞬しゆん間かん、それでいいのかと、その場の誰だれもが総ツッコミしたのは言うまでもない。

「あれ？　……でも、リィエルさん、先ほどまで貴女のことを『グレン』と……」

「え!?　あ、それ、ただのニックネームだから、気にスンナ！　（このアホ！）」

　ぐりぐりぐり……

「……痛い」

　そんな温い談だん笑しようを交かわしつつ、グレン達は列車内をさまよう。

　車両は基本的に、コンパートメントタイプ……一つの車両が複数の個室に区切られており、列車の進行方向に向かって左側に個室が並び、右側に通路がある……そんな構造であった。どの個室席もほぼ満席状態で、エルザを含ふくむ五人が一緒に座れる余よ裕ゆうはない。

　流石さすがにこれから到とう着ちやくまでの数時間、揃そろって立ちっぱなしはきつい。

　グレン達は席を探して、さらに、前方車両へ……

　すると。

「お、……おお！　これは……ッ!?」

　やがて、これまでのコンパートメントタイプ車両から一変して、車両全体が一つの空間となっている開放的なオープンサロンタイプ車両に遭そう遇ぐうした。

　特筆すべきことは、通常、オープンサロンタイプ車両は、中央の通路を挟はさんで左右に座席が配置されるものだが……

「座席が車両の左側にしかないとか、初めて見たぜ……これがブルジョワ……」

　グレンが感かん嘆たんするとおり、車両の右側は完全にがら空きであり、客車内はとても広々としている。そして、広く空いた右側の空間は、カフェテーブルや調度品などがあり、行き交うお嬢じよう様さま達のちょっとした社交場と化しているのであった。

「さっすが、お嬢様用の列車だな……こんな贅ぜい沢たくな車両の使い方してんの他にねーよ」

　口笛をひゅうと鳴らしながら、グレンが物もの珍めずらしげに辺りを見回した。

　広い上に、幸い席にも充じゆう分ぶんな余裕があるようだ。

　ていうか、どうしてこんな車両がありながら、どうして皆、あの狭せま苦くるしいコンパートメントタイプの車両にすし詰づめになっていたのか、理解に苦しむ。

「まぁ、いいや！　よっし、お前ら！　どっかそこら辺の一角に、適当に座ろうぜ！」

　グレンが嬉き々きとして、一同をそう促うながすが……

「あ……その、グレ……ええと……レーン先生……」

　エルザが申し訳なさそうに、おずおずとグレンへと話しかけていた。

「この車両はその……私達は使えないんです……すみません……」

「……へ？　そりゃ一体、どういう……？」

　エルザの妙な台詞に、グレンが間ま抜ぬけな声を上げた……その時である。

「お待ちなさい、そこの方々！」

「ん？」

　グレン達の周囲を、少女達の集団が取り囲んでいた。

　全員、聖リリィ魔術女学院の制服に折り目正しくきっちりと身を包んでおり、良家出身者特有の堅かた苦くるしく居い丈たけ高だかなオーラを全身から放っている。

　その集団の先頭には、一ひと際きわ高貴なお嬢様オーラを放つ美少女が佇たたずんでいた。豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを縦ロールにし、いかにも高級品っぽい煌びやかな細剣レイピアをその細ほそ腰ごしに佩はいている。

　そんなやけに目立つ縦ロールお嬢様が、取り巻きの女子生徒集団を引き連れながら、しずしずとグレン達の前に歩み寄ってきた。

「な、なんだぁ……？」

「見かけない顔ですわね、貴女あなた達。黒くろ百合ゆり会の方々……でもなさそうですが」

　縦ロールお嬢様が、値ね踏ぶみするようにグレン達を流し見る。

「なんだか、立ち居振ふる舞まいに、うちの学院に相応ふさわしくない田舎いなか臭くささが滲にじみ出ていますが……まぁ、今は不問にして差し上げましょう」

　髪かみをふわさと搔かき上げる縦ロールお嬢様。

　仄ほのかに漂ただよう香かぐわしい香こう水すいの香かおりは、無ぶ粋すいなグレンでも一嗅かぎでわかる高級品だ。

「それよりも、貴女達……今、そこの席に入ろうとしていたみたいですが……この車両がわたくし達、白しろ百合ゆり会のものだと知ってのことでしょうか？」

「……はい？　白百合？」

　思わず間の抜ぬけた声を上げてしまうグレン。

「いや……ここの車両って自由席じゃなかったっけ？　指定席だったか……？」

　グレンは手元の切きつ符ぷで、自由席車両を確かく認にんする。だが、間ま違ちがいは見当たらない。

「うーん……やっぱ、俺達、別に間違っちゃいねえぞ？」

「……『俺』……？　貴女、なんだか殿との方がたみたいな言葉遣づかいですのね……下品な」

　表情に微かすかな嫌けん悪おを滲ませ、縦ロールお嬢様が言葉を続け……

「それはともかく。自由席だろうが、指定席だろうが、そんなもの関係ありませんわ」

　胸を反らして高圧的にそう宣言していた。

「ここの車両は、わたくし達のものです。勝手に居座ろうなどとはこのわたくしが許しませんわ。即そつ刻こく、この車両から立ち去りなさい。ルールは守るべきものです」

「いーやいやいや、待て待て待て！　ルール破ってんのはどっちだ!?」

　流石にぎょっとして、グレンが反論する。

「いっくらお嬢様用っつっても、この鉄道列車は一応、公共機関だろ!?　だったら切符さえ買えば、自由席は誰だって自由に座っていいに決まってんだろ!?」

「はぁ……居るんですのよね……伝統と規律を蔑ないがしろにし、自分だけのルールを押し通そうとする無ぶ粋すいで下げ劣れつな輩やからが……」

「どっちが自分ルールだ!?　いい加減にしろや、てめぇ!?」

　呆あきれたようにため息を吐つく縦ロールお嬢様に、グレンが至し極ごく真っ当に突つっ込こむと。

「貴女ッ！　どこの馬の骨か知りませんけど、フランシーヌ様になんて言葉遣いを!?」

「お下がりくださいませ、フランシーヌ様！　私達がこの不ふ埒らちな輩を、しっかりと教育しておきますがゆえに！」

　取り巻きの少女達が、グレン達を取り押さえようと、じりじりと動き始める。まるでフランシーヌという少女のためならば、命をも投げださんばかりの鬼気迫る表情だ。

「な……なあにこれ……？」

　少女達の、なんとも形容しがたい異様な雰ふん囲い気きにグレンが気け圧おされていると……

「はっ！　相変わらずダセェことしてんなぁ！　白百合会の連中はよぉ！」

　そこに、新たな少女達の集団が現れた。

　いかにも高貴で折り目正しい縦ロールお嬢様の集団とは違ちがい、新たな集団を構成する少女達は、何というか……微び妙みように制服を着き崩くずし、流行のアクセサリーなどで身を飾かざり、髪などを染め、どこか垢あか抜ぬけた……というか、チャラい雰囲気が漂っている。

　その新たな集団のリーダー格らしい先頭の少女は、腰こしまで届く長い黒くろ髪かみと、鋭するどい切れ長の瞳ひとみが特とく徴ちよう的な、随分と男前な美少女だ。鋲びよう付き手て袋ぶくろを嵌はめた両手を腰に当て、皮肉で不敵な笑いを浮うかべ、縦ロールお嬢様の集団を睥へい睨げいしていた。

「コレット！　黒百合会の貴女達がどうしてここに!?　この車両はわたくし達の──」

「はっ！　知らねえな、フランシーヌ！　てめぇらが勝手に決めたルールなんざな！」

　フランシーヌと呼ばれた縦ロールお嬢様と、コレットと呼ばれた黒髪不良お嬢様が、まるで親の仇かたきでも見つけたかのような形相で、睨にらみ合い、火花を散らし合う。

「座席くらいでケチケチすんなよ、なぁ、フランシーヌ」

「育ちが知れますわね、コレット。そうやっていつも貴女は、我が校の伝統と規律を蔑ろにする……貴女方、黒百合会は、我が校の恥はじですわ！」

「なーにが伝統と規律だ！　ああ？　今時、座席の優先権？　くっだらねえ！」

「座席の伝統は、先達の方々が各交流会派は閥ばつ同士の余計な軋あつ轢れきを回避するために作り上げた、尊いものですわ！　それを侮ぶ辱じよくするのは、わたくし達の先達へ対する──」

「はん、バカらしいね！　それで、そうやっていちいち座席を巡めぐって喧けん嘩かしてんじゃやってられないぜ！　だから、アタシ達は自由に勝手に座る！　何者にも指図はさせねえし、文句も言わせねえ！　そこが自由席だろうが、指定席だろうがな！」

「いや、それは駄だ目めだろ!?」

　思わず律りち儀ぎに突っ込んでしまうグレン。

　だが、そんなグレンのツッコミも虚むなしく、フランシーヌを先頭とする集団と、コレットを先頭とする集団は、激しい言い争いと共に、一いつ触しよく即そく発はつの雰囲気に包まれていく。

「ったく、なんなんだよ、こいつら……」

　グレンはもう、呆れたようにその騒さわぎを眺ながめるしかない。

　と、その時だ。

「あの……二人とも……今日はもう、その辺にしてくれない……かな？」

　今にも互たがいへ相手に飛びかからんばかりのフランシーヌとコレットの間に、エルザがそっと割り込んで入っていた。

「お、おい……ッ!?」

　グレンがぎょっとする。

　図書室の片かた隅すみで一人静かに本でも開いてそうなあのエルザが、まさかこんな激しい剣けん幕まくの二人の間に、躊躇ためらいなく入るとは夢にも思わなかったのだ。

「なんですって!?」

「ああっ!?　なんか言ったか、こら!?」

　案の定、たちまちフランシーヌとコレットに睨み付けられるエルザ。

　十代のうら若い少女とは思えないその凄すごみと剣幕に、普ふ通つうの少女なら竦すくんで震ふるえ上がるであろうこと請うけ合いだが……

「フランシーヌさん……この人達……アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院からやってきた留学生と臨時講師の方で……その……長旅で疲つかれてるだろうから、何とかここの席、使わせてくれないかな……？　もちろん、私はいいですから……」

　だが、意外にもエルザは引かない。二人を真まっ直すぐ見つめて言葉を続ける。

「コレットさんもその……今日は喧嘩はやめてくれないかな……？　留学生の人達が迷めい惑わくするから……」

　エルザの口調は遠えん慮りよがちではあるが、おどおどとはしていない。

　こう見えて、案外、芯しんが強い少女なのかもしれない。

　だが──

「うるっせぇなっ！　どっちつかずのやつが、指図してんじゃねえよっ!?」

「これは、私達の問題なのです！　部外者は引っ込んでいてくださいましっ！」

　すっかり頭に血が上っているコレットとフランシーヌに、エルザの言葉は届かない。

　どんっ！　二人は同時に、間に割って入ったエルザを突き飛ばしていた。

「……っ!?」

　突き飛ばされたエルザが、後ろによろめく。

　不幸にも、エルザはその弾はずみで誰だれかのつま先に偶ぐう然ぜん、踵かかとをひっかけたらしい。

　エルザの身体からだが、そのまま後ろへ、ぐらり、とバランスを崩くずして……

「あっ……ッ!?　ご、ごめんあそば──」

「や、やっば、やりすぎ──」

　フランシーヌとコレットが、慌あわててエルザへ手を伸のばすが、もう遅おそい。

「おいっ!?　お前ら、何やって──」

　声を荒あららげるグレンの位置からも、エルザは遠過ぎて、フォローは間に合わない。

　後ろに倒たおれていくエルザの後頭部が、座席の手すりを目がけて落ちていって……

　激げき突とつする──その瞬しゆん間かん。

「きゃ!?」

　倒れかけたエルザを、背後からしっかりと支えた者がいたのだ。

　……リィエルだった。そのまるで瞬間移動のようなリィエルの動きに気付けた者は、恐おそらく、グレン達を除いて誰もいなかっただろう。

「……大だい丈じよう夫ぶ？　えーと、……エルザ……だっけ？」

「あ……うん……私は大丈夫……」

「そう。……なら、いい」

　それでもうエルザには興味は失ったと言わんばかりに、リィエルがエルザから離はなれ、定位置……システィーナとルミアの背後に隠かくれるような場所に戻もどっていく。

　エルザはそんな素っ気ないリィエルの背中を、目を瞬しばたたかせ、意外そうに見送る。

　その一方で……

「ほっ……」

「ふぅ……」

　フランシーヌが安あん堵どしたような息を吐き、コレットが額の冷ひや汗あせを拭ぬぐう。

　やがて、二人は危あやうくエルザに怪け我がをさせかけた気まずさを誤ご魔ま化かすように……

「と、とにかくですわ！　コレット！　これ以上、我が校の規律と伝統を侮辱するなら、容よう赦しやしません！　今、この場で、このわたくし自ら貴女を処断いたします！」

　フランシーヌが右手で細剣レイピアを抜き放ち、左手を前に構えて呪文詠唱スペリングの体勢に入り……

「ほ、ほう？　やんのか？　こら。……いいぜ？　ここで決着つけるかぁ……？」

　対するコレットは鋲付き手袋を嵌めた両手を拳けん闘とうの型に構え、相手の懐ふところへ一気に飛び込む体勢に入り……

「フランシーヌ様、お守りいたしますわっ！」

「コレット姐あねさんっ！　助すけ太刀だちするわっ！」

　周囲の取り巻き達も、臨戦態勢に入っていき……

　場に再び、一触即発のぴりぴりとした空気が張り詰つめていった。

「ったく、こいつらは……さて、どうしたもんかね……？」

　再び振ふり出しに戻ってしまった状じよう況きように、グレンが痛くなる頭を押さえていると。

「どうも」

　どこか、気の抜けた声が、グレン達に投げかけられる。

　いつの間にか、グレンの傍かたわらに少女が立っていた。長い灰色の髪をお下げにした、無表情の美少女だ。やはり、聖リリィ魔術女学院の制服に身を包んでいる。

「ど、どうも……？」

「いや、私、不本意ながら、あの縦ロールなフランシーヌお嬢じよう様さま付きの侍じ女じよをやっております、ジニーと申します。以後お見知りおきを」

　滅め茶ちや苦く茶ちやに棒読みで無気力で抑よく揚ようのない挨あい拶さつを、淡たん々たんとしてくる少女ジニー。

　リィエルとはまた違ったタイプの不思議ちゃんだ。

「えーと、貴女あなた達、留学生と臨時講師の方でしたっけ？」

「あ、ああ……そうだが……？」

「いや、すみませんね。初めての方はさぞかし面食らったでしょう」

　やれやれ、とばかりに肩かたを竦めるジニー（無表情）。

「はぁ……うちのガッコの世間知らずなバカお嬢と、なんちゃってファッション不良娘むすめがとんだご迷惑をおかけしました。実はですね……ああやって、白百合会（笑）とか、黒百合会（笑）とか、女子グループ同士で、ずぅ[image: ～][image: ～]っとアホな小こ競ぜり合いやってるのが、うちの学校の伝統でして……派は閥ばつ抗こう争そう（爆ばく笑しよう）っていう構造に酔よっ払ぱらってるっていうか」

「は、はぁ……？」

「……笑えますよね？　所しよ詮せん、大人達に守られたあんな狭っ苦しいコミュニティの中で、何を支配者気取りで偉えらそうに粋いきがっちゃってんだか……ぷっ、思春期乙おつ」

　淡々とした毒舌とは裏腹に、ジニーの言葉にはまったく感情が乗っていなかった。

「さて……私達、これから黒百合の連中と一ひと悶もん着ちやくありそうですが……貴女達、巻き込まれたくなかったら、後方車両の方に行くといいですよ。そこなら派閥フリーですから」

「そ、そうなのか……？　あんがとな……」

　戸と惑まどうグレンに、こくりとジニーが頷うなずいた、その時だった。

「ちょっと、ジニーッ！　何やっているのです!?　いつものようにわたくしのフォローを頼たのみますわッ！」

　フランシーヌがそんなキンキン声を、ジニーに投げかけた瞬間。

「はっ！　只ただ今いま、参りますっ！　お嬢様！」

　唐とう突とつに別人のように豹ひよう変へんしたジニーが、フランシーヌの側に一瞬で駆かけ寄る。

「前衛はお任せください、お嬢様！　この不ふ肖しようジニー、あのような悪あく辣らつなる輩やから共に、お嬢様には指一本たりとも触ふれさせませんゆえに！」

　まるで、戦いくさ乙おと女めのような凜りんとした気き迫はくを纏まとい、ジニーがフランシーヌに寄り添そう。

「流石さすが、先祖代々、我が家に仕えてくれている執しつ事じ家の娘にて、我が心の友ですわ！　貴女がわたくしに仕えてくださっていること、光栄に思いますわ！」

「勿もつ体たいなきお言葉」

「はっ！　来たなぁーッ!?　ジニーッ！　このフランシーヌの忠犬がぁ──ッ!?　今日こそ、お前をぶっ潰つぶしてやらぁ──ッ！」

　待ってましたとばかりに拳こぶしを構えて、突進してくるコレット。

　戦いの歓かん喜きにぎらぎらした目が、空間に黒線を引き──
















「下がれ、コレット！　この下げ郎ろうめ！　私はフランシーヌお嬢様の盾たてであり剣！　この私がいる限り、貴女の悪辣なる牙きばがお嬢様に届くことは決してないっ！」

　ジニーが、身のこなし軽くそれを迎むかえ撃うち──

　真空を裂さく音と、乾かわいた衝しよう撃げき音。

　コレットが猛もう然ぜんと振るった拳けん打だの一いつ閃せんを、ジニーが鞘さや付きの短たん剣けんで受け止める。

「く……ッ!?」

「ちぃいいいッ!?」

　裂れつ帛ぱくの気迫に、びりびりと震える空気。

　どちらも学生にしては中々の技量だ。かなりの鍛たん錬れんを積んでいるように見える。身体能力を強化する白魔【フィジカル・ブースト】も、かなり上手に使いこなしている。

　そして、その激突を切きっ掛かけに。

　両陣じん営えいの取り巻き達が、左手を構えて一いつ斉せいに呪じゆ文もんを唱え始め──

「た、退散んんんんんんんんんんん──ッ!?」

「ひゃっ！」「きゃあああ──っ!?」「うわわわ……」「……？」

　グレンが慌てて、背中にエルザを背負い、左右の両りよう脇わきにシスティーナとルミアを抱かかえ、リィエルの後ろ襟えり首くびを咥くわえてぶら下げ、その場から脱だつ兎とのごとく退散する。

　飛び交う攻性呪文アサルト・スペルの炸さく裂れつ音と少女達の悲鳴と怒ど声せいを、背中に浴びながら……

（あっれーっ!?　なんか、ボクが想像していた、キャッキャウフフな花の女子校と違ちがうみたーいっ!?　ナンデーっ!?）

　グレンは先行きの不安を禁じ得ないのであった。




　お嬢様グループ同士の抗争という謎なぞのカオスから、這ほう々ほうの体ていで逃にげだしたグレン達。

　ジニーのアドバイス通り、後方車両の方へ延々と席を探して進んでいく。

　そして、ようやく個室席の一つを確保できたグレン達が腰こしを落ち着け、一息を吐はいた。

　帝てい都とから聖リリィ魔術女学院まで数時間の旅だ。

　昼前に帝都を発たったので、夕方頃ごろ、聖リリィ魔術女学院に到とう着ちやくする予定である。

　システィーナもルミアも当初こそ、エルザとの会話に華はなを咲さかせていたものの、なにぶん彼女達にはフェジテからの長旅の疲れがある。

　そして、いかにも眠ねむ気けを誘さそう、列車の心地ここちよい揺ゆれ。

　次し第だいに、システィーナもルミアも口数少なくなっていき……

「すー……すー……」

「……んん……ん……」

　やがて、いつの間にか、二人は寝ね入いってしまっていた。

「ぐがー……ぐがー……ぐがー……」

　グレンもやかましいイビキを立てながら、即そつ行こうで眠ねむりこけており……

「…………」

「…………」

　その個室内で起きているのは、リィエルとエルザの二人だけになってしまう。

　エルザは分厚い本を静かに読みふけり……時折、頁ページを繰くる音が室内に小さく響ひびく。

　リィエルは、対面に座るそんなエルザの姿を、じっと見つめている。

　窓の外を見やれば、列車は今、広大な平原を横切っているところであった。

　遠くに見える森や湖、丘おか。手つかずの自然がなんとも雄ゆう大だいで美しい。

　空は蒼あおく、遥はるか地平線付近に並ぶ山々の稜りよう線せんがゆっくりと後方に流れていく。

　ごとん、ごとん、と規則正しく列車が揺れる音が、二人の間の空間を支配している。

　二人の間に会話はまったくない。

　やがて、どのくらい時間が経たった頃ころだろうか。

「……そういえば……リィエルさん」

　ふと、思い出したように、エルザが口を開いていた。

「先ほどは……どうもありがとうございました。……助けてくれて」

「……ん？　何のこと？」

　不意にかけられた言葉に、リィエルが不思議そうに小首を傾かしげる。

「ほら……さっき、フランシーヌさん達が口論していたとき……突つき飛ばされた私を、リィエルさん、支えてくれたじゃないですか。……お恥はずかしながら、それを今、思い出しまして……そういえば、まだ、お礼言ってなかったな……って」

　エルザが本を閉じ、リィエルに微笑ほほえみかける。

「……別に。問題ない。エルザも、私を助けてくれたし」

　リィエルがこくりと頷く。

「ん。迷まい子ごのグレン達を、一いつ緒しよに探してくれた」

「……グレン？　あ、あはは……あくまで、レーン先生達が迷子なんですね……」

「わたしにはよくわからないけど……多分、エルザはいい人。だから、問題ない」

　淡々と、そんなことを言うリィエル。

　すると、エルザがくすくすと含ふくむように笑い始めた。

「……どうしたの？　エルザ」

「いえ……その……よかったなって、安心しまして……」

「……？」

　再び、不思議そうに小首を傾げるリィエルに、エルザが続ける。

「実は……すみません。私、貴女に嫌きらわれてるのかなって、そう思ってたんです」

「嫌う？　わたしが？　エルザを？　……なんで？」

　わけがわからない、とばかりに、リィエルが目を瞬しばたたかせる。

「ほら。リィエルさんって、出合い頭がしらにいきなり斬きりかかって来たし……私が何を話しかけても素っ気ないし……興味なさそうだし……私と一緒にいると迷めい惑わくなのかもって……勝手に邪じや推すいしてしまって……」

「……あ……その……ごめん……」

　ぺこ、と。注意しなければわからないほど微かすかに、リィエルが頭を下げる。

「……わたし……システィーナやルミアと違って……ええと……何、話したらいいのかわからないから……」

「はい。どうやら、私の杞き憂ゆうだったみたいで……だからよかったなって……」

「……ん。わたし、別にエルザ、嫌いじゃない」

　再び、二人の間に沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　だが、その沈黙には不思議と重苦しさも気まずさもなく、心地の良い沈黙であった。

「ふふふ……案外、私達、気が合うかもしれないですね」

「……そう？　わたしにはよくわからないけど」

「はい……なんとなくそんな気がするんです」

　そう言って、エルザがリィエルへ微笑みかけて。

　リィエルはどこかくすぐったそうに、ふい、と視線をそらすのであった。




　そして、時間は飛ぶように流れ……

　やがて、グレン達を乗せた鉄道列車は、森を過よぎり、峠とうげを越こえ、湖を迂う回かいし……聖リリィ魔ま術じゆつ女学院へと到着していた。

　聖リリィ魔術女学院は、湖水地方リリタニアに設置された私立の全ぜん寮りよう制せい魔術学院だ。

　四方を山や森、湖に囲まれているという外界から隔かく絶ぜつされた立地、そして男子禁制という制度は、変な虫を嫁よめ入いり前の娘につかせず、安心して預けることができる天然の箱庭として、主に上流階級層の子女御ご用よう達たしの魔術学院である。

　グレン達にとっては、見知らぬ土地、新たなる場所。

　明日から、聖リリィ魔術女学院で過ごす日々が、始まるのである──
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　まず思い起こすは、赤──

　赤く燃え上がる我が家、赤く咲いた血けつ華か、赤く染まる最愛の人達。

　そして──何より鮮せん烈れつに我が目を灼やく、あの赤い髪かみ。

　いつものように、私は夢を見る──熱く爛ただれる炎ほのおの夢を。

　私という存在と魂たましいを、今も尚なお、赤く、紅あかく、朱あかく焼き焦こがし続ける幻げん夢むの炎。

　そう、私には『炎の記き憶おく』がある──




「嫌いやぁあああああああ──ッ！　お父さぁあああん!?」

　そこは、全すべてが赤く、紅く──熱かった。

　燃え盛さかる炎、焼け落ちる我が家、血だまりの中に沈しずむ父と母の姿。

　最も早はや、骸むくろと成り果てた両親の身体からだに取りすがりながら、幼い私は無力に泣き叫さけぶ。

「貴女あなた……ッ！　よくも……よくもお父さんを……ッ!?　お母さんを……ッ!?」

　涙なみだに濡ぬれた瞳ひとみで見上げれば、そこには一人の少女が佇たたずんでいる。

　滾たぎる紅こう焰えんを背に、盛る炎のような赤い髪を棚たな引びかせたその少女の手には──今、思い返しても尚、夢や冗じよう談だんと思えるほど長大な剣けんがあった。

「わ、私は貴女を許さない……許さないんだから……ッ！　絶対に……ッ！」

　私は恐きよう怖ふと混乱、憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おに身を焼き焦がしながら、その少女に吠ほえかかり……

　倒たおれ伏ふす父の手にあった、東方の剣……『打うち刀がたな』を手に取り、立ち上がる。

　私は過呼吸を繰り返しながら、震ふるえる刀の切っ先を、その少女へと向け……

「…………」

　それを見てとったその少女は、無言で、私に向かって大剣を構えた。

　目もく撃げき者しやは、消す──言葉はなくも、その虚きよ無むの瞳に宿る無む慈じ悲ひな漆しつ黒こくの意思。

　私が生まれて初めて実感した死の予感。

　だが、私は、無様に震え上がる心に、全身全ぜん霊れいをもって鞭むちを打ち──

「──ぅ──ぅぁああああああああああああああああああああ──ッ！」

　裏返った奇き声せいを上げて、私はその少女へと斬りかかった。

　日ひ頃ごろ、父につけて貰もらっていた稽けい古この賜たま物ものだろう。これほどの極限状態に於おいて尚、気剣体を一いつ致ちさせることが出来たのは、我ながら賞賛に値あたいする。

　今の私が為なせる最高の斬ざん撃げきが、眼前の少女に向かって、銀月を描えがいて──

　カァンッ！

「────ッ!?」

　──飛ぶも虚むなしく、少女が無造作に振ふるった大剣に弾はじき飛ばされる。

　その衝しよう撃げきで、私の手を離はなれ、何処どこかへと飛んで行ってしまう刀。

　今の刃やいばと刃が触ふれたほんの一いつ瞬しゆん──それだけで、私は理解してしまった。

　彼ひ我がの実力差を。互たがいがその剣に積み上げて来たものの重みの差を。

　思えば、病を患わずらって衰おとろえていたとはいえ、歴戦の軍人だった父すら、この赤い髪の少女は破ったのだ。今の未熟な私がひっくり返っても勝てるわけない。

「ひ、ひぃ……ッ!?」

　たちまち戦意喪そう失しつした私は、無様にその場で尻しり餅もちをつき、必死に後ずさる。

　燃え上がる炎が、床ゆかの血が、舞まい散る火の粉が、私の手足を、視界を、紅く、赤く、灼き焦がす……熱い、アツイ……タスケテ……

「い……嫌っ……こ、来ないで……来ないで……お願い、命だけは……」

　最早、両親を殺された憤怒も憎悪も忘れ、私はただ必死に、惨みじめに命いのち乞ごいをする。

　だが、その赤い髪の少女は、私へ淡たん々たんと歩み寄り……私のすぐ眼前で立ち止まる。

　そして、両手で軽々とその大剣を、私に向かって振り上げる。

「あ、……ああ……ぁあああ……ッ!?」

　全てが真しん紅くに染まる世界で──熱く、赤く焼け焦げる世界で──

　その赤い髪の少女は、私の脳天目がけ、その致ち命めい的な鉄てつ塊かいを振り下ろす。

　ぶんっ！　空気を引き裂さく鈍にぶい音。

　天より落とされし落らく雷らいのような剣けん閃せんが、私の赤い世界を二つに割って──

「ぁああああああああああああああああああああああああああああああああああ──」




「──はぁッ!?」

　がばっ！　私はいつものように、毛布を跳はね飛ばすように目覚めていた。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　はぁー……ッ！」

　ここは……聖リリィ魔術女学院学生寮りようにある、私の部屋。

　今日から再び学院に通うため、昨日、またこの息いき詰づまる忌いま々いましい場所へ戻もどったのだ。

　私は、そんな部屋に備え付けの簡素なベッドの上にいる。

　全身、汗あせびっしょりで酷ひどく不快な気分。

　吐と息いきはそれこそ炎のように熱く、心臓は今にも破は裂れつしそうなほど暴れていた。

　私は何かに急せかされるように、殺風景な自室内を何度も見回す。

　だが、部屋を何度確かく認にんしても、もう赤い色はどこにも見当たらない。熱くもない。

　その事実に、ほっと安あん堵どしながらも……

「……また……あの夢……」

　早朝から陰いん鬱うつな気分は禁じ得なかった。

　一体、私はいつになったら、あの『炎の記憶』から解放されるのだろう？

　全てを失ったあの日以来、私はずっとそんな葛かつ藤とうに悩なやまされ続けてきた。

「でも……もうすぐ終わる……ううん、終わらせる……」

　そう。終わらせるのだ。

　私はこの手で、過去に……あの忌いまわしき『炎の記憶』に決着をつける。

　そのために、もう二度と関わりたくないあの女の提案を吞のんだのだ。

　私は、この手で全てに決着をつける。あの無様な過去を、弱き日の私を、清算する。

　それで、ようやく……私は、私の人生を新たにスタート出来るのだ──




　聖リリィ魔術女学院に到とう着ちやくしたグレン達は、とりあえず当初の予定通り、駅前に用意されていた来らい賓ひん客きやく用の寄宿舎で一夜を明かすこととなった。

　そして──次の日の早朝。

　本日からの登校のため、寄宿舎を出て、学生敷しき地ち内を歩き始めると……

「うわぁ……」

　眼前に広がる光景に、ルミアが目を丸くしていた。

　昨日は暗くてよくわからなかったが、学院敷地内……特に鉄道駅前周辺から、聖リリィ魔術女学院本館校舎へと続く大通りにかけて、なんと、書店に飲食店、花屋、オープンカフェにヘアーサロンなど、学生に必要な様々な店が優ゆう雅がに並んでいたのだ。

　無論、店員は全員女性だ。

　綺き麗れいに舗ほ装そうされた道路、建ち並ぶ鋭えい角かく屋根の建物、店の軒のき先さきに下がる看板の意い匠しよう、路ろ傍ぼうに咲さき誇ほこる色とりどりの花、道路に並ぶ街路灯の意匠……どれ一つとっても非常に洗練されたお洒落しやれなものであり、想像以上に華はなやかな光景がそこには広がっていた。

「すごいね……学院の敷地内にこんな街があるんだ……」

「……びっくりした」

　この時ばかりはリィエルも、物もの珍めずらしそうに周囲をきょろきょろしている。

「規模は小さいみたいだけど、お洒落で素す敵てきな町並みよね？　雰ふん囲い気きがすごくいいわ。……うーん、私もこんな学校に通ってみたいなぁ……」

　すっかり上じよう機き嫌げんなシスティーナが、楽しそうにそんなことを言うが……

「けっ……息が詰つまりそうだぜ。帰りてー」

　グレンが、いかにも嫌そうに、不機嫌そうに言い捨てていた。

「すぐこれなんだから……まぁ、この雰囲気は、確かに先生には似合わないですけど」

　野や暮ぼな物言いで水を差すグレンに、システィーナがため息を吐つくが……

「バカ、そんなんじゃねえよ。お前、気付かなかったのか？」

　グレンが頭の後ろで手を組み、苦い表情で応じる。

「この学院……周囲は深い森に、湖、山……鉄道列車なしに脱だつ出しゆつはほぼ不可能……ここは外界から完全に隔絶された陸の孤こ島とうじゃねーか」

「！」

　システィーナが思わずはっとする。

「……辺境の地に作られた全ぜん寮りよう制のお嬢じよう様さま学校。世せ俗ぞくの穢けがれを病的なまでに排はい除じよした、無む菌きん培ばい養ようの温室世界。……こんなんただの鳥かごだろ。こんなお洒落さを演出されても、俺には中の小鳥さん達へのご機嫌取りにしか見えんぞ」

　システィーナは昨日の列車の中の光景を思い出す。

　帝てい都とから聖リリィ魔ま術じゆつ女学院へ向かう列車は、大勢の生徒達で溢あふれていた。

　つまり……それだけ、生徒達が学院の外へ出ていたということだ。皆みな、この学院から出たかったのだ。たいした長さの休きゆう暇かでもなかったというのに。

「昨日の白百合だとか黒百合だとか……きゃっきゃウフフなはずの花の女子校に、なんであんな連中がいるんだ……とか思ったが。なんか、わかる気がしてきたぜ……」

「…………」

　どう返していいかわからず、システィーナが押し黙だまってしまう。

　こうして、一同が等とう間かん隔かくに街路樹が並ぶ瀟しよう洒しやな道を進んでいると。

　やがて、グレン達の前に、まるで貴族の城館カントリー・ハウスのような、立派で華やかな、聖リリィ魔術女学院本館校舎の偉い容ようが現れるのであった。




　聖リリィ魔術女学院校舎にやってきたグレン達は、早さつ速そく、学院長室へと通される。

「ようこそ、遠路はるばる我が校においで下さいました、皆さん」

　学院長室でグレン達を迎むかえたのは、年の頃ころ、四十前後の、人の良さそうな女性であった。聖リリィ魔術女学院の学院長マリアンヌである。

「帝国が世界に誇る魔術の学び舎やと名高きアルザーノ帝国魔術学院……そのような所から優ゆう秀しゆうな生徒や、高名な講師の方々を、この度たび、我が校にお招きできて大変光栄ですわ」

　にっこりと、嬉うれしそうに笑って挨あい拶さつするマリアンヌ。

「なにせ、我が校はこのような閉へい鎖さ的な空間にあります。余所よその学生や講師の方が、この学院に新しい風を吹き込んでくれること、期待してますわ」

「まー、あんま期待されても困るんだが……まぁ、それよりも……」

　グレンは探さぐりを入れるように言った。

「なんで、うちのリィエルに短期留学のオファーなんざ、出したんだ？」

「はて……なぜ？　とは」

　不思議そうに、マリアンヌが小首を傾かしげる。

「ええと……今回、我が校はオファーを出して余所の魔術学院から、短期留学生を特別に受け入れることになったのですが……その際、我が校の本部事務局教育支し援えん部の事前調査によれば、リィエルさんは、我が校に受け入れるに相応ふさわしい優秀な生徒だと聞き及およんでいたので……何か問題でもあるのでしょうか？」

「…………」

　きな臭くせぇ。押し黙るグレンの表情は雄ゆう弁べんにそう語る。

　惨さん憺たんたる学業成績に、日々の器物破損。リィエルがこんなお高く止まったお嬢様学校に相応しくない人物であろうことは、ちょっと調べたらわかるはずだ。

（単なる書類処理関連のミスか……素行調査の虚きよ偽ぎ報告か……あるいは……）

　誰だれかが、本来、オファーを受けるに相応しかった候補生徒の名を、土ど壇たん場ばで意図的にリィエルへと書き換かえたか。いずれにせよ、きな臭くささは拭ぬぐえない。

　だが、今のグレンにその真実を確かめる手段はない。

　自分が今回、すべきことはリィエルやルミアの身辺に気を遣つかってやることだ。

（まぁ……ルミアじゃなくてリィエルを指名するあたり、天の智ち慧え研究会絡がらみの案件じゃなさそうだが……？）

　グレンがそんなことをぼんやりと思考していると。

「それよりも、大変申し訳ありませんが……レーン先生」

　マリアンヌがグレンに言った。

「今回、リィエルさん達アルザーノ帝国魔術学院の留学生を受け入れ、同時に、レーン先生に受け持っていただく予定のクラスについてなのですが……」

「んあ？　なんかあるんすか？」

　どうにも歯切れの悪いマリアンヌの物言いに、眉まゆを顰ひそめるグレン。

「ところで……レーン先生は、我が校の伝統たる『派は閥ばつ』についてご存じでしょうか？」

「それって、白百合とか黒百合とかのアレっすか？　いや……詳くわしくは」

　急な話の転てん換かんに、首を傾げるグレン。

　すると、マリアンヌが気まずそうに説明を始める。

「元々、聖リリィ魔術女学院は、嫁よめ入いり前の上流階級層の令れい嬢じように対し、その地位に相応ふさわしい作法・教養を身につけさせることを目的として発ほつ足そくした学校です」

　アルザーノ帝国では、魔術、剣けん術じゆつ、拳けん闘とう、乗馬、学問……これらは貴族の五大教養とされている。人の上に立つ者は文武両道たれ、が古典的な帝国貴族の伝統だ。

「……ふうん。国の根幹を支える魔術の基き礎そ研究、魔術師の育成を目的としたアルザーノ帝国魔術学院と性質が違ちがうってわけっすね？」

「ええ。そのための閉鎖的な空間、厳格なる規則、硬直したカリキュラム……そして、学院内の生徒の全すべてが上流階級層出身……そんな特とく殊しゆな環かん境きようが助長したのでしょうね……生徒達の『派閥』形成を」

「……ほう？」

「学院のほとんどの生徒達は、クラス分けや年次とはまた違った『派閥』という特殊なグループへ、伝統的に所属しています。無論、これは学院側が公認した正式な組織ではないのですが……我々学院運営側はこれを無視できません」

「……だろうな。『派閥』を構成する生徒達は、帝国内でも力ある有力貴族や豪ごう商しようの娘むすめ……上流階級層出身者だからな」

　もし『ねぇ！　パパ、お願ぁい！』を、とある統一した意思の下もとに一いつ斉せいに行えば……

　なるほど、これは確かに厄やつ介かいそうである。

「はい。元々、息いきが詰つまるような閉へい塞そく感をお互たがいに慰なぐさめ、励はげまし合っていこうという生徒同士の交流会、相そう互ご自助会のようなものから発足したらしい『派閥』ですが……今では『派閥』の学院側に対する影えい響きよう力は、学院運営方針に口を出せるほどに強いのです。大規模な有力派閥には、むしろ学院側の方が逆らえない……そのような状じよう況きようなのです」

「おいおい……大だい丈じよう夫ぶなのか？　この学院……」

「そして、現在、この学院には、特に有力な派閥が二つあります。一つは『白しろ百合ゆり会』。この学院でもっとも歴史の古い派閥にて、代々秩ちつ序じよと規律を重視してきた伝統派閥。そして、もう一つは『黒くろ百合ゆり会』。近年、急速に成長してきた、自由を尊ぶ新興派閥です。この二派閥は現在、この学院内における主導権を巡めぐって、完全に対立状態にあります」

「なんか、こっちの学校も色々と大変そうっすね」（棒）

　まったく、興味なさそうなグレンの図。

「ええ、嘆なげかわしい限りですわ。最近はそういった派閥問題の他にも、我が校の一部の女子生徒達が、ウィジャ盤ばんの集つどいや降こう霊れい会などのオカルティズムに傾けい倒とうしている、怪あやしい新興宗教団体や謎なぞの魔術組織に密ひそかに通じている例や噂うわさもありまして……」

「あー、この学院の閉鎖的体質も、そろそろ限界に来てるんじゃねっすか？　それ……」

　控ひかえめに言ってヤバイ。グレンが頰ほおを引きつらせ、そんなことを呟つぶやいた。

「……で？　それはともかく……それが一体、どうしたんすか？」

「ええと……以上の話を踏ふまえまして……レーン先生、貴女あなたの担当するクラスはその……少々、問題があるクラスでございまして……」

「……問題？　どういうことっすか？」




「なるほど……こういうことか……」

　……早さつ速そく、始まったグレンの最初の授業にて。

　黒板の前で粛しゆく々しゆくと教きよう鞭べんを執とりながら、グレンは内心、頭を抱かかえて呻うめいていた。




　聖リリィ魔術女学院は三つの学年と、花・月・雪・星・空の五つのクラスで構成されている。先刻のマリアンヌとの会見後、グレン達は早速、リィエル達を受け入れ、グレンが臨時担任を引き受けることになった二年次生月組へとやってきたのだが──

「えーと、俺の名はレーン＝グレダス。今日から、お前らの勉強を短期ではあるが見ることになった臨時講師だ。よろしくな！」

「システィーナ＝フィーベル。アルザーノ帝国魔術学院からやってきました」

「ルミア＝ティンジェルです。短い間ですが、皆さん、どうかよろしくお願いしますね」

「……リィエル＝レイフォード」

　生徒達の前で、グレン達がそんな定番の自己紹しよう介かいをするも……

「あ、あるぇー……？」

　しーん。

　新しい仲間、新しい教師がやって来て、普ふ通つうならばそれなりに盛り上がるはずの場面だというのに、どうにも月組の生徒達の反応は冷ややかで鈍にぶく……




「……それで、この一節の呪じゆ文もんが、ここに入ることによって、件くだんの心理法則に従い、魔術式の……ここだ、この部分を増幅エンハンスして物理作用力マテリアル・フオースが…………」

　そして、どこか気まずい空気の中、始まったグレンの最初の授業。

　聖リリィ魔術女学院のカリキュラムに従い、グレンは黒板上にチョークで呪文と魔術式を書き連ねながら、懇こん切せつ丁てい寧ねいに、呪文の構文解説を行っていく。

　いつも通り、魔術の初心者なら容易に理解できるように、魔術の上級者ならより理解が深まるように……流石さすがはグレンの首をいつも皮一枚で繫つないでいる素す晴ばらしい授業だ。

「……つまり……より強い意味を持つ言葉を……接頭語に……付け加えれば…………」

　だが、チョークを走らせる手はやがて止まり、グレンは全身をぶるぶると震ふるわせ……

「って、お前らっ！　ちょっとは人の話を聞けぇえええええええええ──ッ!?」

　ばっ！　と生徒達に振ふり返る。

　グレンの眼前には想像以上に酷ひどい光景が広がっていた。

　今、月組の教室内では、四十人近いクラスの女子生徒達が半々くらいに分かれ、それぞれ教室の左右に寄り集まり、それぞれとある生徒を中心に二つの集団を作っている。

「おーっほっほっほ！　中々良いお味ですわ！　わたくしに相応しい一品ですわね！」

　向かって教室の右側。フランシーヌを中心とした『白百合会』の集団。

「よっしゃ、いい引きっ！　チップを十枚レイズだぜっ！」

　向かって教室の左側。コレットを中心とした『黒百合会』の集団。

　フランシーヌ達は、ティーセットや三段トレイに載のった茶ちや菓が子しを山のように用意し、詩集を片手に優ゆう雅がなティータイムを満まん喫きつしつつ、雑談に華はなを咲さかせており……

　コレット達はコレット達で、賭かけトランプや賭け戦戯盤チエスで大盛り上がりだ。

「ってか、今、授業中だぞ!?　お前ら、何やってんだ!?　学級崩ほう壊かいとか、授業拒否ボイコツトとか、もうそんなレベルじゃねーぞ、なんだこれ!?」

「もうっ！　『黒百合会』っ！　さっきからうるさいですわよ！　あと、先生も！」

「ああ!?　うっせえのは、てめえら『白百合会』だろ!?　あと、先生もなっ！」

　グレンを完全にオマケ扱あつかいして、フランシーヌとコレットは互いに因いん縁ねんをつけ始め……

「うるさいのは、お前ら全員じゃああああああああああああああああ──っ!?」

　がたぁああああんっ！

　グレンは必殺固有魔術オリジナル【教きよう卓たくちゃぶ台返し】を披ひ露ろうするのであった。

　しかし、そんな派手なことをやっても、フランシーヌ達もコレット達も、グレンをガン無視して、言い争い、小こ競ぜり合いを始める。

「よーしっ！　そこに直れ、お前ら！　全員、お尻しりペンペンの刑けい──」

　こめかみをひくつかせたグレンが、指を鳴らして間に割って入ろうとするも……

「「「「「「「「「「部外者の貴女は黙だまっててくださいっ！」」」」」」」」」」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ──っ!?」

　一斉に飛んできた、電でん撃げき、突とつ風ぷう、水撃、空気衝しよう撃げき、冷気、熱風の雨あられに、グレンがもみくちゃにされながら吹ふき飛ばされ、ごろんごろんと元の場所に戻もどってくる。

　最も早はや、舐なめられている……とか、そういうレベルの話ですらなかった。

「だ、大丈夫ですか!?　先生っ！」

「はぁ……はぁ……ああくそ、もう！　少々、インテリぶってヒネたやつが多いけど、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の生徒がいかに真ま面じ目めな模も範はん生せいで、教師にとってありがたーい連中だったか、身にしみてきたぜ……」

　ルミアに助け起こされたズタボロのグレンが、半眼でうめく。

「……生徒が真面目に授業を聞いてくれない……逆に先生も、教師が真面目に授業をやってくれなかった生徒の気持ちが少しはわかったかしら？　……今さらですけど」

　中央最前列の席で、頰ほお杖づえをついてジト目なシスティーナがぼそりと言う。

「ぐ……マジですんませんでした……」

　グレンは我が身を振り返り、頰を引きつらせるしかない。

　とはいえ、この状況は生真面目な優等生の代表格たるシスティーナにとっても怒いかり心しん頭とうものらしく、握にぎり拳こぶしをぶるぶる振るわせ、暴発を今か今かと待ち構える状態だ。留学生という外と様ざまな立場でなかったら、とっくの昔に行動に出ているであろう。

　そう。

　グレンが一時的に受け持つことになったこの二年次生月組は……フランシーヌとコレット……白百合会、黒百合会の両トップが同時に在ざい籍せきし、その二派は閥ばつの中ちゆう核かくを構成するメンバー達がぎっちり詰つめ込まれた、両派閥間抗こう争そうの最前線だったのである。

「ったく……おい、責任者出せ……誰だれだ、ンなクラス分けしやがったアホは……？　いや……むしろ、産業廃はい棄き物ぶつを一ひと纏まとめにしたかったのか……？」

　と、その時である。

「……そ、その……申し訳ありません、レーン先生……せっかく、わざわざ遠いところからいらしてくださったのに……」

　中央最前列の席の一角に腰こしかけるエルザが、しゅんと肩かたを落として言った。

　なんと、エルザまでもこのクラスの一員だったというから驚おどろきだ。

　偶ぐう然ぜんとは恐おそろしい。

「いーよ、いーよ。お前が謝ってもしゃーねえ」

　はぁ[image: ～][image: ～]っと、深いため息を吐つくグレン。

「しかし、エルザ……お前は俺の授業を吞のん気きに受けてていいのか？　俺が言うのもなんだが……こういうのって、付き合いってもんがあるんじゃねえの？」

　グレンはちらり、と二つのグループに分かれる集団を流し見る。

「あ、はは……えと……私はその……どちらの派閥にも所属してないから……」

　少し寂さびしそうに、エルザが言う。

「私、実は魔術師としては、落ちこぼれなんです……」

「え？　そうなん？」

　グレンが意外そうに、エルザの手元の板書を見る。

　グレンの授業の要よう諦ていを要領よく、丁てい寧ねいに纏めており、生き真ま面じ目めさが窺うかがえる。

　控えめに見ても、上から数えた方が早い優等生のオーラが感じられるのだが……

「だから、こんな私が皆みなの中に入るのは、なんだか悪い気がして……」

「はぁ？　そりゃ一体どういうことだ？　お前、何言って……？」

　思わずグレンが、深入りしようとすると。

「人には色々あるものです。余計な詮せん索さくは野や暮ぼですよ、レーン先生」

　そう言って窘たしなめたのは、フランシーヌの侍じ女じよ、ジニーであった。

　先日、列車内でグレン達に助言をしてくれたジニーも、エルザと同じく中央最前列付近の席につき、グレンの授業を聞いていたのである。

「……ま、お前の言うことももっともか」

　確かにグレンとエルザはまだ出会ってから日も浅い。

　ジニーの言うことももっともだと思い、エルザへの詮索を早々に切り上げる。

「ところで、ジニーさんよ……なんとかならんのか？　これ」

　そして、グレンは再びこのクラスの惨さん状じように目を向けた。

　どうやら騒さわぎは収まったようだが、見るも無む惨ざんな学級崩壊っぷりは、相変わらずだ。

「無理です。私が言って聞くようなら、前任の先生はあんなことには……よよよ」（棒）

　完全な棒読みの他人ひと事ごと、演技百パーセントで、ジニーが両手で顔を覆おおってみせる。

「おいおい……見た感じから不良っぽい黒百合の連中はともかく、白百合の連中は、学院内における秩ちつ序じよを重んじる派閥じゃなかったのかよ……？」

「ええ、重んじてますよ？　なにせ、白百合会は、今のこの時間を『朝のお茶会モーニングテイー』の時間だと伝統的に定めているのですから。白百合会に所属する人で、それに従わない人は秩序を破は壊かいする『悪』になります」

「なんだそりゃ!?」

「そもそも、白百合会に属する生徒達は、この学院の授業をほとんど受けません。カフェや図書室、中庭などで、自分達が独自に招いた〝優ゆう秀しゆうな〟家庭教師先生を囲み、いつも皆で優雅（笑）に、お勉強会（笑）を開いています」

「ちょ──待て!?　それ、単位取得とかどうすんだよ!?」

「白百合会は、そのお勉強会で単位が取れることを学院側に認めさせており、もう、やりたい放題です。そして、そのお勉強会のスケジュールは、実に時間や規則に厳格で、そのあたりが秩序（笑）らしいです」

「あ、一番駄だ目めな秩序だわ、それ。下手な不良生徒より性質たち悪わりぃ……」

　最早、呆あきれてため息すら出ないグレンである。

「ったく、変なやつばっかだな、この学院……しかし、エルザ同様、ジニーも俺の授業、聞くんだな？　お前、一応、立場的に白百合会のメンバーじゃねーのか？」

「いや、だって、もったいないじゃないですか」

　本当にそう思ってるのか否いなか、よくわからない棒読みでジニーが言う。

「うちのクラスの連中、エルザさんと私以外、誰も聞いちゃいませんけど……レーン先生の授業、すごいレベル高いですし。ぶっちゃけ、あのアホお嬢じようどもが囲んでる家庭教師連中なんかと比べものになりませんし。……聞かなきゃ損です」

「本当に、そうですよね！　私も驚いてしまいました！」

　ジニーの他人事みたいな物言いに、エルザが少し興奮気味に同意する。

「アルザーノ帝国魔術学院の方々は、いつもこのような素晴らしい授業を受けているんですか？　なんだか羨うらやましいです」

「あ、あはは……そう？」

　つい、自分が褒ほめられたかのように嬉うれしくなってしまうシスティーナであった。

「ええ、それには同意ですね。うちの学校は基本、貴族の教養として魔術が身につけばいい的なとこあるんで、先生みたいに根本的な本質を丁寧に解く……」

　誰に対しても興味なさそうなジニーが珍めずらしく饒じよう舌ぜつになりかけた……その時である。

「ジニーッ！　何をやっているんですの!?　早く、お茶のお代わりを持ちなさいっ！」

　教室右側からフランシーヌのキンキン声が上がり……

　ちっ……ジニーが露ろ骨こつに舌打ちしつつも……

「はっ！　只ただ今いま参ります！　お嬢様！」

　即そく座ざに忠犬モードに切り替かわり、立ち上がる。

「お前……よく、あんなのに付き従ってるな……」

「……ま、あんなのでも幼い頃ころから苦楽を共にした姉し妹まいみたいなものですから。別に嫌きらいじゃないです。時たま……いえ、しょっちゅう、ウザいですけど」

　無表情をほんの少し苦く笑しようの形に歪ゆがめる。

「さて、連中に関してですが、こんなクラスに配属された時点で運がなかったと諦あきらめてください。まぁ、あれで根っこは悪い連中ではないですから、関かかわらず放置しとけば害はありません。なあなあで行くことをお勧すすめします」

　そんなありがたくもないアドバイスを残して……ジニーは去って行った。

「しっかし、なぁーんとかしねぇとなぁ、この状じよう況きよう……」

　目下の大問題は他でもない、リィエルのことだ。

　リィエルがアルザーノ帝国魔術学院の落第退学を回かい避ひするには、この留学先で授業を受け、一定の単位を修得することが必ひつ須す条件だ。

　だが、このままでは授業そのものが成立しない。テストもできないし、出席表のサインすら集まらない。授業が成立しなければ、当然、単位も取得できない。

　このクラスの惨状をなんとかしない限り、リィエルの落第退学は最早、必然だ。

「……どうするんですか？」

　システィーナが不安げにグレンに問う。

　グレンはしばらく、口元を掌てのひらで覆いながら、静かに熟考し……

「俺にいい考えがある！」

「あ、駄目なフラグが即そつ行こうで立ちましたね」

　自信満々などや顔をするグレンに、システィーナがため息を吐いた。

「ふっ、何を馬ば鹿かなことを……今から試ためすのは、セリカ直じき伝でんの問題解決法なんだぞ？」

「えっ？　アルフォネア教授の？」

　セリカ＝アルフォネア。人外と称しようされる第七階梯セプテンデの魔術師にて、元・帝国宮きゆう廷てい魔道士団特務分室の最強執しつ行こう官かんと評されたナンバー21《世界》。自他共に認める大陸最強の魔術師──即すなわち、世界最高クラスの賢けん者じやだ。

「と、いうことは……ひょっとして期待持てるのかしら……？」

「おう！　あのセリカの唯ゆい一いつの愛まな弟で子したる俺に任せろ！」

　そう誇ほこらしげに胸を張る今日のグレンは、なんとも頼たのもしく見えた。

「ふっ……刮かつ目もくせよ！　あのセリカが四百年かけて培つちかった大いなる智ち慧え……万ばん難なんをねじ伏ふせる魔法の一手……それは……」

「……ごくり……それは……？」

　グレンは太陽のような笑え顔がおのまま、数秒間、しっかりもったいぶってためて……

　そして……ぶちんっ！

「強きよう硬こう手段じゃああああああああああああああああああああああああ──っ！」

　突とつ然ぜん、グレンがブチ切れ、大おお騒さわぎする女子生徒達の方へ猛もうダッシュする。

「どおおおおおおおおおおっせぇえいいやぁああああああああああああああ──ッ！」

　どがっしゃぁああああああんっ！

　猛ダッシュからの砲ほう弾だんのような水平跳とび蹴げりで、フランシーヌ達が取り囲むティーセットや茶ちや菓が子しの三段トレイを派手に吹ふき飛ばし──

「あああああぁたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた──ッ！」

　ばばばっ！　ばばばばばばば──っ！

　続いて、コレット達の手にある雑誌やトランプなどの遊具を、神速で駆かけ抜ぬけながら、残像が踊おどるような挙動でひったくりまくって回収し──

「──ほぉうぉっあぁあああっちゃぁあああああああああああああああああ──ッ！」

　水が流れるような動作で、窓の外へと放ほうり捨てていた。

　放物線を描えがいて飛んでいく『授業中に相応ふさわしくない物品』の数々……

「ふぅぃ[image: ～][image: ～]、きぃ～もてぃいいぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　グレンは額の汗あせを拭ぬぐいながら、何かをやり遂とげたような、とても良い笑顔だった。

「!?!?!?!?!?」

「……すげぇ。やりやがりました……」

　目を白黒させるエルザに、啞あ然ぜんとして呟つぶやくジニー……

「「「「………………………………」」」」

　流石さすがに、教室中の全ての生徒が、この事態には呆ぼう然ぜんとするしかなく……

「授業中は静かにね☆」

　グレンは再び教きよう壇だんに立ち、笑顔で生徒達へと振ふり返って、サムズアップであった。
















「……まぁ、わかってた。……だって、アルフォネア教授直伝だもんね」

「あ、あはは……」

　頭を抱かかえて突つっ伏ぷすシスティーナに、苦笑いしかないルミアである。

「あ、あ、貴女あなたっ!?　これは一体、どどど、どういうつもりですの!?」

「おい、てめぇ。先生よぉ……これ、どう落とし前つけるつもりだ、ああ、こらぁ？」

　そして案の定、フランシーヌとコレットが肩かたを怒いからせ、殺気立つ取り巻きを引き連れ、グレンに迫せまるが……

「えー、つまり、この構文を分解整理するとだな、呪じゆ文もんの各基き礎そ属性値の変動は……」

　それをガン無視で授業を再開しているグレンの図。

「人の話を聞きなさいぃいいいいい──っ!?」

「人の話を聞けぇええええええええ──ッ!?」

　やはり、人を煽あおることに関しては、世間知らずなお嬢様連中より、グレンの方が何枚も上手うわてのようであった（まったく褒められたことではないが）。

「まったく……アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院からやってきた臨時教師か何か知りませんが……どうやら貴女には、教育が必要なようですわね！」

「おい、先生よぉ？　教えてやろうかぁ？　誰だれがこの学院の支配者なのかをなぁ？　余所よそモンがあまりデカい顔してんじゃねえぞ？　……ああ？」

　世間知らずのお嬢様であるがゆえに、煽られ耐たい性せいのないフランシーヌとコレット。

　コレットが鋲びよう付き手て袋ぶくろを嵌はめた手でグレンを強ごう引いんに振り向かせて、その胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ……フランシーヌが抜き放った細剣レイピアをグレンの首筋に当てた。

　たちまち一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちようが、クラス中を支配していく──




　──そんなクラスの雰ふん囲い気きに、敏びん感かんに反応する者がいた。

（……なに？　こいつら。……ひょっとして、グレンの敵？）

　今の今まで、興味なさそうに眠ねむたげだったリィエルだ。

（……だったら、許さない。……斬きる。グレンの敵は、わたしの敵）

　放っておけば、すぐ一人、手た綱づなを手放した戦車のように暴走するリィエルである。

　今回も、その至し極ごく単純な行動原理に則のつとって……

「……《万ばん象しように希こいねがう・我が腕うでに・剛ごう毅きなる刃やいばを》……」

　十八番の高速武器錬れん成せい呪文を、ぼそりと口走る。

　錬金術の【形質変化法フオーム・アルタレイシヨン】と【根源素オリジン配列変へん換かん】を応用して、瞬しゆん時じに超ちよう高品質の武器を錬成する……忍しのび込んだ先の、いかなる状況下においても適切な武器を調達・運用できるこの術は、とある組織の暗殺者が好んで使う【隠す爪ハイドウン・クロウ】と呼ばれる暗殺魔術である。

　リィエルは、最も早はや息を吸うようにできるそれを、いつものように起動する。

　虚こ空くうより光の粒りゆう子しが寄り集まり、リィエルの右手にいつもの大剣を形成していき……

（とりあえず、グレンをいじめるこの変な人達……みんな、ボコる）

　システィーナもルミアも、今はグレンの動向にはらはらとしており、この時ばかりはリィエルが暴走する気配に気付けなかった。

　ストッパーがいなければ、最早リィエルは放たれるだけの矢だ。

　留学先で留学生によって引き起こされる凄せい惨さんな傷害事件──リィエルが留学初日で送そう還かん処分という大快挙を成し遂げようとした──まさに、その時である。

「リィエル……どうしたの？」

「あ」

　一歩踏ふみ出しかけたリィエルの前に、エルザが立っていた。

「なんだか、少し怖こわい顔してるよ？　……大だい丈じよう夫ぶ？」

　気き遣づかうように小首を傾かしげてくるエルザの姿に、思わず毒気を抜かれたリィエルは、高速武器錬成を解除キヤンセルする。形成されかかっていた大剣が光の粒子と解けていく。

「……ちょっと怒ってた。……皆みなが、グレンをいじめるから」

「そう……リィエルはレーン先生が大好きなんだね？」

「ん。好き。だから、わたしはグレンを守る。グレンをいじめる皆をやっつける。だから……どいて、エルザ」

「そうなんだ……でも、リィエル。もう少しレーン先生を信じてみない？」

「！」

「私はまだ、先生とはほんの少ししか付き合いがないけど……なんとなく先生が凄すごい人だって、私にもわかるよ。きっと先生には何か考えがあるんじゃないかな……？」

「…………」

　エルザの言葉に、リィエルが押し黙だまる。

「今、問題を起こしたら、リィエル、きっとこの学院を追い出されちゃうよ？　そうなったらレーン先生はきっと悲しむだろうし、それに……」

　エルザはリィエルを真まっ直すぐ見つめ、微笑ほほえみながら言った。

「……せっかく、こうして貴女と出会えて、同じクラスにもなれたのに……いい友達になれるかもって思ったのに……私は、やだな、そんなの……」

　すると、リィエルはしばらくの間、そんなことを言うエルザを、まるで珍ちん獣じゆうか何かのように、じっと感情の読めない目で見つめ……

「……ん。わかった。エルザの言うとおりにする。……グレンを信じる」

　おずおずと浮かしかけていた腰こしを落ち着ける。

　そんなリィエルに、エルザはにっこりと笑うのであった。




　そんな、密ひそかなリィエル初日追放処分の危機とは裏腹に──

「大体、アルザーノ帝国魔術学院ってアレだろ？　軟なん弱じやくなガリ勉ヤロー共が群れ集まってるド田舎いなか学校だろ？　そんなトコの講師に教えてもらうことなんかねえんだよ！」

「同感ですわ。わたくし達は貴族、高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユとして弱き民たみを守る確かな『力』が必要なのです。そして『魔術』はこの世界でもっとも強く偉い大だいなる『力』……つまり、高貴なるわたくし達にこそ『魔術師』という崇すう高こうなる肩かた書がきが相応しいのですが……」

　コレットとフランシーヌが、口々に嘲ちよう弄ろうの言葉をグレンへと投げつける。

「要はアンタら、アルザーノ帝国魔術学院でやってる『魔術』ってのは、卓たく上じようのママゴトなんだろ？　実戦的じゃねーんだよ。屁への役にも立たねえ」

「わたくし達に必要なのは『力』、そして『力』ある『魔術師』になるための、より洗練された授業なのですわ。ご理解いただけたら、邪じや魔ましないで頂きたいものですわね」

　対するグレンは無言。言わせたい放題だった。

「そもそもレーン先生。貴女、なんなのですか？　そのまるで殿との方がたのような服装と言葉遣づかい……それだけで、この格式高い学院の講師には相応しくない証左ですわ！」

「おまけにあのイモ臭くせぇ三人組……アルザーノなんちゃらってのは、あんなのしか居ないわけ？　もう雰囲気がね、根暗っぽいっつーか、庶しよ民みん臭ぇっつーか、イケてねえ。ド田舎でベンキョーばっかやってるとああなんのかねぇ？　あー、やだやだ……」

　そんなフランシーヌとコレットの言葉に同意するように、取り巻き達も、グレンやシスティーナ達を遠巻きに眺ながめて、くすくすと小こ馬ば鹿かにするように笑い始める始末である。

「こ、この人達……ッ！　いい加減に──」

　流石に我が慢まんできなくなったシスティーナが立ち上がった……その時だ。

「クックックッ……」

　グレンが不敵な笑いを浮うかべ……グレンの胸むな倉ぐらを摑むコレットの手を左手で軽く取り、グレンの首筋に当てられたフランシーヌの細剣レイピアの刀身を右手で摘つまみ……

　次の瞬間。

「あ、あれっ……？」

「な……ッ!?　あ、貴女……いつの間に……ッ!?」

　胸倉を摑むコレットの手は外され、フランシーヌの細剣レイピアはグレンに奪うばわれていた。

　グレンは奪った細剣レイピアをフランシーヌへ放り返し、乱れた胸元を整えつつ、言った。

「なるほど、なるほど、『力』ねぇ……まぁ、いいんじゃね？　まったくオススメはしねーが『力』が欲ほしけりゃ、好きにすりゃいいさ……だっはっはっはっ！」

「な、何がおかしんですの!?」

　投げ返された細剣レイピアを慌あわてて受け止めながら、フランシーヌがいきり立つ。

「いや、何……そこまで『力』に固こ執しゆうする連中が、与あたえられた銃じゆうの使い方だけは必死に練習するくせに、その運用法や戦術、はたまた銃の機構を理解して、より高威い力りよくの大たい砲ほうを自作することには目が向かないなんて……なんつーか、お前ら、中ちゆう途と半はん端ぱだなぁ……と」

「仰おつしやっている意味がわかりませんが……侮ぶ辱じよくされたってことはわかりますわ」

「おい、アンタ……この状じよう況きようで、随ずい分ぶんといい度胸じゃねえか……ああ？　喧けん嘩か売ってんのか……？　買うぞ？」

　クラス中の白百合会、黒百合会の生徒達の間に、剣けん吞のんな空気が流れ始めるが……

「ふっ……なら試ためしてみるか？」

　それを見てとったグレンは、不敵で大だい胆たんな笑みを崩くずさず、すかさずそんなことを言う。

「お前らが今、バカにしたアルザーノ帝国魔術学院……そこの『役に立たない授業』と『田舎臭くさい連中』の実力がいかなるものか……試してみるか？」

　グレンの思わぬ言葉に、システィーナ、ルミアがはっと息を吞のむ。

「丁度、次の授業は『魔導戦教練』……一対一の決けつ闘とう戦じゃ味気ねーし、複数同士で戦う軍団戦じゃこっちは戦術単位ユニツトを数組めるほど頭数がねえ。てなわけで、俺の教え子とお前達とで、三対三のパーティー戦……ってのはどうだ？」

　パーティー戦。それは魔術師の戦闘形式の一つである。

　魔導兵戦力を軍団規模で安定運用するため、戦術単位ユニツトを構成する魔導兵の役割ロールを明確に分けて、個々の戦力を一律規格化して行う魔導兵団戦とは違ちがう。

　パーティー戦は、単純な魔術戦能力、チームワーク、咄とつ嗟さの柔じゆう軟なん性や判断力……パーティーを構成する個々の実力が、大きく物を言う戦闘方式だ。

「万が一、こいつらがお前らに負けたら、俺は即そくこの学院を出てってやる。だが、勝ったら、お前らには俺の言うことをなんでも一つ聞いてもらおうか……どうだ？」

　一体、何を企たくらんでいるのか……どこか嫌いやらしい表情で、挑ちよう発はつするように言うグレン。

「それともなんだぁ？　負けるのが怖いかぁ？　ぐっへっへっ……」

「ちょ、ちょっと、先生!?　何を勝手に──」

　システィーナが慌てて割って入るものの……

「レーン先生……貴女あなた、随分と吹ふきますわね……いいでしょう！　ここまで言われて退ひくのは貴族の名折れ、受けて立って差し上げましょう！」

「はっ！　後こう悔かいすんなよ!?　テメェ！」

　すでに状況は、もう後に引けない状況になっており……

「ああ、もう……どうしてこうなるのよ……」

「あはは……」

　システィーナは深いため息を吐つき、ルミアは曖あい昧まいに笑うのであった。




　そして。

　聖リリィ魔術女学院敷しき地ち内にある、広々とした運動場──森を切り拓ひらいて整地され、柔やわらかな芝しば生ふが一面に張られたその場所に、月組の関係者一同が全員集合する。

「それでは、これから『魔導戦教練』の授業を始めまーす」

　女子生徒達のなんとも険悪な視線が集まる中、グレンがふてぶてしく宣言する。

「ああもう、肩かた身みが狭せまいなぁ……どうして、あんな喧嘩を売るような真似まねを……」

「でも……おかげで、クラスの生徒達は皆、先生の授業に参加してるよ？」

　システィーナが居い心地ごこち悪そうに身じろぎし、ルミアがくすりと笑う。

「じゃあ、そのために先生はわざと皆を煽あおったっていうこと？　どうかなぁ……？　半分くらい素すだと思うけど……不安だわ……」

　システィーナはため息を吐くしかない。

「では、先生。ルールの確かく認にんですわ」

　そして、フランシーヌが不敵な笑みを浮かべて、グレンに言った。

「三対三のパーティー戦。方式は非殺傷系呪じゆ文もんによるサブスト。模も擬ぎ剣けんや徒と手しゆ空くう拳けんによる近接格闘戦もありとしますわ。降参、気絶、場外退場、もしくは致ち死し判定をもって、その術者の脱だつ落らくとする……よろしいでしょうか？」

　サブストとは、学生レベルの模擬魔術戦でよくあるルールだ。

　学生用の非殺傷系の攻性呪文アサルト・スペルのダメージを、類るい似じした殺傷系の攻性呪文アサルト・スペルのダメージに置き換かえて致死判定を行う……というものである。

　例えば、サブスト・ルール下では、非殺傷呪文である【ショック・ボルト】は、効果範はん囲いが酷こく似じしている殺傷呪文【ライトニング・ピアス】と見なされるので、それを何の魔術的防ぼう御ぎよもなしに素受けしたら、致死判定を受けることになる。

「ああ、それでいいぜ」

　特に珍めずらしくもないパーティー戦ルールだったので、グレンは適当に聞き流すが……

「あと、もう一つ。……この勝負、たとえ非殺傷系の呪文でも……炎えん熱ねつ系の呪文だけは使用禁止でお願いしますわ」

「炎熱系呪文なし……？」

　妙みような追加ルールに、グレンが訝いぶかしむように眉まゆ根ねをひそめた。

　確かに、炎熱系呪文は非殺傷系呪文の中では特に威力が高い。『非殺傷』と名がついてはいるものの、まともに喰らえば、軽度の火傷やけどくらいの危険はある。もちろん、法医呪文ヒーラー・スペルがあれば、痕あとを残すことなく綺き麗れいに治ち癒ゆすることは可能だが……

（まぁ……こいつらお嬢じよう様さまだもんな。恐おそらく、一時的にでも肌はだに傷痕ができたり、髪かみが焼けたりするのを嫌きらったんだろうな……やれやれ、随分と『甘い』連中だぜ……）

　そんなグレンの内心などつゆ知らず、フランシーヌが居い丈たけ高だかに宣言した。

「形式こそ違えど、これはある意味、魔術師同士の『決闘』……レーン先生、貴女のような品性の欠片かけらもない下げ劣れつな輩やから、すぐにこの学院から叩たたき出して差し上げますわ！」

「まぁ、万が一にでも、お前らが勝てたらな!?　ぎゃーっはっはっはっは──っ！」

　頰ほおに手を当てて大笑いし、さらに煽っていくスタイルのグレンであった。

「……まったく、大人げないんだから……」

　そんなグレンの様子を、システィーナがため息を吐きながら呆あきれたように眺めている。

「そりゃ、リィエルが居るんだから、こっちの勝ちに決まってるけどさ……」

　システィーナが、ぼ～っと突つっ立たっているリィエルの横顔を、ちらりと流し見る。

　帝てい国こく宮きゆう廷てい魔道士団、特務分室所属の執しつ行こう官かんナンバー７《戦車》のリィエル。

　自分達のような学生レベルの模擬魔術戦では、反則的な存在だ。

「でも、まぁ……あの人達の学生にあるまじき態度には、私も少々腹に据すえかねているところだし……お仕置きと考えれば丁度いいのかしら……？」

　そう考えるシスティーナだったが。

「あー、そうそう、こちらからも追加ルールな。このままじゃ一方的に過ぎるから、お前らにハンデやるよ。……おい、リィエル。お前は相手への攻こう撃げき禁止な？」

「「なっ!?」」

　グレンの物言いに、フランシーヌが目を剝むき、コレットがこめかみをひくつかせる。

　システィーナも啞あ然ぜんと、グレンに目を向ける。

「お前は突っ立っているだけでいい。てか、近接格闘戦ありのルールで、お前が本気出したら、マジでただの虐ぎやく殺さつだし。むしろ絶対、本気出すなよ？　絶対だかんな!?」

　グレンの言葉を受け、ちらりとフランシーヌ達を興味なさそうに一いち瞥べつするリィエル。

「ん、わかった。なんか弱そうだから、手加減する」

「んな!?　チビ助が……舐なめやがってぇ……ッ!?」

　そんなリィエルの、さも事実で当然と言わんばかりの率そつ直ちよくな物言いに、すこぶるプライドを傷つけられたらしい。コレットが鬼おにのような形相でリィエルを睨にらむが……

「……？」

　なぜ睨まれるのか理解できないリィエルは、眠ねむたげに小首を傾かしげるだけだ。

「ちょ、ちょっと、先生!?　大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

　課せられた思わぬハンデに、システィーナが慌ててグレンへと駆かけ寄る。

　そして、ひそひそと、グレンへと耳打ちする。

「た、確かに、リィエルが本気出したら、勝負になりませんけど……となると、実質的に戦力になるのは私とルミアだけなんですよ!?　それってつまり、私達が落とされたら、負けってことじゃないですか……これじゃ、いくらなんでも……」

　不安げに瞳ひとみを揺ゆらすシスティーナ。

「もし、私達が負けたら……リィエルの進退が……」

「……は？　……お前、何、言ってんの？」

　だが、グレンは呆れたように、頭をかきながら言った。

「あのな……お前らが、今さらあいつらレベルに負けるわけねえだろ？」

「……えっ？」




　……そうこうしているうちに、いよいよ三対三のパーティー戦の準備は整った。

「まずは、わたくし達がお相手、務めさせていただきますわ」

「どうも」

「ちっ……なんで、このアタシが、白百合の連中と組まなきゃならないんだよ？」

　フランシーヌ、ジニー、そしてコレットの三人が、システィーナ、ルミア、リィエルの前に、十数メトラ程ほどの距きよ離りを空けて立っていた。

「仕方ありませんわ。レーン先生、直じき々じきの指名です。一応、この授業はあの御お方かたが仕切ってらっしゃるので」

「はっ……どういうことだい、先生よぉ？　まさか自分達側を少しでも有利にするため、チームワークの不和でも狙ねらったかぁ？」

　鋲びよう付き手て袋ぶくろを嵌はめた手を合わせたコレットが、挑発的な笑いをグレンへ向ける。

「だとしたら、セコいなぁ。はっ……それがアルザーノ帝国魔ま術じゆつ学院流かい？」

「いーや、ちゃうちゃう」

　グレンがジト目で、心外な、とばかりに手を振ふる。

「俺の見立てじゃ、お前ら三人が、このクラスで一番強いからだよ」

「ほう？　アンタ、中々、見る目あんじゃ……」

「だから、最初に纏まとめてコテンパンに叩いとけば、後が楽だろ？」

　びきびきびき。グレンの遠えん慮りよない物言いに、フランシーヌもコレットもこめかみに青筋を立てていく……

「おい、フランシーヌ……派は閥ばつの因いん縁ねんは後回しだ。まずは、あのお上り共をボコって、この先公を黙だまらせようぜ……」

「……同感ですわ」

　そして、グレンの試合開始の合図と共に、対たい峙じする生徒達が白線で区切られた競技フィールド内に散開した。

　システィーナ側は、リィエルを前衛とした、三角陣形ワントツプ・トライ。

　フランシーヌ側は、ジニーとコレットを前衛とした逆三角陣形ツートツプ・ナブラ。

　どちらも、三対三のパーティー戦ならよくある定番の陣形だ。

「まずは先せん陣じんを切りなさい、ジニーッ！」

「はっ！　援えん護ごよろしくお願いします、お嬢様！」

　フランシーヌの指示が飛び、ジニーが、たたっ！　と疾はやく軽かろやかに地を駆ける。

　助走から跳ちよう躍やく、空中で身を捻ひねって前転し、着地。白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】で増幅エンハンスされた身体能力による、獣けもののようにしなやかな動きで、リィエルの前に立つ。

　そして、リィエルに向かって、左右二本の短たん剣けんを構えるジニー。

　ジニーとリィエル。彼ひ我がの距離、約数間。三足。

「凄すごい！　あのジニーっていう子、きっと近接格闘戦は相当な腕うで前まえだわ！」

「うん、綺麗な動きだね……」

　ジニーが披ひ露ろうした見事な体術に、後方のシスティーナとルミアが思わず目を丸くする。

「ふふ、残念でしたわね、レーン先生。我が校の教育方針は文武両道。貴女あなたの学校のように、机にかじりついてお勉強ばかりしている軟なん弱じやく者ものばかりではないのですわ」

「さて、リィエル……だっけ？　あの青いカカシみたいなやつ、どうすんのかね？」

　嘲ちよう弄ろうするような笑えみを浮うかべるフランシーヌにコレット。

　そして、競技フィールドの外野では……

「きゃーっ！　フランシーヌさーんっ!?」

「ジニーッ！　そのお上りさん達をこてんぱんにしてくださいましーっ！」

　取り巻きの生徒達が、きゃあきゃあと大はしゃぎで声せい援えんを上げており……

「リィエル……」

　エルザが胸むな元もとで手を合わせ、心配そうにリィエルを見つめている。

「何か、色々とすみませんね、リィエルさん」

　リィエルと対峙したジニーが淡たん々たんと言った。

「すんごい気は進みませんけど……うちのバカお嬢じようの命令ですので、手加減しません」

「ん。そう」

　低く隙すき無く構えるジニーとは対照的に、リィエルは徒手空拳の棒立ちであった。

「実は私、東方の『シノビ』の技わざを代々伝える里の出身でして……」

　ジニーは軽快にステップを踏ふみながら、ぼけ～っと眠そうに無防備で突っ立っているリィエルの隙を窺うかがっていく……

「一族内ではまだ若じやく輩はいとはいえ、技量に関しては、私もかなりの使い手だと自負……」

　リィエルは一見、隙だらけというより、隙そのものでしかなかったが……

「……あ。無理」

　それなりの使い手であるがゆえに、対峙することで彼我の隔かく絶ぜつした実力差を瞬しゆん時じに察してしまったジニーは、額に微かすかな脂あぶら汗あせを浮かべ、半眼で呻うめくこととなった。

「あの……リィエルさん……貴女、一体、何者なんです？」

「ん。リィエル」

「い、いえ……そういうことではなく……」

　今、自分はとんでもない怪かい物ぶつの前に立たされている。

　その事実に、能面のジニーが珍しく動どう揺ようを色いろ濃こく浮かべ、尻しり込ごみするしかなく……

「何をやっているのです、ジニーッ！　とっとと仕し掛かけなさいなっ！」

　後方で上がるフランシーヌのキンキン声に、ジニーはもう嘆たん息そくするしかない。

「……なるほど。レーン先生が貴女には本気を出すなと仰おつしやってましたが……実にありがたいですね。それでは……少しばかり胸を貸して頂きましょうか」

「ん。わたし、胸、ないけど」

　次の瞬間。

　シュバッ！　残像する速度と挙動、超ちよう前ぜん傾けい姿勢でジニーが滑かつ空くうするように突とつ進しん。

　リィエルの足あし下もとを鋭するどく切り払はらうと見せて、不意にその姿が霞かすみと消える。

「はぁあああああああああ──っ！」

　その刹せつ那な、消えたジニーは上下逆さまの体勢で、リィエル頭上の空間にいた。

　天高く跳躍してからの、地に落ちる稲いな妻ずまのような奇き襲しゆう。

　学生とは思えない卓たく越えつした身体能力と体術に、その場の誰だれもが目を見張る。

　だが、しなる鞭むちのように繰くり出されたジニーの二本の短剣、交差する銀光二閃せんは──

「ん」

　ふらり、と。見向きもせずに身体を揺らすリィエルに掠かすりもしない。

「くっ──」

　攻撃を空振ったジニーは、空中で即そく座ざに身を捻って回転し、着地と同時に、左手を軸じくにした旋せん風ぷうのような下段回し蹴げりを放つ──

　──が、すでにリィエルは、ちょこん、と間合いの外に一歩下がっている。

　ジニーは空から振ぶりした蹴りの勢いすら利用して、再び体勢を立て直し、その場から素す早ばやく跳とび離はなれ、短剣を構え直す。

　ジニーの一連の動作は流れるようで、学生離れした見事な体術ではあったが……

「……はは、貴女が攻撃を封ふう印いんされているのが、こんなにありがたいとは……」

　能面を苦々しげに、悔くやしげに歪ゆがめるしかないジニー。

「リィエルさん……その脚あし捌さばきと体重移動から察するに、本職は剣士ですね？　つかぬ事をお聞きしますが……今の一合い、実戦なら何回、私の首を刎はね飛ばせました？」

「ん……よくわからない。多分、三回くらい？」

　まったく興味なさそうに応じるリィエルに、ジニーが苦笑いする。

「やれやれ。少しは貴女に本気を出させることができればいいのですが……はっ！」

　そして、ジニーが再びリィエルへと攻せめかかっていく──




「ジニーッ！　貴女、一体、何を遊んでいるのです!?」

　苛いら立だちを隠かくそうともせず、フランシーヌがヒステリックに叫さけぶ。

　ジニーは息吐つく暇ひまもない手練の連続攻こう撃げきで、苛か烈れつにリィエルを攻め立てている。

　唐から竹たけ、袈け裟さ斬ぎりから反転、逆袈裟、左に薙なぎ、右に薙ぎ、回転して逆風の一手──

　その様はまさに、吹ふき荒すさぶ旋風のようだ。

　だが、リィエルは、その猛もう攻こうをのらりくらりと避よけ続けている。めまぐるしく立ち位置が変わるのはジニーだけで、リィエルは初期位置からほとんど動いていない。

「……う、噓うそ……」

「じ、ジニーは、近接格かく闘とう戦だけならコレット姐あねさんにも匹ひつ敵てきするのに……」

　この意外な展開に、外野の女子生徒達は啞あ然ぜんとしており……

「凄い……」

　エルザも目を丸くして、リィエルを凝ぎよう視ししている。

「くぅ……あの子ったら！」

　ぎりぎりと腰こしの細剣レイピアの柄つかを握にぎりしめ、忌いま々いましそうに呻くフランシーヌ。

　ジニーが敵陣深く切り込んで攪かく乱らんし、フランシーヌが遠くから魔術で決める……それがフランシーヌの想定していた勝ち筋だが、リィエルに思おも惑わくを破られている形だ。

「ったく、ジニーのやつ、腕、落ちたんじゃねーの？」

　コレットが鋲付き手袋を嵌めた両手を合わせながら、呆あきれたように呟つぶやく。

「あの青いの……リィエル？　だっけ？　どう見ても動き、ド素人しろうとじゃねえか」

「くっ……き、きっと、相手が素人だから、遊んであげているだけですわっ！」

「ま、その線が濃のう厚こうなんだろーが……あいつにそんな悪あく趣しゆ味み、あったっけ？」

　コレットが嘆息して、リィエルとジニーが立ち回る向こう側に目を向ける。

　その鋭い瞳ひとみが、寄り添そうように身構えるシスティーナとルミアの二人を捉とらえる。

「まぁいいや、あのチビはセンセーのわけわからん縛しばりプレイで、元々戦力外なんだ。アタシ達であの奧の二人をぶちのめせば、問題ない」

「ま、まぁ……そうですわね。ふっ、それではまず軽く挨あい拶さつ代がわりに……」

　気を取り直して、フランシーヌは左手を奧のシスティーナ達へと向けた。

　そして、いかにも得意げに、黒くろ魔ま【ショック・ボルト】の呪じゆ文もんを一節で唱える。

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

　フランシーヌの指先に電光が宿り、それが矢となって放たれようとしていた……

　まさに、その時であった。

「《霧む散さんせり》ッ！」

　パァンッ！　先んじて、鋭く飛んできた黒魔【トライ・バニッシュ】が、フランシーヌの呪文を打ち消しバニシユていた。

　対抗呪文カウンター・スペルによって打ち消された呪文は、魔力の粒りゆう子しとなって雲うん散さん霧む消しようする。

　見れば、向こう側でシスティーナが左手の指を構えて、こちらを見み据すえている。

「……、ふふっ！　中々、速い対抗呪文カウンター・スペルですわね！　けど、これならどうです!?」

　システィーナの鮮あざやかな打ち消しバニシユの手並みに、一瞬呆あつ気けに取られるフランシーヌだが、すぐに気を取り直し、さらに呪文を唱える。

「《雷精よ》──ッ！」

　先ほどよりも速く、放たれるフランシーヌの呪文。

　だが──

「《霧散せり》ッ！」

　パァンッ！　システィーナの対抗呪文カウンター・スペルが、再びその呪文を打ち消す。

「ふ、ふん──小こ癪しやくですわねッ！　《雷精の紫電よ》──ッ！」

　動揺を色濃く浮かべたフランシーヌが、横に駆かけ出しながら、呪文を唱える。

　その動きに反応して、システィーナがフランシーヌへと左手を向けるが──

　フランシーヌの呪文は起動しない。

「！」

　フランシーヌの動きと呪文詠唱スペリングへ、指を向けていたシスティーナが一瞬、硬こう直ちよくする。

（フェイクですわ。呪文の起動タイミングをずらせば、打ち消せませんわよね？）

　そうほくそ笑みながら、フランシーヌは本命の呪文を叫ぶが──

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

「《霧散せり》ッ！」

　パァンッ！　フェイクにまるで動じず、システィーナが淡々と呪文を打ち消す。

「な──フェイクを読まれていたの!?」

　驚きよう愕がくも露あらわに、完全に硬直してしまうフランシーヌ。

「ああ、うざってぇッ！　《大いなる風よ》──ッ！」

　ならば、と。コレットが黒魔【ゲイル・ブロウ】を唱えた。

　物質中の電素エトロン操作で生まれる、炎えん熱ねつ、冷気、電撃の三属エネルギー。そして、それを零ゼロ基底状態に戻もどすことで打ち消す【トライ・バニッシュ】。

　ゆえに、【トライ・バニッシュ】では別の力学に基もとづく風の魔術は打ち消せない。

（さっきから、バカの一つ覚えみたいに打ち消しバニシユばっか狙ねらってるみてえだが、こいつならどうだ──ッ!?）

「《大気の壁かべよ》ッ！」

　だが、読んでいたとばかりに、システィーナが起動する黒魔【エア・スクリーン】。

「──これも対応しやがっただと!?」

　システィーナをくるりと覆おおう強固な空気障しよう壁へきに、突とつ風ぷうはいなされ──

「小こ賢ざかしい──《力よ無に帰せ》！　ですわ！」

　付呪エンチヤントや結界、障壁など、場の持続呪文パーマネント効果を解除キヤンセルする対抗呪文カウンター・スペル、黒魔【ディスペル・フォース】を素早く唱えるフランシーヌ。

　発生した魔力相そう殺さいの波動が、システィーナの纏まとう空気障壁を払い飛ばし──

「今ですわ！　《白き冬の嵐あらしよ》──ッ！」

「くらえっ！　《白き冬の嵐よ》──ッ！」

　フランシーヌとコレットが、今度は黒魔【ホワイト・アウト】を同時に撃うつ。

　しかも、今度はシスティーナだけでなく、ルミアをも巻き込むように、だ。

（いくら、対抗呪文カウンター・スペルの手しゆ腕わんに長たけてはいても──）

（同時に二つを防いだり、打ち消したりはできねえだろっ!?）

　相手を行動不能にする冷気の放射状波動が、ルミアとシスティーナを容よう赦しやなく襲おそう。

　サブスト・ルール下なら【ホワイト・アウト】は【アイス・ブリザード】。

（致ち死し判定必至！　これで、あいつらのどっちかを落とせる──ッ！）

　が。

「《光輝かがやく護まもりの障壁よ》ッ！」

　わかっていたとばかりに、起動されるシスティーナの黒魔【フォース・シールド】。

　光の六角形模様ハニカムが並ぶ魔力障壁が、システィーナ達の眼前に広く展開され、二人を守る。

　黒魔【エア・スクリーン】と、黒魔【フォース・シールド】。

　似たような防性対抗呪文カウンター・スペルだが、その性質は違ちがう。対象指定呪文である【エア・スクリーン】とは違い、【フォース・シールド】は座標指定呪文。どこに、どんな範はん囲いで、どんな形状で展開するか、その数値や座標を自分で指定せねばならない。

　そんな手間のかかる【フォース・シールド】を、二つの【ホワイト・アウト】を防げるよう、広こう範はん囲いに、無む駄だなく、素早く展開したということはつまり──

「……わたくし達の次の一手を、また読み切られたってこと……？」

「な、なんだ、あいつら……」

　先ほどから何をやっても、一枚上手をいかれるこの状じよう況きよう。

　何かおかしい。フランシーヌとコレットが、頰ほおを引きつらせ始める……




「えーと、なんだろう……？」

　一方、対するシスティーナは、気まずそうに首を傾かしげていた。

「なんていうのかな……あの二人、ものっ凄すごくわかりやすいわ……」

「そうなの？」

　システィーナの呟きに、ルミアが小首を傾げて応じる。

「うん……確かに呪文詠唱スペリング速度とか、凄く速いけど……呪文を撃ちたい瞬しゆん間かんとか、撃つタイミングとか、フェイクとか、次に狙う一手とか……何をやりたいのか、もの凄くわかりやすい。ひょっとして、こっちを油断させるために、わざとやってるのかしら？」

「へぇ、システィ、凄いね？　私、そんなの全然、わからないよ……」

「貴女あなたは元々、戦うために魔術を勉強しているわけじゃないし……《霧散せり》ッ！」

　パァン！　再び飛んできた呪文を、ルミアとの会話の片手間に打ち消すシスティーナ。

（……そう言えば、先生言ってたわね……拳けん闘とうも魔術戦も根っこは一いつ緒しよだって）

　グレンにつけてもらっているシスティーナの早朝特訓は、今も続いている。

　あれから、いくつか軍用魔術も教えてもらったし、拳闘の訓練もずっと続けている。

　始めた当初こそ、ぺちぺち一方的にやられていたが、最近は瞬殺されることは少なくなった。グレンが思わず「惜おしいな」と唸うなる攻撃も、たまにできるようになってきた。

（私も少しは分かるようになったのかしら？　戦いにおける攻こう守しゆの機を読む感覚……）




「……それだけじゃねえよ」

　グレンは魔術戦を遠巻きに眺ながめながら、システィーナの心中を察し、ほくそ笑えむ。

「近接格闘の訓練だけじゃそこまでいかねえよ。それだけなら、あのお嬢じよう様さま達だって剣けん術じゆつに拳闘……お貴族様の英才教育で色々やってんだしな……だがな……」

　ちらりと、グレンが呪文を応おう酬しゆうするシスティーナを流し見る。

「今までお前が震ふるえる膝ひざを堪こらえ、涙なみだ目めになりながら、必死に命がけで戦ってきた相手は何だった？　お前と肩かたを並べて戦ってきた連中はどんな奴やつだった？　ははっ……温室育ちのお嬢様なんか、今のお前の相手になるかよ」

　にやりと笑うグレン。

「まだまだ、いざという時に、俺の背中を任せるにゃ危なっかしい、ヒヨコだがな」

　だが、誰だれへともなく一人そう嘯うそぶくグレンは、どこか嬉うれしそうで誇ほこらしげであった。




「くそっ!?　なんなんだ、あいつ!?」

　呪じゆ文もん応酬の最中、思わずコレットが毒づく。

　自分達が放つ呪文を、システィーナに悉ことごとく、読まれ、打ち消され、防がれて……

　バチィッ！　あまつさえ、反はん撃げきすら貰もらってしまう。

　システィーナの放った紫電が、コレットの左手を直撃したのだ。

「熱……ッ!?　く、くそぉっ!?　ま、まだだッ！　まだ終わりじゃねえっ！　【トライ・レジスト】かけてるぞっ!?　まだ私は死んでねえぞッ!?」

「でも、それがもし【ライトニング・ピアス】だったら、魔ま術じゆつを振ふるう左手がオシャカだぜ？　実戦なら死んだも同然だけどな！　まぁ、見み逃のがしてやるよ！」

　さらりと飛んでくるグレンの煽あおりに、コレットのこめかみにさらに青筋が立っていく。

　そして、さらに白熱していく呪文応酬の中で──

「ルミア！」

「うん、わかったよ、システィ！　《虚こ空くうに叫さけべ・……》」

　ルミアがシスティーナの指示を受け、淡たん々たんと隙すきの大きな三節呪文を唱え始める──

「ちっ、今度はアイツかよ、うざってえ！　《雷精の紫電よ》、《雷精の紫電よ》──ッ！」

「させませんわ！　《大いなる風よ》──ッ！」

　そんなルミアの呪文詠唱スペリングを妨ぼう害がいしようと、出の早い一節呪文が殺さつ到とうする。

　連続で放たれた雷閃が、巻き起こる突風が、うなりを上げてルミアを襲う。

（さぁ、その小癪な呪文詠唱スペリングを中断キヤンセルして、無様に逃にげ惑まどいなさい！　そうすれば──）

（その隙にこっちが反撃してやる──）

　だが──

「《……・残ざん響きようするは・……》」

　自分に向かって呪文が肉にく薄はくする状況だというのに、ルミアは逃げも慌あわてもせず、それらを見据えながら、淡々と呪文を唱え続け──

「な……ッ!?」

「逃げないだとぉッ!?　あいつ、アホか……ッ!?　でも、これで勝っ……」

　あわや、ルミアに呪文が直撃する──その半瞬前に。

「──《光輝く護りの障壁よ》ッ！」

　シャキン！　ルミアの眼前に再び展開される光の魔力障壁。

　システィーナの防ぼう御ぎよ呪文のフォローだ。

　本当にぎりぎりで、ルミアに殺到する呪文は魔力障壁によって防がれ……

「《……・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》！」

　呪文が目と鼻の先の光壁に炸さく裂れつする中、滞とどこおりなく、ルミアの呪文は完成。

　起動する黒魔【スタン・ボール】。

　フランシーヌ達のもとへ、弧こを描えがいて圧縮空気弾だんが飛んでいく──

「きゃああああああ──ッ!?」

「うわぁあああああ──ッ!?」

　呪文詠唱スペリング後の乱れたマナ・バイオリズムを整える暇ひまもなく、フランシーヌとコレットは泡あわを食ったように散開して【スタン・ボール】から逃のがれる。

　ずんっ！　炸裂する強きよう烈れつなる音と振しん動どうと衝しよう撃げき。

　直撃は避さけたものの、その余波がフランシーヌ達の身体からだをびりびりと震わせる。

「サブスト、【スタン・ボール】は【ブレイズ・バースト】……うーん……ぎりぎり生存ってことにしておいてやるか……実戦なら瀕ひん死しだろうけど」

　グレンの皮肉も最も早はや、フランシーヌ達は聞いている余よ裕ゆうがない。

「くっそ……マジかよ……ッ!?」

　何を仕し掛かけても、どんな工く夫ふうをしても駄だ目め。裏目。

　こんな八はつ方ぽう塞ふさがりな状況に、コレットもフランシーヌも苛いら立だつ。

「システィーナという御お方かたも大たい概がいですが、あのルミアという子もなんなんですの!?」

　見た感じ、ルミアは特に呪文詠唱スペリング能力に秀ひいでているわけではない。システィーナと比べたら、格段に与くみしやすい雑魚ざこ……単品で見れば、そうである。

　だが、実際はどうだ。

「眼前に呪文が迫せまってて、どうして何の迷いもなく、呪文を唱えきれるんですの!?」

「あいつ……一体、どういう精神構造していやがるんだ……？」

　ルミアには、確実に間違いなく、最後まで正確に呪文を唱えきる絶対的な安定感があったのだ。おかげで、ルミアに対する牽けん制せいは何の牽制にもならない。

　逆に、その牽制がフランシーヌ達の隙となってしまう始末だ。

　そして、システィーナのルミアに対するフォローは常に完かん璧ぺき。互たがいに互いを信じきり、考えていることさえわかりあっているような息の合い方であった。

「ルミア！　次、私の三回目の呪文に合わせて【フラッシュ・ライト】！　そして、その次はすぐ【スタン・ボール】詠えい唱しよう開始！　迷わず撃ちきって！　私を信じて！」

「うんっ！　わかったよ、システィ」

「いくわよ！　《雷らい精せいの紫し電でんよ》──《続く二射》──《更さらなる三射》ッ！」

「《いと眩まばゆき陽光よ》！　……すぅ……《虚空に叫べ・……》」

　確かに、ルミアは単純な戦せん闘とう要員としてはたいしたレベルではないのだが……場の状況を読みきるシスティーナの外付け呪文詠唱スペリング装置として、恐おそるべき力を発揮していた。

「くっ……ま、また来ますわッ!?」

「くそ、なんなんだ、あのルミアとかいう女！　雑魚のくせに……ッ!?」




「はっ……魔術ってのは、言ってしまえば、心の有り様を現実に反映する術だ」

　翻ほん弄ろうされるフランシーヌ達を前に、グレンがやれやれと肩を竦すくめる。

「眼前に死が迫る精神的極限状況で、ブレることなくそれが出来るってことが、どんだけ凄いことか……希有な才能なのか……まぁ、わからんやつには一生、わからんわな」

　システィーナ達が、フランシーヌ達を圧あつ倒とうしているのを目まの当たりにし、女子生徒達の誰もが呆あつ気けに取られている中。やはりグレンは一人ほくそ笑んでいる。




　ジニーが、獣けもののごとき挙動で、リィエルに仕掛け、飛びかかる。

「はぁああああああ──っ！」

　鋭するどい助走、残像する軽い跳ちよう躍やくから、胴どうを回す。

　自身が横回転するような勢いで、左右の短たん剣けんによる超ちよう高速四連撃。

　──それらに巧こう妙みように隠かくされた、変則的な一いつ閃せん。

　刹せつ那なに翻ひるがえる総計四閃＋一の銀光が空間に残響し、リィエルの視界を細切れに分断し──

「ん」

　なんの危なげもなくリィエルは前に出て、銀光が区切る細切れの空間をすり抜ぬける。

「……これすら、通じませんか。一応、初見殺しの技わざなんですが」

　素早く体勢を立て直して、距きよ離りを取り、構え直すジニー。

「一応、聞かせてください。今の私の技……なぜ、かわせました？」

「……勘かん」

　こんな規格外のやつ、どうしろと？

　いっそ清すが々すがしい気分になってくるジニーであった。

「くっ……なんとしても、私の技……貴女に届かせてみせます……ッ！」




「ら、《雷精の紫電よ》！　ジニーッ！　貴女、いつまで遊んでいるつもりですの!?　早くそんな子、倒たおして、私達の援えん護ごを──ッ！」

　呪文の応酬が続く中、我を忘れたようにリィエルを攻せめ立てるジニーへ向かって、フランシーヌが切せつ羽ぱ詰つまったように叫ぶ。

「《大気の壁かべよ》──ッ！　いや、リィエルとかいう青いやつ……ありゃ、かなりの使い手だぜ……ちっ！　いちいち挙きよ措そが素しろ人うと臭くせぇから見誤ったわ……」

　リィエルはハンデ持ち。ならば、押さえはジニー一人で充じゆう分ぶんと思わず、最初から自分もジニーと共に、二人がかりでリィエルを潰つぶすべきだったとコレットは後こう悔かいする。

「ど、どうするんですの!?」

「ちぃ、仕方ねえ──ッ！」

　焦じれたコレットが鋲びよう付き手て袋ぶくろを嵌はめた拳こぶしを構え、不意にリィエルへ向かって突とつ進しんする。

「ジニーとやり合ってるチビを、横から速そつ攻こうで、へち倒す！」

　白魔【フィジカル・ブースト】で増幅エンハンスされた身体能力によるその動きは、獣染みた荒あら々あらしいものだが──凄すさまじい走力だ。瞬しゆん間かん的な速度はジニー以上かもしれない。

「速い!?　くっ……《雷精の紫電よアインツ》！　《続く第二射ツヴアイ》！　《更なる第三射ドライ》ッ！」

　システィーナがさせじと即そく反応し、【ショック・ボルト】を三連唱するものの──

「はっ！　ことここに来て、狙ねらいが甘いぜ!?　どうした!?」

　飛来してくる紫電の矢を、コレットは速度に任せて右へ、右へと振り切って──反転。

　ジニーを相手するのに手て一いつ杯ぱい（に見える）なリィエルへと、一気に距離を詰つめ──

「《白き氷精よ・我が掌てのひらの上で・踊おどれ》──」

　コレットが短く呪文を唱えると、その右拳に白い凍気が輝かがやいて、渦うずを巻く。

　どうやら、コレットは魔闘術ブラツク・アーツの真似まね事ごとができるらしい。

　凍気を纏まとった拳で風を切りながら、リィエルの無防備な背中へ、鋭く打ちかかり──

「くたばれぇやぁあああああああああああああ──ッ！」

　──それで、全すべての勝負の趨すう勢せいが決した。




「えーと。ここまで予想通りだと、何か悪いなぁ……」

「どうするの？　システィ」

「まぁ、いいや。負けたら負けたで困るし……やっちゃって？」




　ばんっ！

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　不意に炸裂する足あし下もと。衝つき上げる衝撃気流に、コレットは空中へと吹ふき飛ばされた。

　コレットを足下から襲おそったその呪文の正体は──黒魔【スタン・フロア】。

　音波衝撃と空気振動で暴徒を鎮ちん圧あつする、言わば置き地じ雷らい型の魔術罠マジツク・トラツプ──システィーナの指示で、ルミアが予あらかじめこっそり呪文を唱えて仕掛けていたものだ。

　その起動方式は、リィエルが付近に居るので、付呪エンチヤントされた箇か所しよを踏ふむと自動起動する『条件起動』ではなく、ルミアの『任意起動』。

　システィーナの【ショック・ボルト】三連唱で、【スタン・フロア】が仕掛けられた場所へと誘ゆう導どうされたコレットは、まんまとその罠わなに嵌まり──

「──ぐはっ!?」

　地面に叩たたき付けられ、そのまま倒れ伏ふしてしまう。

「サブスト、【スタン・フロア】は【バーン・フロア】──言い訳無用の致ち死し判定だ」

「こ、コレット──ッ!?」

　驚きよう愕がくに震ふるえ、動どう揺ようするフランシーヌ。倒れ伏すコレットの姿に我を忘れ、完全に意識がそちらへと向いてしまい──その瞬間、フランシーヌも終わった。

「《大いなる風よ》──ッ！」

　どんっ！　システィーナがすかさず放った【ゲイル・ブロウ】が、何の魔ま術じゆつ的防ぼう御ぎよもなしに、フランシーヌへと直撃する。

「わきゃああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　巻き起こる突とつ風ぷうに、もみくちゃにされながらフランシーヌが吹き飛ばされ──

　──結果、フィールドの白線を越こえたフランシーヌは場外判定負け。




「まだ、やるの？」

　リィエルがジニーへ、ぼそりと告げる。

　ジニーもリィエルも表情自体は互いに涼すずしげだが、肩かたで息を吐はき、汗あせだくのジニーとは裏腹に、リィエルは汗一つかかず、息一つ乱していない。

　そして、三対一というこの状じよう況きよう──最も早はやひっくり返っても、ジニーに勝ち目はない。

「くっ……」

　だが、ジニーは無言で、リィエルに向かって飛びかかろうと、低く構え……

「はーい、そこまでー」

　ぱんぱん、と手を打ち鳴らして、グレンは試合の終しゆう了りようを告げていた。

「巻き込んで悪かったな、ジニー。だが……もう、いいだろ？」

　グレンが、無表情ながらどこか不服そうなジニーに目配せすると……

「ま、そうですね。降参します。あー、疲つかれた」

　途と端たん、ジニーはいつもの調子に戻もどり、手をぱたぱたさせてぼやいた。

「ま、文句なしに、俺達サイドの勝ちだな！」

　ここぞとばかりに、フランシーヌとコレットにどや顔を向けるグレン。

「うぅ……そんな……このわたくしともあろう者が……」

「く、くそっ……噓うそだろ……こんな……ごほっ……」

　一方、フランシーヌとコレットは地面に這はいつくばって打ちひしがれていた。二人とも呪じゆ文もんのダメージで、まだ起き上がれないようだった。

　だが、それ以上に二人とも敗北のショックが大きいようだ。なにせ、その試合内容はお世辞にも接戦、善戦とは言えない。終始、相手に手玉に取られ続けた惨ざん敗ぱい、完敗だ。

　そして……

「噓、そんな……フランシーヌさんが……あんなにあっさり……？」

「こ、コレット姐あねさんが……手も足も出ないなんて……？」

　ざわざわざわ……そんな驚きよう天てん動どう地ちな試合結果を目まの当たりにした女子生徒達は、皆みな一様に色いろ濃こい動揺を浮うかべて、互いに顔を見合わせていた。

「さて……と。次」

　グレンがそんな女子生徒達の群れを振ふり返る。

「「「「……えっ？」」」」

　途端、女子生徒達の表情が青ざめ、引きつった。

「いや、だから、次。次の試合だよ。我こそは～って思う三人は、早く前に出ろ。それともまた俺が指名してやろうか？　んー？」

　悪あつ鬼きのように底意地悪く凄すごむグレン。

　ぶんぶんぶんっ！　女子生徒達は涙なみだ目めで首を振っていた。

　なにせ、クラス最強の三人があっさりあしらわれたのだ。勝てるわけがない。

「ったく、いっちょまえに粋いきがってる割にゃ、プリンメンタルだな……まぁいい。なら、とりあえず、お前ら、あそこで転がってる二人をここに連れてこい」

「「「「は、はぃいいい──ッ!?」」」」

　そんなこんなで、取り巻きのお嬢じよう様さま達はあっさりと長いものに巻かれて。

　グレンの前に、未いまだまともに動けないフランシーヌとコレットが引っ立てられる。

　二人を連れてくるや否いなや、ささっと二人から離はなれていく薄はく情じような取り巻き達……

「さぁて。お前ら……よくもまぁ、散々うっちゃらかしてくれたなぁ……？」

　そして、グレンは手をバキボキ鳴らしながら、フランシーヌとコレットを見下ろした。

「ひ、ひぃ……ッ!?」

「な、なんだよぉ……ッ!?」

　自信を完かん膚ぷなきまでに打ち砕くだかれ、もうすっかり弱気になってしまった哀あわれな二人。

　そして、自分達が今までこのグレンに対し、どういう態度だったか……思い出す。

「ま、待ってくれよ、先生!?　アタシが悪かった！　悪かったって！」

「じ、ジニーッ!?　わ、わたくしを助けなさいっ！」

「あー、自分、無理っす。すんごい疲れたんでー、ま、死にはしないっしょー」

「ジニィイイイイ──ッ!?　ていうか貴女あなた、キャラ変わってません!?」

「もう、演技するのもしんどいんす、今は色々と」

「演技!?」

　そんなやり取りを無視し、グレンは指を鳴らして眼下のフランシーヌ達へ凄んでいく。

「さぁて、と。人を舐なめきったクソ生意気なお前らに教育タイームといこうか……覚かく悟ごはいいな？」

「ひいいいいいいッ!?　やめてぇ！　助けてくださいまし──ッ!?」

「待ってくれよぉ!?　わ、私に手を出すと、パパが黙だまってないぞ!?　本当だぞ!?」

「生あい憎にくなぁ……俺、この学院の関係者じゃねーの。お前らのパパーどもがこの学院でいくら力を持っていようが関係ないね、割とマジで」

　グレンの鬼おにのような形相を前に、フランシーヌとコレットは怯おびえて涙目で抱だき合う。

「それに、さっき約束したよなぁ……？　俺達が勝ったら、俺の言うことをなんでも一つ聞いてもらうって……さて、どんなことをしてもらおうかなぁ……げっへへへへ……」

「「あわわわ……」」

　グレンが二人に向かってまた一歩詰め寄り、二人は身体からだを震わせて縮こまり……

「さぁて……まずはお前からだ、フランシーヌ」

「は、はいぃいいい─ーッ!?　謝ります！　謝りますから、乱暴しないで！」

「……あらゆる感情が、顔と動作に出過ぎだ。あれじゃ何やっても無む駄だだ」

　グレンはフランシーヌを指さして、そう言った。

「すみません！　すみません！　……、……へ？」

　すっかり折せつ檻かんされるものだと身構えていたフランシーヌが、きょとんとする。

「魔術戦ってのは、彼ひ我がの練度・戦力が伯はく仲ちゆうしていれば、いかに相手の手の内を冷静に読み切るか……それが重要だ。戦場に立つ魔術師は氷のような判断力が要求されるんだよ。お前みてーに、相手の予想外な一挙手一投足にいちいち感情を露あらわにして、動揺しているようじゃ、同格以上にゃいくらやっても勝てないね。そもそも魔術師ってのは相手の不意を突つく予想外の切り札を隠かくし持ってて当たり前なんだしな！」

「は、はぁ……？」

　拍ひよう子し抜ぬけしたように、目を瞬しばたたかせるフランシーヌ。

「あ、あの……そ、それだけ……なのですか？　貴女は私達の態度をお怒おこりには……？」

「はぁ!?　怒おこってるに決まってんだろ、このスッタコ！」

「ひぃいいいっ!?　すみませんっ！」

　うがぁーっ！　と食ってかかるグレンに、フランシーヌが頭を抱かかえて縮こまる。

「怒っちゃいるが……言ったろ？　俺の言うこと何でも一つ聞いてもらうって。だから、俺の授業を受けてもらうってんだよ。デキの悪ぅーいお前さんに、さっきの一戦の立ち回り、何が悪かったか教えてやってんの。オーケイ？」

「う、うぅ……ご指導……どうもありがとう……ございます……」

　凹へこむフランシーヌを放置し、次にグレンは、呆あつ気けに取られるコレットへ目を向ける。

「次。コレット。お前は単純にバカ過ぎ。魔術師失格だ、このアホたれ」

「うぐっ……」

「あんな露ろ骨こつな罠に突っ込んでどうする？　そりゃ、あの状況じゃ、誰だれだって、リィエルを排はい除じよして二対三にすれば……って思う。俺だって思う。だからこそアウトなんだよ。自分がそうしたいってことは、敵だってそれを避さけたいに決まってんじゃねーか。だっつーのに、素す直なおに突っ込みやがって……お前、戦戯盤チエス弱ぇだろ？」

「な!?　アンタ、なんでそれを知って……ッ!?」

　頰ほおを引きつらせて驚おどろくコレットに、グレンは嘆たん息そくして続ける。

「不利な状況を変えたかったら、まず相手の意表を突くことを考えろ。安易な道に飛びつくな。魔術師に必要なのは力じゃねえ。力を効果的に運用する知ち恵えだ」

　そして、続いてグレンは、遠くで我関せずと涼しげな表情のジニーに振り返る。

「ジニー、お前もだぞ。巻き込んだのは悪いと思っているが……それにしたって戦せん況きよう判断が悪過ぎる。どうして、リィエルを押し切れなかった時点で早々に退かなかった？　ルール的に、リィエルは無視できる状況だったはずだ」

「ッ!?　……そ、それは……」

　一いつ瞬しゆん、ジニーは言葉を詰つまらせ、それから冷めた目で淡たん々たんと言った。

「レーン先生。貴女にはきっと理解できないでしょうが……私にも『シノビ』の一族の技わざを継つぐ者として、誇りプライドというものがありまして……」

「理解できん。勝てないなら、とっとと退け。誇りプライドなんかドブに捨てて、別の手段を考えろ。お前の目的は何だった？　リィエルに勝利する……じゃなかっただろ？」

　あまりにもばっさり切り捨てられ、ジニーは絶句してしまう。

「この学院に在ざい籍せきする以上、お前も一応、魔術師のはずだ。魔術師にとって、実力的に相手に及およばないこと、それ自体は恥はじじゃねえ。力で及ばないとわかっているのに、何も手を打たないことこそが恥だ」

「……ご高説、痛み入ります」

　そして、最後にグレンは、押し黙る月組の女子生徒達を見回して、言った。

「お前ら根本的に勘かん違ちがいしてんだよ。魔術なんてただの無色の力だし、魔術師なんて結局どこまでいっても自分の願望や目的のために、世界の理ことわりすらねじ曲げる傲ごう慢まんで罪深い人種だ。それゆえに自由でもあるんだが……とにかく、真理探究や誇り高さは魔術師の在り方の一つに過ぎず、魔術はそれを求める手段の一つに過ぎん」

「…………」

「結局、魔術師にとって魔術はカードの一枚に過ぎねーんだ。魔術、剣けん術じゆつ、体術、はたまた財力とか権力とかでもいい……力の性質を問わず、今の自身の手持ちのカードの切り方を、目的達成のために最大限工く夫ふうする知恵者こそが、魔術師なんだが……」

　すると、グレンは周囲を見回し、呆あきれたように肩を竦すくめてみせた。

「お前ら、貴族の義務だか力だか知らんが、いっちょまえにご大層な御ご託たく並べ立てたところで、単なるチンピラと一いつ緒しよなんだよ。魔術という普ふ通つうよりちょっと強い武器を与あたえられて、いい気になってるだけの『魔術使い』のチンピラ。そこに『魔術使い』を『魔術師』たらしめる『知恵』がどこにもありゃあしねえ」

「……うっ……」

「あまつさえ、『魔術』の力を持つ自分達を妙みように特別視して、自分が見えなくなってて……『魔術』を『使う』どころか、『魔術』に『使われてる』んだよ。確かに、ウチのガッコにゃ、お勉強ばっかのモヤシっ子は多いがな……少なくとも、俺が教えている連中は、お前らと違って、正まさしく『魔術師』だぜ？」

　自分達の中でカリスマ的存在であり、もっとも強かったフランシーヌとコレット。

　彼女ら二人が、グレンが教えていた生徒達に手も足も出なかった……その事実に、女子生徒達はすっかり自信を失って消しよう沈ちんし、俯うつむいてしまっていた。

「……さて。お前らは言ったな？　俺に教わることなんか何もねえって」

　頃ころ合あいだな……と、グレンがほくそ笑えみながら言葉を続ける。

「断言してやる。俺ならお前達を『魔術師』にしてやれる」

　すると、俯いていた生徒達が、はっと顔を上げて、グレンを注視する。

「俺がこっちに居られるのは短い期間だけだが……その間でも『魔術師』のなんたるかくらいは教えてやれる」

「せ、先生……？」

「ま、興味がないやつは、別に俺の授業に参加なんかしなくていい。ただ、俺の邪じや魔まだけはすんな。お茶会や喧けん嘩かやゲームがしたいなら教室じゃなくて余所よそでやれ。別に止めはしねえよ、勝手にしろ。だが……」

　グレンはにやりと笑い、堂々と宣言した。

「少しでも俺の話を聞いてみたいと思った奴やつは歓かん迎げいするぜ？　本当の魔術ってやつを教えてやるさ」

　そんなグレンの無駄に尊大で男前な物言いに。

　ざわざわざわ……女子生徒達がグレンを見る目の色を変え、ざわめいていく。

「な、なんていう御お方かた……あんな不ふ遜そんな態度だったわたくし達を許して……？」

「デカ過ぎる……今までの先公は皆、アタシ達に迎げい合ごうしようと媚こびを売るか、押さえつけようと高圧的になるか、卑ひ屈くつになって無視するか……そんなんばっかだったのに……」

「こんな御方……初めてですわ……」

　出会った当初の、侮ぶ蔑べつに満ちていた目は何処どこへやら。

「「「「せ、先生……」」」」

　今や、クラスの全員が、すっかりグレンに対する心しん酔すいの眼まな差ざしとなっていた。

「チョロいなぁー……流石さすが、世間知らずの箱入りお嬢じよう様さまども……」

　ただ一人、ジニーが冷め切った半眼で、呆れたようにボヤいてはいたが。

「すごい……先生、あっという間に、このクラスの生徒達の心を摑つかんだね！」

　そんな様子を見守っていたルミアが、まるで自分のことのように嬉うれしそうに言った。

「まさか、先生は最初からこの展開を狙ねらって……？　だ、だとしたら……」

　システィーナがグレンへ、尊敬するような眼差しを向けかけるが……

（ふっはっはーっ！　心をボッキリ折って、なんかもっともらしいコト、テキトーに吹ふき込んでやりゃ、すぐコレ……世間知らずのお嬢様とか、やっぱチョロいぜっ！）

　当のグレンは、緩ゆるんだ顔で、にへらにへらと厭いやらしく笑っており……

（いやぁ、これで明日からの学院生活が楽しみだなぁーっ！　なにせ全員、俺に対する好感度高めの可愛かわいい女の子と来たもんだ！　ついうっかり更こう衣い室に入ったり、シャワー室に入ったり……やりたい放題バラ色の学院生活じゃね!?　ぎゃはははははっ！）

「ううん……あれは絶対、ロクでもないこと考えている顔だわ」

　システィーナの眼差しは一瞬で冷め、ゴミ捨て場の生ゴミを見る目となるのであった。

　そして。

「あの……せ、先生……」

「……先生よぉ……」

　フランシーヌとコレットが、潤うるんで熱っぽい目を、真まっ直すぐグレンへと向ける。

「ふっ……なんだい？　俺……こほん、私に何か用ですか？」

　グレンはここぞとばかりに、爽さわやかな淑しゆく女じよオーラを発揮する。

「その……今までのわたくし達の無礼な態度……本当に申し訳ありませんでした……」

「ごめんな、先生……その……どうか許してくれよ……」

　もじもじ、と。顔を赤らめながらそっぽを向き、人差し指を合わせてそんなことを、ぼそぼそと呟つぶやく二人の図。

「教育とはまず、生徒の未熟を許し、認めるところから始まり……教育者の怒りとは、生徒達への愛ゆえにのみ振ふるわれなければなりません。……皆みながすでに反省し、悔くいている以上、もう私に怒る理由などありませんわ」

「キモッ!?」

　女言葉でにこりと微笑ほほえむグレンに、システィーナがジト目で毒づくが……

「「「「せ、先生……♥」」」」

　フランシーヌやコレット、その他大勢の女子生徒達はもう、めろめろだった。

「先生……どうかお願いがありますわ、わたくし達にどうか教えを……」

「ああ、そうだ……どうかまだまだ未熟な私達を指導してくれ……」

　ふふ、いいですわ、貴女あなた達がそう望むなら──

　グレンが満足そうに、そう答えようとした……その時だ。

「わたくしの派は閥ばつ──『白百合会』で！」

「アタシの派閥──『黒百合会』で！」

　フランシーヌとコレットの言葉が、何か決定的に食くい違っていた。

「……ん？」

　たちまち嫌いやな予感に襲おそわれ、額に脂あぶら汗あせを浮うかべるグレン。

「……あら？　コレット……今、何と仰おつしやいました……？」

「はて……何か妙な台詞せりふが聞こえたなぁ……？　フランシーヌよぉ……？」

　途と端たん、バチバチと目と目で火花を散らし合うフランシーヌとコレット。

　それに従い、たちまち二手に分かれて、にらみ合う女子生徒達。

「コレット……蒙もう昧まいな貴女に、理解できないのは仕方有りませんが……」

　ぐいっと。フランシーヌがグレンの右手に取りつく。

「レーン先生は、わたくし達の派閥を教え導くべき人です。彼女は、洗練された高貴なるわたくし達の師にこそ相応ふさわしい人……」

「お、おい……？」

「はっ！　バカ言ってんじゃねえよ、フランシーヌ」

　ぐいっと。コレットがグレンの左手に取りつく。

「レーン先生こそ、アタシ達のヘッドになる人だぜ？　アタシ達は、先生みたいなやつにならついて行ってやってもいい……いや、ついて行きたいんだ！」

　ぐいぐいぐいぐい……

「痛たたたたたッ!?」

　そして、二人はグレンの左右の腕うでを摑んだまま、綱つな引ひきみたいに引っ張り始める。

「んな……ッ!?」

　そんなグレンの様子に、システィーナが頰を引きつらせ……

「レーン先生！　そのような女とお付き合いされてはなりませんっ！　わたくし達だけを見てくださいましっ！　わたくしのお姉様となってくださいましっ！」

「先生！　そんないけ好かない女とは手を切ってくれっ！　アタシ達と一緒につるもうぜ!?　アタシと義姉妹しまいの契ちぎりを交かわそうぜ!?　なっ!?」

「お前ら突とつ然ぜん、重過ぎるわ!?　って、痛だだだだだだだだ──ッ!?」

　と、そこへ──

「皆さん！　フランシーヌさんに加勢しましょう！」

「コレット姐あねさんを助けるのよッ！」

　それぞれの派閥のメンバー達が、大挙して左右に分かれ、フランシーヌとコレットの背中へ数じゆ珠ず繫つなぎのようにつながり、列を作っていき……

　ぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐいぐい──ッ！

「馬ば鹿かヤロォオオオオオオ──ッ!?　それは洒落しやれにならーん!?　裂さけちゃう!?」

　……危険だから絶対、真似まねしてはいけない大綱引き大会が開かい催さいされる。

「あ、あ、《貴女あなた達・いい加減に・しなさい》ぃいいいいいい──ッ!?」

　そして、妙に苛いら立だったシスティーナが、呪じゆ文もんを喉のどが割れんばかりに叫さけび上げ──

「「「「「きゃあああああああああああああああああああああああ──ッ!?」」」」」

「なんで俺まで!?」

　いつにも増して壮そう絶ぜつな突とつ風ぷうが、グレンや生徒達をまとめて吹き飛ばすのであった──




　そんなこんなで大おお騒さわぎを始めたグレン達を……

「…………」

　少し離はなれた場所で、リィエルは一人ぽつんと眺ながめていた。

　相変わらずグレンが酷ひどい目にあっているようだが、先刻のように、いきなり大たい剣けんを錬れん成せいして、斬きりかかろうとはしない。あの時と違って今は嫌な感じがしないからだ。

　むしろ──

「試合、お疲つかれ様。リィエル」

　と、その時。エルザが、リィエルに甲か斐い甲が斐いしくタオルと水差しを持ってくる。

「……リィエルにはあまり必要なかったかもしれないけど……はい」

　エルザはリィエルの頭にタオルをかけてあげ、陶とう器きのコップに水差しで水を注ぎ、リィエルに差し出した。

「……ん。ありがとう」

　リィエルは、陶器のコップを受け取り、それをちびちびと舐なめるように飲み始めた。

「それにしても、リィエルって凄すごいね！　とっても強かったんだね！」

　エルザは頰ほおを上気させ、すっかり高こう揚よう気味であった。

「……そう？」

「うんっ！　私、ずっと見てたよ？　ジニーさんのあの速い攻こう撃げきを、リィエルったら、全部、ささってかわしちゃうんだもの。驚おどろいちゃった！」

　無む邪じや気きに賞賛してくるにこにこ顔のエルザを、リィエルはちらりと流し見る。

　……不思議と悪い気分はしなかった。

「……………………」

　やがて、リィエルはコップを地面に置き、エルザが頭にかけてくれたタオルで、かいてもない汗あせを拭ぬぐうように、自分の顔をごしごしと拭ふき始める。

　……なんだか、どこかが、くすぐったかったのだ。
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　聖リリィ魔ま術じゆつ女学院。

　カーテンを締しめきった、薄うす暗ぐらい学院長室にて。

「……どうです？　今日で五日目ですが……見み極きわめられましたか？　彼女は」

　学院長マリアンヌは、手を組んで執しつ務む机につきながら、その女子生徒に問いかける。

「……まだですね」

　その少女は、まるで銀ぎん鈴れいが鳴るような、凜りんと覇は気きに満ちた声で答えた。

「先日、魔導戦教練の授業がありましたが……彼女は攻撃を封ふうじられていた上に、本気すら出していませんでした。あれで彼女の底を見ることは、到とう底ていできない……」

　少女が左手を静かに眼前に掲かかげると、今の今まで何も持っていなかったのに、まるで手品のように、その左手には一ひと振ふりの刀とう剣けんが握にぎられていた。

　鉄てつ線せん華かの紋もん入りの丸い鍔つば、黒漆うるし塗ぬりの鞘さやに納まった、緩やかに湾わん曲きよくした刀剣だ。

　菱ひし状の目め貫ぬきが、綺き麗れいに一列に並ぶような柄つか巻きがなされた柄。

　それを少女は右手で摑み……

　きちり。そっと、その鯉こい口ぐちを切る。するりと鞘から四寸ほどまろび出る刀身。

　剣材は玉たま鋼はがね。その鎬しのぎ造づくりの鍛きたえ肌はだは板目状。燃え上がる炎ほのおのような刃は文もん。

　磨みがき抜ぬかれた鏡のような刀身に、少女の鋭するどき双そう眸ぼうが映る。

　それはただただ美しい。実用性と芸術性。相反する属性を高次元で融ゆう和わさせた業わざ物もの。

　帝てい国こくでは滅めつ多たに見られない拵こしらえのその刀剣は──『打うち刀がたな』。東方の剣だ。

「……自信はあります。父が倒たおされて以来、私は彼女の打だ倒とうを目指し、地じ獄ごくのような鍛たん錬れんをずっと続けてきました。けれど万ばん全ぜんを期するため、もう少し彼女を見ていたい」

「……そう。まぁ、精せい々ぜい、慎しん重ちようになさいな……なにせ……」

　くすり、とマリアンヌが笑う。

「貴女あなたには、致命的な弱点があるのだから」

　その一言に、鏡の如ごとき刃に映る少女の瞳ひとみ……その眉み間けんの間が、微かすかに曇くもった。

「……あら？　気を悪くしちゃったかしら？　ごめんなさいね……私はただ、貴女のことが心配だっただけなのよ……だって、貴女は私の大切な……」

「……どの口が言いますか」

　そう返す少女の表情は、感情こそ殺していたが、言葉の端はしが苛立っている。

　そんな心の乱れから目を背そむけるように……

「黙だまって見てなさい、マリアンヌ。私は必ず彼女を……斬る」

　ちん……少女は澄すんだ金属音と共に刀を鞘に納め、鯉口を鳴らすのであった。




　ぽきり。

「おや？」

　その頃ころ──アルザーノ帝国魔術学院、二年次生二組の授業中にて。

　板書していたセリカは突然、折れてしまった白墨チヨークに、目をぱちくりさせる。

「やれやれ、ちょいと張り切り過ぎちゃったかなー？」

　苦笑いしながら、床ゆかに落ちた白墨チヨークの欠片かけらを拾うセリカ。

「きっと、お疲れなのですわ、アルフォネア教授……少し休まれては？」

　ウェンディが引きつった表情で、気き遣づかうように言う。

「そうだな……ちょっと肩かたが凝こっちゃったかな。慣れないことはするもんじゃない」

　すると、セリカは、ん[image: ～][image: ～]っと伸のびをして、首をコキコキと鳴らした。

「しかし……授業を行うってのは、結構しんどいもんなんだな。グレンのやつは毎日、これをやっていたのか……ちょっと感心したよ」

「そ、そうだぜ！　グレン先生は、こんな俺達でも完かん璧ぺきに理解できるような授業を、いつもやってくれていたんだぜ!?」

「せ、先生って……ああ見えて、いつも僕達のこと考えて授業してくれていたんです」

「先生、今頃、何やってるんだろうな～っ!?　早く帰ってこないかな～っ！」

　カッシュ、セシルが妙みように、グレンを持ち上げる。

　よくよく見み渡わたせば、ギイブルにテレサ、カイにロッド、リン……二年次生二組の生徒達は皆みな一様に、どこか引きつったような困こん惑わくの表情を浮かべ、脂汗を垂らしてた。

　だが、そんなおかしなクラスの様子に気付かず、グレンを褒ほめられたことが嬉うれしくて嬉しくて仕方ないセリカは、満面の笑えみを浮かべて、腕まくりの仕草をする。

「ほほう！　こりゃ、あれだな！　少しでもアイツ不在の穴を埋うめられるよう、私ももっともっと頑がん張ばらないとなっ！」

「「「「いえっ！　教授はあまり頑張らなくてもいいですからっ！」」」」

　涙なみだ目めで首をぶんぶん振ふりながら、ハモった悲鳴を上げる生徒一同。

　黒板には、これまでのセリカの授業の軌き跡せき──高度過ぎて、もうどんな機能を持つのかすら読み取れない、超ちよう複雑怪かい奇きな巨きよ大だい魔術式が、びっしりと書き連ねてあった。

　無論、これを理解できている生徒など、この教室には一人としていない。

「ははは、遠えん慮りよするなよ、諸君。こんな簡単なことしか教えられなくて申し訳ないが……私は立派にアイツの代役を果たしてみせるぞ」

「い、いえ、そうではなくてですね、教授……」（青ざめるウェンディ）

「教授には、多次元連立並行世界からエネルギーを主観的視座の第一世界へ収束させる増幅エンハンス次元式も、１＋１も、同じレベルの話なのかもしれませんがね……」（脂あぶら汗あせのギイブル）

「わ、私達はその１＋１の方を教えてほしいんです……」（涙目のリン）

　だが、そんな生徒達の呟つぶやきは、嬉き々きとしてグレンの代役を務めようと浮うかれるセリカには、まったく届かない。

「これをこうするとだな！　出力が２５６％アップする上に、概がい念ねん破は壊かい属性がつくぞ！」

　黒板上の式は、最も早はや考えるのを止めた生徒達の前で、さらに魔変貌を遂とげていく。

（アレ……最初は、初等攻性呪文アサルト・スペル【ゲイル・ブロウ】の魔術式だったよな……？）

（なんだよ、あの変態魔術式……もう【ゲイル・ブロウ】じゃねえよ……）

（うう……なんでこんなことに……生徒のレベルにちゃんと合わせた授業ができるグレン先生って、やっぱ凄かったんだな……）

　さめざめと泣くしかない生徒達の前で。

　黒板上で式の魔改造を終えたセリカが笑顔で振り返り、ふんす、と胸を張って言った。
















「……とまぁ、以上だ。これで諸君らは──神　を　殺　せ　る」

「「「「できるかぁあああああああああああああああああ──ッ!?」」」」

「「「「グレン先生、早く帰ってきてぇええええええええええええええ──ッ!?」」」」




「もう嫌いやだぁあああああああああ──ッ！　早く帰りたぁああああああいっ！」

　その頃──アルザーノ帝国魔術学院から遠く離れた、聖リリィ魔術女学院にて。

　グレンは、その校舎内の廊ろう下かを、脱だつ兎との如く猛もう然ぜんと駆かけ抜けていた。

「ああん、お待ちになってぇえええええええ──ッ！　レーン先生ぇえええ──ッ！」

　ずどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど──っ！

　そんなグレンを、フランシーヌを先頭にした女子生徒達が大挙して追いかけていく。

「ねぇ、先生っ！　お昼はわたくし達と一いつ緒しよに昼食会しましょうよっ！」

「い、嫌だっ！　来るなぁあああああああ──ッ!?　お前らと一緒に居ると──」

　と、その時である。

「くおらっ！　フランシーヌぅうううううッ！　てめぇ、アタシ達のレーン先生に何してんじゃ、こらぁあああああああああああああ──ッ!?」

　前方に、コレットを先頭とした集団が現れる。

「先生はアタシ達と昼飯食うんだよッ！　邪じや魔ますんじゃね──ッ!?」

「ギャ───────ッ!?　やっぱ出たぁああああああああ──ッ!?」

　グレンは思わず足を止めてしまい……

「先生────ッ！」

「うぉわぁああああああああああ──ッ!?」

　追いついたフランシーヌ達が、グレンにタックルかますように抱だきついていく。

「てめぇ、何しやがる!?　レーン先生から離はなれやがれッ！」

「どぎゃあああああああああああああ──ッ!?」

　そこに突とつ撃げきしてきた、コレット達も加わり、もみくちゃになるグレン。

「レーン先生から……お離れなさい……ッ！　コレット！」

「お前こそ……レーン先生にくっついてんじゃねえよ……ッ！　フランシーヌ！」

「ええい！　貴女達！　やっておしまいなさいっ！」

「お前達ッ！　アタシを援えん護ごしろッ！」

「「「「「はいっ！」」」」」

　そして、グレンの周囲で、取り巻き達が派手に魔術戦を始める。

　廊下の一角を、稲いな妻ずまや爆ばく風ふうが派手に飛び交かい始めたかと思えば……

「《大いなる風よ》──ッ！」

「「「「「きゃああああああああああああああああああああああああ──ッ！」」」」」

　不意に廊下を駆け流れた壮そう絶ぜつな突とつ風ぷうが、フランシーヌとコレットの取り巻き達を、廊下の彼方かなたへと押し流していった。

「な!?」

　グレンの左右に組み付くフランシーヌとコレットが振り返れば。

「まったく……貴女達って人は……ッ！」

　左手を構えて、いかにも不ふ機き嫌げんそうに荒あらい息を吐はくシスティーナと……

「……あはは、フランシーヌさんとコレットさん……ちょっと、先生にくっつき過ぎじゃないかな？　いくら優やさしい先生でも迷めい惑わくしちゃうよ？　ね？　ね？」

　言葉は丁てい寧ねいで優しげだが、目がまったく笑ってないルミア。

「ほら、先生！　そんな人達、放ほうっておいて！　早く、私達と食事に行きましょう!?」

「ふふ、リィエルもきっとお腹なかを空かせて待ってますよ？」

　ぐい、ぐい……と、グレンの背中に取りすがるシスティーナとルミア。

「ちょ、ちょっと！　貴女達！　レーン先生はわたくしと──」

「お、お前らっ！　レーン先生はアタシとだな──」

「ふうん……で？　先生は貴女達の先生以前に、私達の先生なんだけど？」

　不服そうなフランシーヌとコレットへ、冷ややかにそう返すシスティーナ。

　たちまち、険悪な空気が辺りを支配する。

　ぱっ！　誰だれともなく、示し合わせたようにグレンを解放する少女達。

「お、おい……？　お前達……？」

　その真ん中で、おろおろ戸と惑まどうグレンを余所よそに……

「システィーナ。ルミア。確かにお前らは、レーン先生にずっと教わってただけあってスゲェよ。認める。こないだは、完敗したさ……」

「けれど……あの日、以来、わたくし達はレーン先生の授業を真ま面じ目めに受け、魔術師のなんたるかを、一いつ生しよう懸けん命めいに学んできましたわ……」

「魔術師の在り方に心構え、魔ま術じゆつの使い方、魔術の根本原理、魔術師の戦せん闘とう理論……確かにアタシ達は、粋いきがってるだけで何もわかってなかったぜ……目から鱗うろこだ」

「先生との出会いを通して、わたくし達、魔術師として大きく成長できたと思います」

　そして、フランシーヌとコレットが挑ちよう発はつ的に、システィーナ達に笑いかけた。

「そろそろ、リベンジマッチ、してみる頃だと思わねーかい？」

　ごごごごご……そんな擬ぎ音おんが空耳で聞こえてきそうな雰ふん囲い気きであった。

「……何よ、たった数日、教わっただけでわかった気になっちゃって」

「ふふふ、先生が教えてくれる魔術の神しん髄ずいは、あんな少しの時間じゃとても学びきれない奧が深いものなんだよ……？」

　ずごごごごごごごご……そんな重低音の空耳はさらに重圧を増していき……

　──女子校。花も恥はじらう乙女おとめの園その。女の子だらけっていうか、女の子だけの世界。上流階級層の、やんごとないお嬢じよう様さま達だけが集まる夢のような楽園……──

　ふと、グレンの脳内に、敬愛する師し匠しようの言葉が蘇よみがえる。

　──お前も目を閉じれば思い浮かぶだろ？　高貴に洗練された雰囲気の中……仲良く、無む邪じや気きに戯たわむれる、美しい妖よう精せいのような少女達の姿……──

　なるほど、確かに周囲を見渡せば、高貴に洗練された雰囲気（システィーナの呪じゆ文もんに倒たおされた無数のモブお嬢様達が、四方八方に死し屍し累るい々るいとしているほどに）。

「フランシーヌッ！　援護しろッ！　あいつらをぶっ潰つぶしてやるぜッ！」

「ルミアッ！　私の背中を守ってッ！　自分勝手なあの人達にお仕置きよッ！」

　なるほど、確かに仲良く、無邪気に戯れる、美しき妖精のような少女達の姿（仲の良さのあまり、電でん撃げきやら、突風やらが応おう酬しゆうされるほどに）。

　──あわよくば、お前が教師として上手うまく彼女達の信しん頼らいを勝ち取れたら……モテモテの引っ張りだこで、ちょっと困っちゃうかも……だが、それもまた可愛かわいいもんだ──
















　グレンが半眼で、可愛い少女達を見つめる。

「先生は貴女達のものじゃないんですよ！　いい加減にしてください！」

「うるさいですわね！　だったら、力ちから尽ずくで奪うばうまでですッ！」

　そして──

　──……そう、お前はそんな夢と理想の楽園の住人になれるんだ──

「ああ、そうだな、セリカ。今、俺の前には俺が追い求めた夢と理想の楽園が広がっている……俺は今、猛もう烈れつに感動しているよ……ははは……はははは……」

　グレンがかつて、望んだ、望み通りの光景を前に。

　グレンは穏おだやかな笑いで、その尊い光景をしばしの間、見つめ……そして……

「って、違ちがぁあああああああああうッ！　俺が望んだ光景はコレジャナーイッ！」

　ついに現実逃とう避ひを止め、頭を抱かかえて天に向かって叫さけぶのであった。

　そして、グレンは教え子達の暴走と死し闘とうを止めようと駆け出す。

「ええい、お前らッ！　やめてぇえええええ──ッ!?　俺のために争わないでぇええええええ──ッ！　って、コレもう色々、台詞せりふがおかし──」

「ああっ!?　先生の方に、流れ呪文が──ッ!?」

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　結局、いつものように圧縮空気弾だんの炸さく裂れつに巻き込まれたグレンが、その衝しよう撃げきで、もみくちゃにされながら、廊下の果てに吹ふき飛んでいくのであった。




　その頃ころ……がらーんと閑かん散さんした二年次生月組の教室内にて。

「……………………」

　ぽつーん、と。リィエルが一人、教科書を開いて、にらめっこしていた。

　それは、とても珍めずらしい光景であった。

　平時ならば、リィエルは何はなくとも、ルミアとシスティーナが居る場所へ、親鳥の跡あとを追う雛ひな鳥どりのようにちょこちょことついて行くものなのだが……

　この時のリィエルは、なんと自分の意思で一人になっていたのである。

（わたしには……やらなきゃならないことがあるから）

　リィエルは教科書と一生懸命にらめっこしながら、ぼんやりとそんなことを考える。

　そう。今回の短期留学……自分の我が儘ままで、グレンとシスティーナとルミアを、巻き込んでしまったことを、リィエルは密ひそかに負い目に感じていたのだ。

　だから、リィエルは決めたのである。

　あまりグレン達に頼たよらず……自分の力で、今回の試練を乗り越こえようと。

（わたしのせいで、ここに来たのに……ルミアも、システィーナも、このクラスのみんなと一緒に、授業中も休み時間も、ずっと戦闘訓練をしてる……すごい）

　ぺらり。リィエルが教科書をめくる。熱心に教科書の文面を目で追う。

（そして、その戦闘訓練の真ん中には、いつもグレンがいる……グレンも先生の仕事、頑がん張ばってる……えらい）

　初日こそ、このクラスのグレンに対する感情は、敵意にも似た嫌な感じのするものだったが、今では全然そんなことはない。どうやら、皆みな、グレンを好きになったらしい。

　それは……きっと、グレンが真ま面じ目めに先生の仕事を頑張ったからなのだろう。

（……ん。みんな、頑張ってるから……わたしも頑張る。グレンと、ルミアと、システィが安心できるように……）

　ふと、リィエルは手の教科書の表紙に目を向けた。

（この教科書は、グレンが選んでくれたもの……わたし、あまり頭良くないけど……ちゃんと読めば、きっと、わたしの力になってくれる……）

『いいか!?　お前は基き礎そ知識がガタガタだから、とりあえず、この本に目を通しておけよ!?　わかったな──って、あの二人が来たぁああああ──ッ!?　退散！』

　先日、妙みように慌あわてた様子で本をリィエルに押しつけるなり去って行ったグレンの言葉を、リィエルは思い出す。

（ん……グレン。わたし、頑張る。頑張って、リューガク？　成功させて……システィーナやルミア……そして、二年次生二組の皆と……また、一いつ緒しよにあの教室で過ごす）

　そして、その決意を胸に、リィエルは再び教科書の文面を追う作業に戻もどった。

　普ふ段だん、眠ねむたげなその目はいつになくぱっちりと開いている。

　まるで戦場に立った時のような極限的集中力がリィエルの意識を支配する。

　ぺらり。本の文章を左上じよう端たんから右下端までしっかりと目を通し、ページをめくる。

（……ん。すごい。グレンがくれたこの本……読めば、読むほど、力がついていくような気がする……勉強って、もしかして面おも白しろい……？）

　心の底から、ふつふつとやる気が沸わいてくるのがわかる。こうして一歩一歩、着実に前に進めば、いつか自分もシスティーナ達に勉強で追いつけるのかも……？

　リィエルがそんなことを思っていた、その時であった。

「あ、あの……リィエル？」

　おずおずと、リィエルに語りかける者がいた。

　眼鏡をかけた小こ柄がらな少女……エルザだ。

「何？　邪じや魔ましないで。今、わたし、勉強中」

　リィエルが素っ気ない視線をちらりと、エルザに送る。

「あ……ごめんね……で、でも、その……」

　言いづらそうに、エルザがもじもじする。

「何？」

「え、ええと……本が上下逆さまなんだけど……？」

　エルザの指し摘てきに、リィエルがしばらくの間、手元の本をじっと見つめ……

「…………気付かなかった」

　のそのそと本を元に戻す。

「え、ええー……？　本を逆さまにして、前から順じゆん繰ぐりに頁ページをめくって読んでたってことは……要するに最後の頁から逆向きに読んでたわけで……ひょっとして、リィエル、今まで、ずっと読んでなかったの……？」

「そんなことない。ちゃんと、グレンの言ったとおり、目を通してた」

「じゃあ、本の内容はちゃんと理解できているの……？」

　そんなエルザの問いかけに。

　リィエルは、じっと真まっ直すぐエルザを見つめ、堂々と答えた。
















「ん。全然、わかんない。これ、なんの本？」

「…………」

「……でも、大だい丈じよう夫ぶ。なんか……すごく、力、ついてる気がする」

　ふんす、と。眠たげな無表情ながら、どこか得意げに、リィエルが胸を張る。

　いかにも、褒ほめて褒めてオーラが滲にじみ出ている。

「……そ、それ……一番、駄だ目めな勉強だよ……」

　最も早はや、エルザは曖あい昧まいに苦笑いするしかなかった。

「……駄目なの？」

「うん、勉強した気になっているだけで……何もリィエルの力になってないと思う」

「……そう……困った……」

　エルザの指摘に、リィエルが、しゅん……と落ち込んだように肩かたを落とす。

「……でも……頑張らないと……わたし……」

　のそのそ、とリィエルがどこか悲ひ壮そうな様子で、再び教科書を読み始める。

「ええと、呪文の基礎……？　ブンポー……？　コーブン……？　節、分解して……表意ルーンと……表音ルーンを……むぅ……難し……くー……くー……すぅ……すぅ……」

　ものの十数秒で船をこぎ出し、可愛い寝ね息いきを立て始めるリィエルであった。

「……はっ！　だめ……ちゃんとやらないと……でも、普ふ通つうに読むと眠くなるから……やっぱり逆さまに読む……でも、それだと内容わからないし……むぅ、困った……」

　みるみるうちに、眉み間けんに皺しわを寄せていくリィエル。傍はたから見れば、一人漫まん才ざいのようにしか見えないが、どうやら本当に困って、途と方ほうに暮れているらしかった。

「あはは……リィエルって、やっぱり面白いね」

　そんなリィエルに、エルザが微笑ほほえみかける。

「ねぇ、リィエル……もし、本当に頑張るつもりだったら……私と一緒に勉強する？　わからない所があったら、私、わかる範はん囲いで教えてあげるよ」

「！」

　屈くつ託たくのない笑みを見せてくるエルザを、リィエルはじっと見つめる。

　エルザ。ひょんなことを切きっ掛かけに、この留学中に出会った新しい人間。

　なんだかんだリィエルにとっては、グレン達を通さずに作った初めての知り合いだ。

　ライツェル・クルス鉄道駅では助けてくれたし、留学先のこの聖リリィ魔術女学院内においても、留学生活に戸と惑まどうリィエルを何くれと気にかけ、世話を焼いてくれる。

　正直、リィエルはこのエルザという少女が嫌きらいではなかった。

　だが……

「…………」

「……リィエル？」

　かつてのリィエルは、兄代わりに依い存そんしていたグレン以外の、誰だれに対してもまったく興味がない少女であった。

　最近は少し変わり、ルミアやシスティーナと仲良くなり、彼女らを通して二年次生二組のクラスメート達にも徐じよ々じよに慣れていった。興味も出てきた。

　だが、あくまでルミアとシスティーナに、おんぶにだっこ状態だったがゆえである。

　もし、一人だったら、リィエルは今でもクラスで独りぼっちだったであろう。

　今だってルミア達なしに、クラスメート達と接するのは、少し抵てい抗こう感があるのだ。

　リィエルが短期留学を最初、頑かたくなに拒きよ絶ぜつした理由はまさにそういうことだ。

　このままじゃ駄目なのは、リィエルもなんとなくわかっていた。いつまでもグレンやルミア、システィーナに依存しきって……それでいいのかと、薄うす々うす思っていた。

　常に前へ向かって歩き続けているグレン達。このままではいつか、自分は取り返しがつかないくらい、彼らに置いて行かれてしまう……そんな気がしていたのだ。

　──ははは。本当にそう思うんなら……そうだな、今回の留学先でルミア達に頼らず、友達の一人か二人でも作ってみろよ？　そうしたら、あいつらも少しは安心できるさ──

　この学院への道中、グレンが言った言葉が、不意にリィエルの胸中に蘇よみがえる。

　だから、これは好機チヤンスだ。リィエルは勇気を出して、一歩前に進もうと思った。

　今までなら、ルミア達が側そばにいなかったら、とても言えなかった台詞せりふを……

「……ん。わかった……勉強……教えて……」

　ぼそぼそ、と。リィエルは消え入るように呟つぶやくのであった。

　俯うつむきがちなその顔は、まったくいつもと同じ、眠たげな無表情。だが、内心、心臓をばくばくさせ、石像のように緊きん張ちようしながら、精せい一いつ杯ぱいの勇気を振ふり絞しぼったのである。

「……その……よ……よろしく……ええと……エル、ザ……」

　小虫の羽音より小さい呟きだが、その言葉はエルザにしっかりと届いたらしい。

「！」

　リィエルの返答に、エルザは一いつ瞬しゆん、目を瞬しばたたかせて。

　やがて、にっこり笑って、リィエルの手を取った。

　エルザの行動に、戸惑ってしまうリィエル。だが、気分は悪くない。

　エルザの温かな微笑みを見ていると、なんだかこちらも温かくなってくる。

　……案ずるより、生むが易やすし。世の中とは、大たい抵ていそんなものなのであった。




　大勢の人々で賑にぎわう、聖リリィ魔術女学院の食堂にて。

　システィーナにルミア、フランシーヌにジニー、コレットを筆頭に、大勢の少女達がグレンを取り囲んで、わいのわいのと賑わっていた。

　おのおの、思い思いの昼食をトレイに載のせ、きゃぴきゃぴと食事に勤いそしんでいる。

　グレンの右みぎ隣どなりの席にはシスティーナ、左隣の席にはルミア。

　正面の席には、フランシーヌ、ジニー、コレット。

「おほほ……最初から、こうしてレーン先生を囲んで、皆さんで一緒に食べればよい話でしたわ」と、フランシーヌ。

「あっはっは！　しゃーねぇなぁ！　今日はそれで勘かん弁べんしてやるよ！」と、コレット。

「そうよね！　やっぱり皆で食べると美味おいしいもんね！」と、システィーナ。

「一緒に食事をすると、なんだか皆との距きよ離りが縮まった気がするね」と、ルミア。

　……全員、目が全然笑っていない。

　ばちばち、と互たがいに互いを視線で火花を散らして牽けん制せいしあっている状態だ。

「……わーい、夢に描えがいたハーレムだぁー……全っ然、嬉うれしくねえ……」

　何かもう食べる前からお腹なか一いつ杯ぱいで、頭を抱かかえるしかないグレンであった。

「……胃が痛いてぇ……白しろ猫ねこやルミアまで一緒になってなんなんだ……？」

「人気者な先生は大変ですね」（棒）

　うなだれるグレンを、ジニーがまったく感情の籠こもらない声で慰なぐさめる。

「完全に他人ひとごとだな、おい」

「完全に他人ごとですから」

　恨うらめそうなグレンに対し、ジニーはどこまでも素っ気ない。

「ですが……まぁ、これでも先生には感謝しています」

「……？」

　不思議そうなグレンに、ジニーがちらりと目配せする。

　その先には……

「しっかし、システィーナ。お前ってマジで強つえぇなぁ……ホントに同い年の学生かよ？」

「何よ、貴女あなた達だって、どっちかっていうと学生離ばなれしてるじゃない」

「フランシーヌさんとコレットさんはその……やっぱり息が合ってなさ過ぎなんじゃないかな……？　それぞれ自分勝手に動きすぎっていうか……」

「くっ……コレット、後で付き合いなさいな……連れん携けいの練習ですわよ……」

「そうだな……確かにこのまま、こいつらにやられっぱなしってのは性しように合わねえ……」

　システィーナやコレット達の、そんな懇こん談だんが聞こえてくる。

「ん？　こいつら……ひょっとして、案外、仲良くなってんのか……？」

　グレンが意外そうに目を瞬かせる。

「先生のおかげで、学院史上最悪と名高いうちのクラスも、少しはましになるかと」

「どういうことだよ？」

　妙みようなことを言うジニーに、グレンがその真意を問う。

「結局ですね……所しよ詮せん、この学院に存在する『派は閥ばつ』というのは、閉へい鎖さされた空間で、型に嵌はめられることを強制された井の中の蛙かわずなお嬢じよう様さま達が、自分達の特別性……アイデンティティを保つために作った、傷の舐なめ合い……オママゴト集団なわけです」

「ほう？」

「まぁ、仕方ありません。皆みな、世間知らずですし、家のしきたりやしがらみなど、否いや応おうなしに自由を制限されてしまう立場です。将来すら自分で中々自由に選べません。それらの状じよう況きように反発したくもなります。ならばせめて、この狭せまい世界の中だけでは、自分達の『力』は特別なんだ、と。群れて粋いきがるのも道理でしょう……若いんですし」

「…………」

「ですが……貴女達にプライドを見事にへし折られたおかげで、粋がってるだけじゃ『本物』には勝てない、『本物』にはなれないって、皆、大なり小なり気付きました。貴女が教えた『魔ま術じゆつ師し』の在り方……〝自分の願望や目的のために、世界の理ことわりすら曲げる傲ごう慢まんで罪深い人種、それゆえに自由〟……も、ただ家や周囲に甘えて、流されて、そうするしかないと思って生きていた彼女らにとっては、目から鱗うろこでしたでしょうしね」

「…………」

「急には変わらないでしょうが、この『派閥』間の争いも徐々に緩かん和わしていくんじゃないですかね？　……結局、皆、思春期の至りみたいなもんですし」

「……ジニー、お前、いくつだよ？　ちょっと老成しすぎじゃね？」

「放ほうっておいてください」

　呆あきれるグレンと、少しむっとするジニーを余所よそに。

「はぁ……でも、リィエルはどこ行ったのかしら？」

　フォークでくるくるとパスタを巻き取りながら、システィーナが呟く。

「そうだね……せっかく、こうして皆と一いつ緒しよに食事してるんだもの……リィエルもいれば良かったのに……」

「リィエルって、あの青いのか？　お前らのオマケみたいなやつ」

　コレットがテーブルに肘ひじをついてライ麦パンに豪ごう快かいにかぶりつきながら、反応する。

「……あそこにいる、あいつじゃねえのか？」

「えっ!?　どこ!?」

　コレットが指さした先には──

「あっ！　リィエル……」

「エルザも……」

　向こう側のテーブルで、リィエルとエルザが並んで食事を摂とっているのが見えた。




「……勉強、教えてくれてありがとう、エルザ。これお礼……苺いちごタルト」

「あっ……ごめん、リィエル……私、苺が苦手で……ちょっと無理かも……」

「そうなの？　……エルザ、可哀かわい想そう……」

「そ、そんな、この世でもっとも不幸な人を見るような目で見られても……」

「大だい丈じよう夫ぶ……わたしがエルザの分まで苺タルト、食べるから……」

「……リィエル、すっごく目がきらきらしてる……」




　ここからは何を話しているかは聞き取れない。

　だが、エルザはいつになくにこやかで、リィエルも満まん更ざらではなさそうだった。

「おい、見ろ、フランシーヌ……」

「ええ。エルザ……そう……貴女もそんな風に誰かと笑えるのですね」

　そんなリィエルとエルザの様子に、どこか安あん堵どしたようにフランシーヌが呟く。

「そう言えば……エルザって、二つのグループに分かれて群れてる貴女達の中では、いつも独りね？　……何？　ハブ？　引くわー」

「そういうのよくないと思うな……仲良くしようよ」

　ジト目でフランシーヌ達を睨にらむ、システィーナとルミア。

「おい……いじめかよ、てめえら。俺に対する狼ろう藉ぜき千せん万ぼんはまだしも、いたいけな少女いじめるとか、マジ激おこなんですけど？」

　ばきぼきと指を鳴らし、はぁ～っと拳こぶしに息を吐はきかけるグレン。

「ち、違ちげぇよっ!?　別にアタシ達がハブってんじゃねえよっ!?」

「その通りですわ！　あの子が私達から勝手に距離を取ってるんですわっ！　そもそも、いじめなど、弱きを守る貴族にあるまじき行こう為いですわっ！」

　すると、コレットとフランシーヌは慌あわてて弁明を始めた。

「あいつ、前期の途と中ちゆうから、アタシ達のクラスに編入してきたんだけどさ……」

「もちろん、わたくしもコレットも、それぞれの派閥に誘さそいましたわよ？　派閥の戦力増強のために！」

「お前ら、ホント、ブレないのな……昔から」

「だけど……なんかなぁ……あいつ、いつも、アタシ達の誘いをのらりくらりとかわして……いつも一人で、ぽつんと寂さびしそうにしてるっていうか……」

「成績優ゆう秀しゆう、品行方正。誰だれに対しても礼れい儀ぎ正ただしく、人当たりはいいのですけど……どこか他者に対して一枚、壁かべを作っているっていうか……優やさしい一いつ匹ぴき狼おおかみといいますか……」

「だから、驚おどろいてるのさ。エルザのやつが、あんな風に誰かとつるむなんてな」

　そんなフランシーヌ達のエルザに対する風評に、グレンが意外そうに物思う。

（しかし……エルザがぼっち？　とてもそうは見えねえな……）

　エルザは確かに大人しめな少女だが、社交的で、友達も多そうに見えたのだ。

　現に今、リィエルに対する振る舞まいからは、ぼっちという印象はまったくない。

　仮にそうだとしても、なぜ、あえてのリィエルなのだろうか？　あんなコミュ障娘むすめよりルミアにシスティーナなど、もっと親しみやすいのが留学生組にはいたはずなのに。

　たまたま、リィエルと気が合った……と言ってしまえばそれまでなのだが。

「実は、あの子……少し心に問題を抱えていまして」

「……問題？」

「なんつーか……ちょっと見てて可哀想になってくる問題でさ……どうやら、そのせいでアタシ達に遠えん慮りよしちまってるみてえなんだ……別に気にしねえってのに」

「これ以上は、私達の口から言うのは、はばかられますね」

　エルザが心に抱える問題。他者を遠ざける理由。

　気にはなるが……詮せん索さくすべきではないのだろう……本人が語ってくれるまでは。

「ま……何はともあれ、ああして誰かと一緒に笑えるんならいいかな？」

「ええ、ちょっと安心しましたわ」

　安堵したように微び笑しようするコレットとフランシーヌ。

　場に穏おだやかな空気が流れるが……

「はっ！　実は、お前らが派は閥ばつ勧かん誘ゆうにしつけぇから、どん引きしてるだけなんじゃね？」

　グレンが茶化すように言って、その空気を遠慮なくぶち破る。

「うぐ……それは否定できねえけどよぉ……」

「あ、あんまりな言い方ですわ……」

「だが、なんつーか……まぁ、良かったよ」

　凹へこむコレットとフランシーヌに、グレンはにやりと笑いかけた。

「お前ら、最初はとんでもねえ不良娘かと思ったんだが……案外、気のいいやつらじゃねえか。嫌きらいじゃねえぜ？　そういうの」

　すると。

　ぼっ！　ぼっ！　途と端たん、フランシーヌとコレットの頰ほおが真っ赤になって──

「そっ!?　そんな──ッ！　わ、わたくしのことを好き、だなんて!?」

「ちょ、ちょ、待ってくれ、先生！　アタシまだ15だぞ!?　早いって!?　女同士だし──何より、アタシまだ心の準備が──」

「だから、お前ら、いちいち重いわぁあああああああああああ──ッ!?　『嫌いじゃない』で、そこまでいくか、フツーッ!?」




　そんなこんなで。

　開始当初こそ波は瀾らん万ばん丈じようで、暗雲立ちこめているように思われた留学生活。

　クラスの派閥抗こう争そうが落ち着いてからは、何もかもが順調であった。




　……とある休み時間の中庭。

　周囲を植林に囲まれた、芝しば生ふの真ん中にて。

「ふ──ッ！」

　ジニーが霞かすむように振ふるった、二刀の高速斬ざん撃げきを──

「いいいやぁああああ──ッ！」

　リィエルの振り上げた大たい剣けんが、真っ向から弾はじき返す。

「う、く──ッ!?」

　その重く鋭するどい衝しよう撃げきに、ジニーの身体からだが泳ぎ、その手から短剣がはじき飛ばされ──

　刹せつ那な、跳はね返る雷らい火かのように旋せん回かいする大剣。

　その刃はを、喉のど元もとにぴたりと突つきつけられ、堪たまらずジニーが両手を上げる。

「参りました。……流石さすが、リィエル。相変わらず強いですね」

「ん」

　リィエルが大剣を引くと、その大剣は魔力の粒りゆう子しとなって解け、虚こ空くうに霧む散さんした。

「なるほど……大分、課題が見えてきました。私は、私が思っていた以上に、変な所で意地を張って引かないから、貴女あなたにはわかりやすいのですね？」

「ん。ジニーの次の一手、なんとなく、わかる」

「ふふ……貴女はお爺じい様さまと同じ事を言うのですね。それはともかく、今日もお手合わせありがとうございました」

「……ん。いつでも相手になる」

　リィエルは、どこか満足そうに去って行くジニーを見送る。

「うん、やっぱり何度見ても、リィエルって、凄すごいなぁ」

　リィエルとジニーの手合わせを、はらはらしながら見守っていたエルザが、熱っぽい尊敬の眼まな差ざしを、眼鏡越ごしにリィエルへと向けていた。

「憧あこがれちゃうな……ねぇ、どうして、そんなに強いの？」

「よくわからない。わたしの技わざは……わたしのものじゃないから」

「……それってどういう……？」

　リィエルの不思議な言い回しに、小首を傾かしげるエルザ。

「言えない……というより、なんて言ったらいいのか、よくわからない」

　微かすかに困ったように俯うつむくリィエル。

「でも……この技は、わたしにとって大事なもの……この技を振るっている時は、死んだシオン兄さんとイルシアの存在を近くに感じていられるし……何より……グレンやルミア、システィーナ……わたしの大好きな人達を守れる」

「イルシア……？　ん……そう、なんだ……大切な技なんだね……」

　深くは踏ふみ込まず、エルザが穏やかに微笑ほほえむ。

「守るために剣を振るう……か。それが貴女の強さの秘密なのかもね。いいな……私も貴女のように強かったら……」

「大丈夫。エルザもわたしが……」

　と、リィエルが何かを言いかけた、その時だ。

「「「「先生ぇえええええええ──っ♥」」」」

「ぎゃ─────ッ!?」

　また、学院のどこかで、グレン達の悲鳴が聞こえてくる……

「……ん。そろそろ、戻もどろう、エルザ。……また、勉強教えて？」

「うん」

　そうして、二人は寄より添って歩き出した。




　聖リリィ魔ま術じゆつ女学院で過ごす日々は、まるで激流のように流れていった。

　グレンは連日のように、フランシーヌとコレットを中心とした、担当クラスの女子生徒達が巻き起こす騒そう動どうに振り回されている。そこになぜかシスティーナやルミアまで加わるものだから、始末に負えない。

　そんな騒さわぎを余所よそに、リィエルはエルザと交流を深めていった。

　きっと波長が合ったのだろう。色んな意味で、リィエルに構う暇ひまのないグレン、システィーナ、ルミアの代わりに、リィエルとエルザが共に過ごす時間は増えていく。

「……みんな、頑がん張ばってるから、わたしも勉強、頑張る」

　リィエルはリィエルで留学を成功させようと、いつになく熱心に勉強に励はげみ、エルザに教えを請こい……そして、エルザは常に穏やかな表情でそれに応こたえた。

　そんな日々が、続いていく……




　そして、すっかり日も沈しずみ、冷たい夜気と静せい寂じやくが外の世界を支配する真夜中。

　聖リリィ魔術女学院の敷しき地ち内にある、貴族屋や敷しきのような生徒・教職員共同寮りようの一つ。

　高級な大理石をふんだんに使った、広々とした浴場内にて──

「はぁ[image: ～][image: ～]この身体はどうにも肩かたがこってあかんな……」

　視界を真っ白に覆おおう湯ゆ煙けむりの中、グレンはその女の身体を、熱い湯が張られた泳げそうなほど広い湯船に沈め、ぐったりとだらけていた。

「ふっ……説明しよう！　今の時間帯は教職員の使用時間！　そして、俺が仮住まいしているこの共同寮には、俺以外の教職員はいねえ……つまり、この浴場でのこの時間は、俺が唯ゆい一いつ、一人自由になれるプライベートタイムなわけで……」

　グレンが誰へともなく独り言を言っていた……その時である。

　浴場の外の脱だつ衣い所じよに、ぞろぞろと大勢の人の気配がやってくる。

「先生[image: ～][image: ～]ッ！　今、お風ふ呂ろに入ってらっしゃると聞きましたわっ！　わたくし達もご一いつ緒しよさせてくださいなっ！」

「先生っ！　アタシ達が背中流してやるぜっ！」

　フランシーヌやコレット……月組の女子生徒達の声や喧けん噪そうが聞こえてくる。

「ですよねー？　……まぁ、わかってた。もう好きにしろよ……」

　読めていた展開に、グレンが諦あきらめていたようにため息を吐つく。

「……でも、これって……よく考えれば、滅め茶ちや苦く茶ちや、役得じゃね？　ぐへへへ……」

　それに思い至り、ゲスで下品な笑いを浮うかべるグレン。

　なにせこの状じよう況きよう、なんの社会的ペナルティもなく、合法的に堂々と──女子生徒達の入浴を、裸はだかを、間近でまじまじと見ることができるのだから。

「くぅ[image: ～][image: ～]ッ！　最初はマジで、とんでもねぇとこに飛ばされたなぁって思ってたし……実際、毎日、酷ひどい目に遭あってたが……それを全すべて帳消ししてあまりあるこのご褒ほう美び……うぉおおおんッ！　生きてて良かったぁあああああ──ッ!?」

　これまでの艱かん難なん辛しん苦くを思い、グレンは思わず号ごう泣きゆうしてしまうのであった。

　やがて──

「「「「先生っ──♥」」」」

　浴場の扉とびらが開き、フランシーヌやコレットを筆頭に、あられもない姿の少女達が、浴場内へ無数にまろびこんでくる──

「うっひょぉおおおおおおおおおお──っ!?　キタァアアア──ッ!?」

　ばっしゃあんっ！

　思わず浴よく槽そうから湯柱を立てて立ち上がり、握にぎり拳こぶしを固めて狂きよう喜き乱らん舞ぶするグレン。

　目の前に展開されたのは、湯煙と肌はだ色いろの桃とう源げん郷きようだ。

　フランシーヌの、やや華きや奢しやだが、清せい楚そなラインで形作られる魅み惑わくの肢し体たいも。

　コレットの、緩かん急きゆうメリハリある、野性的なラインが美しい妖よう艶えんな肢体も。

　うら若い少女達の誰だれもが、瑞みず々みずしい珠たま肌はだを惜おしげもなく湯煙の中に晒さらしている。

　小こ柄がらなロリッ娘こから、モデル顔負けのぱつんぱつん娘まで──ありとあらゆる属性が取り揃そろうその尊い光景は、少女という美と正義を高らかに謳うたい上げた天国に違ちがいない。

　まさに、絶景パラダイス。

　楽園エデンはここにあったのだ──

「あら……？　先生……？」

「どうしたんだ？　なんで泣いているんだ……？」

　不思議そうに問うてくるフランシーヌとコレットへ……

「ははは……なんでもない……そう……なんでも……ないんだ……」

　かけがえのない日常を守るため、世界の裏側で人知れず、永遠に一人戦い続ける人生を選せん択たくした……そんな物語の主人公のように、グレンは切ない表情で泣き笑いだった。

「そうだ……これでいいんだ……あの時の俺の選択は……間違っていなかった……」

「ふふっ、変な先生。でも……あまりそのように凝ぎよう視しされると恥はずかしいですわ……」

　ほんの少し頰を紅潮させて、腕うでで胸を隠かくして身をよじるフランシーヌ。

「ったく……何、女同士で恥ずかしがってんだよ!?　それよりも先生、こっち来てくれよっ！　皆みなで背中流してやるからさっ！」

　コレットはグレンを促うながし、グレンを風ふ呂ろ椅い子すの上に座らせる。

　そして──

「それでは、日ひ頃ごろの感謝の気持ちを込めまして、失礼しますわ」

「何かしてほしいことがあったら、遠えん慮りよなく言ってくれよなっ!?」

　無数の少女達が、座るグレンの全身に取りつき、背中を、手足を、優雅な手つきで洗い始めた。たっぷりの石せつ鹼けんを含ふくんだ無数のスポンジが、グレンの全身を擦こすり、グレンの身体をむくむくの泡あわだらけにしていく──

「……勝ち組過ぎる」（キリッ）

　だらしなく緩ゆるみきったグレンの表情は、一周回って、逆に凜り々りしくなっていた。

　気持ちよい泡の感かん触しよくと共に、無数の少女達の肌はだが、指が、グレンの全身を這はい回る。

　極ごく上じようの一時が、グレンに訪おとずれていた。

「もう、アルザーノ帝てい国こく魔術学院なんて、潰つぶれればいいんじゃないかな？」

「えっ？　先生、今、何か仰おつしやいましたか？」

「いやいやいやいや……何も」

「ところで、なぁ、先生！　気分はどうだい!?」

「しばらくお暇ひまかもしれませんが、どうかご容よう赦しやくださいな」

「いいよ、いいよ、もうね、なるべくゆっくりプリーズ！　でひゃひゃひゃ……」

　余よ裕ゆうぶったグレンが、身も心も少女達にゆだねようとした……

　まさに、その時。

　びきり。……グレンの女性の身体に妙みような違い和わ感が走った。

　見れば、身体から煙けむりがしゅうしゅうと立ち上り、あちこちがめきめきと脈動する……

　……この妙な感覚には覚えがあった。

「……なんだ……？　こ、これ……まさか……？」

　真っ青になりながら思い出す。この感覚は、セリカに無理矢理、変化の薬を飲まされ、身体からだを男から女に変えられた時の感覚と……まったく同質のものだ。

　それ、すなわち──

（げぇッ!?　まさか、俺、男の身体に戻るの!?　このタイミングで!?）

　魔術的に、人間の性別そのものを変える変身術は、かなり高度で特とく殊しゆな魔術になっており、他の変身術と比べてそう長くは保もたない。そのため、変身を維い持じするには、専用の変身維持薬を定期的に服用する必要があるのだが……

（ちょ──まだ、維持薬の再服用時期じゃなかったはずだろ!?　セリカのやつ、適当なこと言いやがってぇええええええ──ッ!?）

　ちなみに、セリカにもらった変身維持薬は、グレンが借りている部屋に置いてある。

「しゃ、洒落しやれにならーん!?　早く部屋に戻らねえと──」

　このままだと、いつ男の身体に戻ってもおかしくない。

　グレンが慌あわてて、風呂椅子から立ち上がるが──

「なんだ、先生、まだ終わりじゃないって！」

「お疲つかれでしょう？　もっと、ごゆっくりしてってくださいな」

　取り囲む十数人近い少女達が立ち上がるグレンを取り押さえ、無理矢理座らせる。

　こうなると、楽園で戯たわむれる天使だった少女達も、今や自分に社会的な破は滅めつを告げる死神の群れでしかない。

「ぎゃ─────ッ!?　はっ、放せぇええええええええ──ッ!?」

　何も知らない少女達に、完全に捕つかまってしまったグレン。

　じたばたと暴れて逃にげだそうとするが、いくらなんでも多勢に無勢であった。

「も、もう俺、のぼせちゃったの！　だ、だから──」

「まぁまぁ、そう言うなよ、先生。裸の付き合いってやつだぜ！」

「でも、今日はやけに湯煙が出てますわね……先生の身体が見えにくい……」

「それに、先生の身体……なんか、全体的に堅かたくなってきたような……？」

　こうしている間にも、グレンの身体の違和感はどんどん強まっていく。

　無数の少女達に身体をまさぐられる楽園──その一歩先に見えている地じ獄ごく。

（ああああああ──ッ!?　もうどうにでもなれぇえええええええええ──ッ!?）

　……そして。

　当然と言えば、当然だが。

　ある時、ふと、グレンの身体を洗う少女達の手が止まった。

　一いつ旦たん、泡を落とそうと、誰かが泡だらけなグレンの身体へ、お湯をかけたのだ。

「その……先生……？」

「え、ええと……そのお体は一体……？」

　呆ぼう然ぜんとするコレットとフランシーヌが、その場の少女達の心中を代弁する。

「ふっ……そうだよね……ボクの身体と君達の身体……よく見ると、ちょっと違うよね……主に身体の中心部分辺り……」

　グレンの身体は……完全に男に戻もどってしまっていた。

　開き直ったのか、威い風ふう堂どう々どうと腕を組み、仁に王おう立だちする全ぜん裸らのグレン。

　それを遠巻きに注視し、裸ら婦ふ像のように硬こう直ちよくする少女達。

　衝しよう撃げきの光景が生む思考の空白が、なんとも言えないインモラルな沈ちん黙もく世界を形成し──

「ちょっと貴女あなた達ッ！　駄だ目めでしょう!?　今の時間帯は教職員の入浴時間なのよ!?」

　ばぁんっ！　再び乱暴に開かれた浴場の扉が、その沈黙を破る。

　現れたのはシスティーナとルミアだ。

　もうすっかり脱衣し、その身体にバスタオルを巻いている。だが、際きわどい長さのバスタオルからすらりと伸のびるおみ足や、艶なまめかしい胸むな元もとにうなじ、鎖さ骨こつ。バスタオルは彼女達の蠱こ惑わく的な身体を人目から隠す何の障害にもなっていない。

「どうせ、先生の背中でも流そうって魂こん胆たんでしょ!?　そんなの羨ま──規則的に、倫りん理り的に駄目に決まって……」

「そうだよ！　先生の背中を流すのは、むしろ私達……」

　と、二人が、勢いのままに妙なことを言いかけて……案の定、硬直する。

　仁王立ちするグレンと、システィーナ達の目が合う。

「「「…………」」」

　沈黙。……沈黙。……痛いほどの沈黙。場を支配する絶対静せい寂じやく。

　そして──

「《きゃあああああああああああああああああああああああああ》──ッ!?」

　もっとも先に我に返ったシスティーナの、悲鳴を呪じゆ文もんに改変するという、無む駄だに高度な技ぎ巧こうをもって放たれた【ゲイル・ブロウ】が──

「理り不ふ尽じん過ぎるだろこれぇえええええええ──ッ!?」

　──いつものように、グレンを吹ふき飛ばすのであった。




　と、そんな珍ちん騒そう動どうが、浴場で起こってる頃ころ。

　寮りよう館内の一角に設けられた生徒談話室……絨じゆう毯たん、ソファーやテーブル、絵画に本ほん棚だな、暖だん炉ろ……趣しゆ味みの良い丁度品が並ぶ、落ち着いた空間にて。

　テーブル上の、魔ま晶しよう石せき燭しよく台だいに灯ともされた淡あわい魔術の光が、薄うす暗ぐらい室内をぼんやりと燈だいだい色いろに照らし、闇やみから浮かび上がらせており……
















「…………」

　リィエルはテーブルの上に教科書やノートを広げ、一人黙もく々もくと勉強をしていた。

　羽根ペンのインクが紙の上を滑すべる音だけが、この静寂の空間に響ひびいている。

　やがて一段落ついたのか、リィエルが羽根ペンを、ふと、ペン置きに刺さして。

　ん[image: ～][image: ～]っと、可愛かわいく伸びをすると。

　がちゃり……控ひかえめに談話室の扉とびらが開かれる。

「リィエル……まだ起きていたんだ。頑がん張ばってるね」

　ひょこ、と。開いた扉の隙すき間まから顔を出したのは、眼鏡の少女エルザであった。

「ん。エルザのおかげで、大分、わかるようになってきた」

「それはよかった……でも、もう夜も遅おそいよ？　早く寝ねないと明日に響いちゃうよ？」

「……ん。でも……もう少し、頑張らないと……」

　そう言って、リィエルは再び羽根ペンを手に取り、勉強を再開する。

「ふふ……リィエルは最近、ずっとそうやって、夜遅くまで頑張ってるね」

　エルザは薄うすく微笑ほほえむと、リィエルの側そばに歩み寄り、持ってきたタオルケットを、リィエルの肩かたにかけてあげる。

　特殊な霊レイ脈ラインと気候区にある関係で、アルザーノ帝国の夜は年中冷え込むのだ。

「どうして、そこまで頑張れるの？」

「わたし……グレン達と一いつ緒しよにいたい……だから、頑張る」

　教科書の文面から目を離さず、リィエルが応じる。

　その目は相変わらずいつものように眠ねむたげではあるが……今は教科書の知識を、自分なりに咀そ嚼しやくして理解しよう、という明確な意志の光が存在した。

「グレン達は優しいから……多分、わたしが立ち止まってても……多分、わたしと一緒に居てくれる……今までずっとそうだった……でも、このままじゃ駄目な気がする」

「…………」

「グレン達は……うん、うまく言えないけど……ずっと、前に向かって歩いてるんだと思う……だから、わたしがグレン達と一緒にいたいなら……その……わたしも一緒に歩いていかないと……ぶら下がるだけじゃだめ……そんな感じ……？」

　しばらくの間……そのまま二人の間に沈黙が流れる。

　リィエルはじっくりと教科書に目を通しながら、時折、ノートに文字を書き連ね……エルザはそんなリィエルの様子を見守っている。

　やがて。

「そう……リィエル……貴女も前に……未来に向かっているんだね……私と違ちがって」

「……エルザ？」

　小首を傾かしげるリィエルに、エルザが不思議な微笑みを返し、言った。

「ねぇ、リィエル。私も貴女に付き合わせてくれないかな？　もし、貴女さえいいのなら……私も貴女の勉強を手伝ってあげたい……」

「いいの……？　なんで……？」

「なんだか……貴女を応おう援えんしてあげたいの……だめ？」

「全然、だめじゃない。ありがと」

　リィエルもエルザに振ふり向き、微かすかに口元を笑みの形に緩ゆるめていた。

「ん。さっそく、ここ教えて。……ここ、よくわかんない……」

「ええと……どれかな……？」




「……ったく、酷ひどい目にあったぜ……」

　寮館内の廊ろう下かを、着き替がえたグレンが、ずかずか大おお股またで歩いている。

　その身体はもうすっかり男だ。

　付け焼き刃ばの変身魔術が完全に解けてしまい、もう女の身体に戻れないのだ。

「ったく、お前らも一緒になって一体どうした？　最近、何かキャラ違くねーか？」

　グレンは不ふ機き嫌げんそうに、自分の跡あとをついてくるシスティーナとルミアを振り返る。

「うっ……」

「あ、あはは……ごめんなさい、先生。その……先生が私達以外の女の子と仲良くするのが、なんだか妬やけちゃって……つい」

　手を合わせ、申し訳なさそうに、はにかむように、そんなことを言うルミア。

「な!?　何言ってるの、ルミア!?　わ、私は別に妬いてなんか──」

「おい、夜も遅いんだぞ、静かにしろ、白しろ猫ねこ」

　完全に形無しとなったシスティーナは、口をぱくぱくさせるしかなかった。

　ちなみに……グレンの男バレについては『過去に行った変身魔術の後こう遺い症しようで、お湯を被かぶると男の身体になってしまう』と、かなり苦しい言い訳を押し通すことにした。

　偽ぎ造ぞうだが、公的な書類上はきちんと『レーン』という人間が『女性』であったこと。システィーナとルミアが必死にフォローに回ってくれたこと。そして、そもそもフランシーヌ達がすでにグレンに心しん酔すいしており、何の疑いもなくそんな噓うそ八はつ百ぴやくを鵜う吞のみにしてしまったことなどが幸いし、あの場はなんとか丸く収まったのである。

　ただ一人、ジニーが「あっ……」と何かを察したようだったが……何も言わないでくれているあたり、不問にしてくれるつもりなのだろう。正直、ありがたい。

「それはともかく、くっそ……もうこんな時間かぁ……」

　グレンは懐かい中ちゆう時計の針が指し示す時間を見て、ため息を吐ついた。

「ったく、俺、何やってんだ……リィエルの勉強、見てやらにゃならねえってのに……」

「そうですよね……私達もすっかりこの学院の空気に流されて、浮うかれてました……リィエルは崖がけっぷちなのに……」

　システィーナも後こう悔かいしたように呟つぶやく。

「そういえば、リィエル……今回、私達の騒そう動どうに全然、加わりませんでしたよね？　なんかこう……いつにも増してマイペースというか……」

「あいつの自立心を促うながす良い機会だと思って、放置してたが……流石さすがに放置しすぎだったのかもしれん……主に勉学的な意味でな」

　同時に嘆たん息そくするグレンとシスティーナであった。

「先生、システィ。まだ時間はありますよ？　皆みなでリィエルを助けてあげませんか？」

「そうね。私達が協力して、リィエルに勉強を教えてあげれば……」

「だが……あいつ、もう寝てるんじゃね？　しゃあねえ、叩たたき起こして──」

　そんな会話を交えつつ、グレン達が談話室の前を通りかかった……その時だ。

　僅わずかに開いた談話室の扉、その中からぼそぼそと会話が聞こえる。

「ん？　……誰だれだ？　こんな夜遅くに……」

　訝いぶかしんだグレンが、そっと半開きの扉の隙間から、中を覗のぞき込むと……

「！」

　中に居たのは、こちらに背を向けて隣となり同どう士しで座っているリィエルとエルザだ。

　驚おどろくべきことに、なんと……リィエルはエルザと一緒に勉強をしていたのである。

　しかも、エルザに一方的に教えられて、勉強をさせられているのではない。

「……ん……つまり……この呪文……この魔術関数で戻り値を出せばいいの？」

「そうそう、うん……リィエル、大分、わかってきたね……」

「そう。じゃあ、こっちの場合は……？」

　リィエル自身が考え、エルザに教えを請こう……つまり、リィエルが自発的に勉強しているのである。決して、教えられているのではない。学んでいるのである。

「噓うそ……」

　システィーナが信じられないといった表情で口元を押さえる。

　無理もない。アルザーノ帝てい国こく魔術学院では、やる気ないリィエルに、グレンが叱しかりつけながら、なんとか一方的に教える……といった光景ばかりだったからである。

「……あいつ」

　グレンはそんなリィエルの後ろ姿をじっと見つめ……ふっと、笑った。

「……どうしますか？　先生」

　ルミアが、そんなグレンの横顔へ、穏おだやかに問いかける。

「これから私達も協力して、リィエルに勉強を教えてあげますか？　でも、なんか……」

　すると、グレンは声のトーンを落として、こう応じた。

「ああ、そっとしておいてやろうぜ。……今回は俺達の出る幕じゃなさそうだ」

「ふふっ、そうですね……今のリィエルに、私達は必要ないみたいですね？」

「……あいつの兄貴分としちゃ、少し寂さびしいがな」

　こうして。グレン達は足音を立てないよう、そっとその場を立ち去っていく……

「……頑張れよ、リィエル」

　側そばを歩くシスティーナやルミアすら聞き取れない呟きが、グレンの口から零こぼれた。




　そして──




　留学も、あっという間に十四日目。

　グレンは前日の授業で行った筆記試験の結果を、月組の生徒達へ返へん却きやくしていた。

「お、アタシ、結構、成績上がってるじゃん！」

「わたくしも、前回と比ひ較かくして、かなり伸のびてますわ……」

　グレンの指導の下もと、順調に成績を伸ばした生徒達が喜びに沸わき立つ中。

　答案用紙を受け取るや否いなや、リィエルが、トコトコとグレンのもとにやってくる。

「……ほめて、グレン」

　答案をグレンの前に掲かかげるリィエル。

　その点数は１００点満点中の65点。お世辞にも好成績……とは言い難いし、これがどこまで持続するのかはわからないが……今までのリィエルからすれば、格段の進歩だ。

「……よくやったな」

　わしわし、とグレンがリィエルの頭を撫なでる。

「ん……」

　気持ちよさそうに、目を細めるリィエル。

「ねぇ、グレン……わたし、頑張った」

「ああ……わかるさ」

「エルザのおかげ」

「そうだな……あんがとな、エルザ」

　グレンが席に腰こし掛かけて微笑ほほえましそうにリィエルを見つめるエルザを見やる。

「いえ、そんな……私は頑張るリィエルのお手伝いをしただけですから」

「いや、お前がいなけりゃコイツはこんなに頑張れなかっただろうよ。俺がいくら指導してもここまで伸びたことねーのに……ははっ、教師の自信、なくなっちまうなぁ」

　グレンがそんな風に、肩かたを竦すくめておどけてみせるが。

「違いますよ、レーン先生」

　穏やかな笑みを浮かべて、エルザが答えた。

「リィエルは、今まで勉強に本気になれなかっただけみたいです。でも、今回は皆さんと対等にあろうと、自分の居場所を守ろうと必死だった……それだけですよ」

「そうか……あのリィエルがねぇ……」

　ほめて、ほめて、と。

　眠そうながら、どこか得意げにシスティーナやルミアへ答案を見せているリィエル。

「やっぱ……ここに来て、良かったのかもな」

　そんな微笑ましいリィエルの姿を目で追いながら、グレンが感かん慨がい深く呟いた。

「さて……と」

　グレンが気を取り直して、教きよう壇だんに立ち、手を叩き、注目を集める。

「今日の授業はもう終わりにすっか。知ってのとおり、白猫にルミア、リィエル……こいつらがお前らと一いつ緒しよにいられる時間も後、わずかだ。まぁ、くっせぇ言い方になるが、思い出作りだ。残りの時間は、クラス全員でマグス・バレー大会とでもするか」

　マグス・バレーとは、魔ま術じゆつを使ったバレーボールのような球技である。帝国の魔術学院に通う魔術師の卵達にとっては、わりとポピュラーなレクリエーションであった。

　途と端たん、きゃあああ、と黄色い声を上げ、盛せい大だいに沸き立つクラスの生徒達。

「おおおおおっ！　さっすが、先生っ！　話がわかるな──ッ！」

「結構なことですわ！　黒くろ百合ゆりの皆さんをぼこぼこにして差し上げましょう！」

「おい、お前ら！　白しろ百合ゆりの連中なんかに絶対負けんじゃねーぞっ!?」

「……どうして、お前らはその二派で対決することが前提なんだ……まぁ、いいや」

　こうして。

　グレン達は連れ立って教室を出て行き、意い気き揚よう々ようと外の運動場へと向かう。

「…………」

　だが、そんな中……エルザが一人、そっと人知れず一同の流れから離はなれて……

「おっと、どこ行くんだよ、エルザ」

「そうですわ。まさか、この期ごに及およんで抜ぬけるなどと、無ぶ粋すいなことは仰おつしやりませんよね？」

　そんなエルザの前に立ち塞ふさがる者がいた。フランシーヌにコレットだ。

「あ……」

「今日くらい、いいじゃないですか、エルザさん」

「ええ、たまには皆で一緒に遊びましょう？」

　システィーナとルミアも、エルザのもとへやってくる。

　すると、エルザは目を伏ふせ、困ったように俯うつむいてしまう。

「で、でも……私は……その……貴女あなた達の輪に入れる資格は……」

「あのですね、エルザさん。今まで何度も言い続けてきましたが……誰も気にしていないんですよ、貴女の問題なんて」

　気付けば、ちゃっかりとジニーもいる。

「気にして、勝手に遠えん慮りよしているのは貴女だけです。それに……貴女のお友達は、貴女と一緒に遊びたがっているようですよ？」

「……え？」

　ジニーの目配せに、エルザが振ふり返ると。

　そこには、ちょこん、とリィエルが佇たたずんでいた。

「エルザ……どうしたの？　行かないの？」

「い、いえ……でも、私は、その……」

「わたし、エルザと一緒に遊びたい……だめ？」

「……リィエル……」

　リィエルは、エルザを、じっと真まっ直すぐ見つめ続けている。

　まるで、子供が母親にお菓か子しをおねだりするような、リィエルの無む垢くな目に。

　エルザは、しばしの沈ちん黙もくの後、やがて根負けしたように、くすりと微笑んでいた。

「……そう……ですね……わかりました……今日くらいは……」

　そんな生徒達の様子を遠巻きに眺ながめながら、穏やかに微笑むグレン。

　今回の留学は全すべてが大成功──

　この時のグレンは、それを固く信じて疑わなかったのである。




　…………。

　……その夜。

（……本当に正しいのだろうか？　私は……）

　学生寮りようの、薄うす暗ぐらく何もない、殺風景な自室にて。

　その少女はベッドに腰掛け、己おのが瞳ひとみを刀の刃やいばに映し、一人自問していた。

（あの子は……本当に、私の『炎ほのおの記き憶おく』の中に住むあの悪あつ鬼きなの？　あれじゃまるで……皆に追いつこうと、皆と一緒に在ろうと、ただ一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているだけの……）

　ぶんぶんと頭を振るい、少女はそんな甘い考えを無理矢理に追い出そうとする。

「……ううん、違ちがう、私。思い出しなさい、あの日の屈くつ辱じよくを……憎にくしみを……ッ！」

　そうだ、私はあの子を倒たおさねばならない。私は今まで、そのためだけに生きてきた。

　そうだ、あの子は所しよ詮せん、凶きよう悪あくな犯罪者。そして──父の仇かたきだ。

　倒さねばならない。絶対に倒さねばならない。報むくいを、法の裁きを、受けさせる。

　あの子に打ち克かって──ようやく、私の人生は始まるのだ。

　だが、思い出せば思い出すほど、記憶の中のあの少女と、あの子が重ならない──

　いや、そもそも。

　私の『炎の記憶』の中に住むあの彼女は……本当にただの悪鬼だっただろうか？

　だって、最後の瞬しゆん間かん、彼女は──……

「…………」

　少女の疑問にも、問いかけにも、己が瞳を映す刀は応こたえてはくれない。

　刃の中の瞳は、迷いと困こん惑わくの色に揺ゆれている。

　少女がそんな風に悶もん々もんとしていた……その時だ。

「……まさか、とは思うけど」

　そんな少女へ、真夜中の来訪者──学院長マリアンヌが嘲ちよう弄ろうするように、言った。

「貴女、彼女と接していくうちに、彼女にほだされたのではありませんよね？　それは困るわ……だって、私には貴女しか頼たよれる子が……」

「……冗じよう談だん言わないで下さい」

　少女がぼそりと言った──その瞬間。

　思わず息を吞のむマリアンヌ。

　少女の刀の切っ先が、気付かぬうちに、己が喉のど元もとに突つきつけられていたのだ。

「彼女には、あくまで上うわっ面つらの信しん頼らいを築くために近づいただけです」

　切っ先をマリアンヌへと向ける少女が苛いら立だったように呟つぶやき、その凜りんと珠たま散る刃の如ごとき瞳でマリアンヌを突き刺さす。

「今の今まで、ずっと彼女の側で、彼女の身体からだの動きを、呼吸を読んでいました。彼女の実力は……見切りました。確かに彼女は強敵ですが……私なら勝てます」

　鋭するどい瞳でマリアンヌを射い貫ぬいたまま、少女はそう宣言する。

「予定通り、明日、仕し掛かけます。貴女も手て筈はず通りにお願いします」

「……ふ、ふふっ……流石さすが、あの人の娘むすめね。期待してるわよ……エルザ」

　そんな、動どう揺ようを押し殺すようなマリアンヌの言葉に。

　少女は、刀を鮮あざやかな手つきで鞘さやに納め……

　ポケットから眼鏡を取り出し……それを目元にかけた。

「……覚かく悟ごしてください、リィエル……いえ、イルシア＝レイフォード……」

　そう呟く、エルザの言葉は。目は。

　思わず背筋が凍こおり付いてしまうほど、ぞっと冷たかった。




（やれやれ、相変わらず扱あつかいにくい子……私の道具にしか過ぎないくせに……）

　マリアンヌは、決意の呪じゆ詛そを零こぼすエルザの背中を、冷めた目で眺めている。

（でも、まぁ……いざとなったら、私にはコレがあるし……この子程度、どうとでもなるわ……だから、ふふっ……精せい々ぜい、私の役に立ってちょうだいな、エルザ……）

　そうほくそ笑むマリアンヌの腰こしには、一ひと振ふりの古びた剣けんがあった。

　その剣の鍔つばには──古代文字でこう刻まれている。




　──『炎フアレム』、と。








第五章　炎ほのおの記き憶おく









　短期留学も十五日目。ついに最終日。

　すっかり日も沈しずんだ夜。聖リリィ魔術女学院敷しき地ち内にある、学生街。

　その一角に構えられたオープンカフェにて。

「「「「カンパーイ！」」」」

　飲み物が入ったカップを掲かかげる少女達の姦かしましい声が響ひびいていた。

　表通りに面した屋外テーブルを借り切って、グレンが担当した二年次生月組の生徒達がそこに集つどい、グレン達の送別パーティーを行っていたのだ。

　各おの々おののテーブルには、フィッシュ＆チップスやソーセージなどの手軽に摘つまめるパーティー料理から、ケーキにクッキーなどのお菓子、ジュースにワインにティーセットなどの飲み物が山と並んでおり、即そつ興きようで開かれたパーティーの割には非常に豪ごう華かであった。

「なんつーか……あっという間だったなぁ……」

　主しゆ賓ひん席の一角に腰を据すえたグレンが、テーブルに肘ひじをついて頰ほお杖づえをつき、感慨深げにエビのフリッターを摘まんでいる。

「ふふ、リィエルの短期留学が成功して……本当に良かったですね」

　グレンの左ひだり隣どなりに座るルミアが、まるで自分のことのように、嬉うれしそうに笑った。

　結局、なんだかんだでフランシーヌやコレット達が心を入れ替かえ、グレンの行う授業に真ま面じ目めに出席したため、リィエルが短期留学先で受けた授業がきちんと成立。

　そして、リィエルの努力の甲か斐いもあって、見事、リィエルは必要単位を取得。リィエルはアルザーノ帝てい国こく魔術学院の在ざい籍せき資格剝はく奪だつを免まぬかれたのである。

「先日、俺達の学院へ、リィエルの課外単位取得証明書を速達で送ったんだが、その結果が早さつ速そく、セリカから通信魔術で返ってきたぞ。リィエルの落第退学は取り消しだと」

「そうなんですか!?　良かった！」

「セリカのやつ……面子めんつを潰つぶされた反国軍省派の連中の悔くやしそうな間ま抜ぬけ面づらに、それはそれは、大層大笑いしたそうな」

　容易に思い浮うかぶその光景に、システィーナはジト目の呆あきれ顔、ルミアは苦笑いだ。

「ところで……そのリィエルはどこ行ったんだ？」

　ふと、グレンが周囲を見み渡わたす。

　この送別パーティーの主賓の一人であるリィエルの姿が見あたらないのだ。

「あれ……？　そう言えば……さっきまでそこの席にいたのに……」

　ルミアもきょとんとして、リィエルの姿を探す。

「リィエルなら、さっき、エルザさんと一いつ緒しよに、散歩に行ったわよ？」

　すると、システィーナが、そんな風に口を挟はさんだ。

「エルザと一緒に？」

「ええ。……まぁ、リィエルはこの学院の人達の中では、特にエルザさんと仲良かったしね。帰る前の最後の夜、二人で積もる話もあるんじゃないかしら？」

「……確かにな」

　なにせ、リィエルにとってエルザは、システィーナ達のように、他人から手を差し伸のべられてできた友達ではない。初めて自分から他者に関かかわろうとしてできた友達なのだ。

　ある意味、エルザはシスティーナ達以上に特別な存在といえるのかもしれない。

（せっかくの送別パーティーを黙だまって抜ぬけるのもアレだが……まぁ、最後くらい、あいつの自由にさせてやるか……）

　グレンが苦く笑しようしながら、そんなことを考えていると。

「先生[image: ～][image: ～]ッ♥」

「楽しんでくれているかい!?」

「うおっ!?」

　グレンの背中へ体当たりするかのように抱だきついてくるフランシーヌとコレット。

　この送別会を企き画かくした二人が、空気の読めないエントリーを果たすのであった。

「よよよ……もう、レーン先生とお別れだなんて……嗚呼ああ、先生がこのままこの学院の先生になっていただけるのなら、どんなに良いことでしょうか……」

「先生！　またいつか来てくれよ!?　また、私達に色々教えてくれよ、な!?」

「お、おう……また、いつかな……」

　これ見よがしに、グレンへ絡からみつき、べたべたしてくる二人のお嬢じよう様さま。

「あ、貴女あなた達ぃ[image: ～][image: ～]ッ!?」

「むむむ……」

　たちまち不ふ機き嫌げんになるシスティーナとルミアに、グレンは冷ひや汗あせを流すしかない。

「でも、レーン先生の身体……結局、元に戻もどりませんでしたね……」

「男の身体になっちまうなんてな……それ、昔の魔術実験の後こう遺い症しようなんだろ？　大変だよなぁ……帰ったら、きちんとした法医師に診みてもらえよ？」

「あ、ああ……そうだな……早く、元の女の身体に戻りたいなぁ[image: ～][image: ～]」

　誤ご魔ま化かし笑いを浮かべるグレン。真実がバレなくて本当に幸いである。

　……だが。

「で、でも……わ、わたくしとしては……そ、その……レーン先生は……あの……男性の身体のままでも……良いかな……なんて思ったりしてですね……」

「……あ、ああ……そう……かもな……なんつーか、その、先生……あれだ……結構、かっこいいじゃん……？」

　フランシーヌとコレットが、頰ほおを赤らめさせて、急にしおらしくなり……

「も、もしですよ！　もしの話！　も、もし……レーン先生が本当に男性だったら……その、わたくし……ひょっとしたら……レーン先生のこと……す、……好……」

「惜おしいよなぁ……なぁんで、レーン先生って、女なんだろうなぁ……先生が男だったらさ……アタシ……きっと、アンタに……ほ……惚ほれ……」

「は、はい……？」

　アカン。その何かヤバイ雰ふん囲い気きに、グレンが頰を引きつらせた……その時。

　がたたーんっ！

　こめかみをビキビキひくつかせたシスティーナとルミアが立ち上がり……

「貴女達ね！　いい加減にしなさいよ!?　先生に迷めい惑わくでしょ!?」

「ふふふ……ねぇ、二人とも……先生にくっつき過ぎじゃないかな？　ね？」

　グレンにべったりなフランシーヌとコレットを強ごう引いんに引きはがしにかかる。

「な、何をするんですの!?　貴女達！」

「アタシ達は先生にお別れ言ってんだ、邪じや魔まするんじゃねえよ!?」

「度が過ぎてる気がするんだけど!?　いいから離はなれなさいっ！」

「きぃ[image: ～][image: ～]っ！　私と先生の逢おう瀬せを邪魔するなら、容よう赦しやしませんわよ!?」

「おう！　システィーナにルミア！　帰る前に最後の勝負といくかぁ!?」

「望むところよッ！　ルミア、援えん護ごお願いするわ！」

　システィーナ＆ルミア　ｖｓ　フランシーヌ＆コレット。

　いつものように、たちまち壮そう絶ぜつなる魔術戦が始まり──

「止めてぇえええ──ッ!?　ボクのために争わないでぎゃぁあああああああ──ッ!?」

　いつものように、流れ呪じゆ文もんに被ひ弾だんし、グレンが吹ふき飛ぶ。

「はぁ……こいつら、ホント、仲が良いですね」（もぐもぐ）

　そんな、いつもの様子を、ジニーは我関せずとばかりにケーキをぱくつきながら、呆れたように眺ながめているのであった。




　──一方、その頃ころ。

「ごめんね、リィエル……せっかくの送別会だったのに、連れ出しちゃって……」

「問題ない。エルザの頼たのみなら」

　こっそりと送別会を抜け出したリィエルとエルザは、他愛たわいもない会話を交えながら、夜の学院敷地内を、寄り添そうように歩いていた。

「ありがとう……私、最後にどうしても貴女と話しておきたいことがあるの……」

「そう」

　何気なく、当てもなく、さまようままに、二人は街の中心部を離れ……

「それにしても……時間が経たつのは本当に早いね、リィエル」

「ん、早い」

「こうして振ふり返ってみると、貴女と出会った時のことが、まるで昨日のことのように思い出せる……」

　いつしか、二人は鉄道列車駅の駅前広場まで辿たどり着いていた。

　すでにその日の終電が出た今、そこは閑かん散さんとしており、周囲には人っ子一人居ない。

　二人は広場のベンチに並んで腰かけ、やはり他愛のない話を続けていく。

「……ねぇ、覚えてるかな？　リィエル。私と貴女の初めての出会い……」

「ええと……なんだったっけ？」

「ふふっ……リィエルったら、ライツェル・クルス鉄道駅構内で、出合い頭がしらにいきなり、私に斬きりかかってきたんだよ？　あの時、私、びっくりしちゃった」

　おかしそうに笑いながら、隣のリィエルの横顔を覗のぞき込むエルザ。

　その時のことを思い出したのか、リィエルが気まずそうに口ごもる。

「う……、それは……その……うん……あの時は……」

「……あの時は？」

「ええと……なんか、うまく言えないんだけど……エルザが、怖かった……から」

「え？　怖かった？　……私が？」

　リィエルの台詞せりふに、エルザがきょとんと小首を傾かしげた。

「ん……あの時、わたしは……うん……そう、エルザが怖かった……背後から、恐おそろしい敵が忍しのび寄ってきたのかと……そう思って……」

「…………」

　リィエルの要領を得ない言葉に、エルザが押し黙る。

「でも……ううん、あれはきっと気のせい。だって、今のエルザは全然、怖くない」

　ほんの少し慌あわてたように、リィエルが弁解する。

「多分、あの時は、グレン達が迷まい子ごになって焦あせってて……だから……」

　だが。

「…………流石さすがだね、リィエル」

　ぼそり、と。

　エルザがそんなことを呟つぶやき……すっと、音もなくベンチから立ち上がる。

「あの一いつ瞬しゆんでわかるんだ……貴女は本当の天才なんだね」

「エルザ？」

　リィエルの見ている前で、エルザはそのまま数歩進み……足を止める。

　辺りは暗く、背を向けるエルザの表情は当然、見えない。

「その剣けん才さい……少し、妬やけちゃうな……」

「ええと……エルザ……？　どうしたの……？」

「あはは……ごめんね、そろそろ本題に入ろうね」

　不意にエルザが振り返り、にこりとリィエルに笑いかける。

　その様子は、普ふ段だんのエルザと何も変わらない。ごくごく普ふ通つうの少女だ。

　この短期留学の間、ずっと一緒に過ごした大切な友達……

「……ねぇ、リィエル。聞いて。……私にはね……『炎ほのおの記き憶おく』があるの」

「エルザ……？」

「こうして目を閉じれば……今でも思い出せる。父が殺された日のこと──私が全すべてを失った日のこと──そう、まるで昨日のように」

　そんなことを呟きながら……エルザが、ゆっくりと目元の眼鏡に手をかけ……

　その眼鏡を……外した……その瞬しゆん間かん。

「──ッ!?」

　不意に、リィエルの全身を全方位から斬りつけるように襲おそった、鋭えい利りな殺気と威い圧あつ感。

　リィエルは咄とつ嗟さにベンチから立ち上がり、同時に大剣を錬れん成せいして、低く身構えた。

「え、えるざ……？　ううん……あなた……一体、誰だれ……？」

　驚きよう愕がくと動どう揺ように打ち震ふるえるリィエル。

　眼前の少女の姿形は、エルザと何一つ変わらないというのに……その圧あつ倒とう的な存在感と威圧感はまるで別人だ。気付けば、とんでもない怪かい物ぶつが、そこには居たのだ。

　一方、眼鏡を外して裸ら眼がんになった少女が、リィエルへ薄うつすらと嗤わらいかける。

　外した眼鏡から、そっとその手を離す。

　支えを失った眼鏡が重力に従って、自由落下を始め……ゆっくりと……

　眼鏡が地を叩たたく──その刹せつ那な。

　ひゅっ！　不意にエルザの姿が、風切り音と共に霞かすみと消えた。

「──ッ!?」

　直感が鳴らす警けい鐘しようのまま、リィエルが咄とつ嗟さにベンチから横よこっ跳とびに離れると同時に。

　ざぎぃんッ！　そのベンチが、突とつ如じよ、斜ななめに両断されて──

　ずざぁ──ッ！　リィエルが足の裏で地面を削けずりつつ振り返る。

「な……」

　見れば、鮮あざやかに両断されたベンチの前には、エルザがいる。

　その右手には──

「え……？　か、刀……？」

　いつの間にか、一ひと振ふりの美しい『刀』が握にぎられており……エルザはその『刀』を完全に振り抜ぬいた格好のまま、静かに残心している。

　その正体は召しよう喚かん術。エルザはその『刀』を瞬速召喚フラツシユしたのだ。だが、リィエルに術の起動すら摑つかませないその召喚速度は、学生の規格を大きく超こえてあまりあるものだ。

　そして──今、半瞬でも離り脱だつが遅おそかったら、リィエルの身体はベンチと一いつ緒しよに両断されていた──その事実に、リィエルは思わずぞっとした。

「……流石。やはり、この程度の攻こう撃げきでは、不意打ちでも通りませんか」

　ちん、と。

　エルザは流れるような手つきで刃やいばを払はらい、軽かろやかに刀を左手の鞘さやに納める。

　そして、左手で鞘を持ち、右手を柄つかにかけたまま、半身にゆるりと構え直す──

　──リィエルへ向かって。

「あ、あなたは、誰……？　まるで別人……ううん、違ちがう……そう、思い出した……」

　呆ぼう然ぜんとするリィエルが、何かに気付いたように目を見開く。

「この存在感……この殺気……うん……あの駅で、最初にエルザに会った時に感じたあの感覚……噓うそ……なんで、わたし、今まで気付かなかったの……？」

「……真に極きわまった武人は、平時は春風のように穏おだやかながら、いざ戦いくさの気配を感じ取るや否いなや、瞬時に嵐あらしとなる──貴女が普段やっているように」

　リィエルの疑問に、エルザがさらりとこともなげに答えた。

「もっとも、私はまだまだ未熟。眼鏡がなくてはそれを為なせません。あの眼鏡は、平時の私と武人の私、その二つを切り替かえる自己暗示装置……スイッチというわけです」

「すいっち……？」

「ライツェル・クルス鉄道駅構内で、私が初めて貴女と接せつ触しよくしたあの時……私は武人としての私で、貴女あなたの底を深く見極めようとして、眼鏡を外しかけたのですが……危あやうく、斬り捨てられるところでした。貴女がそこまで鋭するどいとは思っていなかったんです」

　そして、種明かしはここまでです、と言わんばかりにエルザは話を切り替える。

「……さて、話の続きをしましょう。私には父が居ました。東方の異い邦ほう人じんでありながら、この国に居場所を与あたえてくれた女王陛下こそ我が主君、アルザーノ帝てい国こくこそ我が祖国として、剣を振るった立派な軍人でした。この国で妻を娶めとり、この国のために生き、この国に骨を埋うめると決めた……そんな人でした」

　訥とつ々とつと語られるエルザの話を、リィエルは呆然と聞き流すしかない。

「肺の病を患わずらい、日に日に衰おとろえていきながらも、この国のために戦い続けた父。私はそんな父を誰よりも尊敬していて……私はそんな父の重責を背負ってあげたくて……将来、軍人となることを、幼い頃から心に決めていたのです」

「…………」

「父曰いわく、幸い、私には父をも大きく超こえる剣才があったそうです。私は嬉うれしかった。父を目指し、父を超えようと、毎日、必死に剣の稽けい古こに励はげみました。父と共に過ごす鍛たん錬れんの日々は……厳しくもあったけど、やっぱり楽しかったんだと思います。ですが……」

　不意に、エルザがリィエルを昏くらく憎ぞう悪おに燃えた目で睨にらむ。

　より一層強まる殺気に、じり……とリィエルが一歩、無意識に下がる。

「今から、二年と少し前。私の家に暗殺者がやってきました。この国に巣食うとある邪じや悪あくな魔ま術じゆつ結社……それに多大なる被ひ害がいを与え続けた父に対する報復だったのでしょう。その暗殺者はその日、優やさしかった私の母を殺し、病で特に調子が悪かった私の父をも殺しました。我が家を鮮せん血けつで赤く染め上げ、我が家を紅ぐ蓮れんの炎で包み上げたんです……」

「!?」

「……顔色が変わりましたね。やっと思い出しましたか？　その暗殺者の名は……イルシア。イルシア＝レイフォード。……そう、貴女ですよ、リィエル」

　糾きゆう弾だんするようなエルザの言葉に……青ざめたリィエルが後ずさっていく。

「ち、違う……わたしじゃ……ううん……でも、イルシアは、わたしでもあって……」

　すっかり動揺し、混乱してしまったリィエルが、しどろもどろに言葉を紡つむぐが。

「……私は貴女を許せない」

　聞かず、エルザは断罪するように言い捨てる。

「目や髪かみの色を変え、名前を変え、過去を捨て……どういう経けい緯いか知りませんが、貴女は帝国軍にいる。かつて、あんなに立派な帝国軍人だった父を殺した貴女が！　父の誇ほこりだった、私の憧あこがれだった、帝国軍にいる！　許せるわけ……ないじゃないですかッ！」

「──ッ!?」

「貴女が、父と母を殺したあの日以来、私の人生は滅め茶ちや苦く茶ちやですッ！　碌ろくでもない親しん戚せき達が父と母の財産を、腐ふ肉にくにたかるハイエナのように根こそぎ奪うばっていきましたッ！　貴族の令れい嬢じようだった母の血を継つぐ私は、政略結けつ婚こんの道具扱あつかい！　通っていた軍学校をやめさせられ、こんな下らないお嬢様学校に押し込められる始末ッ！　そして──何より、あの『炎の記憶』が、未いまだに私を昏く焼き焦こがし続けている──」

「あ、ぅ……あぁ……」

「私は貴女を絶対に許さない……父の技わざで……鍛きたえ抜いた私の技で……貴女を倒たおす！　あの日以来、狂くるってしまった私の人生を取り戻もどす！　貴女を倒すことで、私はやっと自分の人生を歩めるのッ！　さぁ、手合わせ願いましょうかッ！　イルシアッ！」

　エルザの剣気が、殺気が、極限まで張り詰つめ、膨ふくれあがる。

　積年の苛か烈れつな激情が、リィエルとエルザの間の空間を裂れつ帛ぱくさせる。

　そして──リィエルは直感した。

　エルザは強い。剣を握ったことのない素人しろうとにもわかる、その圧倒的な威圧感。

　だが、今はそんなことよりも……

「そん……な……じゃ、じゃあ……エルザがわたしと一緒に居てくれたのは……？」

　親リスに捨てられ、消しよう沈ちんした小リスのように小さくなってしまったリィエルが、泣きそうな顔でそんなことを問う。

「ええ、そうよ、リィエル。貴女の腕うでを見極めるため……それだけよ」

「──ッ!?」

「そもそも、貴女は何を自うぬ惚ぼれているのですか？　初対面で斬きりかかってくるような……息を吸うように剣を錬成するような……そんな意味不明な危険人物に、友好的に接してくれる都合の良い人なんているわけないじゃないですか」

「……あ……ぅ……それは……」

「組織の暗殺者だった貴女の記録を見ても、軍時代の貴女の記録を見てもわかる。確かに貴女は強い。凪なぎ嵐あらし表裏の境地──貴女の不意を討うつなんて不可能。私が貴女を打だ倒とうするなら、まず貴女の底を見極める必要がある。……そのために、私は貴女に近づいた」

「わ、わたしは……え、エルザのこと……ともだちだと思って……いたのに……」

　エルザへ、縋すがり付くような目を向けるリィエル。

　噓だよね……？　リィエルの目は何よりも雄ゆう弁べんに、エルザへそう問いかけている。

　すると、エルザはほんの一瞬だけ、顔を苦しげに歪ゆがめ……

　リィエルの目から逃のがれるように、視線を外して……

「……残念ね！」

　何かを振ふり払うように、一方的に言い捨てた。

「貴女は、私の父と母の仇かたきッ！　私が貴女に友情を感じたことは──一度もないッ！」

　その瞬間、エルザが霞かすむように動いた。

　刀を鞘に納めたまま、リィエルに向かって踏ふみ込む。

　波間に揺蕩たゆたう木の葉のようでありながら、天空を翔かける燕つばめの如ごとく速い、その足運び。

　神速の踏み込みから、エルザの右手が霞み動き──合わせて胴どうが鋭く横回転。

　その回転力は、鞭むちのようなしなやかさに変へん換かんされながら、腕を伝い、剣を伝い──

「はぁああああああああ──ッ！」

　──抜ばつ刀とう。

　虚こ空くうに翻ひるがえる横一文字、一いつ閃せん──リィエルの視界を、右から左へ灼やき払う白の閃光。

　と、同時に。

　きん！　既すでに鞘へ納まっている刀。

「──ッ!?」

　リィエルは咄とつ嗟さに身を引き、前まえ髪がみの一部を斬きらせるに留とどめたが。

　エルザが放つ更さらなる二手目、三手目の剣けん閃せんが──リィエルを襲おそう。

「く──」

　剣で受け止める暇ひまもない。

　リィエルは身を屈かがめ、横に跳び転がって、辛かろうじて二手目、三手目をかわした。

　エルザのそれは、まるで魔法のような剣技だった。

　抜刀、斬ざん打だ、納刀。その流れる三挙動が恐おそろしいほど、疾はやく、早く、速い。

　踏み込み、腰こしの回転、全身の発条ばね、それらを鞘に滑すべらせながら伝えることで爆ばく発はつ的に加速する刃、生み出される魔速の斬撃。『打うち刀がたな』と呼ばれる、東方発はつ祥しようの特とく殊しゆな刀剣だからこそ為し得る秘剣。

　その名を、抜刀術──居合い斬り、居合い抜き、とも呼ばれるその独特の術理は、騎き士し剣術とも近代剣術とも違う『東方剣士サムライ』の剣術の一つであった。

「ふぅ──ッ!?」

　エルザが攻せめる。エルザがさらに攻める。攻める。

　斬撃を放った瞬しゆん間かん、次手が鞘に装そう塡てんされており──鞘口からまるで、流星群のように無数の斬閃が弧こを描えがいて連続発射され、リィエルに追いすがり、殺さつ到とうする。

　エルザの振るう抜刀術の技の数々は、まさに変へん幻げん自じ在ざい、縦じゆう横おう無む尽じんだ。

　巧たくみに足と身体からだを捌さばき、頭上から稲いな妻ずまのように撃うち下ろす『天あまつ風』──

　下から逆風のごとく斬り上げる『霜しも風』──

　背中側に回した刀を、右逆手で抜くことで左旋せん回かいに切り払う『旋つむじ風』──

「はぁああああああ──ッ！」

　右手の居合い斬りを放った後、左手の鞘で追つい撃げきする『暴あかしま風』──

　身体を逆回転させ、刀ではなく鞘の方を抜き、逆手の鞘突つきを繰くり出す『東風こち』──

　それに続く、右手一本平突き『追風おいて』──

　何もかもが凄すさまじく研とぎ澄すまされた技だが──それらが霞む一手がエルザにはある。

「やぁああああああああああああ──ッ！」

　不意に、エルザが裂帛の気合いと共に鋭く踏み込み──抜ぬいた。

　閃光が[image: ]ほとばしり、銀が疾しつ走そうした。

「──ッ！」

　つ、と。リィエルの視界を右から左に白い糸が走り──

　その糸が爆破的に白熱し、リィエルの視野を強きよう烈れつに灼く。

　それこそ、右旋回、横一文字の一手──『疾風はやて』。

　通常の居合いの構えから、何の奇きを衒てらうこともなく　普ふ通つうに放たれる一撃。

　抜刀術において、もっとも基本となる技。

　あらゆる変幻自在な術理が全て児じ戯ぎになるほど、エルザのそれは──速く鋭かった。

「ぅ……」

　大きく後方に跳とび下がり、辛うじてそれを避よけたリィエル。

　浅く斬り裂さかれた制服の胸むな元もとを、リィエルは青ざめた表情で見下ろす。

　リィエルはまったく、エルザに踏み込めなかった。

　居合いは本来、攻めより守り──敵の迎げい撃げきにこそ力を発揮する。相手の攻こう撃げきの起こりを捉とらえ、瞬時に斬って捨てる──そういう先の先を取る技だ。

　リィエルが自分からエルザの間合いに踏み込めば、その瞬間、両断される──

　そんな致ち命めい的な予感があった。

「……どうしましたか？　貴女はこんなものではないはず……」

　エルザが居合いの構えのまま、じりじりと摺すり足で、間合いを詰めてくる。

　リィエルがその能面に、脂あぶら汗あせをだらだらと浮うかべながら、後ずさる。

　自身の魔力のほぼ全すべてを、身体能力と動作精度の強化術式に回し、剣による近接格かく闘とう戦によって勝負をする──エルザはリィエルと同タイプの魔導士であった。

「さぁ、本気を出して、組織の暗殺剣士イルシア。病さえなければ、誰だれよりも強かった父の技が……貴女如きに劣おとるものでないことを、証明してあげる！」

　そう挑ちよう発はつしながらも、エルザの思考はまるで氷のように冴さえ渡わたっていた。

（……速度は互ご角かく、力はイルシアが上、でも技なら私が上……合算結果、彼ひ我が戦力差、拮きつ抗こう……けれど見み極きわめた分だけ、私が有利……行ける！　……勝てる！）

　そして、極限まで逼ひつ迫ぱくした空気が悲鳴を上げて渦うず巻まく中──

　今まで動どう揺ように揺ゆれていたリィエルが、不意に、いつもの眠ねむたげな表情に戻った。

「……エルザ。……わたしを殺すの？」

　その呟つぶやきはどこか悲しげだった。

「積極的に殺すつもりはありません。……が、これは死合い。必殺の気き迫はくで剣を振るいます。どうせ重犯罪者である貴女あなたの末路は極きよつ刑けい……私の剣に斃たおれても同じことです」

「そう。……ねぇ、エルザ、聞いて。わたし……貴女を傷つけたくない」

「……ッ!?」

「そして……死ねない」

　きっぱり、とリィエルは答えていた。

　その顔に、今までのような動揺はすでにない。何かを吹ふっ切きったようであった。

「わたし、皆みなに約束した。わたしは生きるって。わたしは何のために生まれたのか、まだよくわからないけど……それでも……わたしは生きて、その意味を探すんだって」

「…………」

「だから……エルザの望みには応こたえられない」

「そう……自分のために私を殺すのね？　いいでしょう、私もその覚かく悟ごでここに──」

　エルザがリィエルの揺るぎない覚悟を見て取り、より構えを深くするが──

「やだ」

　リィエルはぼそりとそんなことを呟いていた。

「は？」

「……ん。わたしはエルザを殺さない」

「勝手に何を言って……私は貴女を殺すつもりで──」

「ん。エルザは好きにすればいい」

「だ、だったら！　貴女も私を──」

「やだ。わたしはエルザを殺さない」

　呆あきれたようなエルザを前に、リィエルはいつものように、淡たん々たんと言った。

「……だって……わたし、エルザ、好きだから」

　その言葉に、エルザの眉まゆが苛いら立だったようにつり上がる。

「だから！　私は貴女を見極めるために、近づいたと言って──ッ！」

「関係ない。エルザがわたしを嫌きらいだったのは……とても、残念だけど……でも、やっぱり、わたしはエルザが好きだから。……それだけ」
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　ぎり、と。エルザが眠たげなリィエルを、文字通り親の敵を見る目で睨にらみ付ける。

　それを半眼で受け流し、リィエルはエルザへ訴うつたえるように言葉を紡つむぐ。

「ねぇ、エルザ。話がしたい。わたし……あまり頭、良くないから……うまく伝えられるかどうかわからないんだけど……イルシアについて……」

「だから、イルシアは貴女でしょう!?　もう、私は何も話すことはないっ！」

「ん。わたしにはもう、どうしたら、エルザがわかってくれるかわからない」

　すると、リィエルは大剣をゆっくりと大上段に構えて……

「わからないから……ごめん。とりあえず、エルザ、ボコる」

　リィエルがそんなことを言った、瞬間。

　轟ごうッ！　リィエルは全身の発条はねを振り絞しぼって、不意に──大剣を投げた。

　猛もう烈れつな縦回転の嵐あらしを巻いて、大剣がエルザへ肉にく薄はくする──

（──ッ!?　え、得え物ものを──投げた!?）

　完全に意表を突かれるエルザ。

　が、見えている──エルザは冷静に、軽かろやかに足を捌き、それを外す。

　エルザの半身を、恐るべき刃は風かぜがひゅごお、と、なで上げて──

「エルザァアアアアアアアア──ッ！」

　それ好機と、リィエルが地面を蹴けり、爆はぜるような勢いで間合いへ飛び込んでくる。

（意表は突かれましたが──それは悪手です！）

　エルザは清水が流れるように腰を落とし、右手を刀の柄つかにかけ、リィエルを見み据すえる。

　飛び込んでくる敵の迎撃──先の先。居合い抜きがもっとも得意とする状じよう況きよう──

（これで──終わり！）

　呼吸と共に鯉こい口ぐちを切る、刀を抜く。

　刃は鞘さやを滑すべり、腰の回転を乗せて、爆発的に超ちよう加速し──

　気剣体が完全一いつ致ちした、目も眩くらまん白はく刃じんの神速一閃。

　エルザ最高の一撃がリィエルに向かって、真空すら斬きり裂いて飛んでいく──

　そして、リィエルを一刀両断に──

　ぎんっ！

　──しなかった。

　エルザの手に伝わった感かん触しよくは肉を切るものではなく、堅かたい金属音だ。

「──えッ!?」

　なんと、今の今まで無手だったリィエルの手には、大剣が出現しており……エルザ最高の一撃を受け止められてしまっていたのだ。

（しまった！　この子の錬れん金きん術じゆつ──呪じゆ文もんなしでも、ここまで速く錬成できたんだ！　あの時、一回、見ていたはずなのに──ッ！）

　歯がみするエルザが、そもそも気付く。

　今の一合い、エルザが、苦し紛まぎれに飛び込んだリィエルを迎撃したのではない。

　飛び込んできたリィエルに、エルザが苦し紛れに迎撃させられていたのだ。

　最高の一撃も、読みきられてしまっていては、子供の棒ぼう振ふりと変わらない。

　今の一合い、迎撃せず、一歩下がって間合いを再び取るのが正着だったのだ──

（くうっ……ことここに来て、なんていうミスを……ッ！）

　ごく至近距きよ離りで、刃と刃を嚙かみ合わせながら、エルザが逡しゆん巡じゆんする。

　ただ一振りの刀を己おのが魂たましいとする東方剣士には、得物を投げるという発想がまずない。つまり得物を投げれば、無手──エルザは無意識にそう発想してしまったのだ。

　ゆえに、無手となったリィエルが、決定的な隙すきを晒さらしたと、脊せき髄ずい反射で迎撃した。

　……だが、解げせないこともある。

「なぜ……なぜ、わかったのです……ッ！　わたしが迎撃すると……ッ！」

　エルザが交差する刃ごしに、眠たげなリィエルを悔くやしげに睨み付ける。

「今の一合い……私が応じず、一歩下がれば、それだけで貴女にとっては死地……ッ！」

　そう、エルザが一呼吸体勢を整え、迎撃させられたのではなく、迎撃したのであれば。

　完全にエルザの居合いの間合いに入ったリィエルが、いかに素早く大たい剣けんを高速錬成しようが関係ない。抜ばつ刀とう一いつ閃せん、一刀両断──即そく・終しゆう了りようだ。

「それが理解できない、貴女じゃないでしょうに……ッ！」

　そう。今の一合いはエルザのミスであると共に……リィエルのミスでもあったのだ。

　エルザがミスをしなければ、逆に追い込まれていたのはリィエルだったのだ。

「なのに、なぜ……ッ!?」

　そんな、エルザの問いに。

「……ん。勘かん」

　リィエルは、ぼそりと。

「多分、うまくいくと……なんとなく思った」

　眠たげに、そんなことを言っていた。

「…………ッ!?」

　エルザは愕がく然ぜんとした。

　勘。ただの勘。そんなものに、何の迷いもなく、命を全張りするその在り方。

　ああ、道理で。リィエルの軍時代の記録に、能力データ上は明らかに絶対敵かなわないはずの格上の相手を、幾いく度どとなく撃破した妙みような記録があるわけである。

　リィエルと一いつ緒しよに過ごして、見極めた？　なんという自うぬ惚ぼれか。

　確かに、リィエルの剣技の底は見切った。

　だが──リィエルの強さはもっと、根本的な底の見えない所にあったのだ──

「くっ……」

　だが、今は打ちひしがれている場合じゃない。仕切り直さなければならない。

　互たがいに至近距離で、エルザは刀を抜かされている。

　抜刀術は当然ながら……刀を鞘に納めている状態でなければ、放てない。

　エルザが間合いを取ろうと、フェイントを織り交ぜ、必死に跳とび下がるが──

「いいいいやぁあああああああああ──ッ！」

　リィエルが俄が然ぜん、前に出て、それに食らいつく。

　エルザに刀を鞘に納めさせたら拙まずい。だったら抜ぬかせっぱなしにすればよい。

　本能的にそれを察したリィエルが、本能に従ってそれを実じつ践せんし、下がるエルザにどこまでもぴったり追いすがり、エルザに重たく鋭するどい斬ざん撃げきを、次々と浴びせ続ける。

　その剛ごう剣けんの威い力りよくと剣速はまさに、落らく雷らいのようであった。

「ぐぅ──ッ!?」

　エルザはそれをどうしても抜き身の刀で受け流すしかない。納刀の暇ひまがない。

　大嵐のように吹き荒すさぶリィエルの連撃に、エルザは木の葉のように翻ほん弄ろうされる。

　ドガガガガガッ！　嚙み合う大剣と刀から発せられる金属音。

　下がっても、体を捌さばいても、フェイントを入れても、リィエルはどこまでも追い縋すがる。

　追い縋り、一撃二撃三撃四撃五撃──驚きよう異い的な切り返しと回転力で圧殺してくる。

　エルザの斬り返しを洗練された技ぎ巧こうによるものだとするなら、リィエルのそれは壮そう絶ぜつな腕わん力りよくに任せた力ちから尽ずくのごり押しだ。

　エルザは確実に、完かん璧ぺきに受け流しているはずなのに──その衝しよう撃げきを殺しきれない。

　一手受けるごとに、エルザの腕うでが痺しびれ、身体からだが泳ぎ、骨が軋きしんでいく──

　とても、捌ききれなかった。

（こ、こんな……ことが……）

　完全に見み極きわめたつもりだった。自分の本来の剣術スタイルで戦うならば……単純な技巧ではリィエルを凌りよう駕がしていたはずだ。問題なく、勝っていたはずだ。

　魂を完全に殺陣たてへ没ぼつ頭とうさせているリィエルの能面は、まるで鬼き神しんのように恐おそろしい。

（──死ぬ。殺される──）

　さらに容よう赦しやなく迫せまるリィエルの重剣を、辛かろうじて捌きながら、エルザは恐きよう怖ふする。

　最も早はや、防戦一方。手の感覚がどんどん失われ、息も上がってきた。

　このままエルザが押し切られるのは時間の問題──

（嫌いやだ……死にたくない……ッ！　これじゃ、私は、一体、何のために……ッ!?）




　──エルザ……守るために剣を振ふるいなさい。人を活いかす剣を振るいなさい──




　圧あつ倒とう的な死を目前にしたゆえの走そう馬ま燈とうか、エルザの脳のう裏りに在りし日の父の言葉が蘇よみがえる。

　どうして今の今まで忘れていたのか。どうしてあんな女の甘かん言げんに乗って、私利私欲な復ふく讐しゆうのために、誇ほこり高き父の剣を振るってしまったのだろうか。

（これは……その罰ばつなの……ッ!?　お父さん……ッ!?）

「やぁああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　がぁあんっ！

　そんな風に思った時、強きよう烈れつな衝撃が巻き上げるようにエルザを襲おそい、吹ふき飛ばす。

　次の瞬しゆん間かん、尻しりから地面に叩たたき付けられ、はっとエルザが頭上を見上げれば──

「──あっ」

「エルザァアアアアアアアアアアア──ッ！」

　リィエルがエルザに向かって、大剣を大上段に振り上げており──

　ふと、エルザの脳裏に蘇る『炎ほのおの記き憶おく』。真っ赤に染まる世界。

　眼前で大剣を振り上げる少女イルシア。それは、いつかどこかの光景の焼き直しで──

（……ごめん……なさい……お父さん……お母さん……）

　ごっ！　振り下ろされる大剣。

　空気を割り裂さく音が壮絶に響ひびき渡わたった……

　…………。

　……だが。

　エルザに死を運ぶ衝撃は……いつまで経たっても、来ない。

（……？）

　思わず堅く目を閉とざしていたエルザが、恐る恐る目を開けば……

　リィエルは、エルザの頭を左右に叩き割る寸前で……剣を止めていた。

「……ね。もうやめよう、エルザ……」

　そう呟つぶやいて、静かにエルザを見下ろすリィエルは……

「お願い……話を聞いて……わたし……エルザを傷つけたくない……」

　目め尻じりに……涙なみだを浮うかべていたのだ。

「──ッ!?」

　そんなリィエルの姿に、エルザの『炎の記憶』が再び燃え上がる。

　そうだ。かつて、あの何もかも赤い世界で──

　私に剣を振り下ろした最後の瞬間、イルシアは──

（父を殺し、母を殺し、私から何もかもを奪うばった、あのイルシアは──）

　今のリィエルとまったく同じ体勢で、剣を寸止めして──

　無言で──今のリィエルとまったく同じように──

　──泣いて、いたのだ。

「……ぁ」

　エルザの怒いかりが、あの日の屈くつ辱じよくが──油を差したように激しく再燃する。




　ふざけるな。人殺しめ。外げ道どうめ。許せない。

　人でなしが、人のように、涙を流すな。

　泣きたいのは──泣きたかったのは──こっちの方だ──ッ！




「──ぁああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　エルザの刀を握にぎる手が、衝動的に跳はね上がる。

「──ッ!?」

　今度は逆に、エルザの裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうに怯ひるんだのは──リィエルだ。

　リィエルが跳び下がって、エルザの刀を避よける。

　跳ね上がった刀は頭上で旋せん回かいし、その切っ先は流れるように鞘口へと吸い込まれ──

　納刀、そのままエルザは最後の発条と魂を振り絞しぼって──突とつ進しん。

「イルシアァアアアアアアアアアアアア──ッ！」

　エルザが発したあまりにも強い憎ぞう悪おと憤ふん怒ぬに、リィエルの反応が一瞬、遅おくれる。

「え、エルザ……」

　リィエルが力なく大剣を構え直すが──

　エルザは既すでに、リィエルを己が一足一刀の間合いに捉とらえている。

「はぁあああああああああああああああ──ッ！」

　霞かすみ動く右手と共に、エルザの神速の踏ふみ込みが地を削けずった。

　一いち陣じんの風が吹き抜け──リィエルの後ろ髪がみが、ふわさ、と後ろへ棚たな引びく。

　……気付けば。

　エルザは剣を振り抜いた格好で残心し、リィエルと背中合わせに立っていた。

　しばらくの沈ちん黙もくの後──

「──殺とった」

　エルザがくるりと刀を払はらい、ゆっくりと……鞘さやに……納める。

　かきん。刀の鯉こい口ぐちが鳴る音と共に──

　ぱっ！　色いろ鮮あざやかな血けつ華かが、エルザの背後で咲さいた。

「あっ……」

　呆ほうけた呟きと共に。リィエルは鮮せん血けつをまき散らしながら……がくりと膝ひざを折って。

　……そのまま糸の切れた人形のように、倒たおれ伏ふすのであった。

「はぁー……はぁー……や、やった……」

　鞘に納めた刀を杖つえ代わりに、震ふるえる膝を叱しつ咤たして立つエルザが満足そうに呻うめく。

「……勝った……終わった……これで……やっと、私の人生が……始まる……」

　そう。これで終わりだ。ようやく過去に決着がついた。

　イルシアという許されがたい重犯罪者を降くだすことと引き替かえに、自分は再び父のような軍人になるという夢を目指す……元より、そういう約束だったのだ。

　そう、終わりだ。全すべてが終わり……そして、始まるのだ。

「……イルシア……安心しなさい……殺してはいないわ……」

　激情のあまり、殺してしまうかもしれない勢いで振り抜いてしまったが──なぜか、いざその瞬間、エルザの手が縮こまったのだ。

　ゆえに浅かった。エルザの刀はリィエルの右みぎ脇わき腹ばらから左ひだり肩かたにかけて斬きり裂いたが……即そく座ざに死に至るような外傷ではない。

「そうよ……貴女あなたは、法の下の裁きを受け、罪を……」

　エルザが背後を振り返る。

　血だまりの中に倒れ伏すリィエルを訣けつ別べつするように睨にらみ付ける──が。

　どくん。

　血ち塗まみれのリィエルの姿を見た瞬間──エルザの心臓が一つ、大きく跳ね上がった。

「あ、れ……？」

　途と端たん、ぐらぐらとエルザの視界が歪ゆがみだす。動どう悸きが激しくなり、呼気が過呼吸となる。

　身体から、みるみるうちに力が抜けていき……不意に猛もう烈れつな嘔おう吐と感に襲われて……

「──ぉお、おえぇ……げぼっ！　ごほっ！　あぐ──」

　エルザは地面に突つっ伏ぷして、胃の中の全てを吐はき出していた。

「……なん……で……？　どう……して……？」

　信じられない、と。エルザは震える自分の両手を呆ぼう然ぜんと見つめる。

　思わず目め頭がしらが熱くなり、ぼろぼろと悔くやし涙が零こぼれてしまう。

「わ、わたしは……イルシアに勝って……過去を……『炎の記憶』に……打ち克かった……はず……じゃ……ッ！　でないと……私は……何の、ために……ッ!?」

　駄だ目めだ。気分が悪い。頭が痛い。寒気と吐き気が酷ひどい。

　全身が瘧おこりのようにがたがたと震え、がちがち歯が鳴って止まらない。

「……そう、だ……眼鏡……眼鏡はどこ……？」

　エルザが怯おびえて縮こまった子供のように、きょろきょろと周囲を見み渡わたす。

　すると、少し離はなれた場所に、さっき自分が捨てた眼鏡が落ちていた。

　震える膝を叱咤し、刀を杖代わりに辛うじて立ち上がり……そのまま、何か急せかされるように、ふらふらと眼鏡の場所へ歩いていく。

「……め、眼鏡……早く……眼鏡を……ッ！」

　そして、もう少しで眼鏡を拾える……といったところで。

　ぐしゃ。エルザの目の前で、その眼鏡は無残に踏み潰つぶされていた。

「な……」

「ご苦労様、エルザ」

　いつの間にか、その人物はそこにいた。

　エルザを頭上から厭いやらしい表情で見下ろすその女は──マリアンヌだった。

　その周囲に、無数の女子生徒を引き連れ、佇たたずんでいる。

　マリアンヌに付き従う少女達は、一年次生だったり、三年次生だったりと、所属クラスや年次共にバラバラで、共通点がまったくなかった。

「……ごめんなさいねぇ？　もうすっかり暗くて、足元が見えなくて、貴女の眼鏡をつい踏んじゃった。……やっぱり拙まずかったかしらぁ？」

「くっ……」

　無残に割れてしまった眼鏡から、エルザは憎にく々にくしげにマリアンヌへと視線を移す。

　そして、精せい一いつ杯ぱい、平静を取り繕つくろって、言った。

「別に……また買い直せば済む話です。それよりも……」

「ええ、わかってるわよ」

　マリアンヌがさっと手を振ふり上げると、周囲の女子生徒達が無言で動き始める。

　倒れ伏すリィエルに、封ふう魔まの術【スペル・シール】を付呪エンチヤントし、頑がん丈じようなロープでリィエルの身体からだをきつく拘こう束そくしていく。

「うふふ……ようやく、この子を確保できたわ……貴女のおかげよ、エルザ」

「ふん……別に貴女のためにやったわけではないです。……それよりも、約束は守っていただけるんでしょうね？」

「……貴女を、軍学校に戻もどすって話かしら？」

「ええ、そうです。私が重犯罪者のイルシアを倒し、捕とらえたなら……貴女は私を、軍学校に戻す手配をする……そういう約束でした」

　そんな話を持ちかけられたからこそ、エルザはマリアンヌに協力したのだ。

　もう二度と、顔も見たくなかった、このマリアンヌに──

「ええ、もちろんよ、エルザ……貴女はすぐにでも軍学校に戻してあげる……」

　そして、マリアンヌはそんなエルザに、にっこりと笑って答える……

「……なぁんて、言うと思った？　貴女って本当に馬ば鹿かねぇ」

　……まるで嘲ちよう弄ろうするかのように。

「な……ッ!?　それは一体、どういう……？」

　と、その時だった。

　エルザが杖代わりにしていた刀を、再び構え直す。周囲を鋭するどく警けい戒かいする。

　周囲の女子生徒達が、エルザに向かって細剣レイピアや魔術を構えていたのだ。

「……一体、これはどういうつもりですか？　マリアンヌ」

「エルザ……貴女はしきりに、リィエルという少女を帝てい国こく法に基もとづいて処断することを主張しますが……そんなこと、できるわけないでしょう？」

　エルザの問いに答えず、マリアンヌはにたりと嗤わらってそんなことを言った。

「あ、貴女は一体何を言って……？　貴女は反国軍省側の人間でしょう？　アルザーノ帝国魔術学院における利権的に、リィエルという少女が邪じや魔ま……ゆえに排はい除じよしたかった……利害が一いつ致ちしていたからこそ、私は大だい嫌きらいな貴女の提案を吞のみ、今回の一件に協力した……過去と名前を偽いつわって、帝国軍に在ざい籍せきしている彼女の不正を暴あばくために！」

「あーら、そうだったかしら？」

「惚とぼけないでください！　そのために、貴女は私にイルシアの情報を持ってきた！　外界から隔かく絶ぜつされたこの学院に、短期留学という形でイルシアをおびき寄せ、私は彼女の身み柄がらを押さえた！　法ほう廷ていで彼女の罪を立証するために！　違ちがうのですか!?」

「あははっ、馬鹿ねぇ、エルザ。リィエル＝レイフォード……彼女を法廷で告発することなんか出来ないわ。無む駄だなのよ、そんなことは」

「……は？」

「彼女は別に不正などしていないわ。元・天の智ち慧え研究会の暗殺者……それを織り込み済みで帝国軍は彼女を飼っているんだもの。少しでも戦力が欲ほしい帝国軍が、首輪をつけて飼い馴ならした彼女を今さら手放すわけないじゃない？　彼女を告発しても無駄よ？　どうせ握り潰されるだけだわ」

「……ッ!?」

　そんなマリアンヌの物言いに、エルザの瞳ひとみに烈れつ火かが宿った。

「話が違います……ッ！　だったら貴女は何がしたかったの!?　私に妙みような取引を持ちかけ、イルシアと戦わせて、イルシアを拘束し──一体、何のつもりなんですかッ!?」

「彼女を欲しがっている連中がいるのよ……実験サンプルとしてね」

「……は？　実験サンプル？」

「その名も、帝国政府魔導省の極ごく秘ひ魔術研究機関……蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ」

　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ。マリアンヌから漏もれたその言葉に、エルザが失しつ笑しようする。

「蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ……？　は、はは……貴女、正気ですか？」

　それは一昔前、帝国で流行はやった都市伝説の一つだ。

「魔導省の特別裏予算枠わく……『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』や『Projectプロジエクト：Frameフレイム of Megiddoメギド』などの禁きん呪じゆ法を、女王陛下にすら極秘で今も研究開発し続けているという帝国魔術界の最暗部……そんな機関が、本当に存在すると本気で思っているのですか？」

「……本当に存在するとしたら？」

　マリアンヌが背筋の凍こおりそうな笑えみを浮うかべる。

「現在、帝国政府は、国軍省や強きよう硬こう派は議員を筆頭とする『武断派』と、魔導省や穏おん健けん派は議員を筆頭とする『文治派』がそれぞれ一大勢力を築いているわ。けれど、隣となりにレザリア王国という狂きよう信しん者しやどもの国が、常に帝国の併へい合ごうを狙ねらっている昨今、富国強兵路線を行く帝国では、多大なる予算を優ゆう遇ぐうされている国軍省、『武断派』の発言力はとても大きい……おまけに国軍省には、国内最強の魔導士が集う帝国宮きゆう廷てい魔導士団も存在する……帝国の基幹を支える魔術を統とう括かつしているはずの魔導省の連中は、どうにもこれが面おも白しろくない」

「…………」

「なら、どうする？　国軍省の連中が喉のどから手が出るような、替かえの利きかない魔導技術を開発できたら？　特に、死者を擬ぎ似じ的にでも蘇よみがえらせるような……そんな魔術があれば……常に戦力損そん耗もうに頭を悩なやませている国軍省……ひいては帝国軍はどう出ると思う？　それがたとえ、表に出せない禁断の術であっても……実際にあれば、魔導省に頭を下げるしかないわよね？　ほら、あっという間に立場が逆転するわ……」

「まさか……『Project：Revive Life』……ッ!?」

「ご名答。表向きは女王陛下の勅ちよく令れいで凍とう結けつしたプロジェクトだけど、裏では密ひそかに…ふふっ、別に珍めずらしくもない、どこでもよくある話ねぇ」

「噓うそです！　そんなのあるわけない！　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツなんて、ただの都市伝説……ッ！」

「だから、あるんだって。……だって、私、元・蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの研究員だし」

「な……ッ!?」

　それこそ絶句するしかなかった。

「昔、ちょっとポカやらかしちゃって、機関を追い出されちゃってね……今は、こんな下らないお嬢じよう様さま学院の学長なんかに封ふうじられちゃったけど……でもね、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツに戻るチャンスが降って湧わいてきたってわけ……」

　呆あつ気けに取られるエルザを、マリアンヌはどこまでもあざ笑う。

「そう。それが、貴女がイルシアと呼んでいるリィエル＝レイフォードの捕ほ獲かく。これを為なせば……私を蒼天十字団ヘヴンス・クロイツに戻すっていうお達しが、上から来たってわけ」

「そ、そんな馬鹿な話がありますかッ!?」

　エルザが腕うでを振って否定する。

「なんで、イルシアを捕らえたら組織に戻れるんですか!?　仮に事実だとして、『Project：Revive Life』の再開発を目もく論ろむ蒼天十字団ヘヴンス・クロイツがどうして、イルシアを──」

　そこまで、言いかけて……エルザは、ふと気付いた。

　──ち、違う……わたしじゃ……ううん……でも、イルシアは、わたしでもあって……

　──ねぇ、エルザ。話をしたいの。わたし……あまり頭、良くないから……うまく伝えられるかどうかわからないんだけど……イルシアについて……

　先刻、エルザが、リィエルをイルシアだと責めた時。

　なぜか、リィエルはそれを完全否定するでもなく……でも、どこか他人ひとごとで……

　まるで自分以外に『イルシア』という少女がいたような……そんな口ぶりだった。

「……噓……まさか……そう、なの……？　リィエル……あ、貴女は……」

　エルザは自分が思い至ったことに、呆然とする。とても信じられないが……蒼天十字団ヘヴンス・クロイツがリィエルを欲しがる理由なんて、それくらいしか考えられないのだ。

「ようやく、気付いたようね、エルザ……そうよ、その通りよ」

　マリアンヌが悪魔のように嗤った。

「リィエル＝レイフォード。彼女は天の智慧研究会が完成させた『Project：Revive Life』で、イルシアを元に創つくられた魔造人間なの。これから『Project：Revive Life』を形にしたい蒼天十字団ヘヴンス・クロイツにとっては、喉から手が出るほど欲しい研究サンプルよねぇ……？」

　ならば、自分がやったことに……正義はない。復ふく讐しゆう、敵かたき討うちですらない。

　最後まで自分を傷つけたくないと言ってくれた少女に対する、最低最悪の狼ろう藉ぜきだ。

「そ、そんなの……噓です……ッ！　大体、リィエルが『Project：Revive Life』で誕生したなんて、そんな情報、一体、どこから……ッ!?」

「さぁ？　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツと天の智慧研究会は昔から協力関係だったーみたいなことを噂うわさで聞いたことあるけど、その関係じゃない？　ま、情報の出所はどうでもいいわ。私にとって重要なのは、リィエルを捕獲すれば、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツに復帰できる……それだけよ」

「この……人でなし……ッ！」

「そして──もちろん、貴女あなたにもご同行願うわよ、エルザ」

　マリアンヌが獲え物ものを狙う蛇へびのような目で、エルザをねっとりと睨ねめ付ける。

「な……ッ!?」

「当然でしょう？　貴女はもう秘密を知っちゃったんだし……まぁ、最初から貴女も捕らえて連れて行く気だったから、べらべら話したんだけど……あなたの戦せん闘とう技術は『Project：Revive Life』を推おし進める観点からでも魅み力りよく的だしねぇ」

「……私の剣けん術じゆつが!?　な、なぜ!?」

「だって、そうでしょう？　元々、『Project：Revive Life』は、死者を擬似的に復活させることで、替かえの利かない戦力の再生をコンセプトとしているのよ？　どれだけ、生前の戦闘技術を再現できるか……そこが要よう諦ていよ？　なら、貴女も『Project：Revive Life』の再生素体として素す晴ばらしいじゃない、エルザ。なにせ、貴女はリィエル同様、その若さですでに完成された天才剣士なのだから！」

「あ、貴女は……」

　父から受け継ついだこの技わざを。自分が必死に鍛きたえ上げたこの技を。

　この女は──そんな下らないことのために、利用しようというのか。

「……許せない……そんなことのために、この私を利用して……食い物にしてッ！　貴女達は、いつもそうだッ！　この私から何もかも奪うばっていく！　家も、財産も、誇ほこりも、あまつさえ、技さえも──これが許せるかッ！　叔母上ぇええええ──ッ！」

「あはっ！　貴女の許しなんて要いらないわ！　さっさと大人しく捕つかまってちょうだい！」

　マリアンヌがあごをしゃくると。

　女子生徒達が、無言でエルザへの包ほう囲い網もうを狭せばめていく。

「あ、貴女達……今の話、聞いてなかったの!?　なぜ、こんな女のいいなりに──」

「あら？　彼女達は自ら望んで、私に協力しているのよ？」

　動どう揺ようするエルザを、マリアンヌがどこまでもあざ笑う。

「私に協力してくれたら、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの構成員に加われるように口を利いてあげる──皆みな、それであっさり転がったわ」

「な……ッ!?　う、噓でしょう……？」

　信じられないとばかりにエルザが周囲を見み渡わたすが……みんな、本気の目だ。

「何も息いき詰づまっているのは、貴女達のクラスだけじゃないの。この学院に在籍している生徒達は、決められた将来、閉へい塞そくした空間……みんな、息が詰まってウンザリしているの。自由が欲しい。人とは違う何者かになりたい……そんな願望を抱かかえてね」

「な、なんてことを……」

　だが、エルザはそんな彼女達の心情が、理解できなくもなかった。

　聖リリィ魔ま術じゆつ女学院はお嬢様学校。貴族や豪ごう商しようなど上流階級層の娘むすめが、それに相応ふさわしい教養を嫁よめ入いり前に身につけるために入学させられる学校。己おのれが未来を切り開くために入学するアルザーノ帝てい国こく魔術学院とは、性質がまったく違ちがう。

　卒業後の将来に自由はなく、家を継ぐか、政略結けつ婚こんの道具とされるか……ほとんどの者達が先の見えた人生、行き詰づまった閉へい塞そく感に大なり小なりあえいでいるはずだ。

　マリアンヌの誘ゆう惑わくは、そんな枯かれた生徒達の心にさぞかし甘く響ひびいたことだろう。

　伝説的な政府の極秘機関。その一員になれる──他の何者でもない特別な自分になれる──それは、現状を自分の力で打破する力もなければ、気き概がいもない、諦てい観かんの沼ぬまで溺でき死ししかけていた者にとっては、蜘蛛くもの糸のようなもの……希望そのものだったはずだ。

　だが──

「そんな素人しろうとの寄せ集めで、私を捕とらえられると……本気で思っているのですか？」

　エルザが居合いの構えを取る。張り詰めるような剣気と威い圧あつ感が、周囲に放たれる。

　気け圧おされ、無意識のうちに恐おそれ、一歩下がってしまう女子生徒達。

　普ふ通つうなら、リィエルに匹ひつ敵てきするエルザを相手に、お嬢じよう様さま達が十人群れようが、百人群れようが敵かなうはずもないが──

「敵うわよ。……貴女になら、ね」

　マリアンヌが腰こしに吊つっていた古剣を、左の逆手で、ほんの少し鞘さやから引き抜ぬくと。

　ぼっ！　不意に、エルザの周囲に燃え上がった、いくつかの小さな炎ほのお──

「あ……」

　火勢は強くない。エルザの肌はだを直接、炎が焦こがすわけでもなく、ただ、焚たき火のようにエルザの周囲を取り囲むように、炎は燃えているだけ。

　ただ、それだけ。それだけだが──

「あ、……あ、あ……」

　エルザはみるみるうちに、青ざめ、全身を瘧おこりのように震ふるわせて─ー

　がしゃり、と刀を取り落とし……

「ぁああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　頭を抱えて蹲うずくまり、金切り声と共に悲鳴を上げていた。

「あっははははははははっ！　残念だったわねぇ、エルザッ！　そう、貴女は強いわ、この場の誰だれもが敵わないでしょうね！　でも、貴女には致ち命めい的な弱点があるッ!?」

「嫌いやぁああああああ──ッ!?　嫌だ、嫌だ、助け、助けてぇえええ──ッ!?」

「そう！　貴女は致命的な心的外傷トラウマを抱えているわ！　貴女は、炎、赤、血──『炎の記き憶おく』を連想させるものが、まるで駄だ目め！　それらを直視すると、クソガキのように取り乱し、まったく使い物にならなくなるッ！」

「あああああ──ッ!?　嫌ぁっ!?　熱い、熱いッ!?　血が……赤がぁッ!?」

「それでも、眼鏡をかけた平時の貴女なら、硬こう直ちよくして動けなくなる程度……直視さえしなければ、なんとか日常生活はできる……そのための眼鏡だものね!?　でも、眼鏡を外して武人状態となった貴女は、赤い色や炎を見ただけで、パニックに陥おちいってしまう！」

　マリアンヌがさらに剣を鞘から引き抜くと、炎の加勢が一気に強くなる。

「貴女が他人を遠ざけるのも、それが原因よっ！　皆、哀あわれな貴女に気を遣つかって、炎の魔術を自重してくれて、赤い物を遠ざけてくれて……それが申し訳なくて、貴女は誰とも打ち解けられない！　もうお馬ば鹿かとしか言いようがないわねぇええええ──ッ!?」

「嫌ぁ！　嫌ぁああぁぁああぁ……ッ!?　やめてぇええええ──ッ!?」

「傑けつ作さくねぇ！　貴女、将来、父親のような立派な軍人になりたいんだっけ!?　無理よ、そんなのッ！　炎や血が駄目な人間が、よりにもよって軍人!?　お笑いだわッ！　あっははははははは──っ！　貴女なんか魔術実験用サンプルがお似合いだわッ！」

　そして、パニックを起こしたエルザは、ろくな抵てい抗こうも出来ず、女子生徒達にあっさりと取り押さえられ、縛しばり上げられてしまう……

「助け……助けて……炎が……赤色が……熱い……熱いよ……うぐっ！」

「うるさいわね、いつまで叫わめいているのさ！」

　手足を縄なわで縛られて転がされて尚なお、震えて怯おびえて泣きじゃくるエルザの腹に、マリアンヌが容よう赦しやなく蹴けりを入れて、黙だまらせる。

「さて。どうしますか？　マリアンヌ学院長……」

「予定通り列車が到とう着ちやく次し第だい、手て筈はず通り発車準備開始。用意が出来次第、二人を連れて帝都に向かって出発するわよ」

　女子生徒の一人がマリアンヌに問い、マリアンヌが指示を飛ばす。

「……それよりも……貴女達こそ本当にいいのかしら？　もう引き返せないわよ？」

　そして、マリアンヌが女子生徒達に試ためすようにそんなことを問うが……

「いいんです、構いません！　もう、とっくに覚かく悟ごはしました！」

「何もかもが嫌なんです、この学院も、家も、先の見えた人生も……ッ！」

「私達は、家や血を繫つなぐための道具じゃない！　特別な何かになりたいんです！」

「そう……いい返事ね」

　女子生徒達から口々に帰ってきた返答に、マリアンヌは満足そうに頷うなずいた。

「なら、行動を開始しましょう。皆、出しゆつ立たつの準備を。今夜は忙いそがしくなるわよ……」

「「「「はいっ！」」」」

　マリアンヌの指示に、女子生徒達は威い勢せい良よく応じるのであった。




　──と、そんなマリアンヌ達の様子を。

（やれやれ……大変なことになってしまいましたね……）

　ジニーが息を潜ひそめ、駅前広場に面した道の角の物もの陰かげから窺うかがっていた。

（宴えんもたけなわなのに、リィエルさんとエルザさんがまだ帰ってこない。皆で手分けして学院内を探していたのですが……まさか、こんなことになっているなんて……）

　ジニーが脂あぶら汗あせを流しながら、駅構内へと入っていくマリアンヌ達の様子を観察する。

　読どく唇しん術じゆつで察するに、マリアンヌ達はこれから鉄道列車にリィエル達を積み込み、そのまま帝都へ出発するらしい。

　見れば確かに、この時間帯には有り得ないはずの蒸気機関車の影かげが、闇やみに紛まぎれてゆっくりと駅構内へ進入しつつあった。音がまったく立たないのは、この辺りの線路一帯に、音声遮しや断だんの魔術か何かが予あらかじめ施ほどこしてあったためだろう。

（『Project：Revive Life』とか、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツとか、眉まゆ唾つばですが……どのみち、これは完全に私の手に余る案件……そもそも多勢に無勢が過ぎます……）

　マリアンヌを取り囲む四十人近い生徒達の数に、ジニーはそう冷静に判断を下した。

（レーン先生に一度、報告しに戻もどるべきですね……）

　ジニーが踵きびすを返し、その場をそっと立ち去ろうとした──その時だった。

「ふぅん……妙みようなデバガメっ娘こがいるじゃない……？」

　不意に背後にかけられた声に、ジニーがぎくりと硬直した。

　物陰から、路地から、細剣レイピアなどで武装した女子生徒達がぞろぞろと現れる。

　この状じよう況きよう的に、もしかしなくてもマリアンヌの手の者だ。

　総勢、十二名。気付けばジニーは、周囲を完全に取り囲まれていた。

（……未熟。あまりの事態に動転してて、接近に気付かなかった……シノビ失格です）

　見れば、聖リリィ魔術女学院の中でも、指折りの実力者として知られる生徒……フランシーヌやコレットにも匹敵すると噂うわさされるような連中が、ちらほらと散見される。

　一対一ならば、そう負けはしないが……この人数差はあまりにも厳しい。

「……そんなに、この学院が嫌ですか？　敷しかれた線路の上を行くのが嫌ですか？」

「当然でしょう？　嫌に決まっているじゃない」

　ジニーの侮ぶ蔑べつするような問いかけに、女子生徒達は口々に言った。

「ふん……今の状況を変える力もなければ、努力をするでもない。そもそも、変える度胸すらないくせに願望だけは一人前なんですね？　……何？　政府秘密機関の構成員？　笑わせますね、子供の妄もう想そうですか？　思春期こじらせすぎでしょう、バカバカしい」

「何とでも言いなさい、ジニー。貴女あなたのご主人様も似たようなものでしょう？」

　思わず言葉に詰まってしまうが、今は問答している場合じゃない。

　一刻も早く、この状況をレーン先生に伝えなければならない。

　じり……退路を見つけださんと、ジニーが一歩下がると……

「あら？　逃にげるの？　ジニー」

　敏びん感かんにその気配を察した女子生徒達が、口々に挑ちよう発はつするように言った。

「いつも貴女、言ってるじゃない？　一族の誇りがー、とか。生き恥はじがー、とか」

「敵に無様に背を見せるくらいなら、誇り高く華はな々ばなしく戦って散るんじゃなかった？」

「貴女の覚悟ってその程度なのかしら？　ふぅん……東方のシノビ？　だか、なんだか知らないけど……貴女の一族ってあんまりたいしたことないのねぇ……？」

「ぐ……この……ッ！」

　その侮ぶ辱じよくに思わずジニーの思考が沸ふつ騰とうし、後先考えない突とつ撃げきをしかけるが──

　──勝てないと思ったら、とっとと退ひけ。

　──プライドなんかドブに捨てて、別の手段を考えろ。お前の目的は何だ？

　ふと、胸きよう裏りに蘇よみがえったグレンの言葉が、ジニーの冷静さをぎりぎりで繫ぎ止める。

「……お言葉ですが」

　がり、と。ジニーは歯を食いしばって屈くつ辱じよくを飲み下す。己おのが未熟をこそ憎にくむ。

「今の私は、誇ほこり高きシノビであると同時に……一応、魔ま術じゆつ師しでもあります。悪いですけど、逃げの一手を打たせていただきます。貴女達の思おも惑わく通りにはさせない」

「あははっ！　意外ね!?　そう、やってみなさいな……できるものならねぇッ！」

　こうして、人知れない路地裏で──

「押し通ります──はぁああああああああああ──ッ！」

「きゃっははははははははは──ッ！　遊んであげるわぁ！」

　ジニーと、ジニーを取り囲む女子生徒達の、剣撃と魔術が炸さく裂れつするのであった。
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「ったく、あいつら、どこ行ったんだよ……？」

　一通り聖リリィ魔術女学院敷しき地ち内を回って、元の送別会場のオープンカフェに戻ってきたグレンがため息を吐ついていた。

「多分、リィエルとエルザさん、一いつ緒しよに居るはずなんだけど……」

　グレンの隣となりに佇たたずむルミアも心配そうだ。

　今、学院敷地内を、グレンの担当クラスの生徒達で手分けして捜さがしている。

　とはいえ、だだっ広い学院敷地内は、月組の四十名前後で探すには少々広過ぎる。

「あー、駄目だ駄目だ、見つからねえなぁ……」

「寮りようや校舎の方には居ませんでしたわ」

　そうこうしているうちに、コレットやフランシーヌら月組の生徒達も戻ってくる。

「おう、お前ら、悪いな」

「いいってことよ、先生。今日で最後だからな！」

「短い間とはいえ、共に日々を過ごした仲間ですしね」

　コレットとフランシーヌが笑う。

　つい二週間前、あれほど激しく争い合っていた間あいだ柄がらが噓うそのようだ。

　無論、未いまだ両派は閥ばつ間で子供のじゃれ合いみたいな喧けん嘩かはあるが……派閥同士の軋あつ轢れきは、徐じよ々じよに緩かん和わしつつあるようであった。

（それはさておき……あいつら、マジでどこ行ったんだ？）

　いくらなんでも、戻ってくるのが遅おそすぎる。おかしい。

　元より、マイペースなリィエルだが、今はエルザがついているのだ。せっかくの送別会が開かれている状況で、そう勝手な真似まねをするとは考えがたい……のだが。

（……なんだ……？　この胸むな騒さわぎは……？）

　あのコミュ障なリィエルに、なぜか最初から仲良くしてくれたエルザ……彼女に覚えていた微かすかな違い和わ感が、不意に、この不自然な状況下で再び鎌かま首くびをもたげてくる。

　そんなグレンの心中も露つゆ知しらず……

「ねぇ、ひょっとして……リィエルとエルザさん……二人とも……アレじゃない？」

　システィーナが、井い戸ど端ばたで噂うわさ話ばなししているオバチャンのような笑えみを浮うかべている。

「……アレ？　……ってなんだよ？」

「も、もうっ!?　先生ったら！　アレはアレよっ！　言わせないでよっ！」

　ばしばしグレンの背中を叩たたくシスティーナは頰ほおが紅潮し、テンションがおかしい。

「だってさぁ、あの二人、あんなに仲が良くてさぁ……私達が妬やけちゃうくらい、いつも一緒でさぁ……もう、私の鋭えい敏びんで精度抜ばつ群ぐんの恋れん愛あいセンサーにビビッと来たわね！」

「鋭敏で精度抜群の恋愛センサー……？」

　得意げなシスティーナの言葉に、ルミアが曖あい昧まいな苦笑いを浮かべる。

「うん、そのセンサーはきっと自分には効かないんだよね？　うん、わかる」

「え？　何のこと？　ルミア。……まぁ、それはともかく！」

　意味不明のルミアの言葉に、システィーナが怪け訝げんそうな顔をするが、すぐに気を取り直し、グレンへと指を突つきつける。

「あの二人はきっと、好き合っているに違ちがいないわ！　きゃーっ！」

「アホか。女同士で何言ってんだ」

「わかってないわね！　人を愛する気持ちの前に、性別の差なんて些さ細さいな──」

「小　説　の　読　み　過　ぎ　だ」

　セメント対応のグレンに、システィーナがムキになって反論しかけると──

　がたんっ！　がっしゃああああんっ！

　突とつ然ぜんのけたたましい物音に、その場の一同がその物音がした方向へ一いつ斉せいに振ふり返る。

　隅すみの屋外テーブルを、倒たおれた勢いで派手にひっくり返したその少女は──

「はぁー……はぁー……やれば、できるもの……で、げほっ……ごほっ……ッ!?」

「ジニーッ!?」

　見るも無む惨ざんに全身傷だらけで、ぼろぼろに疲ひ弊へいしきったジニーであった。

「今、戻ったのか……って、なんだこりゃ!?　お前、何があった!?」

「じ、ジニーッ!?　ああっ、酷ひどいッ！　し、しっかりしてくださいましっ！」

　フランシーヌが今にも泣きそうな表情で、ジニーへと駆かけ寄りジニーを助け起こす。

「ああ、ジニーッ！　お願い……ッ！　わたくし、貴女がいなくなったら……ッ！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、お嬢じよう様さま……この程度じゃ人は死にません……大分、こっぴどくやられましたがね……まぁ、無様に逃げ回った甲か斐いがあったってもんです……」

「ルミア！　法医呪文ヒーラー・スペルを！」

「はいっ！」

　グレンの指示を受け、ルミアがジニーへと駆け寄る。この状況にもまったく動どう揺ようを見せず、丁てい寧ねいに呪文を唱え、ジニーの怪け我がを癒いやしていく……

「いえ、レーン先生。私の治ち療りようは後回しです……そんなことよりも、先生へ早急にお伝えしなければならないことが……実は……」

　ルミアの癒やしの手をそっと払はらい除のけて身を起こし、ジニーが衝しよう撃げきの事実を語る──

　…………。

　……。

「マリアンヌ学院長と……エルザが……リィエルを……？　噓……」

「この学院の一部の女子生徒達まで……？　くそ……マジかよ」

　ジニーが持ち帰った情報に、システィーナとグレンは絶句するしかない。

「魔導省の極ごく秘ひ魔術研究機関、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ……軍属時代、俺も噂程度にゃ聞いたことあったが……まさかマジ話だったとはな……ッ!?」

　ジニーの話で全すべてを察したグレンが、拳こぶしを握にぎり固める。

　リィエルの不自然な短期留学オファー……今回の一件はそういうことだったのだ。

「な、なんだか……話が突然、壮そう大だい過ぎてついていけませんわね……」

　フランシーヌを筆頭とする月組生徒達は、啞あ然ぜんとするしかない。

　そんな中、グレンはふと、思い出す。

　かつて、自分の最大の宿敵、歪ゆがんだ《正義》が置き土産みやげに吐いた、とある言葉を。




　──グレン、この帝てい国こくは……滅ほろびなければならないんだ──

　──この帝国は、とある邪じや悪あくな意思の下もとに創つくられた魔国なんだ──




　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ。帝国政府の極秘機関。天の智ち慧え研究会と通じているらしい。

　帝国政府と天の智慧研究会は、帝国有史以来の不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士のはずなのに──

　いや、そもそも、だ。

　世界指折りの国力を持つアルザーノ帝国が、なぜ、たかが一魔術結社に有史以来、ずっと翻ほん弄ろうされ続けてきたのか？　それはきっと、誰だれもが薄うす々うす覚えていた違和感だ。

　そして、帝国各地で常に容易たやすく暗あん躍やくする、天の智慧研究会の外げ道どう魔術師達……

（まさか……そういうことなのか？　それとも、これはまだ氷山の一角だというのか？）

　ジャティス……お前は一体、何を知っている？　一体、何を見た？

「──いや、今はそんなことより、リィエルだ」

　頭を振ってその嫌いやな予感を追い出し、グレンはこれからの方針を思し索さくし始める。

「先生……リィエルさん達を助けるなら、急いで下さい……」

　ルミアの法医治療を受けるジニーが、怪我の痛みを堪こらえながら言った。

「学院長達は、列車庫の鉄道列車を奪うばい、つい先刻、出発しました……」

「なっ……もう出発しただと!?」

「すみません、先生……私が包ほう囲い網もうの突とつ破ぱに手間取ったせいで……間に合わな……」

「いや、お前のせいじゃねえ……むしろ、よく情報を持ち帰った……しかし……」

　出発されてしまった以上、列車が相手ではもう間に合わない。仮にグレンが白しろ魔ま【フィジカル・ブースト】を、魔力全開で身体能力を強化して、追いかけても……だ。

　そもそも、白魔【フィジカル・ブースト】は、ごく短時間の戦せん闘とうパフォーマンスを高めるための術だ。無む駄だな魔力消費と肉体負担を避さけるため、戦闘中でも常時かけっぱなしというわけではなく、細かくスイッチをオンオフして使用するものだ。

　本来、持久的な長ちよう距きよ離り移動をするための術ではないのである。そんな使い方をすれば、あっという間に魔力が枯こ渇かつしてしまうし、肉体が負ふ荷かに耐たえられない。ルミアの能力を使っても同じだ。もし、追いつけるとしたら──

「……白しろ猫ねこ。お前、『疾風脚シユトロム』で、先行する列車を追いかけて俺を運べるか？」

「ご、ごめんなさい……『疾風脚シユトロム』の制せい御ぎよは……まだ、私一人で飛ぶのが精せい一いつ杯ぱいで……先生と一緒に飛んだら、きっとどこかで失速して挽ひき肉にくになっちゃう……」

　申し訳なさそうなシスティーナに、そうか、とグレンが無念そうに呻うめく。

　帝都行きの列車に乗った……ということは、恐おそらく帝都のどこかで、魔導省の裏側の連中と落ち合うつもりなのだろう。

　そうなったらゲームオーバーだ。魔導省は、帝国内においては国軍省に並んで力を持つ有力省庁……なにより政府側の人間だ。この下手に味方側なのが災いする。

　もしそうなれば……リィエルとエルザの足取りは、もう一生摑つかめないだろう。

　俺としたことが、なんて様ざまだ……グレンがそう懊おう悩のうしていると。

「いや、先生……まだ、手はあるぜ……」

「ええ、そうですわね。わたくし達、全員が力を合わせれば……あるいは」

　コレットと、フランシーヌが、そんなことをグレンに言ったのであった。

「まぁ、ちょっと前までなら無理だったろうけどな……今なら……」

「そうですわね……私達が協力するなんて、かつてはありえないことでしたから……」

「お前ら……？　一体、何を言って……？」

　わけがわからず訝いぶかしむグレンに……

「決まってんだろ？　私達の仲間を、ここにいる私達全員で助けるって言ってんだよ！」

「『白しろ百合ゆり会』の皆みなさん、もちろん、協力してくれますわよね!?」

「『黒くろ百合ゆり会』の皆！　このまま、あいつらを見捨てるわけねえよな!?」

　そんな、フランシーヌとコレットの煽あおりに……

「「「「もちろんですわっ！」」」」

　その場に集つどう月組の生徒達全員が、一斉に声を張り上げる。

　最も早はや、『白百合会』も『黒百合会』も関係ない。同じクラスの仲間を助ける……そのただ一つの目的の下に、一いつ致ち団結するのであった。

「お、お前ら……」

　共に手を取り合って沸わき立つ少女達を前に、呆あつ気けにとられるグレンに。

「さぁ、先生！」

「一いつ緒しよに、エルザとリィエルを助けてやろうぜ！」

　フランシーヌとコレットが、力強く微笑ほほえみながら、手を差し伸のべる。




　──長い夜が──始まろうとしていた。




　夜の暗くら闇やみの中。

　がっしゃ、がっしゃ、と。蒸気機関が重じゆう厚こうな駆く動どう音を立てて、列車が線路を走る。

　その先頭の機関車にもっとも近い、一号車にて。

　マリアンヌは、オープンサロン車両の座席の一角に腰こし掛かけ、窓の外を眺ながめていた。

　森の夜景が後方に駆け流れていく中、窓の桟さんに頰ほお杖づえをつきながらほくそ笑む。

（全ては順調……機関車の操縦士は、必要な運転技術をプログラミングした魔導人形……リィエルとエルザも入念に拘こう束そくし、中央に設けた監かん禁きん用よう車両に押し込めてある……）

　マリアンヌの周囲では、学院の女子生徒達が和わ気き藹あい々あいとしている。皆、明日から始まる素す晴ばらしい日々への期待に胸を膨ふくらませているのだ。あの牢ろう獄ごくのような学院から逃のがれることができた……そんな解放感と安あん堵ど感が、女子生徒達を満たしていた。

（……この子達の人心掌しよう握あくも完かん璧ぺき……後の工作や事後処理も、魔導省側の特派員が上手うまくやってくれる手て筈はず……そう、何も問題はないわ……）

　唯ゆい一いつ、気がかりなことがあると言えば。

（そういえば、哨しよう戒かいしていた子達が取り逃したジニーという子……）

　マリアンヌは学院に在ざい籍せきする全ての生徒のプロファイルを把は握あくしている。どの生徒が蒼天十字団ヘヴンス・クロイツへスカウトするに相応ふさわしいか……それを入念に下調べしたからだ。

　もちろん、ジニーのプロファイルも、マリアンヌは完璧に把握しているのだが……

（彼女は一見、控ひかえめに見えてその実、自意識とプライドが非常に高い子……報告を受けたような状じよう況きようで、逃にげの一手を打つような子じゃなかったはずだけど……？）

　それゆえに、そんな些さ細さいな疑問と違い和わ感が、マリアンヌの脳のう裏りを過よぎる。

（でも、まぁ、関係ないわね……こうして出発してしまった以上、何も問題ない……）

　そう切り捨て、マリアンヌはジニーについて考えるのをやめた。

（そう、全ては順調……順調なのだから……）

　山やま間あいをゆっくりと徐じよ行こう運転する列車の窓の外には、深しん淵えんの闇が広がっていた──




　ダカカッ！　ダカカッ！　ダカカッ──

　暗く深い森の闇の中、風を切って疾しつ走そうする、蹄ひづめの音があった。

　ダカカッ！　ダカカッ！　ダカカッ──

　規則正しく地を叩たたくその音は、道なき道を、人の足にあり得ぬ速度で踏とう破はしていく。

　見れば、立派な駿しゆん馬めが轡くつわを並べて二頭──鬣たてがみを波立たせ、尾おをうねらせ、その野性的で力強い筋肉をしなやかに隆りゆう起きさせて四し肢しを躍やく動どうさせ、雄お々おしく森を駆け抜ぬけていく──

「ハイヨーッ！」

「ハイッ！　ハァッ！」

　時折、上がる少女二人の威い勢せい良いかけ声と、パァン！　と木霊こだまする鞭むちの音と共に。

　その二頭の馬をそれぞれ駆るのは、コレットとフランシーヌの二人だ。

　二人とも見事な手た綱づな捌さばきで、この暗い森の中を何の危なげもなく突つき進んでいく──

「ぎゃ─────ッ!?　舌した嚙かんだぁ!?」

「痛たたたた!?　お尻しりが痛ーい!?　も、もっとゆっくりぃ──」

　グレンとシスティーナ、それぞれを後ろに乗せながら、だ。

　コレットとフランシーヌは、馬の体力を気き遣づかわない限界酷こく使しで森の中を疾走していく。

　無論、こんな無む謀ぼうな道のりを、二人乗りで、ペース配分も考えずに走らせては、馬は長く保もたない。

　やがて、当然の如ごとく限界に達した馬の速度が、みるみる落ちかけた……

　まさにその時だ。

　しゅぱっ！　前方に、黒くろ魔ま【フラッシュ・ライト】の閃せん光こうが上がった。

　顔を上げて見れば、各おの々おの馬に騎き乗じようした月組の生徒が二人、それぞれ未騎乗の予備馬の手た綱づなを引いて前方に待機している──

「フランシーヌさんっ！　お待ちしておりましたわ！」

「コレット姐あねさんっ！　替かえの馬よっ！」

「おうっ！　あんがとうなっ！　先行組の皆！」

「レーン先生ッ！　システィーナ、準備して下さいっ！」

「ああもうっ！　またかよ!?　俺は曲芸師じゃねえぞぉおおお──ッ!?」

　フランシーヌ達後発組が駆かる馬が、先発組が用意していた予備馬とすれ違ちがって──

　その瞬しゆん間かん、コレットとグレン、フランシーヌとシスティーナ、それぞれのペアが予備馬にすかさず飛び移って──

「よっしゃ！　行くぜっ！　ハイヨーッ！」

「ハァ──ッ！」

　間かん髪はつ入れずに打たれた鞭に、二頭の新しい馬がかっ飛ぶように猛もう然ぜんと駆けだした。

「ああもう！　流石さすがだな、貴族のお嬢じよう様さま達め！　乗馬はお手のもんってかーッ!?」

　グレンがしっかりとコレットの背に抱だきつきながら、悲鳴を上げる。

「ちょ──先生、ちょっと!?　それ抱きつき過ぎ──ひぃ!?」

　フランシーヌの背に摑まり、システィーナもおっかなびっくりだ。

「しっかし……まさか、こんな手段で列車を追いかけることになるとはな……ッ!?」

　通常、二人乗りの馬を悪路で走らせれば、速度、持久力共に、馬のパフォーマンスはがくりと落ちてしまうものだ。

　だが、先発組が一人乗りで馬を駆って、同時に予備馬を連れて先行し、速度で劣る二人乗りの後発組が先行した予備馬へ次々と乗り換かえて進めば、結果的に馬のパフォーマンスを高く保ちながら、長距離を素す早ばやく移動することが可能になる。

　言わば、この馬リレーで、グレン達は列車を追いかけているのだ。

　今や、負傷したジニーと、彼女を治ち療りようするルミアを除いた月組の生徒全員が、手分けして、学院内にいるありったけの馬を集めて先行し、グレン達が突き進む要所要所に、予備馬を待機させている。

　おかげで、グレン達はもの凄すごい速さで、移動しているのだが……

「それにしたって、いくらなんでも馬で鉄道列車に追いつけるわけないじゃない！　それに、こっち、なんか線路の方向と全然、違うんですけど!?」

　森の木々が激流のように後方へ流れ、激しく上下する視界の中、システィーナが叫わめく。

「そりゃ、確かにまともに追いかけたら、追いつけねえわな！」

「でも、この辺りでしたら、追いつける可能性があるんですの！」

「それは一体、どういう──」

「今は黙だまって、ついてきてくださいましっ！」

　こうして。

　フランシーヌとコレットの言うがままに、グレン達が何度も何度も、先発組が用意した予備馬に乗り換えつつ、森の中を走り続けて……峠とうげを越こえて……

　ひたすら走り続けて……

　…………。

　……やがて。

　不意に、森が終わり──視界が開けた。

　月明かりの下、眼下にはかなり急きゆう勾こう配ばいに下る草原の斜しや面めんが広がり──遠くに複雑に起き伏ふくする丘おかや山、湖、鬱うつ蒼そうと茂しげる別の森が見える。

　そして、それらの間を縫ぬうように、線路が緩ゆるく蛇だ行こうして敷しかれており……

「あっ！」

　線路に従い、列車が奧から手前へ、ゆっくりと走ってくるのが見えた。

「噓うそ……追いついた……？　いえ、追い越したの!?」

「どーうどうどう！　ははは、つまりこういうことさ！」

　コレットが手綱を操作し、馬を回頭させながら、言った。

「こっち来る時もそうだったろ？　この辺りは帝てい都とから学院まで真まっ直すぐ一直線ってわけじゃねえ。色んな障害物が多くて、列車は帝都まで大きく蛇行、迂う回かいして進むんだ」

「おまけに、土地の起伏も激しくて、結構、徐行運転も多いのですわ」

「そうか！　ここは、手つかずの自然が多く残る湖水地方だったな！」

　コレットの後ろで、グレンが合が点てんがいったように叫さけんだ。

「ええ、そうですわ！　ゆえにこの辺りの地形を熟知して、十分な乗馬の技量で、上質の馬を駆り、近道を行けば、馬でも充じゆう分ぶん追いつけるのですわ！」

　無論、地理の知識、馬の質、乗馬の技量……それだけでは成し得ない。

　この快挙は、月組の生徒一同が、派は閥ばつも何もなく、ただ一つの目的を達成しようと一致団結できたからこそ、成し得た奇き跡せきだ。

　ほんの少し前まで、事あるごとに派閥に分かれて衝しよう突とつしていた少女達が協力……グレンは不覚にも思わず胸がじんと来てしまい、その勢いのままに叫んでいた。

「ナイスだ！　フランシーヌ、コレット！　お前ら、超ちよう愛してるッ！」

「そ、そんな、先生、愛してるだなんて……わたくし、女ですのに……」（赤面）

「ア、アタシ、まだ、心の準備が……」（赤面）

「……え？　あ、いや、その……そんなマジに受け取られても……」（汗あせ）

「とにかく！」（怒ど）

　妙みように苛いら立だったシスティーナが、強ごう引いんにグレン達の妙な雰ふん囲い気きの会話を打ち切った。

「二人とも！　線路に沿って走る列車の進行方向に上手うまく回り込んで！　先生と私が列車に飛び移るからッ！」

「へーいへいっ！　了りよう解かいだ！　しっかり摑つかまってろよッ！」

「承うけたまわりましたわッ！　ハイヨーッ！」

　再び、手綱を捌さばくコレットとフランシーヌ。

　ばっ！　馬が再び駆け出す。

　かなり急勾配な斜面を、巧たくみな手綱捌きで、迷いなく一気に駆け下る──

「うぎゃ─────ッ！　やっぱ怖ぁ────いッ!?」

「ひぃええええええええええ──ッ!?」

　哀あわれなグレンとシスティーナの悲鳴が、眼下へとエコーしていくのであった。




　列車の進行方向……線路の先へと回り込むように馬が走る。

　列車と馬の距きよ離りは徐じよ々じよに縮まっていき……やがて、両者が並走する形となった。

　流石に並走すれば、馬は列車の速度には敵かなわない。

　グレン達の横で、連結された列車の車両が、どんどんと馬を追い抜いていく……

「くっ……間に合うか……ッ!?」

「もうちょっと、もうちょっとだけ近づいて……ッ！　二人とも──ッ！」

　すでに、列車は全車両の半分以上が、前方へと通り過ぎていた。

　フランシーヌとコレットが馬を操作し、徐々に列車側へと寄っていく間にも……

　一つ……また一つ……と、車両がグレン達を前方へ追い越していき……

　ついに、最さい後こう尾びの車両がグレン達を追い越そうとしていた……その時。

「今だッ！　白しろ猫ねこッ！　行くぞッ！」

「《疾》ィ──ッ！」

　グレンが【フィジカル・ブースト】を一瞬、魔ま力りよく全開にして、システィーナが【ラピッド・ストリーム】による『疾風脚シユトロム』を起動して──馬の背に脚あしを立て──

　跳とんだ。

　二人は天上の月を背に、空を舞まい──

「っとおうッ！」

「──はっ！」

　ずだんっ！　だんっ！

　並走する列車、その最後尾車両の屋根上に上手く着地するのであった。

「わ、我ながら無茶苦茶やってるわ……」

　猛もう烈れつな風が髪かみと服を後方に棚たな引びかせる中、ぞっと青ざめるシスティーナであった。

「そうだ、フランシーヌとコレットは──ッ!?　って……あれ？」

　システィーナが気付けば。列車に並走して走っていた二頭の馬が徐々に遠ざかっていくのが見えたが……その背に二人の姿はない。

　と、次の瞬間。

　ずだんっ！　だだんっ！

　システィーナの背後で音がした。

「よっし！　全員、上手く飛び乗れたなッ!?」

「行きますわよ、先生！　システィーナ！」

　なんと、コレットとフランシーヌまで、列車の屋根の上に飛び移っていたのだ。

「ちょ──なんで貴女あなた達まで!?」

「ったく、水臭くせぇこと言うなよ、システィーナ」

「ここまで来たら毒喰わば、皿まで……わたくし達も先生達とご一いつ緒しよいたしますわ」

「どうして……？　危険かもしれないのに……ッ!?」

「そりゃ、先生とシスティーナだって一緒だろ」

　怒いかり半分呆あきれ顔なシスティーナに、コレット達が反論する。

「それに、アタシ達だって、何も伊達だてや酔すい狂きようで首を突つっ込こもうってわけじゃねえよ」

「ジニーの情報によると……結構な数の聖リリィ魔術女学院の生徒達が、マリアンヌ学院長側についているのでしょう？」

「本当にアンタら二人だけで足りるのか？　露つゆ払はらいが要いるんじゃねえか？」

　確かに一理ある。戦いにおいて数の差はやはり大きい。

「せ、先生……？　どうするの……？」

　それゆえに、判断に困ったシスティーナがグレンへ縋すがるような目を向けた。

「…………」

　グレンはしばらく腕うで組ぐみして押し黙っていたが……やがて、フランシーヌとコレットの二人を真っ直ぐ見み据すえ……そして、問いを投げた。

「……お前達は何だ？」

「！」

「……言ってみろ、フランシーヌ、コレット……お前達は一体何者だ？　ただの『魔術使い』か？　それとも……『魔術師』か？」

　すると。

　フランシーヌとコレットは、二人して顔を見合わせ……そして……

「『魔術師』ですわ！」

「『魔術師』だぜ！」

　二人同時に、力強い笑え顔がおで、はっきりと、そう答えたのであった。

「よし！」

　グレンが満足そうに、にやりと笑う。

「なら、行くぞ、お前ら！　リィエルとエルザを助けて、マリアンヌをボコって、思春期こじらせちゃった痛い連中に、きっつーい教育をかましてやるぜっ！」




　どぉおおおおおおんッ！

「な、何事ですかッ!?」

　後方から響ひびいてきた衝しよう撃げき音に、ゆったりくつろいでいたマリアンヌが慌あわてて叫んだ。

「た、大変です、マリアンヌ学院長ッ！　侵しん入にゆう者しやです！」

　すると、その車両に、後方車両の方から数名の女子生徒達がなだれ込んでくる。

「なんですって!?　一体、どこから!?　どうやって!?」

　マリアンヌは思わず、耳を疑った。

「その……最後尾の車両から、いつの間にか侵入してきた変な連中が──」

「各車両に配置されていた私達の仲間を次々と制圧し、現在こちらに向かっています！」

「エルザとリィエルを返せ、とか叫んでいます！」

　恐おそらく、取り逃にがしたジニーの情報で追いかけてきた者がいたのだろう。
















　それしか考えられない。

　だが──

「ば、馬ば鹿かな……一体、どうやって鉄道列車に追いついたっていうの……ッ!?」

　一つ考えられる可能性は、馬を乗り継ついで追いかける馬リレーだが……派閥同士の軋あつ轢れきに囚とらわれたあの学院の連中に、そんなチームワークができるはずもない。

　だが、こうして追いつかれているのが事実である以上、恐らくは──

「くっ……すぐに侵入者を取り押さえなさいッ！」

　なんとか気を取り直したマリアンヌが、キンキン声で即そく座ざに指示を飛ばす。

「後方車両は個室席車両が多いわ！　狭せまい場所じゃ数の利が生かせない！　各車両で待機する生徒達を集め、連中をオープンサロン車両へとおびき寄せ、数で圧殺しなさいッ！」

「は、はいっ！」

「わかってるの!?　この一件が失敗したら、貴女達はまた、あの息が詰つまってしまうような学院に逆ぎやく戻もどりなのよ!?　いい!?」

「「「「はいっ！」」」」

　マリアンヌの活かつを受け、女子生徒達がぞろぞろと後部車両の方へと駆かけていく……

「くっ……ここまで来て……」

　列車の揺ゆれる音と共に、徐々に遠くから近付きつつある戦いの気配。

　計画の思わぬ躓つまずきに、マリアンヌは忌いま々いましげに毒突くのであった。




　列車内に侵入したグレン達と、それを迎げい撃げきする女子生徒達が、列車内で激げき突とつしていた。

「やぁああああ──ッ！」

　ここは通さぬと、女子生徒の一人が細剣レイピアを構えて、グレンに突とつ撃げきしてくる。

「ふ──ッ！」

　グレンが軽かろやかに体を捌き、細剣レイピアで猛もう然ぜんと突きかかってきた女子生徒をかわす。

　すれ違ちがいざま、その女子生徒の首筋に手刀を入れ、意識を刈かり取る。

　間かん髪はつ入れず、一人突とつ出しゆつしたグレンを狙ねらって、車両の奧で隊列を組んだ女子生徒達が一いつ斉せいに呪じゆ文もんを唱えた。

「《雷らい精せいの紫し電でんよ》──ッ！」

「《白き冬の嵐あらしよ》──ッ！」

「《大いなる風よ》──ッ！」

　雷閃が、凍いてつく波動が、殴なぐりつける突とつ風ぷうが、グレンに激しく殺さつ到とうするが──

「《光輝かがやく護まもりの障しよう壁へきよ》！」

　読んでいたとばかりに、システィーナがグレンの眼前へ展開した光の魔力障壁──【フォース・シールド】がそれらを全すべて遮しや断だんする。

「そ、そんな……ッ!?」

「今だッ！　チャンスだぜ──ッ！」

　一斉攻こう撃げきを完全に防がれた敵てき陣じんに走る動どう揺よう──それを見て取ったコレットが拳こぶしを構え、白魔【フィジカル・ブースト】を全開にし、一気に敵陣へと突とつ進しんして行った。

「ば、バカ野や郎ろう!?　コレット、おま──」

　グレンが制止するが、もう遅おそい。

　コレットの突進に、敵陣の女子生徒の一人が、にやりとほくそ笑んでいるのが見えた。

（……あいつ、罠わな張ってやがる!?）

　グレンが看破した通り、その女子生徒は罠を張っていた。

　通路の真ん中に密ひそかに仕し掛かけた【スタン・フロア】。その女子生徒はコレットの無む謀ぼうな特とつ攻こうに合わせて、その床ゆかに仕掛けた【スタン・フロア】を起動しようとして──

「──えッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、その女子生徒はコレットの姿を見失っていた。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　なんと、コレットはその罠を踏ふむ直前で、前方右斜ななめ上へ跳んでいたのだ。

　跳んだ勢いのまま、右の壁かべを三歩駆け登って、さらに跳ちよう躍やく。

　ぐるりと上下反転して、天上に着地、そのまま天上を蹴けって──

　脚きやく力りよくと重力で推進力を得て、罠を仕掛けていた女子生徒の頭上から、一気に強きよう襲しゆうする。

　鋲びよう付き手て袋ぶくろを嵌はめた左手に白い冷気が漲みなぎり──それを気き迫はくと共に振ふり下ろす。

「「「「きゃあああああああ──ッ!?」」」」

　拳けん打だと凍気が渦うずを巻き、その一帯の女子生徒達を打ち倒たおし、凍こごえさせ、昏こん倒とうさせる。

「くっ……コレットぉおおおおおおお──ッ！　よくも──」

　運良く難を逃れた女子生徒が、慌ててコレットの背中へ左手を構えて──

「させませんわッ！　そこ──《雷──」

　フランシーヌが、コレットを援えん護ごしようと呪文を叩たたき込もうとした──その時。

　がたんッ！

「うぁあああああああああああ──ッ！」

　突とつ如じよ、フランシーヌの背後──後方車両へ続く扉とびらが開き、一人の女子生徒が怒ど声せいを上げて細剣レイピアを構え、フランシーヌの背中へ突進してくる。

　恐らく不意を突くため、透とう明めい化の魔術などで隠かくれていたのだろう。

「──ひっ!?」

　この予想外の一手は効を奏し、フランシーヌの思考を一瞬、空白にしかける。

　だが、フランシーヌはぎりぎりで思考の空白を堪こらえ、パニックを抑おさえて──

「せ、先生ッ！　後ろを──」

　グレンに一瞬だけ目配せして、そのまま呪文を叫さけぶ。

「《雷精の紫電よ》──ッ！」

　雷らい閃せいが飛び、コレットを襲おそおうとした女子生徒を打ち倒し──

「──あぐっ!?」

「っとおう、ごめんな！　よい子はお休みの時間だ！」

　背後からフランシーヌを襲った女子生徒は、グレンがあっさりと制していた。

「ふぅ……ったく、お前ら、ひやひやさせやがる……」

　気絶したお嬢じよう様さま達が周囲にごろごろと転がる中、グレンが額の汗あせを拭ぬぐう。

「わかりやすい近道に飛びつくな、相手の意表を突け……だろ？」

「常に氷の思考を。相手の予想外な一挙手一投足に動揺するな……でしたわね？」

　グレンに向かって、得意げな表情を向けるコレットとフランシーヌ。

「ははっ、まぁまぁだな！　及きゆう第だい点つけてやるよ！」

　グレンもどこか誇ほこらしげな笑みを、コレット達に向けると……

「あそこにいましたわ！　これ以上、貴女達は進ませません！」

「なんとしても、ここで食い止めるわよ!?　皆みな！」

　前方車両へと続く扉が開き、続々と増ぞう援えんが駆けつけてくるのが見えた。

「うっげ、団体様のお出ましだぁ……」

　グレンがうんざりしたように、言う。

「でも、まぁ、摑つかみはオーケイって感じじゃね？　先生」

「ですわね」

「よっし！　お前ら、ここからが本番だ！　いっちょ頼たのむぜッ！」

　グレンがそう宣言し、一同がこくりと頷うなずくのであった。




　後方車両の方で、グレン達の戦いが激化する、その一方──

　中央のとある車両内にて。

（……う……一体……何が起きているの……？）

　徐じよ々じよに近付く戦いの気配に、エルザの意識がゆっくりと覚かく醒せいする。

（……痛い……手が……）

　曖昧な意識のまま、エルザは自分の状態を確かく認にんする。自分は頑がん丈じようなロープで手足を縛しばられ、【スペル・シール】によって魔ま術じゆつも封ふうじられている。

　周囲は狭せま苦くるしい空間だ。この揺れと間取りから察するに、ここは鉄道列車のコンパートメントタイプ車両の個室席の一つだろう。自分は座席の上に転がされている。

　そして、この個室内には、どうも強固な監かん禁きん結界が張られているらしい。天てん井じようや壁などには、その手の魔術式がびっしりと書き連ねてあり、魔力の光が疾しつ走そうしていた。

　これではどうやっても出られそうもない。この個室席はまさに牢ろう獄ごくだ。

（……私は……マリアンヌ……叔母おば上うえに騙だまされて……何の罪もないリィエルを傷つけて……あまつさえ、無ぶ様ざまに捕つかまって……）

　エルザが先刻までの出来事を思い出し、最低最悪の自己嫌けん悪おに陥おちいっていると。

「……エルザ？　気付いたの？」

　背後から聞き覚えのある声が聞こえた。

　エルザは転がって、なんとか身体からだの向きを変え、その方向を見る。

「……よかった。……大だい丈じよう夫ぶ？　エルザ」

　そこには……対面の座席の上で、全身を縄なわでぐるぐる巻きに縛られ、蓑みの虫むしのようになって転がっているリィエルの姿があった。

「リィエル……」

　エルザが目を伏ふせる。なんとも気まずい沈ちん黙もくが二人の間を支配する。

　しばらくして。

「……リィエル……ごめんなさい……」

　ぼそり、と。エルザが喉のど奧から絞しぼり出すように、謝罪を口にしていた。

「……？　なんで謝るの？」

　心底わからない、と言わんばかりに、小首を傾かしげるリィエル。

「だって、私は貴女あなたを騙してた……貴女をこんなことに巻き込んでしまった……」

　不思議そうに小首を傾げるリィエルに、エルザが消え入りそうに呟つぶやく。

「貴女は……本質的には、イルシアと別人だったんだね……なのに、私は……」

「……ん？　どうして、それを知ってるの？」

「リィエルが倒れた後、色々あってね……」

　自じ嘲ちようの笑いを浮うかべ、エルザは淡たん々たんと事情と状じよう況きようの説明を始めた……

　…………。

「ん……そう……そんなことが……それでエルザはわたしをやっつけようと……？」

「うん……今の貴女はきっと、私のことを……心底、憎にくんでいると思う……私はそれだけのことをしてしまった……」

　何もかも洗いざらい告解したエルザの頰ほおを、堪えきれない後こう悔かいの涙なみだが伝っていく。

　本当は──エルザ自身も、心のどこかで気付いていたのだ。

　当初は確かに復ふく讐しゆうのために、リィエルの底を見み極きわめるために、リィエルに近付いたけど。

　本当はリィエルという、とても純じゆん粋すい無む垢くな少女に、どこか心こころ惹ひかれていた。

　未いまだ自分を苛さいなむ『炎ほのおの記き憶おく』──致ち命めい的な弱点を抱かかえているおかげで、他人が自分を心の底でどう思っているのか……それが怖こわくて、誰だれに対しても距きよ離りを置いていた。他人に気を遣つかわれることを勝手に重荷に感じて……誰に対しても一歩引いていた。

　そんなエルザにとって、まったく心に裏表がなく、エルザに気を遣うこともなければ、飾かざることもないリィエルは──救いだったのだ。

　頑かたくなに認めなかったが……リィエルと一いつ緒しよに過ごす日々は、確かに安らいでいた。

　自分のように過去に囚とらわれ、過去に怯おびえ続け、歩むことを止やめてしまった人間に……臆おく病びようで不器用ながらも、一歩一歩、賢けん明めいに前に進もうとするリィエルは眩まぶしかった。

　自分はそんなリィエルと共にあることを確かに心地ここちよく感じていて……確かに、心のどこかで友情を感じていたのだ。

　だが──それを、過去の妄もう執しゆうで塗ぬり潰つぶし、復讐の炎で無残に焼き捨てた──

　その結果が──こんな無様で惨みじめな、最悪の状況である。

（せめて、事に及およぶ前に……きちんと、リィエルと話をするべきだったのに──）

　イルシアがリィエルである……それは自分が確認した情報じゃない。マリアンヌから一方的に下りてきた情報であり、容姿が記憶と一いつ致ちするというだけで鵜う吞のみにした。

　イルシアとリィエルが同一人物だとするなら……何か変だと、薄うす々うす思ってはいたのだ。

　目や髪かみの色、イルシアに関するリィエルの語り口──ヒントはたくさんあった。

　だが──

（復讐に逸はやる心が……軍に戻もどれるという甘い餌えさが……私の目を曇くもらせていた……ッ！）

　ずり、ずり……と、拘こう束そくされたまま、エルザがリィエルのもとへ這はい寄る。

　ごろりと座席から転がり落ち、それでもリィエルのもとへ……

「ごめん……ごめんね、リィエル……」

　恐おそらく、自分にとってリィエルは……無理矢理押し込められた聖リリィ魔術女学院において、きっと初めてできた本当の友達だったのだろう。

　その友達が……自分のせいで、どこかの怪あやしい機関の実験用モルモットになってしまうなんて、耐たえられない。今さらそれに気付くなんて、なんと愚おろかなことか。

「私はどうなってもいい……でも、せめて……貴女だけは助けたい……ッ！」

　エルザは苦労して、リィエルの身体に頭をのせ、リィエルの身体を拘束するロープに嚙かみ付いた。食いちぎろうと、一いつ生しよう懸けん命めい歯を立てる。

　だが、堅かたい。堅過ぎる。一体、この縄は何で出来ているのだろうか？

　ひょっとしたら、これは魔術で強化された縄なのかもしれない。

　いずれにせよ、とても人間の力で千切れるものじゃない。

　だが、それでも、エルザは……

「はぁ……はぁ……くぅ……貴女だけでも……なんとか逃にげて……お願い……」

　息を荒あららげて、涙を流しながら……歯が折れそうなほど縄に嚙み付いて……

　……だが。

「よかった」

　不意に、ぼそりとリィエルの口を突ついて出た言葉に、エルザは動きを止める。

　視線を動かし、恐る恐る、リィエルの顔を見る。

　なんと、リィエルは……エルザへ穏おだやかに笑えみを浮かべていたのだ。

「……リィエル……？」

「わたし、エルザに嫌きらわれてたと思ってた。だから……よかった」

　どこまでも無む垢くなリィエルの笑みに、エルザは呆ぼう然ぜんとする。

「よ、よかったって、どうして……？　私、貴女にあんなに酷ひどいことをしたのに……？」

「……ん？　だって……わたし、エルザ、好きだから」

　リィエルのまったく飾らない淡々とした言葉に、エルザの胸に去来した様々な感情がぐちゃぐちゃになっていく。もう、涙は止まりそうになかった。

「……ん。泣かないで、エルザ。……一緒にここから出よう」

「で、でも……私達、こうして拘束されてて……」

「大丈夫。わたしには縄抜ぬけの魔術がある。だから、エルザが目を覚ますの待ってた」

「縄抜けの魔術……？　あ……でも……私達、今、魔術を……」

　封ふう印いんされているよ。エルザがそんな風に忠告しようとすると。

　ぶづん！

　いきなり、リィエルの身体のどこからか、そんな音が立って……

「ん……縄抜けの魔術」

　不意にリィエルが立ち上がる。

　ばらばら……と、その身体から、巻き付いていた縄が落ちていく……

「な……縄抜けの……魔術……？」

　床ゆかに落ちた縄のとある一部分に、何か壮そう絶ぜつな力で、強ごう引いんに引きちぎったような節ふしがあるのがちらりと目に入ったが……目の錯さつ覚かくだと思いたい。

「ん。エルザにも縄抜けの魔術、かけてあげる」

　そう言って、自由になったリィエルが、エルザを縛る縄に手をかけ……

　ぶぢんっ！　ぶづっ！

　リィエルの巧たくみな魔術が、あっという間にエルザも自由にする。

「……うん、魔術……だよね。人が成し得ない奇き跡せきを成す技わざが魔術なんだし……」

　エルザは拘束されていた腕うでをさすりながら、深く考えるのをやめた。

「で、でも、リィエル……安静にしてなくて大丈夫なの？　貴女、怪け我がが……」

「問題ない。一ひと眠ねむりしたら、なんか治ってた」

　そのカラクリは、魔造人間であるリィエルの経時自己治ち癒ゆ能力が、常人より遥はるかに高かった、というだけなのだが……エルザには、このリィエルという少女が最も早はや何でもアリな存在に思えてきてしまい、絶句するしかなかった。

「さぁ、行こう、エルザ。どこかに、グレン達がいる……そんな気がする」

「で、でも……この個室内……監禁の魔術がかかっていて……」

「問題ない。わたしは鍵かぎ開けの魔術も使えるから」

　心なしか得意げに胸を張っているリィエル。最早、突っ込みは無ぶ粋すいなのだろう。

　だが……

「エルザ？」

　リィエルが小首を傾げる。エルザは俯うつむいて、その場を動こうとしなかった。

「……ねぇ、リィエル……駄だ目めなの……私、足手まといだよ……」

「そう？　エルザ、すごく強いと思うけど」

「ううん……違ちがうの。私ね……炎や血……赤いものが駄目なの……直視しただけで、震ふるえが止まらなくなって、動けなくなるくらいに……」

「……むぅ……とらうまってやつ？　昔、グレンが授業で言ってた」

「うん……それを、敵は皆みな知ってるから……きっとそこを突いてくる……だから、私は間違いなく、リィエルの足手まといになる……」

「…………」

「だからね、リィエル……貴女は私を置いて、一人で……」

　エルザがそこまで言いかけた……その時だ。

「……ん。大丈夫、エルザ……わたしにはよくわからないけど……」

　リィエルが、正面から、エルザの顔を真まっ直すぐに覗のぞき込んで……

「わたしが、エルザを守るから」

　力強く、頼たのもしい微笑ほほえみをはっきりと浮かべ、そう言った……その瞬しゆん間かん。

「……あ」

　どくん。エルザは自分の心臓の鼓こ動どうが大きく跳はね上がるのを感じた。

　途と端たん、エルザの頰が熱く火ほ照てり、頭が熱に浮かされたように、ぼんやりとしていく。

（なんだろう……？　な、なんだか、リィエルの顔を直視できない……）

　熱く、心地良くも、どこか胸が締しめ付けられるように切なく、くすぐったい。エルザが自分の胸中に新たに生まれた感情に、一人戸と惑まどっていると……

「……だから、一緒に行こう？　エルザ」

　リィエルが、眠ねむたげだが穏やかな表情で、エルザに手を差し伸のべる。

「一緒にここを抜ぬけ出して……それで、エルザに聞いてほしい……わたしの姉さん……イルシアの話を。上手うまく話せるかどうかわからないけど……エルザに知ってほしいの」

　ぼう、と夢を見ているような表情で、エルザはリィエルを見つめ……

　やがて、こくりと頷うなずき、リィエルの手を取るのであった。




　列車内の戦いはさらに過熱していく──

　闘とう争そうへの狂きよう奔ほんは、最早、留とどまるところを知らないようだ。

「フランシーヌッ！　コレットォオオオオオ──ッ！」

　女子生徒達が怨えん嗟さの声を上げながら、フランシーヌとコレットへ立ち向かって行く。

「ははっ！　甘いぜッ！」

　迫せまり来る三人、三本の細剣レイピアを、コレットは巧みな拳けん捌さばきで叩たたき落とす。

　そのまま、蹴けりを入れ、肘ひじで殴なぐり倒たおし、拳から漲みなぎる凍気で薙なぎ払はらい──

「《雷らい精せいのし──》」

　突とつ出しゆつしたコレットを狙ねらって、後方で待機していた女子生徒達が、一いつ斉せいにコレットへ攻性呪文アサルト・スペルを撃うち込もうとするが──

「《虚こ空くうに叫さけべ・残ざん響きよう為なるは・風ふう霊れいの咆ほう哮こう》──ッ！」

　前衛のコレットを盾たてに、先読みで唱えていたフランシーヌの呪文が一瞬、速く完成。

　圧縮空気弾だんが敵てき陣じんへと弧こを描えがいて飛来し──当然、コレットはすでに下がっており──

　ずんっ！

「きゃああああああああああああ──ッ!?」

「うあああああああああ──ッ!?」

　音波衝しよう撃げきと空気振しん動どうで、群れ固まっていた女子生徒達が吹ふき飛ばされ──

　その衝撃で、車両全体が揺ゆれて震えた。

「くっ……この人達……ッ!?」

　ここはちょうど、列車の左半分が個室席で埋うまっている車両だ。畢ひつ竟きよう、戦せん闘とうは狭せまい廊ろう下かで行わなければならないわけで、ここでは数の有利が生かせない。

　フランシーヌとコレットを圧殺しようと、いくら戦力を送り込んでも、流石さすがは聖リリィ魔ま術じゆつ学院でも有数の実力者、ことごとく返り討うちに遭あう始末。

　ならばと、もっと広い場所に誘さそい出そうとしても、彼女達は乗ってくれない。

　女子生徒達が一いつ旦たん、引こうと背後を見せた瞬間だけ、フランシーヌ達は嬉き々きとして襲おそいかかってくるくせに、いざ広い場所に出ると、すぐに狭い車両へと撤てつ退たいするのだ。

　おかげで、こうして続々と味方が集まってきているのに、一向にフランシーヌとコレットの二人を押し切れない──

「フランシーヌッ！　コレットッ！　なぜ、私達の邪じや魔まをするのですッ！」

　マリアンヌ側についた女子生徒達の一人──シーダが叫んだ。

「ああッ!?　邪魔するに決まってんだろ!?　《雷精の紫し電でんよ》──ッ！」

「仲間を浚さらわれて、黙だまって見ていられるわけありませんわ！　《大いなる風よ》ッ！」

「くっ!?」

　シーダは個室席内に身を隠かくし、飛来してくる呪文をやり過ごす。

「エルザもリィエルも、どうせ貴女あなた達にとっては縁えんの薄うすい連中でしょう!?　考え直しなさいッ！　それよりも──貴女達も私達の仲間になりなさいッ！」

　呪文の応おう酬しゆうを続けながら、シーダが叫ぶ。

「私達と共に、行きましょう！　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツにッ！」

「はっ──ッ!?　馬ば鹿かも休み休み言え──」

「だって、貴女達も本当は、息が詰つまっていたのでしょう!?」

　シーダの叫びに、一瞬、コレットとフランシーヌの動きが硬こう直ちよくする。

「貴女達だって本当は苦しかった！　家に縛しばられ、学院に縛られ、自由は、自分の意思は何一つない！　こんな状じよう況きよう、破は壊かいしたかった！　何か自分は他者と違うと縋すがるものが欲しかった──だから、あんな『派は閥ばつ』で粋いきがっていた！　そうでしょう!?」

　同じく個室席内に身を隠したフランシーヌとコレットが、苦い顔をして押し黙る。

　まさに、シーダのその指し摘てきは──図星だったのだ。

　それを好機とみたシーダがより一層、熱心に説得にかかる。

「だから、私達と一いつ緒しよに行きましょう！　蒼天十字団ヘヴンス・クロイツにッ！　それで、貴女達が心底望んだ全すべてが、簡単に手に入るんですよ!?　苦しみが解決するんですよ!?」

　沈ちん黙もく。戦いの最中、ほんの一時、生まれた静せい寂じやく。

　だが……

「お断りだ」

「お断りですわ」

　コレットとフランシーヌは二人同時に、そう力強く答えていた。

「な、なぜ──？」

「ああ、いや、確かに魅み力りよく的だ……実は、すっげぇ行ってみたいわ、正直」

「政府の秘密機関の研究員……もしくは、諜ちよう報ほう員いん……なるほど確かに。家に縛られず、自由に、他の何者でもない、何かになれる……正直、とても心が揺れますわね」

「はは、やべぇな……ついちょっと前のアタシらだったら、のこのこついていったかも」

「ええ、本当に……」

「だ、だったら、素す直なおに、私達と一緒に──」

「でも、駄目なんだよ、それじゃ！」

　コレット達から帰ってくるのはやはり、拒きよ絶ぜつだった。

「同じなんだよ、結局！　それは自分の力で摑つかんだものじゃねえ！」

「今と状況は何一つ変わっていないのです！　しがらみのままに、何の目的もなく、学院に在ざい籍せきし、さも自分達は特別であろうと思い込もうとしていた今までの状況と、何一つ変わっていませんわっ！　鳥かごの形が多少変わっただけですわ！」

「で、でも！　だったら、どうすれば!?　どうすればいいんです!?　このままじゃ、私達の未来に希望は何一つないじゃないですかぁッ!?」

　シーダは泣きそうな顔で叫ぶ。

　結局、マリアンヌについた生徒達も……薄うす々うすわかってはいたのだろう。

　それは、違うんだと。自分達の選せん択たくは間違っているんだと。

　でも、それしか、そうするしか、彼女達には思いつかなかっただけなのだ──

「私は嫌いやだ！　こんな人生、嫌なんです!?　どうすれば──ッ!?」

「確かにな。私達は詰んでるよな……経済的に超ちよう恵めぐまれている代わりに、自由がとてつもなく制限されている……はは、高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユってやつだ、クソったれめ」

「それを、世間知らずのお嬢じよう様さまの甘えだと言われれば、それまでなのですが……」

「でも、レーン先生が言ってたよ。魔術師ってのは結局、どこまでいっても、自分の願望のために、世界の理ことわりすら曲げる傲ごう慢まんで罪深い人種なんだ……と」

「だが、それゆえに、誰だれよりも自由でもある……」

　二人に対たい峙じする女子生徒達は、なぜかそんな二人の言葉に耳を傾かたむけている。

　無視できない。まるでそれが救い主の言葉であるかのように。

「なぁ、お前ら。今の状況を変えたければ……『力』がいる。何者にも指図されず、自分の意思と選択で、生きていくには『力』がいるんだよ！」

「それは、おままごとの『派閥』や、与あたえられた『特別な居場所』じゃありません。自分だけの力で鍛きたえ上げた、誰もが無視できない力、誰もが認めざるを得ない力……」

「魔術、剣けん術じゆつ、権力、財力……力の性質は問わねぇ……一人で立つには力がいる」

「『魔術師』にとって、それらはカードの一枚。手段の一つに過ぎません。それらを、知ち恵えで扱あつかい、自ら望む道を敷しくのが『本物』の『魔術師』──」

「なぁ、お前ら……生まれながらに不自由なアタシ達が、自由になりたいなら……一人で立ちたいなら……状況を打破したいなら……もう『本物』になるしかねえんだよッ！」

「群れ集まって、傷を舐なめ合っている場合ではないのです！　痛みは伴ともないますが、努力して、苦労して、知恵を絞しぼって……『本物』になるしかないんですわッ！」

「要は何だ、アレだ！　いつまでもガキみてえに甘えてんじゃねぇえええ──ッ!?」

　まるで自分達にも言い聞かせるような、コレットとフランシーヌの叫びに。

　耳を傾けていた女子生徒達は打ちひしがれてしまったように、愕がく然ぜんとするしかない。

　そう、世の真理は、答えは……いつだって、呆あきれるほど単純で残ざん酷こくなのだ。

　自分がもっとも目を背そむけたい、歩きたくない、艱かん難なんと辛しん苦くの道──

　一見、果てしなき遠道のようで……いつだって、それが、もっとも近道なのだ。

「さぁ、行くぜ！　勝負つけるぜ、フランシーヌッ！　援えん護ご任せたぞ！」

「やらいでか！　ですわ！」

　それを好機と見た、コレットとフランシーヌが、個室席から飛び出し、すっかり消しよう沈ちんして動きを止めてしまった女子生徒達の陣じんへ、一気に突とつ進しんしていく。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

「はぁあああ──ッ！」

　その場の趨すう勢せいは──決したのであった。

　そして──




　機関車のすぐ後ろにつくオープンサロン車両の、第一号車内にて。

「くっ……使えない子達……流石は所しよ詮せん、世間知らずのお嬢様ね！」

　マリアンヌが、遠見の魔術で観察する後方車両の戦せん況きように歯がみする。

　その千里眼が見る敵は、フランシーヌとコレットの二人。たった二人に、マリアンヌが選えりすぐりで選んだ将来有望だったはずの生徒達が、片かた端はしから倒されていっている。

「何よ、この子達……明らかに今までと違ちがう……」

　フランシーヌとコレットの戦い方は、単純な技量そのものは以前と変わっていない。

　だが、その力の振ふるい方に明らかな変化がある。以前のように、ただ闇やみ雲くもに、己おのれを誇ほこるように力を振るうのでない。目的を達成するため、己が切るべき手持ちのカードの内容を吟ぎん味みし、的確に行使・運用する確かな知恵が根底にある。

　記き憶おくによれば、聖リリィ魔術女学院では、貴族の教養としての『力』を教授できる教師は多くいるが、その『使い方』と『知恵』を教授できる教師はいなかったはずなのに。

「それに、リィエル＝レイフォードとエルザ＝ヴィーリフ……一体、どこへ消えたの？」

　嫌な予感を覚えて、二人を押し込めた車両を遠見の魔術で覗のぞけば、なんと二人の姿がない。魔術で牢ろう獄ごくと化したはずの個室席内に、もの凄すごい力で引きちぎられた縄なわと、もの凄い力で蹴け破やぶられた扉とびらがあるだけだ。

　こんなアホみたいな真似まねが出来るのは……リィエル＝レイフォードしかない。

　もともとあの個室席は、最初から魔術的な牢獄として作られたわけではないので、魔術でかけた鍵かぎや強化した扉には、その強度に限度はあるのはわかっていたが……まさか、こうもあっさり破るとは。完全にリィエルという少女の底力を見誤っていた。

「でも、百歩譲ゆずって、リィエル＝レイフォードが脱だつ走そうしたとして……なぜ、リィエルはエルザまで……ッ!?」

　車両内の形けい跡せきから、リィエルがエルザも助けて連れて行ったのは明白だ。

　だが、なぜ、リィエルはエルザも助けて、連れていったのか？　リィエルにとっては、エルザは自分を騙だました憎にくむべき敵のはず。なのに、なぜ……？

「くっ……二人が列車内のどこかに隠れているのは間違いないはず……探して、この私が取り押さえれば……」

　だが──列車内のどこにも二人の姿はない。

　遠見の魔術でいくら探しても見つからない。一体、どこへ消えたというのか。

　そうしている間にも、後方の戦いの喧けん噪そうは、徐じよ々じよにこの場所へ近付いてくるようだ。

「なぜ……どうして何もかも上手うまくいかないの!?　どこで狂くるった……ッ!?　一体、誰のせいでこうなった？　一体、誰の──ッ!?」

　と、マリアンヌが苛いら立だち混じりに歯がみしていた……その時である。

　ガッシャァアアアアンッ！

　突とつ然ぜん、車両後方の窓ガラスが外からぶち破られ、車両内に何者かが飛び込んでくる。

　その何者かを目まの当たりにして──マリアンヌが唇くちびるを震ふるわせ、叫さけんだ。

「そうよ、わかった……ッ！　貴方よ……ッ！　きっと貴方がいたから……ッ！」

　実は、マリアンヌは──その人物の正体を知っていた。

　アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院から軍の手引きで、明らかにリィエルのお目付け役として赴ふ任にんしてくることになった臨時講師の正体を。その調べはついていたのだ。

　だが、しょせん三流魔術師、ロクでなし魔術講師──自分の計画に支障なし。

　あまり強ごう引いんに突つっぱねても怪あやしまれるし、上層部の軋あつ轢れきを煽あおる結果になる──そう判断し、ゆえに黙もく認にん。

　今、思えば──あの男がやって来ることこそを、全力で阻そ止しすべきだったのだ。

　それが、今回の計画でマリアンヌが犯おかした最大のミスであった。

　あの男の存在が、フランシーヌやコレット達の意識を変えた。

　プライドの高いジニーに恥はじも外聞もない撤てつ退たいを選択させ、計画が外部に漏もれた。

　月組の生徒達に一いつ致ち団結して協力され、連中をこの列車に導かれる羽目になった。

　エルザとリィエルが必要以上に、絆きずなを築く結果となった。

　その些さ細さいなことの、積み重ねの結果が──

「全部、貴方のせいよッ！　グレン＝レーダスぅううううううううう──ッ！」

「はははっ！　馬ば鹿か騒さわぎは仕し舞まいにしようぜッ！　ババアーッ!?」

　車両内に降り立ち、対峙したグレンへ──マリアンヌが絶ぜつ叫きようするのであった。

　──この学院に新しい風を吹ふき込んでくれること、期待しますわ──

　過去の自分の台詞せりふが、この現状の自分に対する強きよう烈れつな皮肉だった。

「まったく！　フランシーヌとコレットをおとりに、自分達は列車の屋根伝いに移動して、黒幕を叩たたく……相変わらず無茶苦茶なんだからッ！」

　ひゅごおっ！　風を纏まとい、割れた窓から車両内に飛び込んできたシスティーナ。

　グレンの背後に降り立ち、呆れたように叫ぶ。

「別にいいだろ？　おかげで、同じく屋根伝いに移動していたリィエル達とも合流できたんだし……」

「……ん」

　さらに二つの影かげが、巧たくみな体術を駆く使しし、窓から車両内に飛び込んでくる。

　リィエルとエルザだ。システィーナの解呪デイスペル魔術によって、二人の魔術封ふう印いんはすでに解かれている。リィエルは大たい剣けんを錬れん成せいし、エルザは刀を再召しよう喚かんしていた。

　合流後、ここまでの道中の情報交こう換かんで、すでにグレン達とエルザは和解済み。

　後は協力して、黒幕を打だ倒とうするだけ──

　一つの目的の下、四人が、憤ふん怒ぬと驚きよう愕がくに震えるマリアンヌへと身構えるのであった。

「……四対一だぜ？　流石さすがに勝てるわけねえだろ？　さっさと投降しろよ」

　グレンが勝かち誇ったようにそう宣言する。

　だが……

「ふ、ふふふ……」

　観念するでもなく、マリアンヌは不気味な笑いを零こぼすだけだ。

「何がおかしいんだよ？」

「いえ……まさか、やれやれ……本当に、こういう事態になるなんてね……」

　すると、マリアンヌは腰こしに吊つってあった剣を、そっと抜ぬいた。

　古風な意い匠しようの長剣であった。

「いざという時、エルザへの牽けん制せいになるかと思って、持ってきたんだけど……本当に大正解だったわねッ！」

　その剣を頭上に掲かかげた──その瞬しゆん間かん。

　轟ごうッ！　剣から炎ほのおが噴ふき上がり、マリアンヌの周囲を渦うず巻まいた。

　明らかに只ただの炎ではない。圧あつ倒とう的な火勢が放つ強烈な熱波が、十数メトラほどの距きよ離りを開けてなお、グレン達の肌はだを熱く痺しびれさせる──

「熱ッ!?　な、なんだそりゃ!?」

　グレンが驚愕に目を見開く。

「今の炎、魔術を起動している気配がなかったぞ……ッ!?　元々そういう機能を有している魔導器──いや、違ちげぇ！　どっちみち魔導器を起動させた気配もなかった！」

　そもそも、そんなものの起動を、この近接格かく闘とう戦力がヤケクソ気味に充じゆう実じつした状じよう況きようで、固有魔術オリジナル【愚ぐ者しやの世界】を持つグレンが見み逃のがすはずもない。

　グレンがマリアンヌが操あやつる謎なぞの炎に、戸と惑まどっていると……

「まさか、その剣は……魔法遺産アーテイフアクト──炎の剣フレイ・ヴード!?」

　その造形と特とく徴ちようから、それに思い至ったシスティーナが愕然とする。

「『メルガリウスの魔法使い』に登場する魔将星が一いち翼よく、炎えん魔ま帝てい将しようヴィーア＝ドォル……彼が振るったという『百の炎』の一つ、炎の剣フレイ・ヴード……ッ！　どうしてそんなものが、こんなところに……ッ!?」

「あらあら……どうやら古代文明マニアの方がいてくれたようで説明が省けたわねぇ……まぁ、大体、その通りよ。この剣は炎を操る魔法遺産アーテイフアクト──」

　マリアンヌが嗤わらう。

「私ね、蒼天十字団ヘヴンス・クロイツの『Projectプロジエクト：Reviveリヴアイヴ Lifeライフ』研究では、経験記憶・戦闘技術の復元・継けい承しように関する術式の研究をやっていてね……その一いつ貫かんとして、古代の英えい雄ゆうの戦闘技術なども現代に再現できないか……？　みたいなこともやっていたわけ」

「まさか──白しろ魔ま儀ぎ【ロード・エクスペリエンス】の応用かッ!?」

　この世界には物品に眠ねむる、記憶情報を再現・憑ひよう依いさせる儀式魔術がある。

「ええ、そうよ？　確かにセリカ＝アルフォネアのように、過去の英雄の戦闘技術を、ほぼ完全に再現する……なんてことは出来なかったけど。私はこの炎の剣フレイ・ヴードから、不完全ながらも半永久的に戦闘技術を、この身に憑依させることくらいには成功したわ」

「な……ッ!?」

「この炎の剣フレイ・ヴード……魔将星が振るったー、なんてのは、所詮、ロラン＝エルトリアの御お伽とぎ話ばなしに過ぎないでしょうけど、これだけの魔ま剣けん……古代では、きっと名のある戦士に振るわれたに違いない……そう思わない？　ええ、アタリよ？」

　不意に、マリアンヌの姿が霞かすみ消え──

「──ッ!?　危ない、皆みな、下がって！」

　リィエルが反応、前に飛び出して──

　がきぃいいいんっ！　刹せつ那な、響ひびき合う壮そう絶ぜつなる金属音、嚙かみ合った刃はと刃。

　グレン達の目前で、リィエルとマリアンヌが剣と剣を交差させて、組み合って──

　次の瞬間、マリアンヌの剣から炎が噴き出した。

「──ッ!?」

　至近距離で噴き出した炎が、圧倒的火勢でリィエルを飲み込まんと──

「《大気の壁かべよ・二重となりて・我らを守れ》ッ！」

　──するも、リィエルを瞬時に覆おおう、二重の空気障しよう壁へきがそれを防ぐ。

　先読みで唱えていた、システィーナの黒魔改【ダブル・スクリーン】が、辛かろうじて、リィエルを飲み込まんとしていた炎を遮しや断だんする──

「野や郎ろうッ!?」

　グレンが背中に隠かくしていた拳けん銃じゆうを抜いた。

　抜き手ても霞む早はや撃うち──三度のファニングで三発発はつ砲ぽう。

　だが、マリアンヌは神速で跳とび下がりながら、飛来する弾だん丸がんを華か麗れいに剣で回し受け──

「ふふ、どうかしら……？　私も中々やるでしょう……？」

　マリアンヌが水平にぴたりと掲げた剣の腹に、三つの弾丸が綺き麗れいに並んで乗っている──そんな光景に、グレンは啞あ然ぜんとするしかない。

　ぼっ！　剣から噴き上がる炎に、その弾丸は一瞬で燃え尽つき──

　そして、マリアンヌはそのまま、全身に激しい炎を纏い──炎を弧こ状じように放つ。

　その炎は生き物のように、たちまち天てん井じようを、壁を燃え広がり──

　グレン達の退路を完全に断たっていた。

「……もう逃にがさないわよぉ……？　貴方あなた達、全員、程ほど良よくトーストして、実験サンプルにしてあげるんだから……」

（炎の結界か……？　やべぇ、こいつ……絶対、強つえぇ……）

　全すべてが燃え盛さかる炎の世界の中で、グレンが戦せん慄りつと共に全身冷ひや汗あせをかく。

　そして──

「はぁ……はぁ……はっ、あ……ッ!?　うっ……あぁ……」

「エルザ!?」

　酷ひどい脂あぶら汗あせを浮うかべて青ざめたエルザが、その場で力なく蹲うずくまっていた。

　マリアンヌの行使した炎の力に、心的外傷トラウマが再発したらしい。

「おいおい……さっき、ちらっと話には聞いてたけど、ここまで酷いのか……？」

　豹ひよう変へんしたエルザの様子に、システィーナとグレンはただただ驚愕するしかない。

「となると、俺達三人でやるしかねえか……行くぞ、お前ら！」

「は、はいっ！」

「ん」

　そして、グレン達がマリアンヌに立ち向かうために、一歩前に出る。

「り、リィエル……」

　床ゆかで過呼吸にあえぐエルザが、戦いに向かうリィエルの背中に言葉をかける。

「……その……ごめん……ね……私……やっぱり、足手まといで……」

「大だい丈じよう夫ぶ。問題ない」

　素っ気ないが、力強い返答が返ってくる。

「エルザはわたしが守るから」

「……り、リィエル……」

　そして──震えるエルザが見守る中、最後の戦いが始まった。




　溢あふれる緑の自然と地方特有の澄すんだ空気、そして美しい湖……

　ここは、アルザーノ帝てい国こく湖水地方にある牧歌的な湖こ畔はんの村ラス─ル。

「な、なんだ……？」

　夜も遅おそいというのに、ラス─ルの村人達は家の外に出て、村のほとりのクレア湖を挟はさんで対岸に沿った鉄道列車の線路を凝ぎよう視ししている。

　山やま間あいの遠くから木霊こだましてくる汽笛と、蒸気機関の機関音。

　一日に四度、村の傍そばを湖沿いに通過する蒸気機関車の雄お々おしい姿を、絶好のポジションで拝めるのが、この村の名物ではあるが……

「汽笛……？　こんな時間に列車……？」

「変だな……今日の列車はもう終わったはずなのに……？」

　訝いぶかしんだ村人達が、いつも蒸気機関車が姿を現す、遠くの山やま峡かいを凝視している。

　やがて、村人達が何事かと見守っていると……

　いつものように、列車が山峡に顔を見せた……その瞬間。

　ぽっ！　その山峡が不意にオレンジ色に明るくなった。

「な、なんだ!?」

　村人達が驚おどろきに硬こう直ちよくしている間にも、列車はいつものように線路を下り……ゆっくりと村に近付いてきて……いつものように湖の向こう岸を、湖沿いに走って行く。

　その姿は──異常だった。

「あ、あれは、一体……ッ!?」

「燃えているぞ!?　列車が……燃えている!?」

　いつものように、湖の向こう岸を左から右へゆっくりと移動していく鉄道列車。

　その列車の先頭──機関車両は今、火だるまとなって燃え上がっていた──




「あっははははははははははっ！　あっはははははははははははは──ッ！」

　列車内に響き渡わたるマリアンヌの哄こう笑しよう。

　狂きよう気きのままに剣を振ふるえば、その剣先から超ちよう高熱の紅ぐ蓮れんの炎が噴ふき出し、うねりを上げて周囲をのたうち回る──

「《光輝かがやく護まもりの障壁よ》──ッ！」

　システィーナが黒魔【フォース・シールド】を、一行の眼前に展開する。

　光の魔力障しよう壁へきは、グレン達に迫せまる炎を遮断するが──

「あちちちち!?　あちちちち!?　熱い!?　熱いって!?」

　遮断して尚なお、その熱気はグレン達を焦こがす。

「おい、白しろ猫ねこ!?　熱、遮断しきれてねえぞ、もっと出力上げろっての！　サボんな！」

「これが限界よッ！」

　グレンの非難に、システィーナが悲鳴を上げる。

「あの魔法遺産アーテイフアクトの剣の出力がおかしいのッ！　私のせいじゃないわッ！」

「ちぃッ!?　しゃあねえなぁ!?」

　グレンが拳こぶしを握にぎり固めて、矢や継つぎ早ばやに呪じゆ文もんを唱えた。

「《守人よ・遍あまねく弎さんの災さい禍かより・我を護り給たまえ》ッ！」

　黒魔【トライ・レジスト】。対象に、炎えん熱ねつ・冷気・電でん撃げきの三属性エネルギーへの耐たい性せいを付呪エンチヤントする、対抗呪文カウンター・スペルだ。

　グレンはそれを自らにかけ──

「白猫、援えん護ごしろッ！」

「《大気の壁よ・二重となりて・我らを守れ》──ッ！」

　さらに、システィーナが唱えた、黒魔改【ダブル・スクリーン】──二重の空気障壁を纏まとって、マリアンヌへと一気に突とつ進しんする。

　座標指定魔術である【フォース・シールド】と違ちがって、【エア・スクリーン】、その改変呪文である【ダブル・スクリーン】は対象指定魔術。

　呪文の効力を身に纏まとったまま、移動することが可能。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　渦うず巻まく炎ほのおの海を左右にかき分け、グレンがマリアンヌの懐ふところへと飛び込み──

　走力を乗せ、鋭するどい右ストレートを繰くり出す。

　が。

「あははははっ!?」

「な──」

　マリアンヌに体を捌さばかれ、あっさりとかわされる。

　泳いだグレンの無防備な身体からだへ──マリアンヌが返し刀、一いつ閃せん──

　その壮絶な焰ほむら刃ばは、【ダブル・スクリーン】の空気障壁すら斬きり裂さいて──

「グレンッ！」

　──間かん一いつ髪ぱつ。グレンが両断されようとしていたまさにその時、同じく飛び込んできたリィエルが間に合い、大剣でマリアンヌの剣を受け止める。

「いいいいいやぁああああ──」

　そのまま、強ごう引いんにマリアンヌを押し返そうとするが──

　轟ごうッ！　マリアンヌの剣から再び紅蓮の炎が噴き出し、のたうち暴れ始める。

「くぅ──ッ!?」

　一応、リィエルも自前の黒魔【トライ・レジスト】で炎熱耐性を得てはいるが、こうも至近距きよ離りで灼しやく熱ねつ炎に炙あぶられてはたまったものではない。

「た、《大気の壁よ》──ッ！」

　システィーナが咄とつ嗟さに、リィエルへ【エア・スクリーン】を張らなかったら、重度の熱傷に陥おちいっていただろう。

　だが、その空気障壁も──

「しぃ──ッ！」

　マリアンヌの壮そう絶ぜつな斬ざん撃げきが、即そく座ざに斬り裂いて、霧む散さんさせてしまう。

　そして再び燃え上がり、渦うずを巻き、グレンとリィエルに襲おそいかかる炎えん嵐らん霧む──

「て、撤てつ退たいぃいいいい──ッ!?」

　炎の津つ波なみに追い立てられ、グレンとリィエルが慌あわてて、システィーナのもとまで下がる。

「《光輝く護りの障壁よ》──ッ！」

　再び立ち上がる光の魔力障壁が、押し寄せる炎の津波を受け止める──

「熱い!?　だから、熱いって!?　何とかしろ、白猫ぉおおおお──ッ!?」

「無茶言わないでよッ!?　だから、これが限界なんだってば！」

　近代魔術モダンにおいて、攻性呪文アサルト・スペルに対する基本的な防ぼう御ぎよの呪文として、常に挙げられる【フォース・シールド】、【エア・スクリーン】、【トライ・レジスト】の三呪文。

　それぞれ『万ばん能のうで強固だが、脚あしが止まる、その場から動けない』、『万能で自由に動けるが、物理的な衝しよう撃げきに弱く、消しよう滅めつしやすい』、『自由に動け、魔ま力りよくが続く限り永続的だが、効果は三属性だけ、損傷を軽減するだけ』と、それぞれに一長一短な特とく徴ちようがある。

　マリアンヌの『炎の剣』は、それら防御呪文が抱かかえる短所を、絶ぜつ妙みように突ついてくる。

　派手さはないが、厄やつ介かい極きわまりなかった。

「くっそ……【フォース・シールド】を張らされては、こうして脚を止められ、焦じれて突撃すりゃ、【エア・スクリーン】を斬り裂かれ、とどめに【トライ・レジスト】を超こえる熱量を撃うち込んで来やがる……地味に反則だな、おい!?」

　システィーナは【フォース・シールド】などの守りの対抗呪文カウンター・スペルを撃つのに精せい一いつ杯ぱいで、攻性呪文アサルト・スペルで反撃する暇ひまはないし、そもそも、この中でもっとも魔力の高いシスティーナの【フォース・シールド】でなければ、マリアンヌの炎は防げない。

　グレンの三節詠えい唱しようでは遅すぎる上に威い力りよくも低く、今のマリアンヌには通らない。

　リィエルには、そもそも攻性呪文アサルト・スペルという手段がない。

　近接格かく闘とう戦も、古代の英えい雄ゆうの剣けん技ぎを憑ひよう依いしたマリアンヌの独どく壇だん場じよう。

　炎の結界が車両を囲み、最も早はや、撤退することも叶かなわない。

　完全に手て詰づまりであった。

「あっははははぁ……燃えろぉ……ッ!?　燃えてしまえぇえええ……ッ！」

　マリアンヌが掲かかげる剣から、さらなる圧あつ倒とう的火勢の炎が噴き出しては、渦を巻き、グレン達を飲み込まんと津波のように襲いかかってくる──

「あぢぢぢぢぢッ!?　あづいって!?　トーストになっちゃう!?」

「くぅうううう──ッ!?」

　グレンとリィエルが自身の【トライ・レジスト】に、システィーナが【フォース・シールド】にさらなる魔力を注ぎ込むが……最早、焼け石に水だった。

　当然、渦巻く炎はこの車両内に引火し、大炎えん上じようの火だるま状態だ。

　おまけに、燃え広がる炎が先頭の機関車両に引火し、蒸気機関に異常をきたさせたらしい。機関部が熱暴走を始め、先ほどから列車の速度がどんどんと上がり始めている。

　窓の外の風景が恐おそろしいほどの速度で激流のように流れ、がくん、がくんと、列車が左右どころか上下に揺ゆれ始めている──

「せ、先生、このままじゃ……」

「ああ、やべぇな……マジで」

　まったく同じことを想像し、青ざめるシスティーナとグレン。

　脱だつ線せん──このまま、列車速度が上がり続ければ、いずれ最悪の事故が発生してしまうだろう。そうすれば、この列車に乗っている全員が──死ぬ。

「おいっ！　いい加減にしろッ!?　炎を収めやがれッ！　てめぇも死ぬ気か!?」

　たまらず、グレンがマリアンヌへ叫さけぶも。

「ひゃっははははははははははは──ッ！　燃えろぉ……全部、燃えてしまえぇええええええええ……ッ!?　あーっひゃはははははははははははは──ッ！」

「駄だ目めだ、あの女……完全に我を失ってやがる……どうなってんだ……？」

　炎の剣フレイ・ヴードとその力を本格的に振るい始めてから、マリアンヌの精神状態は明らかにおかしくなっていた。

「ひょっとして、彼女、剣の記き憶おくに引きずられてるのかも……？」

「ああ、そりゃ、古代のイカれた英雄なんざの記憶使えばそうなるかもな……」

　ロラン＝エルトリアの『メルガリウスの魔法使い』……今だその正体はわからない。本当に古代の真実を語っているのかどうかは不明だ。

　だが、もし、『メルガリウスの魔法使い』が古代の真実を語るものであるならば……炎の剣フレイ・ヴードは、炎えん魔ま帝てい将しようヴィーア＝ドォルの剣……魔将星の武器だ。

　物語で語られるに──魔将星達は、様々な経けい緯いで人間をやめた者達である。

「ち──ッ！　おい、白猫！　例のお伽とぎ噺ばなしで、『正義の魔法使い』様は、どうやって炎魔帝将ヴィーア＝ドォルのアホを倒たおしたっけな!?」

「確か……決め手は……〝炎を斬り裂く風の刃やいば〟……だったわ」

「よし、白猫！　黒魔【エア・ブレード】だッ！　こないだ教えただろ!?」

「無理よッ！　私は対抗呪文カウンター・スペルで手一杯だわ！　あんなに節数がかかる大呪文を悠ゆう長ちように唱えてたら、皆みな、丸まる焦こげじゃない!?」

「だよなぁ、クソッ！　やっぱり、俺とリィエルでなんとかするしか──」

　激しく渦巻く炎嵐の中、グレン達がそのようなやり取りをしている一方で……

（熱い……怖こわい……怖いよ……お父さん……助け……て……）

　エルザは、車両の隅すみで、刀を抱だきながら、ぶるぶると震ふるえていた。

（私にだって……戦う力はある……だから、今は皆と一いつ緒しよに戦わないと……）

　理り屈くつでは、理性ではわかる。わかっているのだ。

　だが──駄目だった。『炎の記憶』がエルザをあざ笑い続ける。

　こうも、炎が燃え上がっている状じよう況きようでは、どうしても恐きよう怖ふで身体が動かない。

　手足が震え、力が抜ぬけ、目眩めまいと吐はき気けと動どう悸きと過呼吸が収まらない──

　世界がぐにゃぐにゃと赤く歪ゆがみ、最早、まともに立ち上がることすら出来ない──

　そんな時だった。

「しまった!?」

　度たび重かさなるマリアンヌの炎の猛もう撃げきに、ついにシスティーナの張る【フォース・シールド】の一部が破は壊かいされ、穴が開いた。

　隙すき間まから、圧倒的な炎の奔ほん流りゆうが【フォース・シールド】内部になだれ込み──

　──その炎の向かう先に、エルザが、いた。

「あ……、……あ、ああ……ぁあああ……ッ!?」

　エルザは自分に迫せまってくる炎を前に、なすすべもなく呆ぼう然ぜんとするしかなく──

　炎がエルザを飲み込まんとした──まさにその時。

「エルザ！」

　──己おのが身を盾たてに、エルザの前に立ちはだかった者がいた。

　リィエルであった。

　燃えたぎる炎は、一いつ瞬しゆんでリィエルを包み込み──

「《光輝かがやく護まもりの障しよう壁へきよ》──ッ！」

　その刹せつ那な。システィーナが障壁を張り直す。

　炎が遮しや断だんされ、発生源を断たたれ、リィエルを包む炎が鎮ちん火かする。

「……り、リィエル……？」

「大だい丈じよう夫ぶ。問題ない」

　心配そうな声を上げるエルザに、リィエルがちらりと振ふり返る。

　黒魔【トライ・レジスト】を付呪エンチヤントしていたとはいえ、エルザを庇かばったリィエルの半身はかなりの熱傷に陥っている。苦痛も相当なものだろう。

　大丈夫なわけがない。問題ないはずがない。

　だというのに──

「エルザが無事で良かった」

　リィエルはそれを意に介かいさず、大たい剣けんを構え、再びマリアンヌへと向き直る──

「ど、どうして……こんな私なんかのために……？」

「だって、守るって言ったから」

　さも、当然とばかりにそう言うリィエル。

「…………ッ!?」

　そんなリィエルを、エルザは呆然と眺ながめるしかない。

「ち──《慈じ愛あいの天使よ・彼の者に安らぎを・救いの御み手てを》！」

　グレンがリィエルの頭に手をのせ、白魔【ライフ・アップ】を唱える。

　リィエルの熱傷が、ある程度、癒いやされる。

「リィエル！　行けるか!?」

「ん」

「よし！　なんとか、あいつを切り崩くずすぞッ！　うぉおおおおおお──ッ！」

「いいいいいやぁああああああああああああ──ッ！」

　再び、グレンとリィエルが並んで、マリアンヌへと突とつ進しんしていく。

「《大気の壁かべよ・二重となりて・我らを守れ》──ッ！」

　システィーナがそんな二人へ援えん護ごの呪じゆ文もんを飛ばす。

　グレンがマリアンヌに拳けん打だを放ち、リィエルが大剣を繰くり出していく──

　マリアンヌは、グレンの拳こぶしを首を振ってかわし、リィエルの大剣を剣で弾はじき──

「あっひゃはははははははははははははははははは──ッ！」

　高笑いしながら、さらに続くグレンとリィエルの連係攻こう撃げきを、華か麗れいに捌さばき続け──

「爆はぜろぉおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　怒ど濤とうの攻せめの間かん隙げきに、マリアンヌが跳とび下がって、剣を振るい、炎ほのおの嵐あらしを放つ。

「ぐおぉおおお──ッ!?」

「──くっ!?」

　熱波が、ごおごおと音を立て、グレンとリィエルを飲み込み、列車内を駆かけ抜ける──

　このような限定された狭せま苦くるしい空間は、炎のような面制圧攻撃の独壇場だ。

　小細工はまったく通用しない。魔術師的な知ち恵えを発揮するなら、こんな場所で戦うことそのものを最初から避さけるべきだったわけで、つまり、もうどうしようもない。

　せめて、もっと広い場所ならまた違ちがったのだろうが──とにかく、今の地の利は完全にマリアンヌにある。完全にジリ貧ひんであった──

「ひゃははははははは──ッ!?　あーっはははははははははははははは──ッ！」

　そうして、グレン達が手をこまねいている間も、どんどん、列車は加速していく。

　揺れは激しくなり、時折、跳はねるように上下する。

　タイムリミットは──刻一刻と迫っていた。

「くそ……どうしても後、一手足りねぇ……ッ!?　どうしたら……ッ!?」

　迫り来る炎の激流を、グレンは眼前で両りよう腕うでを交差させ、ひたすら【トライ・レジスト】に魔ま力りよくを注ぎ込んで、必死に根こん性じようで耐たえる。システィーナが何度も何度も【フォース・シールド】や【ダブル・スクリーン】を張り直して、必死に耐える。

　だが──マナ欠けつ乏ぼう症しようは近い。

「あっははははははははは──ッ！　ひゃはっ!?　ひゃははははははははははは──ッ！　燃えろぉおおお──ッ！　燃え尽つきろぉおおおおおおおお──ッ！」




「リィエル……みんな……」

　エルザは、そんな紅ぐ蓮れんの光景を、恐怖に震えながら、呆然と眺めている。

　その光景は、まさしくエルザの中にある『炎の記憶』の焼き直しであった。

　そして──そんな『炎の記憶』の中で、リィエルが戦っている。

　エルザを守る、と言ってくれた少女が。一度は命を狙ねらった少女が。

　エルザにどう思われようが関係ない、わたしは貴女あなたが好きだから……そう言ってくれた少女が、必死に戦っている。

　私を守るために。その身体からだを炎に灼やき焦こがしながら──

（私は……本当に……これで……いいの……？）

　確かに炎が怖い。赤が怖い。未いまだ拭ぬぐえない最悪の心的外傷トラウマだ。

　だが、こんな状況で怯おびえて、震えて、泣いて──

　はたして。

　一体、私は、何のために剣を取ったのか。

　何のために父のような軍人を目指したのか──技わざを磨みがいてきたのか──




　──エルザ……守るために剣を振るいなさい。人を活いかす剣を振るいなさい──




　誰だれかを守るために戦うリィエルの後ろ姿に、誰かのために戦い続けた父の言葉が蘇よみがえる。

「わ、私は──私は──ッ！」

　震える身体を堪こらえ、ぎゅうと刀の鞘さやを強く握にぎりしめる。

　燃え上がる炎の恐怖に焦げる思考の中──エルザは必死に考える。

　己おのれの為なすべきことを──

　…………。

　……そうだ。このままでいいはずがない。

（……私はただでさえ、復ふく讐しゆうに身を焦がし──私利私欲のために父の技を振るい──父の顔に……誇ほこり高き剣に……泥どろを塗ぬったというのに──ッ!?）

　これ以上、何もせずに、怯えて、震えて、泣いて──




「これ以上……ッ！　父の名を……技を……穢けがして……たまるかぁあああああ──ッ！」

　その時、エルザが吼ほえた。

　エルザが泣きながら、吼えて、立ち上がった。

「エルザ!?」

「おい、お前!?　無茶するな!?　下がってろッ！」

　気付いたリィエルやグレンが叫さけぶが、知らない。

　未いまだ震えが止まらない膝ひざも、手も、全身も知らない。

　立ち向かうことを決意した反動で、かつてない恐怖が心臓を握りつぶすが、知らない。

　そんな弱い心臓、むしろ潰つぶれてしまえばいい。死んでしまえばいい。

「この……ッ！」

　エルザは震える右手で刀を抜き……その抜けば珠たま散る氷の刃やいばを……

　左手できつく握りしめていた。

「お前……ッ!?」

「エルザさん……ッ!?」

　ぶしゅ……刃が動脈に達し、血が大量に滴したたって左手から抜けていく……

　どうやら血の気が減れば、暴れる心臓も少しは大人しくなってくれるようだ。

　血の赤色は相変わらず怖いが……すでにここまで赤い世界。最も早はや、何も変わらない。

「……みな……さん……」

　震える身体と怯える心は相変わらずだが、少しはクリアになった思考で、エルザがふらりと立ち上がる。

「はぁー……はぁー……後、一手が……足りないんですよね……？」

「ああ……そうだが……？」

「な、なら……私が……活路を……切り開きます……」

　そんなエルザの過呼吸にあえいで掠かすれる物言いに。

　グレンも、システィーナも、リィエルも、目を丸くする。

「馬ば鹿か言え。鏡見てみろ。今のお前に何ができるんだよ……？」

「……自分の状態は……はぁ……よく……わかってます……だけど……」

　そして、エルザは震えながら、グレンを真まっ直すぐ見上げて、言った。

「……それでも……ッ！　わ、私が……やらなくちゃ、いけないんです……ッ！」

「…………ッ!?」

「お願い……しますッ！　信じて下さい……ッ！」

　焰ほのおは燃える。さらに激しく燃え盛さかる。ただ、火の粉が散る音と、焼き尽くす音色だけが、発狂したマリアンヌの哄こう笑しようにアンサンブルする。

　システィーナが光の障壁でなんとか迫り来る炎を遮断しているが……限界は近い。

　暴走する列車も、今にも脱だつ線せんしそうな勢いだ。

　時間は……ない。

「……やれるのか？　エルザ」

「……やります」

　過呼吸にあえぎながら、真っ青に青ざめながら、滝たきのように脂あぶら汗あせを流しながら。

　それでも、エルザは、そうはっきりと答えた。

「どうか……先生達は……今までのように……戦ってください……『機』さえあれば……足りない最後の一手を……必ず、私が……埋うめます……か……ら……」

　エルザの取り縋すがって、訴うつたえかけるような……その呟つぶやきを。

「グレン……エルザを信じてあげて。わたしはエルザを信じる」

　リィエルが後押しした。

　ほんの僅わずかの一時、グレンがエルザの目を見つめて逡しゆん巡じゆんし──

「……オッケー。わかったぜ」

　グレンがエルザに、ふいと背を向け、再びマリアンヌへと向き直る。

「どういう手段で、足りない一手を埋めてくれんのか知らねーが……俺達の命運、お前に託たくしたぜ、エルザ」

「せ、先生……」

「さぁ、行くぜ！　最後の一合いだッ！　これで決めるぞッ！」

　こうして。

　グレンとリィエルは、最後の突とつ撃げきを、敢かん行こうするのであった──




　エルザの眼前では、これまでと同じように。

　グレンとリィエルが、押し寄せるマリアンヌの炎に立ち向かっている。

「うぉおおおおおお──ッ!?」

「いいいいやぁあああああああああああああ──ッ！」

　システィーナの援護を受け、様々な防ぼう御ぎよ呪じゆ文もんを駆く使しして、マリアンヌとの距きよ離りを詰つめようとしている。

　だが、マリアンヌの炎はそんなグレン達を寄せ付けない。

　そんな光景を前に、エルザが最初に感じたのは、やはり、ただただ後こう悔かいであった。

「あ……ぁ……ああぁ……ッ!?」

　ああ、赤い。全すべてが赤い。全てが赤く、熱く燃え上がる炎の世界。

　やはり──怖こわい。消えてしまいたい。瘧おこりのように震ふるえる全身の骨が粉々になりそうだ。

　ずっと自分を苛さいなみ続けた『炎の記き憶おく』と、全てが重なる。

　それでも、目も眩くらまんばかりの赤い光景に、私は今、立ち向かわなければならない──

「ぜはぁー……ッ！　ぜはぁー……ッ！　ぜはぁー……ッ！　私が……ッ！」

　酷ひどい過呼吸だ。苦しい。息をしているのに、息が出来ない。酸素が欲ほしい。

　いや……今はそれでいい。酸素が脳にいかなければ、それだけ余分なことを考える余よ裕ゆうがなくなり、思考がもっとクリアになる──

　エルザは目を閉じ、この精神的、肉体的極限状態で、一つ一つ思い出していく。

　父の技を。

　鍛たん錬れんの日々を。

　自分が今まで培つちかってきたものを──

（……春風一刀流……奥おう義ぎ……）

　今はそれだけを実じつ践せんする、機械となる──

（……直立不動から、左足を半歩引くべし──腰こしを柔やわらかく落とし、身体は脱だつ力りよく──刀の鞘は左手の小指と薬指で軽く握り、他は添そえるだけにすべし──）

　ゆっくりと……

（……柄つかにかける右手は女の肌はだを触さわるがごとく優やさしく……左足での踏ふみ込みに備え、右足に発条ばねを能よく作るべし……体の重心は右足七の左足三とす……）

　ゆっくりと……思い出しながら……

（……背骨は鞭むちと心得よ……全身のしなりを伝える柔らかな一本の鞭とすべし……腰骨は弓の弦つると知れ……全ての駆く動どう力を生み出す基もとなり……）

　……一つ一つ思い出しながら、丁てい寧ねいに、構えを作っていく。

（鍔つばが額に来るよう、刀を掲かかげよ。刀の重みと、重の引理さえ、我が友とせよ……）

　ぐらぐらする視界の中、エルザがゆっくりと鞘に納まった刀を掲げ……

（……胸むね一いつ杯ぱいに、深く息を吸うべし。これは矢をつがえた弓の弦を引くに等しい行こう為いである。二秒息を止め……吐はくと同時に全てを放つべし──）

　ここまで、慎しん重ちように、念入りに構えを作り……

　エルザはその動きを止めた。

　そして、静かに……再び、目を開ける──

　途と端たん、エルザの網もう膜まくを強きよう烈れつに焦がす、赤色の世界──

　エルザの恐きよう怖ふの具現。

「あっはははははははっはっへえはははははははっはああはははは、あははは──ッ！　死ねぇえええええええええええええええええええ──ッ!?」

　そして、仇きゆう敵てきマリアンヌの姿がそこにはある。

　準備は整った──




「ええいッ！　くそ──」

「ぐぅううううううう──ッ!?」

　あと少し。

　もう少しで──マリアンヌに届く。届くというのに──

「あっひゃはははははははははっ！　ひゃははははっははははははは──ッ！」

　再び、マリアンヌの剣けんから放たれる炎ほのおが、グレン達の周囲を暴力的にのたうち回る。

　グレンもリィエルも【トライ・レジスト】を全開にし、システィーナも【ダブル・スクリーン】を多重起動マルチ・タスクして二人に張っている。

　それでも尚なお──その地じ獄ごくのような圧あつ倒とう的てき熱量が、グレン達の身体からだを焼き焦がす──

　猛もう烈れつな火勢の熱波は嵐あらしのような威い力りよくとなって、グレン達の歩を阻はばみ、物理的にも一歩たりとも進めない。

「くそ、やっぱ、無理か──ッ!?」

　その展開は今までの焼き直しだ。

　このままでは──マリアンヌの炎が、グレン達のあらゆる魔ま術じゆつ的防御を貫かん通つうして──

　グレン達は焼け死ぬ。

「くぅ……駄だ目めだ、リィエル……下がれ……ッ！」

　グレンがリィエルに撤てつ退たいを指示する──

　そう。いつもなら、二人ともここで下がるのだ。下がらざるを得なかったのだ。

　だが──

「やだ！　下がらないっ！」

　今回は、リィエルがそう叫んで、突つっぱねた。

「エルザがなんとかしてくれるって言った！　わたしはエルザを信じる！」

　いつも眠ねむたげなその目は──今は、エルザへの信しん頼らいの光で凜りんと輝かがやいていた。

「へっ……ったく、しゃあねえなっ！」

　そんな妹分の姿に、グレンもにやりと笑い、覚かく悟ごを決めた。

　毒食わば、皿までだ。

「白しろ猫ねこ！　きっついのはわかってるが──俺達への防御、もっと出力を上げてくれッ！　頼たのむッ！」

「今だって限界だけど──わかったわッ！　残りの魔力を全部──」

　システィーナが限界を超こえて、魔力を解放する。

　システィーナ自身を守る【フォース・シールド】に注ぐ魔力を緩ゆるめ……

　グレン達を守る【ダブル・スクリーン】が、さらに厚く張る。

　最早、こんな焦しよう熱ねつ地じ獄ごくの中においては焼け石に水だが──おかげで数秒は耐たえられる。

　グレン達は──エルザの最後の一手を信じて、その地獄で踏みとどまる──




　そして──

（……信じてくれて……ありがとう、リィエル……皆みなさん……）

　全てが焦こげそうな程ほど熱い、灼しやく熱ねつの世界とは裏腹に。

　いつしか、エルザは自分の思考が、自分の世界が、まるで氷のように冷たく研とぎ澄すまされているのを感じていた。

　喩たとえるなら……静かなる水面に、一いつ滴てき、水が落ち、波は紋もんが広がっていくような感覚。

　世界の隅すみ々ずみまで行き渡わたり、研ぎ澄まされたエルザの感覚が……

　ついに、その機を……捉とらえた……その瞬しゆん間かん。

　呼吸を──

（リィエル……今度は……私が……貴女あなたを守るから──）

　──一息に、吐いた。

「はぁああああああああああああああ──ッ！」

　刹せつ那な、裂れつ帛ぱくの気合いと共に、エルザの四し肢しが爆ぜるように動いた。

　左足で一歩踏み込む神速の推進力、腰骨の超ちよう速そく横回転、それらベクトルの違ちがう力をまとめ上げ、右みぎ腕うでへと伝える背骨のしなり。

　頭上に掲げる刀の鯉こい口ぐちを切る。刃はを鞘さやに滑すべらせる。

　抜ぬきざまに、右腕に伝えた力を使い、重力に従って、刀を真っ直ぐ、撃うち下ろす──

　それはまさに絶技だった。

『打うち刀がたな』と呼ばれる、剃刀かみそりのように薄うすく鋭するどい刀とう剣けんだからこそ為なせる剣けん技ぎ。

　様々な体術・術理を尽つくして、全身を余すことなく利用してひねり出した、常じよう軌きを逸いつした『力』と『速度』。それらを物理的にまったく減げん衰すいさせることなく刀に乗せ、魔力で増幅エンハンスすることで──その常軌を逸した鋭えい利りなる斬ざん撃げきは、空気を引き裂さき、真空を生み出し、刀の間合いの外──遠間を斬きり裂く風の刃と為なるという。

　剣の間合いを超こえる斬撃。通常の剣理にあり得ぬ、絶技。

　東方剣術が一派、春風一刀流奥義──『神風』。ここに開帳す。

「ぁあああああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　エルザが乾けん坤こん一いつ擲てきの気き迫はくで、刀を振ふり下ろしたその刹那──




　ひゅぱッ！




　空気が──鳴った。

　不意に、グレン達を飲み込まんとしていた炎の津つ波なみが左右に、ばっ！　と割れ──

「あ、がぁああああ──ッ!?」

　風の刃が、遥はるか遠い間合いにあるマリアンヌの半身を、斬り裂いていた。
















　巻き起こる血風。

　咄とつ嗟さにマリアンヌが本能的に身体を捌さばいたため、直ちよく撃げきとはいかず、その風の刃は前方の機関車両へと高速で通り過ぎて行ったが──

　その一瞬、マリアンヌの動きが止まる。

　炎が左右に分かたれたことで──マリアンヌへの道ができる。

　今や、何の障害もない。それで……充じゆう分ぶんだった。

「うおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

「いいいいやぁあああああああああああああああああ──ッ！」

　すかさず、グレンと、リィエルが、マリアンヌへ向かって突とつ進しんする。

　最後の気迫を振り絞しぼって、マリアンヌへ、鬼き気き迫せまる表情で肉にく薄はくする。

「う──がぁ、ぁあああああああああ──ッ!?」

　対するマリアンヌは、そんな二人を迎げい撃げきしようと、剣を振り上げ──

「させない──ッ！」

　一瞬速く、マリアンヌの懐ふところに飛び込んだリィエルが、大剣を猛烈に斬り上げ──

　がきぃいいんっ！

　マリアンヌの炎の剣を──派手に弾はじき飛ばす。

　マリアンヌの手から回転しながら飛んだ剣が、天てん井じように刺ささり──

　それと、同時に。

　グレンが床ゆかを蹴けって跳とび、手を伸のばして、マリアンヌの胸むな倉ぐらを引っ摑つかむ──

「──取ったぜ？」

「──ッ!?」

　その刹那。

　グレンは瞬時にマリアンヌの腕うでを取って足を払はらい、マリアンヌの身体を自身の背中へ巻き上げつつ、軸じく足あしをぎゅんっ！　と独楽こまのように回転させ──

　駆かけ抜ける勢いを乗せたまま、自身の身体すら前方へ投げ出すように跳んで──

　マリアンヌを──ぶん投げた。

「寝ねてろぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　ぐるん、と上下回転するマリアンヌの視界。

　稲いな妻ずまのように、逆さ落としにされるその身体。

　グレンは、そのまま全体重をかけて、マリアンヌを床へと容よう赦しやなく叩たたき付ける。

　ずぅうううううんっ！

　その投げ出された二人分の体重による衝しよう撃げきで、列車が震ふるえる。

　グレン乾坤一擲の投げ技わざによって、全身を激しく床に強打されたマリアンヌの意識は、あっさりと刈かり取られ──闇やみの中に沈しずんだのである。




　同時に──

　先頭列車の機関部分に大きく縦に一本、ビシリと亀き裂れつが走った。

　ばしゅうううううううううう──ッ！

　瞬間、猛烈な蒸気があふれ出し、視界を真っ白に染め上げていく。

　エルザの一撃の余波で、先頭列車の蒸気機関が完全に大破したらしい。

　キィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ──

　列車の車輪が強きよう烈れつな金切り音を立てながら、ゆっくりと、ゆっくりと減速していき……

　やがて……

　月明かりが照らす静せい寂じやくの夜闇の下、果てしなく広がる草原の真ん中にて。

　列車は……停車するのであった。

「…………」

　沈ちん黙もく。

　ただ、列車内を焦がす炎だけが、静かに揺ゆらめいていた。




「……止まった……？」

　不意に、エルザがぼそりと呟つぶやく。

　信じられない、と言わんばかりの表情で、エルザは自分の手を見つめている。

　炎の剣の使い手が意識を失ったためか、車内の火勢は大分弱まったが……やはり、炎はまだ、はっきりとエルザの周囲に燃え燻くすぶっている。

　だというのに……エルザの手には震え一つなかった。

「……ん。列車、止まった」

　エルザの前まで、とことことやってきたリィエルが応じる。

「いえ……列車ではなくて……」

　と、その時だ。

「ははは、ナイスだったぜ、エルザ！」

　駆け寄ってきたグレンが、エルザの背中をばしばしと叩いた。

「凄すごいじゃない!?　今のアレ、何!?　なんていう魔術!?」

　同じくシスティーナも興奮気味だ。

「いえ、アレは魔術ではなくて……」

「いやぁ！　助かったぁああああ──ッ！　お前、まさか、あんなスゲェ切り札持ってたなんてな！　マジで驚おどろいたぜっ！」

「ありがとう、エルザさん！　ねぇ、今度、その魔術、教えてくれない!?」

　グレンとシスティーナが、エルザを置いてけぼりで歓かん喜きに咽むせんでいると……

「先生っ！　皆さんっ！」

「大だい丈じよう夫ぶか!?　何か急に列車が止まりやがったがよ!?」

　フランシーヌとコレットが、ようやく追いついてきた。

「おお、お前らも無事だったか」

「あったりまえだろ!?　ようやっと全員、ボコって大人しくさせたよ！」

「先生に教わっておいて、あのような惰だ弱じやくな連中に負けるはずがありませんわ！」

「それよりも、どうやら先生達も上手うまくいったみたいだな！」

「ああ、エルザのおかげでな……なんとか一件落着だ」

　そんなグレンの言葉に。

「エルザの……」

「……おかげ……？」

　フランシーヌとコレットは、目を瞬しばたたかせて、周囲の状じよう況きようを見み渡わたした。

　炎ほのおの発生源が昏こん倒とうしているとはいえ、列車内は未いまだ炎があちこち燃えている。

　そんな炎に囲まれた中、エルザは震えて蹲うずくまることもなく、泣き叫わめくでもなく……しっかりと両足で立ち、自分の手を見つめている。

「そう……エルザ……貴女、ついに……」

「よかったな……」

　何かを察したフランシーヌとコレットは、エルザに温かい笑えみを向けるのであった。

　そして……

　ぽん。呆ぼう然ぜんと、自分の手を見つめ続けるエルザの肩かたが叩かれる。

　エルザが顔を上げると、叩いた主はリィエルだった。

「……ありがと、エルザ」

「リィエル……」

「なんだかよくわからないけど……エルザに助けられた」

　そう言って。

　その眠ねむたげな無表情を珍めずらしく、にっこりと満面の笑みの形に変えるリィエル。

　エルザはそんなリィエルの顔をしばらく、呆ほうけたように見つめ……

　やがて、くしゃりとその表情を歪ゆがめ……

　ばずっ！　とリィエルに抱だきついていた。

「……エルザ……？」

「違う……違うの、リィエル……助けられたのは私……私なの……」

　そのまま、リィエルに抱きついたまま、嗚お咽えつし始めるエルザ。

「……あり……がとう……ぐすっ……本当に……ありがとう……リィエル……」

「……？　泣かないで、エルザ……どこか、痛いの？」

　リィエルはそんなエルザにされるがままに任せ……

　グレン達は顔を見合わせ、エルザの気が済むまで、そのままにさせるのであった。

「さて……どーやって、ここから学院まで戻もどるかねぇ？」

　グレンはやれやれと頭をかいてぼやきながら、列車の窓の外から夜空を見上げる。

　しん、と冷たく冷え込む夜気の下。

　涼すずしげな夜風が、見渡す限かぎりの草原を、緩ゆるやかに波立たせる中で。

　満天の星と、白く輝かがやく美しい満月が、グレン達を見下ろしている。




　──熱気に火ほ照てる頰ほおに、冷たい夜気が心地ここち良かった。








終章　また、いつか会う日まで









　こうして、不意にリィエルを襲おそった一連の騒そう動どうが幕を閉じた。

　マリアンヌは列車強ごう盗とうと営利誘ゆう拐かいの罪で、緊きん急きゆう逮たい捕ほ。彼女に従った女子生徒達には、マリアンヌから思考を極きよく端たんにしてしまう洗脳魔ま術じゆつを使われたような痕こん跡せきもあり、多少の情状酌しやく量りようの余地が認められ、一時的な停学・謹きん慎しん処分となるに留とどまった。

　だが、今回、マリアンヌに与くみした女子生徒達が抱かかえていた心の問題は紛まぎれもなく事実であり、それを誘ゆう因いんさせる閉へい塞そく感が覆おおう校風も、今回の件で問題視されることになる。よって、中央から新たな学院長が派は遣けん就任し、その閉鎖性の高い校風の改善に取り組むことも決定。全すべては丸く収まる運びとなるのであった。

　無論、釈しやく然ぜんとしない部分もあった。マリアンヌが口にした『蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ』について。

　事件後、国軍省が厳しく追つい及きゆう・糾きゆう弾だんするも、魔導省のトップクラス高官達は、マリアンヌとの関係と『蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ』の存在を完全に否定。帝てい国こく宮きゆう廷てい魔導士団が、血ち眼まなこになって『蒼天十字団ヘヴンス・クロイツ』の痕こん跡せきを探したが、結局、空から振ぶりに終わる。発はつ狂きようしてしまったマリアンヌからは、自白の魔術を使用しても、裏付けに足る新たな情報を得られずじまい。

　結局、マリアンヌの言が真実だったのか、あるいはただの虚きよ言げんだったのか──

　真相は闇の中へと葬ほうむられることになった。

　だが、いずれにせよ、事の発ほつ端たんがリィエルの無理矢理過ぎる『落第退学』処分だったことは厳然たる事実であり、反国軍省派のアルザーノ帝国魔術学院内における発言力は、大きく減げん衰すい。リィエルが短期留学を成功させたことにより、『落第退学』の口実も消しよう滅めつ。

　ルミア直近の護衛は、引き続き、リィエルが担当する運びとなるのであった。

　そして──




　ある晴れた空の下。

　聖リリィ魔術女学院敷しき地ち内の、鉄道列車駅構内にて。

　がしゃんがしゃんと機関音を立て、煙えん突とつから煙けむりを上げながら、ゆっくりと新しい蒸気機関車が駅構内に入ってくる。途と端たん、辺りを微かすかな石炭の煙の臭においが漂ただよい始める。

　そして、そんな列車の昇しよう降こう口の前に……人だかりが出来ていた。

　グレン達と、二年次生月組の生徒達の面々である。

　本日は、ついにグレン達が、アルザーノ帝国魔術学院へと帰き還かんする日。

　月組の生徒達は全員総出で、その見送りに来ていたのであった。

「うう……レーン先生……とうとうお別れですね……」

「お疲つかれ様です。短い間でしたが、今まで大変お世話になりました」

「なぁ、先生。その……なんつーか……アタシ、アンタと会えて良かったよ」

　フランシーヌ、ジニー、コレットが、クラスの女子生徒達を代表して、代わる代わるグレンへ握あく手しゆを求め、別れの挨あい拶さつを口にしていく。

「システィーナとルミアもな。……アンタらとやり合うの、ケッコー、楽しかったぜ？」

「こちらこそ……って言っていいのかしら？」

「あはは……うん、私達も素す敵てきな思い出ができたよ。ありがとう」

　システィーナもルミアも朗ほがらかに笑っている。

　ごくごく短い間ではあったが……彼女達の間には確かに友情があったのだ。

「確かに、貴女あなた達とはよく喧けん嘩かしたけど……こうしていざお別れとなるとなんだか、寂さびしいものね……」

「そうですわね……」

　システィーナがしみじみと言い、フランシーヌが頷うなずく。

　すると、コレットがこんなことを言い始めた。

「なぁ、システィーナにルミア。いつか私も、お前らの学校……アルザーノ帝国魔術学院へ留学してもいいかな？」

「！」

「なんつーか……興味出てきたんだよ。レーン先生やお前らが、普ふ段だん過ごしている学校がどんなところなのか……見てみたいんだ」

「おーっほっほっほ！　コレットにしては名案ですわねッ！　そうですね、その時はわたくしと、ジニーもご一いつ緒しよさせていただきますわっ！」

「うへぇ……面めん倒どう臭くさいなぁ……」

　コレットの提案に、フランシーヌが高飛車に笑い、ジニーが無表情でぼやく。

「あははっ！　それいいわね！」

「うん、その時は皆みなで歓かん迎げいするね！」

　システィーナとルミアも、楽しそうに笑うが……

「それに……ほら、あれだ……」（照れ）

　コレットが、グレンの左ひだり腕うでに組み付き……

「そちらの学院へ行けば……その……また、レーン先生とも会えますし……？」（赤面）

　フランシーヌが、グレンの右腕に組み付き……

「その……いつになるのか、正直わかんねーけどさ、先生……」

「どうか、待っててくださいまし……」

「お、おう……」

　二人に熱っぽく迫せまられるグレンは、脂あぶら汗あせを垂らしながら頰を引きつらせるしかない。

「あははっ！　やっぱ、来なくていいかも！」

「うん、その時は皆で塩を撒まくね！」

　……なんていうか、システィーナとルミアの楽しそうな笑え顔がおが、とても怖こわいのだ。

「はぁ……貴女達、ほんっとうに、最後までブレませんね……」

　我関せずなジニーも、呆あきれ顔で肩を竦すくめていた。

「と、と、とにかくだっ！」

　このままだと、何かが致ち命めい的に危ないので、グレンは二人を振ふりほどく。

「お前ら、今回の一件、本当に世話になったな！　礼を言うぜ！」

「ん……みんな、ありがとう……」

　グレンの背後に隠かくれるように佇たたずむリィエルも、ぼそりとお礼を呟つぶやく。

「なんかよくわからないけど……みんなのおかげで、退学にならなくていいみたい」

　そして、グレンはそんなリィエルの頭に、ぽんと手をのせた。

「お前も、今回は本当によく頑がん張ばったぞ……褒ほめてやろう」

「ん……」

　リィエルは、グレンが頭をわしわしと撫なでるに任せていた。

「わたし……グレンが心配しなくていいように、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばったから……」

　眠たげに細められた目ではあるが、リィエルはどこかとても嬉うれしそうだった。

　そんな、満まん更ざらでもないリィエルの様子に……

「むむむ……」

　眼鏡をかけた少女……エルザが、どこか不ふ機き嫌げんそうに頰を膨ふくらませ、ぐい、とリィエルの腕うでを取り、グレンからリィエルを引きはがす。

「……エルザ？　……どうしたの？」

　リィエルは、自分の腕に組み付いてくるエルザを、きょとんと見つめる。

「……なんでもないよ……」

　エルザは微かに頰を赤らめさせ、ぷい、とそっぽを向いた。

　そして、エルザはなんとも複雑な表情で、グレンを睨にらむ……

「「……？」」

　リィエルとグレンは、そんなエルザの様子に、不思議そうに首を傾かしげ……

　システィーナやルミア、フランシーヌ、コレット、ジニーといった周囲の女子生徒達は何かを察したように、無言でにやにやとしているのであった。

　そんなこんなで、時間はあっという間に過ぎ、別れの時は近付いてくる。

「そろそろ、出発の時間だな……じゃあな、お前ら！」

「また、いつか会いましょう！」

「ええ、お達者で！」

「元気でな！」

　最後に互たがいに別れを告げて……

　グレン達は荷物を提さげて、列車に乗り込んでいく。

「リィエル！」

　最後に列車へ乗り込もうとしたリィエルを、エルザが呼び止めた。

　くるりと、顔だけ振り返るリィエルに、エルザが叫さけぶ。

「本当に、ありがとう、リィエル！　私……強くなるから！」

「……エルザ？」

「私、もっと、もっと、強くなって……いつか、貴女と一緒に肩かたを並べて戦えるようになるから……ッ！　私も誰だれかを守れるようになるから……ッ！　だから……ッ！」

　必死に訴うつたえるような表情のエルザに。

　リィエルはほんの少しだけ、口元を笑みの形にして。

「……待ってる」

　ぼそりと、短く呟かれたリィエルの言葉に。

「また……いつか、会おう。……エルザ」

「……ッ!?　……うんっ！」

　エルザは目め尻じりに微かに涙なみだを浮うかべ、向日葵ひまわりのように笑うのであった。




　──そして。

「……ったく、なんだか土産みやげ話がすっげぇ増えちまったなぁ」

　行きと同じように、個室席の一つを占せん拠きよしたグレン達。

　グレンは窓まど際ぎわの席で頰ほお杖づえをついて、外を流れる牧歌的な風景をゆっくりと眺ながめながら、独りごちる。

　ちらり、とグレンが、周囲を流し見れば。

　向かい合う対面の席に並んで腰こしかけるシスティーナとルミアが、互いに肩を貸し合うように、静かな寝ね息いきを立てている。

　そして、リィエルは、グレンの隣となりの席で丸くなり、グレンの膝ひざを枕まくら代わりに、やはり深い眠ねむりについていた。

　何か、楽しい夢でも見ているのだろうか。

　ぐっすりと眠るリィエルは、ほんの少しだけ笑みを浮かべていた。

「……まぁ、本当に、よく頑張ったよ、お前……」

　グレンが眠りこけるリィエルの頭に、優やさしく手をのせる。

「ん……」

　寝ぼけているのか、あるいは無意識の行動なのか……リィエルは、そんなグレンの手へ頭をすり寄せるように、寝返りを打った。

「さぁて……と」

　帝てい都とまでの暇ひまつぶしに、グレンは旅りよ行こう鞄かばんから一冊の本を取り出す。

　ここに来る時は読みそびれてしまったその本は……『メルガリウスの魔ま法ほう使つかい』だ。

「……たまには悪くないだろ」

　窓の外を流れる牧歌的な風景を尻しり目めに。

　グレンはしばしの時を、物語の中で過ごすのであった。








あとがき









　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゆつ講こう師しと禁忌教典アカシツクレコード』第八巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方に無限の感謝を。どうもありがとうございます！

　そして特に、こんな私に応おう援えんのお手紙を下さる読者の方々、本当にありがとうございます！　お手紙は大切に保管して、読ませて頂いてます！




　さて、今回の第八巻ですが、六巻、七巻と、このところハードな展開が多かったので、ちょっと箸はし休やすめ的な、温い話にしてみました。

　今回の主役はリィエルちゃん。そしてグレン達は、いつものアルザーノ帝てい国こくを離はなれ、聖リリィ魔術女学院という新天地へと旅立ちます。そこで彼らが遭そう遇ぐうするものは──といった感じの、ドタバタコメディ的な何かを目指しました。

　新天地では数多くのゲストキャラが登場し、女子校という舞ぶ台たい装置も相まって、今回は非常に平和で華はなやかな話になったかなぁ、と思い……

「ていうか、この第八巻。結局やってること、いつもとあんまり変わってなくね？」（友人談）

　……放っておいて下さい。




　そして！

　４月から放映開始のＴＶアニメ『ロクでなし魔術講師と禁忌教典』、いよいよその時期が迫せまってきました！　アニメ化が決まった当初は、遥か遠い未来の異次元世界の出来事のように思っていたのですが……ようやく実感と現実感が湧わいてきました。

　もの凄すごい熱量で制作に取り組んで頂いているアニメスタッフの方々には、本当に感謝に堪たえません。ありがとうございます！

　最早、原作者の私のみならず、大勢の方々の情熱が詰つまったアニメ版『ロクでなし』、皆様、是ぜ非ひとも楽しみにしていてください。どうかよろしくお願いします。


羊太郎



















羊太郎

●ひつじたろう



さぁ、正月だ！　さすがに会社も休みだし、合わせて有給も年末の忙しさのどさくさに紛れて取った！　うははは、近年希に見る長期休暇だ～っ！　さぁ、どんなことして遊ぼうかな!?　ま、とりあえず、この原稿を書き上げよう、そうしたら遊べる……よし、遊ぼう！　さぁ、どんなことして遊ぼうかな!?　え、『ロクでなし』アニメ脚本のチェック!?　しかも結構たくさん!?　仕方ない、それを先にやろう……よし、さぁ、遊ぼう！　さぁ、どんなことして……って今度は、次の原稿かい!?　ええ、それが終わったら──……あはは、正月を丸々潰して、有給使ってまで仕事する私は作家の鑑だね！（吐血）


















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバーデザイン／草野剛
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